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〈ご注意 • おねがい〉 

• 本機は非常に複雑な嫌能および組み合わせを有する製品であり、出荷に際して取扱脱明塞を含 
め十分なチェックをして万全を期しておりますが、万一ご使用中ご不審な点.お気付きのこと 
がありました e >、 もよりのシャーフサービス.お客様ご相锬怒□までご連絡 < ださい。 

なお運用した結果生じる影響につきましては興任を負いかねますので、あらかじめご了承くだ 
さい。 

♦故障.修理や電池交換の場合は、纪憶内容が変化.消失することがあります。別売のブ Ij ンタ 
/カセットインターフェイスとカセットテーフレコータ•を用いて、記憶内容をカセットテーフ 
に記録することをお勧めします。 

記憶内容の保護ならびに損害についての賁任は負いかねます。 

♦本書に記載のフ□グラムを使用したことによる金銭上の損害および逸失利益または第三者から 
のいかなる講求につきましても当社はその興任を負いませんので、あらかじめご了承<ださい。 
拳この取扱説明塞の内容は改良のため予告な<変更する場合があります。 


くはじめに〉 

このたびは、シャーフポケットコンピュータ 〈 PC - G 801〉 をお買い上げいただき、まこ 
とにあ0がとラございました。 

この計算機は、くり返し計算や複雑な計算処理に威力を発揮する BASIC フ□ヴラム機 
能、電卓と同じよラに操作して計算を行ラことができる関数電卓機能を持ち、まだアセ 
ンフラ言語 CASL (キャッスル）で、フ□グラム作成、デバッグ、実行を行ラことがで 
きますので、アセンフラ言語の理解、通産省の情報処理技術者試験の学習などにご利用 
•いただけるポケットコンピュータです。 

また、本機はバソコン等でよ<使われている Z 8 d 相当の CPU (中央演算処理装置）を用 
いており、機械語モニタ機能を持っています。 Z 80 CPU に関する書籍は数多<市販さ 
れており、 Z 80 の機械語の学習にもご利用いただけます。 

正し<お使いいだだ<ために、この取扱説明害をよ<お読み<ださい。 

なお、この取扱説明塞は、「シャーフサービス.お客様ご相談怒□一轚表」とともに、必 
す保存して<ださい。万一ご使用中にわからないことや不具合が生じだとき、きっとお 

役|フ立ちます。 * Z 80 はサイ□ク社の發》商標です。 


この取扱説明書作成にあたっては、次の方々に多大なご協力をいただきました。 
この場をお借りし、感謝申し上げます。 

•新潟県立長岡工業高等学校布施行雄先生、田卷仁先生、坂西精一先生 

小野塚純夫先生、高波定勝先生 
•新潟県立新潟工業高等学校加藤奠三先生 
• 新潟県立巻工業高等学校 平山勇先生 

• 一一 柳猛氏 






♦お使いになる前に . 9 

1 • おねがい . 1〇 

2. お買い上げ直後の操作 . 12 

3. 各部のなまえ . 14 

♦基本搡作とモードについて . 15 

1 • 電源のオン/スフ（入り/切り）と表示の濃淡調整. . 16 

2. モードについて . 17 

3. 基本的なキー操作 . 18 

4. 表示シンボルについて . 21 

5. カタカナの入力のしかた . 22 

第1章マニュアル針算(手掇作による針算） ………25 

1 . マニュアル8十簿 . 26 

2. マニュアル81■终のしかた . 26 

3. キー操作の練習 （8 J 正のしかた） . 27 

4. エラーの见理について . 30 

5. 数式か長い揚合の連統計》のしかた . 31 

6. ラストアンサー機能について . 31 

7. 針舜結果の表示方法 . 32 

8. 表示に関するフォーマツト指定 . 34 

9. 数値丸め機能 MDF (モディファイ） . Q 5 

10. 8ナ谗結果の符号の反転 . 36 

11. メモ | J 計舞 . 36 

12. 定数 St 薄機能 . 37 

第2章マニュアル ft 算における関数計算の播作方法と練》 …39 

1 . マニュアルにおける関数針篝 . 40 

2. フニュアル針戣における関数 8 t 箄の操作方法と練習 . 46 

rU 2 S . 46 

® 平方根 . 46 

m 3 m . 47 

(31 立方根 . 47 

® . . . 

. 48 

0べき乗根 .. 

圓階乗.順列.組合せ . 49 

[ g ] 常用対数 .. 





































(ページ) 

酵 . 51 

議麵 5 K . 51 

昭自然指数 . 52 

赃觸0 . 53 

53逆三角関数 . 5 / 

01座標変換 . 59 

[麵十 S 憤 . 63 

第3章算術代入針!！ . 71 

1 • 簿術代入針禅 . 72 

2. 例題と解説 . 73 

ニユアル針薄の練習問題 . 76 

第4章 BAS I C 言語 . 101 

1 • BAS i C 言語をマスターする第一步 . 102 

2. フ□ヴラムの基本 . 10/ 

STEP 1 INPUT . PR I NT . END . GOT 〇文 . 107 

STEP [2) 切り捨て•四捨五入•桁指定 . 

STEPI 31 関数を使うフ□グラム . 118 

STEP 固 I F 〜 THEN / 丨 F 〜 GOTO . 122 

STEPS ) FOR 〜 T 〇〜 STEP . NEXT . 126 

STEP ® REM , READ . DATA . RESTORE . 131 

STEPrz ] GOSU 巳 〜 RETURN .^ 

STEPfS ] K 列 D I M (ディメンジヨン） . 1 36 

STEP 阅 US I NG (ユージング )/ PR 丨 NT USING . 144 

STEPB 3 M I D $ (ミッド • ドル）/ LEN (レングス） / VAL (パリユー) . 14 5 

STEPH CHRS (キャラクタドル)/ STR $ (ストリングドル） . ^6 

STEPfS ASC (アスキー）/掄理演簿子 . 147 

* 巳 AS 丨 C によるフ□グラム演習問題 . 152 

3. 変数の墦頚と使いかた . 159 

4. デバッグ . 164 

5. フ□グラムのファイル . 166 

6. テーフへの紀録、統み込み . 169 

7. フ□ブラムの実行開始方法とラペルについて . 171 

第5章 TEXT モード（テキストエディタ） 一 …… … 173 

1. TEXT モード機能一 K .. 17 ^ 

2. TEXT モードの使いかた . 175 

(1) T EXT モードの設定 . 1/5 

(2) エディット機能 (Edit). 173 

3 









































(ページ) 

(3) T EXT フ□グラムの消去 （ Delete ). 177 

(4) T EXT フ□ブラムの印字 （ Print ). 177 

⑸カセツトへの纪録、読み込み、照合 ( Cmt ). 177 

(6) シリアル入出力 ( Sio ) . 180 

⑺フ□グラムファイル （ File ) . 183 

(8) 巳 AS I C コンバータ（巳 asic ) . 185 

第6章 CAS し . 187 

1. CASL (アセンフラ言語） . 188 

1.1 COMET の仕様概略 . 188 

1 .2 命令語の構成 . 189 

1.3 命令の棰頚と機能 . 190 

1.4 アセンフラの文法 . 192 

1 .5 疑似命令 . . 

1 .6 マク□命令 . 193 

1.7 特殊命令 . 194 

2. CASL モードの偶成 . 195 

2 .1 フ□グラム作成手順 . 195 

3. ソースフ□ブラムの作成、集（エディツト） . 198 

3.1 ソースフ□グラムの入力形式 . 198 

3.2 ソースフ□ブラムの消去 . 199 

3.3 ソースフ□フラムの入力 . 199 

4. アセンフル . 201 

4..1アセンフル U ストをフリンタで印字する方法 . 201 

4.2 エラーメッセージ . 202 

o. .. 202 

5.1 レジスタの内容の表示 . 203 

5.2 レジスタに値を殷定する方法 . 204 

5.3 オフジエクトコードの表示 . 205 

5.4 特定のアドレスに記檍された内容の表示 . 206 

5.5 オフジエクトコードの*き換え . 206 

6. ン<ユレータ . 208 

6 .1 ノーマル実行 . 208 

6 .2 トレース実行 . 209 

6.3 シミユレーシヨンでのエラー . 210 

7. CASL 実行例 . 211 

7.1 オフジエクトコードの内容確認 . 211 

7.2 ノーマル実行 . 213 

7.3 フレークポインタの解除 . 214 

7.4 トレース実行 . . 











































(ページ) 

7.5 空攔穴埋め問題の実行例 . 217 

8. メモ 1 J 領域 . 219 

8.1 格納できるステッフ数の計箄方法 . 219 

9. 仮想計箅機 COMET との相異点 .. 220 

第 7 章檐械語モニタ . 221 

1 . 機械語モニタを使ラ上でのきまり . 222 

2. 機械語モニタの各命令の锐明 . 223 

♦ USER ユーザー エリァ . 223 

木 S セットメモ 1 J . 223 

*D ダンフメモ |J . 225 

*P フリントスイッチ . 226 

*G ゴーサフ . 226 

*R U-KS I 〇 . 227 

*W ライト S I 〇 . 228 

3. 機械語モニタモードでのエラー表示 . 228 

第 8 章 BAS I C の各命令の脱明 . 229 

1 . AND (論理憒、条件式の結合） . 231 

2. ASC (文字などをキャラクタコードに変換） . 231 

3. CALL (嫌械語フ□グラムを実行) . 232 

4. CHRS (キャラクタコードを文字や記号（キャラクタ）に変換） . 232 

5. CLEAR (変数の消去） . 233 

6. CLOAD (テーフからフ□グラムの統み込み） . 233 

7. CLOAD M (テーフから機械語フ□グラムの統み込み） . 234 

8. CLOAD 9 (フ□ヴラムの照合） . 234 

9. CLOSE (入出力のファイルを閉じる） . 235 

10. CLS (表示内容の消去） . 235 

11. CONT (中断したフ□グラムの再実行） . 236 

12. CSA V E (フロブラムをテーフに記録） . 236 

13. CSAVE M (機械語フロヴラムをテープに紀録） . 237 

14. DATA (変数に今えるデータの指定） . 237 

15. DEGREE (角度单位を••度”に設定） . 237 

16. DELETE (フログラムの行を削除） . 238 

17. DIM (K 列変数の確保） . 238 

18. END (フロフラムの実行の終了） . 239 

19. FILES (ファイルエリアのファイルのファイル名を表示） . 240 

20. FOR 〜 NEXT (< り返し命令） . 240 

21. FRE (フロブラム•データエリアの空き容8を求める） . 241 

22. GOSU 巳〜 RETURN (サフルーチンジャンフと復帰命令） . 242 

5 









































(ページ) 


23. GOTO (ジャンフ命令） . 242 

24. GRAD (角度単位をブラードに設定） . 243 

25. I F 〜 THEN (条件判断命令） . 243 

26. I NKEYS (押されたキー内容の読み込み） . 245 

27. I NPUT (データ入力命令） . 246 

28. INPUT # (ファイルのデータの読み込み命令） . 247 

29. KILL (ファイルエ 1 J アのフ□ヴラムファイルの消去） . 248 

30. LEFTS (文字列の左側から何文字かを取り出す） . 248 

31. LEN (文字列の文字数を求める） . 249 

32. LET (変数に数値や文字を代入） . 249 

33. LF I LES (ファイルエリアのファイルのファイル名を印字） . 249 

34. L I ST (フ□グラムを表示させる） . 250 

35. L し I ST (ブ□グラムの塞き出し) . 250 

36. LOAD (ファイルエリアのフ□グラムファイルの統み出し） . 251 

37. LOCATE (表示の開始位 H の指定） . 251 

38. LPRINT (指定した内容の印字） . 252 

39. M I DS (文字列の中から一部分の文字列を取り出す） . 253 

40. MON (機械語モニタに入る） . 253 

41. NEW (フログラム、データの消去） . 253 

42. NOT (与えられた数値の否定を取る） . 254 

43. 〇 N 〜 GOSU 巳（い<つかの指定された、行へ逸択的に実行を移す） . 254 

〇 N 〜 GOTO 

44. OPEN (入出力の回路を開く） . 255 

45. OR (旃理和、条件式の結合） . 256 

46. PASS (バスワードの股定、解除） . 256 

47. PEEK (機械語フ□グラムやデータの読み出し） . 257 

48. POKE (機械語フ□グラムやデータの窿き込み） . 257 

49. PRINT (表示命令） . 258 

50. PRINTS (データの紀録、送出命令） . 260 

51. RADIAN (角度单位をラディアンに設定） . 261 

52. RANDOM I ZE (乱数の®を植え付ける) . 262 

53. READ (データを変数に統み込む） . 262 

54. REM (フ□グラムに注釈を入れる） . 263 

55. RENUM (フロク•ラムの行番号を付け眉す） . 263 

56. RESTORE (READ 文で変数に入れるデータの順番を変える） . 264 

57. R I GHTS (文字列の右側か何文字かを取り出す） . 264 

58. RND (乱数(疑似乱数）を発生させる） . 265 

59. RUN (フログラムの実行を開始） . ?66 

60. SAVE (BAS I C フ□グラムをファイルエリアに登録） . 266 

61 .STOP (フロフラムの実行を一時停止） . 267 


6 










































(ページ) 


62. STRS (数値を、文字列に変換） . 267 

63. TROFF (トレースモードを解除） . 267 

64. TRON (トレーススン） . 268 

65. US I NG (表示、印字のフォーマツト指定） . 268 

66 . VAL (文字列を数値に変換） . 269 

67. WAIT (PR I NT 命令の停止時間を指定） . 270 

ミニ丨/〇関係の命令 

68 . I NP (入カポートからの入力関数） . 271 

69. OUT (出カボートへの出力命令です） . 271 

70. OPEN (出カテ/ X イスを指定） . 272 

71. CLOSE (デ/ X イス指定を解除） . 272 

72. LL I ST (フロブラムをバラレルボートから出力） . 273 

73. LPR I NT (指定した内容をバラレルボートから出力） . 273 

第9車その他 . 275 

1 . 通信用ケーフル CE - T 800 のご案内 . 276 

2. 甩池の交換について . 278 

3 . 主なキーの主な機能 . 280 

4. 8情 _ . 282 

5. アフターサービスについて . 284 

6 . . 285 

• ••故陲••かな？と思つたら . 286 

• システムバス端子信号表 . 288 

• □ーマ字—カナ変換表 . •• . 289 

參キャラクタ.コード表 . 291 

• エラーコード表 . 292 

• メモリマツフ • 丨/〇マツフ . 294 

保 M . 295 

































お使いになる前に 




液晶表示部を強 < 押さえないで < ださい。 
表示部はガラスですので、押さえると割れる 
ことがあります。 


怒をしめきった、日の当だる自動車内に放匾 
したり、直射日光が当たる楊所に匾いたりし 
ないで<ださい。高湿によ 1 0故_の原因にな 
り家す。 


暖房器具の近<など、高溫になる場所に匾か 
ないで < ださい。 


落としたり、ぶつけたりしないで<ださい。 


お手入れに揮発性の液体（シンナー、ペンジ 
ンなど）や、ぬれぞラきんなどを使用しない 
で、乾いた柔らかい布をご使用<ださい。 

付羼のネームラベルにお名前をご g 己入のラえ、 
計算搛の裏面にはつてご使用<ださい。 





この装置は、第二種情報装霪(住宅地成又はその陕接した地域において使用されるべき情報装置） 
で住宅地域での電波陳害防止を目的としだ情報処理装置等電波障害自主規制協嫌会 （VCC I ) 基 
準に適合しております。 

しかし、本装置をラジオ、テレビジョン受信機に近接してご使用になると、受信障害の原因とな 
ることがあります0 

取扱脱明窖に從つて正しい取〇扱いをして<ださい。 


正しい取り扱いをしている場合でも、電波の状況によりラジオやテレビの受信に影響を及ぼすことが 
あります。このよラなときには、次の点にご注意<ださい。 

♦本機とラジス、テレビを十分離してご使用<ださい。 

* 使用されるケーフルは、指定のものをご使用<ださい。 

なお、詳し<はお貝い上げの販売店もし<は、ちよりのシャーフお客様ご相談怒□にお問い合わせ< 
ださい。 

ハードカバーの使いかだ 

/ \_ドカノ \一は®擊に対して8+*機を保獲する役割を持つています。 

8 十»機を使用しないとき、 * た、カバンに入れて持5運ぶときなどにはハードカバーを St 篝櫬に取り 
付けて < ださい。 


(1) ハードカバーの取りはすしかた 


(2) 計算機を使わないとき 


(3 )gt 算機を使ラとき 
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2. お買い上げ直後の操作 

⑴電池の取り付け 

付属の乾電池4本を取り出して、次の手騙で入れて<ださい。 

① 本機裒面の電池ぶたを止めているネジをコイン（貨幣）などてゆるめてください。 

② 電池ぶたを囡の矢印方向に引いてはすしてください。 

③ 乾霉池を▽イナス ㊀ 側から入れてください。 ㊉ . ㊀ をまちかえないように入; n てください。 

④ 霉池ぶたを取り付け、ネジをしめてください。（ネジはゆる家ないようにしめてください。） 

注）電池は4本とも同じ向 s に入れて<ださい。 




(2) 初期設定 

箱:池を入れた直後は、本機の内部が不安定な状態になっています。このため次の操作で初期設定 
を行ってください。 

①ボールペンなどで、本俄左端の gg キーの襖にある IJ セット （ RESET ) スイッチ©を押して 
<ださい。 

リセットスイッチ©を操作すると S はホールぺ 
ンなどで押して<ださい。芯先の出たシャーフ 
ペンシルや先の折れやすいもの、また、針など 
先のとかったものは使用しないで<ださい。 

スイツチを離すと次の画面になります。もし、違ラ画面になったときはもラー度 IJ セットスイ 
ツチ©を押してください。（画面は••メモ IJ の内容（纪憶内容）を消去してもよいか9”ときいてい 
ます。） 



MEMORY CLEAR O . K . ? (丫 / N ) 
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② ® キーを抨して < ださい。次の画面（点滅）になります。（初期設定し、偉内答！すべて 
消去したことを示しています。） 


| A しし RESET 


③どれかキーを押して<ださい。キーを押せば次の画面になります。 

RUN MODE 

> 


(3) 動作確認 

本機が正常に動作しているか確認するために、次のキー操作を行って<ださい。 


® ®®S 1 

RUN MODE 


FRE 


5859. 


以上のよラに表示すれば本機は正常に動作しており、指令待ち状態になっています。 

取後に表示された“5859."という値は、本機にフ□ブラムやデータを入れることができる最 
大の容*を示しています。 

注）以上の (2) 〜 (3) の操作を行っても脱明どおりにいかない場合は、もう一度統み直して、操作を 
やり直して<ださい0 

電池の交換について 

gBTJi シンボルが画面右上に点灯したときは、本機内の電池が消耗したことを示しています。 
このシンボルが点灯したときは、一度®)キーで電源を切り、@强キーで再度電源を入れて<だ 
さい。それでもなおこのシンボルか消えないときは、速やかに278ページの手順に従って電池を 
交換して < ださい。 

このシンボルが点灯した状態で使用し、さらに電池が消耗しますと、本機の電源が切れて何も動 
作しな < なります。 

注）電池を交換するとフ□ヴラムやデータが消えます。 

別売の周23機器 CE -126 P およびテーフレコーダ （ CE -152) をお持ちの場合は、事前にフロ 
グラムやデータをテーフに記録しておいて<ださい。 
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3. 各部のなまえ 
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® 表示部 

© 周辺機器接続端子 (11 ピン) 
© 電源オン/フレークキー 
❹霉源オフキー 
©リセットスイッチ 
©モード切り替えキー 
❼アルフ: p べツトキー 


©数字キー 

© キヤリツジりターンキー 
❿システム/ \ス端子 
❿表示瀠淡調整つまみ 
© ク 1 j ア/ク 1 j アオールキー 
❿電池ぶた（裏面） 

< D 関数キー 


•本蜃の文章等の中で使われている〇〜©の番号は各部のなまえの番号に対応してい家す。 
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基本操作とモードについて 


本機には多<のキーがあります。各キーにはいろいろな文字や数字、記号が塞かれてい家す。 
ここでは、これらの操作のしかた、モード、表示について簡单に脱明します。 
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1. 鼋源のオン/オフ(入! V 切り)と表示の濃淡調整 

(1) 電源のオン/オフ（入り/切り） 


本機の左端にある IfiliJ キーを押して<ださい。電源が入って次の表示（画面）になります。 

CAPS DEG 

RUN MODE 

RUN ] 

RUN モード（ランモード：計篇ゃフ□グラムを実行で 
きる状態）になっていることを示し家す。 

>▽ークはフ□ンフト纪号といい、本機の準備が完了し 
たことを示しています。 

@@キーの下の®キーを押せば電源が切れます。 


電源を入れたり、切つたりしたときに一瞬、画面か黒くなつたり、不要な点や線、シンボル 
か点灯することがあ〇ますが、俄能などには問題ありません。 


♦オートパワースフ锇能について 

本機は 8 t 算実行中（巳 USY シンボル点灯中）以外の状態で、約11分間新たなキー操作を行 
わないと、電池の消耗を少な<するため、自動的に電源が切れます。 

この壤合は® S ) キーを押せば電源が入ります。 


(2) 表示の濃淡調整 


表示が見やす<なるよラに表示濃淡網整つまみ❿を回して*淡を調整して<ださい。 



表示濃淡調整つまみ❿ 

矢印の方向へ回せば表示が濃<な0、逆方向へ 
回せば薄 < なります。 

表示が見やす < なるよ^)に調整して < ださい。 





2. モードについて 

_ ■ ■ ■ ■ — ■ - ■ J 

この計箄機は、大きく分けて次の 4 つのモード（状態）があります。 

RUN (実行モード） :巳 AS 丨 C フ□グラムを実行したり、マニュアル操作（手 

操作）での計算などを行います。 

PR 〇モード（フ□グラムモード）：巳 AS 丨 C フ□グラムの入力、編集などを行います。 
TEXT モード ：テキストフ□ク■ラムの入力、編集、削除、まだテーフ等へ 

(テキストエディタモード） の纪録、読み出し、巳 AS 丨 C フ□グラムとテキストブロ 

グラムの変換、 CASL のソースフ□グラムの入力などを 
行います。 

CASL モード（キャッスルモード）： CASL のソースフ□グラムのアセンブル、実行を行いま 

す0 

モードの切り替えは左端にある緑色の®と画)の2つのキーとその下にある Cl _ キーで行い 
ます。 

なお、指定されているモードを示すため、そのモードを表すシンボル (RUNsPROsCASLs 
TEXT のどれか）が画面の左下に点灯します。 


モードの切〇替え 


設定するモード 

キ- 

-操作 

RUN モード 

[ms] 

— ^— ■ ■ ■ —j 


PR 〇モード 

\!!» i または© M 

^ RUN モード以外から切り替えるときは 

TEXT モード 

画 

^ a ) キーを 2 回押す。 

CASL モード 

ほ HIFTl + 画 



鲁統 St モードについては63ページを參照 < ださい。 

| SHIFT ) + _は ( SHIFfl キーを押さえたままで剛キーを押すことを示し孝す0なお、知^) to と 
押しても同じです。 
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3. 基本的なキー操作 

I — ■ _ - _ 

それでは、アルファぺットや纪号を入れてみましょラ。 

いつたん暖 £) キーを押して電源を切つてから、改めて_キーを押して電源を入れてください。 
モードは RUN モードになります。 

そして、@キーを押して表示内容を消去し、次のよラにキーを押してみてください。 

なお、キーを押しまちがえたときは、@キーを押してから、改めて最初か e > 操作して<ださい。 

(1) アルフアベツト（大文字）の入れかだ 

次のキーを押して < ださい。 

® ® © @ ® ® © 

ABCDEFG 


このよラに、アルフアベットの大文字が入ります。 

もし、このように押しても、 A 巳 CDEFG と入らないときは、次の確認をしてください。 
©画面左上に“ CAPS " シンボルが点灯していますか。点灯していないときは@キーを押して 
点灯させて < ださい。 

②画面左上に“カナ”シンボルが点灯していません か。 点！〇していたら@ キーを 押して消してく 
ださい。 

(2) アルフアベット （/J \文字）の入れかた 

次にアルフ： P ぺットの小文字を入れてみましょう。 

ic 叫キーを押して画面左上の* ' CAPS ••シンボルを消して、次のキーを押して<ださい。 

® CD CB ® CD ® ® 

ABCDEFGh i j k Imn 


このように、 “ CAPS ••シンホルを消して、アルファベットキー©を押せばアルファぺットの小 
文字が入ります。再び大文字を入力する場合は、 “ CAPS ” シンボルを点灯させて<ださい。 

(3) 記号の入れかだ 

次に、#$96など、キーの上側に薄茶色で * かれている紀号を入れてみましょラ。 

これ£>、薄茶色で塞かれている記号を入; n るときは、次の2つの方法があります。 

① キーを押さえたまま、これらの記号が塞かれているキーを押す。 

② これらの記号が*かれているキーを押す前に@キーを押す。 
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ます、 (SHIFTl キーを押さえたまま、次のキーを押してください。 

S $ % 

® LRJ ® 

ABCDEFG h i j k Imn #396 _ 


次に、各キーを押す前に®キーを押します。 

® ( T ) @ (〇) © 〇 

(® キーを押したとき、画面上 
側(こ “2 nd F ”シンボルガ点灯し 
ます。） 

このよラに薄茶色で霱かれている纪号を入れるとき、または薄茶色で塞かれている機能を使ラと 
きは、キーを押さえたまま、それぞれのキーを押すか、それぞれのキーを押す前に、® 
キーを押します。 

次に数字を入れてみましよラ。 

□D [2) (3] ® O ® 

O ® ® 


• 1行24桁を超えると、次の行に入ります0 

(4) カーソルについて 

次に、 （3 キーを1回押して<ださい。すると“9”のところで フークが点滅します。 

ABCDEFGh i j k I m n234 
56789 


次に L ^ J キーを押さえたままにしてみます。 

しばら<すると、 ▽ークが左に走って行き、左銪まで行<と上の行の右端へ移って、また左 

ぺ走って行きます。1行目の左鈽まで < ると止まります。 

次に [3 キーを押さえたままにします。 フークが右に走って行き、最後に フークが消え 

て_ ▽ークが出家す。 

この 7—クと_マークは、力ーソルといわれるもので、キーを押したときに文字などが入 

る位 S を示しています。 
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したがって、もし、キーを押しまちがえて、違う文字や記号が入ってしまったときは、力ーソル 
をまちかつた文字などの位匾に移動させて、正しいキーを押せば訂正することができます。 

(< わし < は27ページを参照） 


こんどは CD キーを押してみて<ださい。力ーソルが1行上 （1 行目）へ移動します。 

次に d ] キーを押してみて<ださい。力ーソルが1行下 （2 行目）へ移動します。 

このように、 mm キーはカーソルを上下に動かします。 

なお、カーソルが上の行へ移動できないときは、その行の先頭（左端）へ移動し、カーソルが下の 
行へ移動できないときは、その行の最後（文字などの最後）へ移動します。 


キーの記載方法について 

* この取扱説明塞では、キー操作またはキーの機能を示す際、次のように紀戴します。 
m キーの例 

① キーに塞かれている機能を使用する場合は、単に©と紀載します。 

② キーの上側に薄茶色で塞かれている機能を使用する場合は、 + @ または®®と記載 
します。 

なお、 [SmFT] + @は [SHIFT] キーを押さえたまま @ を押すことを意味します0 
また、@@は®キーを押して離したあと、@を押すことを懣味し孝す。 

籲ただし、数字やアルフ ァベッ ト、記号、カタカナなど、串にキーや本体に霱かれている文字や数字、 
紀号を入力するだけの場合は、キーの枠や [^ g ]、© キーの操作などを省いて紀載します。 

例：®®®®® — SHARP 

(® CD fSHiFTl + ( T ) — ASS 

♦この針簿機は、数字の〇を0と表示します。 

これは、アルファぺットのスー（〇）と区別するためで、本塞でもオーとゼ□の区別がつきに<い場 
合はゼ□を0と表しています。 

なお、脱明上必要な場合などには、これ浅で通り®!)などの方法で示している場合があります。 
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4. 表示シンポルについて 


本機には色々な機能やモードかあります。そして、いま本俄がどのよラな状態になつているかが分か 
るよラに、画面の上や下にシンボルを点!〇させます。 

次に表示シンポルとその恚味を示します。 

なお、本塞の表示例では、説明上必要なシンホルだけを紀載しています。 


BUSY CAPS カナ 小 2ndF OEGRAO CONST Q| E ttkilAfl 


RUN PRO CASL TEXT 


STAT PR I NT 


〈シンボル〉 〈税 明〉 

BUSY : St 典機が、射舞実行中または命令実行中です。 

CAPS :アルファぺットの大文字が入力できる状態(こなつています。このシンポルが 

消えているときは、アルファぺットの小文字が入力できる状態になつていま 
す。この状態は®キーで切り替えます。 

ただし、“カナ”シンボルか点灯しているときは、カナの入力が優先され、ア 


ルフアぺットは入力されません。 

カナ ：ローフ字のつづりでキーを押せば、カタ；〇ナを入力することができます。 

@キーを押すことにより、このシンボルの点灯/消灯ができます。 

/ J 、 ：小さいカナ文字（アィゥエォゃユョッ）を入力することができます。 

“カナ"シンボル点灯時®キーで、このシンボルを点！〇させることかできます。 
2 ndF : ® キーが押されたことを示します。 

このシンボルが点灯しているとき、各キーの薄茶色で塞かれている機能が指 
定されていることを示します。 

DEG RAD :三角関数、逆三角関数、座播変換を行ラときに使用する角度の単位を示しま 
GRAD す。（関数 St * の項を参照） 

CONST :定数が紀檍されていることを示します。（定数針*が設定さ n ていることを 

示します。37ページ参照） 


このシンボルが点！〇しているときは、 （3 キーで定数 St 簿が行われます。 
不要なときは( ほ_ +反5 ) と押して、定数を消去して<ださい。 
IEI :フニユアル（手操作）による 8 t 簿用のメモ ij に〇以外の数值が入っているこ 

とを示します。 


E :エラーが発生したときに点灯します。 

エラーは gu キーを押せば解除されます。 . 

:本機の電池が消耗したことを示します。このシンボルが点灯したときは、速 
やかに電池を交換して<ださい。 
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run : BAS IC の RUN モード（実行モード）になつていることを示します。 

@キーで点灯させることができます。 

PRO :巳 AS I C の PR 〇モード（フロブラムモード）になつていることを示し*す。 

@キーで点灯させることができます。 

CASL : CASL モード（キヤツスルモード）になつていることを示します。 

[SHIFT] + @と押せば点灯させることができます。 

TEXT : TEXT モード（テキストモード）になつていることを示します。 

© キーで点灯させることができ字す。 

STAT :統針モードになつていることを示します。 

(または巨_ +画）と押せば、点灯/消灯を行ラことができます。 
PRINT :フ 1 J ント（印字）モードになつていることを示します。 

別売のフ 1 J ンタが接続されているときに、@ @と押せば、点灯/消灯させ 
ることができます。 


5. カタカナの入力のしかた 


本機は□一▽字のつづりで入力した文字をカナに変換する••ローフ字-カナ変換機能"があります。 
カナは左下にある©キーを押して、画面上部に“カナ”シンボルを点灯させ、アルフアぺツトキー❼ 
を用いて入力します。 



旗 COO aD OS QD ci] [i]< 

cii a ® iE do m 3] _ 

國屋 121^ 圜篼 ifi 猫脚 

|圍 m ml 


©. このキーで“カナ”シンボルの点灯/消灯を行います。“カナ”が点灯していると 

きに、カナを入れることができます。 

アイつエスやユヨツ（小さいカナ文字）を入れるときに使います。 


fSHIFTl + fljl. r 

ン J を入れるときに使用します。 

〈例〉 （入力文字） 


(キー操作） 

カタカナ 

― ► 

KATAKANA 

ガッ =) ゥ 

— ► 

GAKKOU 

ペンカン 

— ► 

HENKAN fSHIFTl + [U) 

ハンィ 

ディスク 

— ► 

HAN [SHiFfl + (U]| 

DHISUKU 

ウオツチ 

― ► 

um 〇 TTI 
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籲「ン j を入れるときに®の後に、 y を除<子音が<る場合は rsHiFfi4 - rui を押す必要はありま 
せん0 

♦ □ーマ字の表纪の方法については、289ページを参照して<ださい。 

♦カナ入力中は、押したキー（子音）を示す表示が画面右に出ます。 

〈例〉 S I NJY |- 

[JY ] 


ジユを入れるために JY と押したところです。 
U を押すとカーソル位 S にジユが入り、この 
表示は消えます。なお、この表示は1行目に 
出る場合ちあ0ます。 


【カナ記号の入れかた】 


カナ K 号は次のキー操作により入力し孝す。 



会頃®会） 

® 〇(£) 

SK os in cb cii ± cs cm gd 

JOSCBaDGfiDCDCK^J dfc®®®@S 

moJE ® 圆 ®( Q^I 




一（長音符） 

ISHIFT 〕 + 涵 

、（統点） 

CDa 

。（句点） 

GD^] 

• (中点） 

® Q 

「（カギカツコ） 

□Dr 

J (カギカツコ）: 

Oj 
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第 1 章マニュアル計算 
(手操作による計算） 
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1 •マニユアル計算 


V ニュノノル每とは、1つ1つの計算を1回1回手操作によって計算することをいい家す。関数電卓 
として使用する場合とほぼ同じですが、巳 ASIC フ□グラムを組む前に、必す知っておかなければな 
5ないことについて説明します。 

① 針爲式の作りかた 

② まちがえたときの訂正のしかた 

③ 連続計?5のしかた 

④ 関数の使いかた 

など、基本的で重要な事項を说明し孝すので、よ<統んで理解し、本機の操作に憤れ、いろいろな基 
本 StS を▽スターして < ださい。 


2. マニュアル計算のしかた 

①電灝オン 


( Si ] キーを押して、 

電源を入れます。 

CAPS 

RUN MODE 

DEG 

> 


RUN 



画面の左下に “run" が点灯します。これは▽ニユアル at 簿ができることを示してい*す。 

もし、 RUN 以外のシンボルが点! TJ しているときは@キーを押して RUN を点灯させて<ださ 
し、0 


②計算の記号について 

通常の数学では四則 gt 费の紀号として + j を使い浅すが、巳 ASIC 言絕では「 X 」 

や 「+ J の代りに r *」や「」などの紀号を用います。また、本機ではぺき渠や指数、そのほ 

かの関数などにおいて、通常の数学で用いら; n ている紀号とは違ラかたちで表現されていますの 

で、以下に本俄の▽ニユアル射•舞や巳 ASIC 言語で使用する計 S の紀号 0 特殊紀号について説明 
します。 



8 t 

黃 

数字で用いる記号 

- ■ ■ ■ 

本機で用いる紀号 

読み方 

(1) 

加 

舞 

+ 

卜- - 

+ 

フラス 

(2) 

減 

薄 

■ > 

一 

- 

— 

▽イナス 

(3) 

乗 

n 

X 

本 

アスタリスク 

(4) 

除 

m 

• 

• 


スラッシュ 

⑸ 

符 

号 

一または+ 

一、+ 

フイナス、フラス 

⑸ 

計算の実行 

— 

0 

キャ 1 J ッジリターン 
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3. キー操作の練習(訂正のしかた) 


ここで簡単な例題をもとに、キー操作の練習をします。 

数値などを入れているとき、違った数字や命令を入れだり、家た余分な数字や命令を入れたり、ある 
いは抜かしてしまつたときの訂正のしかだです。 


〔例題〕 ① 


計算式 

キー操作 

答 

5+1 5 x 2 + 4 

5® 1 50204(3 

12.5 


①まちがって他のキーを押したとき 


5+15 x 2+4 を 5+1 5 X 2 X 4 とした場合 

t t 

- - 一 - - - - 

キー操作 

表示 部 


5+15 氺 2 氺 

會 


1- ここがちがラ 

QQ このキーを押して左へ 

5+15 氺 2 * 4 

2 回押すカーソル # を移動させる 

t 


1 -この部分にカーソルを移勖させて点滅させる 

CZ3 

5 + 15 氺 2/4 

(このあと 0 としてちよい） 

ft 


正しいキーを入れる ここか点滅する 

ヒ J このキーを押して右へ 

5+15*2/4_ 

カーソルを移動させる 



1 2.5 


答 


Q このキーを押すと 

5+15*2/4_ 

a を押して 

1 2.5 

B さらにこのキーを押すと 

5+1 5*2/4 


この部分が点滅する 


1 2.5 


※カーソルについて 

キー操作を行ラとき表示部に_ガ表示されたり、キー操作の gj 正のとき(こ—クが点滅した 
りしますが、これらのフークは力ーソルと呼ばれるもので、次に操作したキーがこの部分に入 
ることを示しています。 
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②まちがつて余分なキーを押したとき 
〔例題〕② 




20S3CEKZ) 



20*3*/5 

しか 


1 —余分なキー 

致字の〇と英文字の〇とを 

区別するだめに 0 * 0と表示する 


QSW この キーを 3 回押す 


カーソルを移動させる 


( KI ) 

20氺2 

を參照） 



か削除 




か点滅する 



一入力しだ式を確認したいとき 20 


※[^_ + ®は逆11£〇キーを押したまま關キーを押すことを示します。なお、 @0® と押して 
も D E L 機能（削除）か®きます。 


③ブレイバック檐能について 

〔例題〕②において、余分なキーを押したのに気がつかすに®キーを押してしまうと、エラーが 
生じます。このよラなとき、キー入力した式を呼びもどして、 8 J 正する機能が、フレイバック機 
能です。この機能を使ラとエラーを起こした場所をカーソルで示し*すので、エラーの原因がわ 
かりやす<、たいへん便利です。 
















④キー操作が抜けだとき 
〔例題〕③ 


計算式 

キー操作 

答 

2 x 3+10 

2 Q 3 C 31 〇® 

0.6 


キー操作 

表示 部 

2301〇 

23/10_ 

ここに*か抜けている 

QQQS 

23/1 0 

カーソルを左へ4つ移動 

( 


しこの部分を点*させます 

_ 

2 疆 3/1 0 

會 


こんどはスペースかひとつあいてこの部分か点《する 



(このあと ( Z ) としてもよい） 


SSSS 


カーソルを右ペ4つ移動 



0. 6 


⑤ 数式において誤りが多いとき 

キーを}甲して、今*で入れた内容をすべて消し、あらためて®初から入力し直します。 

⑥ DEL と INS、BS の意味 

DEL — DELETE ……（デリート）削除を窻味します。 

I NS — I NSERT ……（インサート）揷入を意味します。 

巳 S —+ BACKSPACE ……（バックスペース） 1 文字分の後退を意味します。 



を行って < ださい。 











4. エラーの 処理について 


さて、習問題 |_1 丨を行って、ただちに答えの出た人もいるでしょうし、また答えが出すに ERR 
OR 10 などといろ表示が出た人もいることでしょラ。 

ERROR (エラー）が出た人も出なかった人も、次の例題で ERROR の処理を行って<ださい。 

〔例題〕④ 

36 

2 + 4 


キー操作 

表示 部 

36CZD2S4DD 

36/2 + 4)_ 

a 

ERROR 10 

Q 

36/2 + 4!) 

L ここガ点激します 

この患味は [3 (かつこ）の部分かエラーの原 
因であることを示してい3：す 

• この〔例題〕©の氓合は 36/ (2 + 4) が正しい式ですから 

QQQ 

36/2+4) 

1 — ここガ点滅し浅す 

_ 

36/鼷 2+4) 

m 

36/(2 +4) 

a 

6. 

式を確認したいときは 

Q 

36/(2 + 4)_ 

カーソルが最後に表示されます 

または 

B 

3 6/(2 + 4) 

•— カーソルガ先頭に表示され浅す 
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5. 数式が長い場合の連続計算のしかた 


〔例题〕⑤ 

2X3+10X100 

L ここでひとます区切る 


キー操作 

表示 部 

203(31 00 

1 

L - これで区切となります 

0.6 

-1 

Si 〇〇 

0.6氺1 00_ 

0 

60. 


針势式の途中で0キーを押すと、それまでの数値 8 t 興が実行されますので、区切りのよいとこ 
ろで0キーを押し、統いて 8 t 篝纪号と数値をキー入力す n ば、長い数値の式においても、 
容易に St 箄が可能となります0 

ただし、式が表示上で255字分以内の長さであれば、区切ることな <8 t 簿ガ可能です。 


練習問題12 

■国 1 .■ ■ 


を行って < ださい。 


6. ラストアンサー機能について 


これは、 8 t 辑した結果を記憶している機能です。具体的には▽ニユアル針薄で0キーを押して得ら 
れた結果や、ダイレクトアンサー俄能を用いて得られた結果（これらをラストアンサーと呼ぶ）など 
を紀憶します。この機能は、次のよラな使い方をすると便利です。 

ダイレクトアンサー播能：0キーを使用せすに関数 8 t * を行う方法。 ， 

致値を入れてから、各関数キーを押す。 （40 ページ参照） 
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〔例題〕⑥ 


X 6 

+ 6 



2.4 この 2.4 という結果を使って 


+ 75^ のよろな計箅を行ろ場合 



4E6CZDCD4® 6QD 


1 CZD 画 ® 1 CZD 画 ® 


(3 睡 


0 




ここでキーを入れたことによつて、新しい St 算を実行したことにな〇ますので 
ラストアンサーは、 1.25 といラ数値に入れかわります。 


ラストアンサー機能とは、ひとつの K 憶箱（レジスタ）にひとつのデータをし彥つてお<ことで 
あり、常に一番新しいデータのみが紀憶でき浅す。 

さらに、ラストアンサーは RUN モードで使えます。 


7. 計算結果の表示方法 

今まで、四則豺努の例を実行していただき本機の取り扱いにもある程度愼れてきたものと思います。 
ところで、いろいろな SH ? を実行する中で、小数部については小数点以下2桁、あるいは3桁<らい 
で十分であるといラ埸合が多いものと思われ莩す。また、小数点の表示ではな<、指数での表示のほ 
^が便利でわかりやすいといラ場合もあり浅す。 

そこで、針55結栗の表示方法について、本機の便利な利用法を述べることにします。 

ます、われわれの通常用いている数値は、 

12300や0 . 0987のように表され孝す。 

しかし、理科や工科系においては、 

12300を 1.23 X 10 4 
0.0987を 9.87 X 10- 2 

のよラな表しかたをすることがよ<あります。 

数値をこのよラに表す方法を |指数表示方式1 と呼び字す。 

1.23 X 10 4 

9.87 X 10- 2 

この部分を |7旨数部1 といいます。 

この部分を数部」といいます。 
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本機では、数値を指数方式で表示する場合は、指数部を示す記号として E (@キーで入力）を用い 
て表します。次の例題でキー操作の練習をして<ださい。 


キー操作 I 

表示 部 

例題 A 1.2X10 ヒ 

1 CD 21319 

0 

(ED 

g 通の表示を指数表示にします 

1.2 E 9_ 

1 200000000 • 
1.2 E 09 

例題 B 1.2X10 10 = 

1 Q 2 I 3 ) 1 OS 

R) 

1.2 E 10 

1.2 E 10 


こか 2 桁になりますと £31 キーを押してち 
変わりません。 

例題 C 

OQ0987 S 

Id) 

0.0987 

9. S 7 E -02 


10_ 2 を恚味し*す 

例題 D 

1.71 X2.43X10 3 


3.25X1.5X10- 2 

1(3710 2Q 43131 3CZD GD 3025 

E 1 GD 5 回 一 2QD® 

ED 

85236.92308 
8.523692308 E 04 


(注恚） ax 10 x を a@x と H く場合、 x は 土 02) 〜 99) の整数でなければなりません。もし、整数 
3 桁以上の数値を入れた場合、下から 2 桁を x と統んでしまいます。また、小数部分を持 
つた数値を入れた場合、エラー 10 になります。 

例1 —1125® —1 . E -25 (誤り） 

52 ページ® ©、 嗣^ 7 ！、 キーの 5 がし M こついてを 参照 
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8. 表示に関するフォーマツト指定 


① DIGIT 指定 


フニユアル計篝で得られた結果などは、特殊計簞を除いて小数部は2桁や3桁などでよい場合が実際 
上多いものです。そこで、計簞する前あるいは計篝結果が表示されているときに DIGIT (デジット） 


によつて計算結果の小数部の桁数を指定することができます。 


〔例〕函® 








CD 


〇 

2 

4 


〔例題〕 ⑦ 


整数を表示 数点 1 ^ H 目四捨 g 入 li 

小数点以下2桁まで表示数点以下3桁昼西捨五天^ 

小数点以下4桁まで表示、(小数点以下5桁目四捨 五入 r 
デジツト指定解除 [電源オフ、モードの切り曾えなどでも解 


1.71 

3.5 


の 8 t 興を小数点以下2桁まで求めなさい。 



■■■■■画 11 ■ ■ ■■■■ ■ ■ ■ ■■一 

キー 操作 

表 示 部 | 

ます、デジット指定で小数部の桁数を指定します。 

函囫2 

1 1 CZJ71CZD3GD 5S 

r ' " ■ ~ ~ ■ — - - — - ■■ ■— * 

™ ■ I 

0.49 

1.71/3.5 の結果は 0.4885714286 ですが小数部分を2桁に指定していますので、3桁目が 

1 4捨5入されて0.49となります。 

■ ■■国 " — ■ ■ 1 ■■ ^— ■■ __ _ — _ _ f 


② USING 命令 


USINGCI —ジング）命令を用いてもフォー ▽ット 指定かできます。この場合は前もって指定してお 
<必要があります。»後の桁は切り捨てられた値となり字す。 


① USING ••：：»#•， 

② USING • “ ：： . 

③ USING ^ ^ ^ 

© USING ^ s it A " 


® USING 


符号を含めて整数 3 桁（符号桁と整数 2 桁）を表示 
符号を含めて整数3桁と小数点を表示 
符号を含めて整数3桁と小数点と小数点以下2桁を表示 
数以下2桁までの指数方式での表示 
このとき仮数部の整数は符号を含めて3桁 

指数部は符号を含めて4桁 （E - 〇〇）が、 
自動的にとられます。 

フォー7ット指定を解除 


(注意） USING 命令を実行すると、デジット指定は解除され家す。 

同様にデジツト指定により、 USING の指定は解除されます。 
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〔例題〕⑦を USING を使用して計算してみましよラ。 


キー操作 1 

表示 部 

QBCS ]( Tl(NlfGl (SHIFT] + L" I [SHIFT! + [s] 

USING " 

[SHIFT] 4 -I •1 [SHIFT] - fl ^] 丨 

USING •• 二：；.し 

(SHIFT1 + {T} [SHIFT) + PH 

USING h ^ ^ ^ 5 ： — 



1 Q71(Z13Q5S : 

0.48 

争 

これは「+0.48」ということを意味しています 

またここで®キーを押すと 

4.88571 4286 E -01. 

USING 指定でない表示ができます 

そしてさらに0キーを押すと 

0.48 

USING 指定にもどることができます 


※苦ナ興が終わったら、 [U)CS](T1[N|[GJ(Z) と押して USING 指定を解除して<ださい。 


練習問題 3 を行つてください。 

- — 1— 


9. 数値丸め機能 MDF (モディファイ) 


次のような 8 tW を試みて < ださい。 



この St 錄例では表示部に小数点がた<さん出るのですつきりしな<、わすらわしく感じます。 
そこで有効桁数を考え、式の途中の結果の端数を四捨五入し、しかも、»終結栗においてより確 
からしい値を求める方法があります。これを数值丸め機能 （ MDF ) といい家す。 


先の例において 

55.4+9=6. 155555556ですが、小数第4位を四捨五入し6.156として 
6.156 X 9 を St 舄すれば55.404となります0 
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キー 操作 

表示 部 

3 , 


55.4(3 90 

6. 156 

m 

6. 156 

S 9 

6. 156*9_ 

(3 

55.404 


このよラに数値丸め機能を用いれば、計ね途中で有効桁数の蹦数処理を行いながらより確からし 
い値を求めることができます。 

ただし、この機能 （ MDF ) は DIGIT 家たは USING の指定がされているときのみ有効です。 


10. 計算結果の符号の反転 


計钤によつて得られた結果を次の st 資に利用するとき、その結栗の符号を反転させてから使用したい 
ことがあります。このよラなときに便利な機能です。 


たとえば、1572円、2350円、3058円の罚い物をして10000円て支払うとき、買い物の合計金額とお釣 
りの金額を求める湯合の操作は次のよラになりますハ 


キー操作 

表 示 部 

1572 ( T ) 2350 [+)3058® 

6980. 


-6980. 

010000 S 

3020. 

(注） A — B = — 巳 + A によ*010000—6980を 一 6980+10000として針鲟。 

または 


1572 [±32350 030580 

6980. 

日10000 S 

1 -3020. 

®o 

3020. 


11•メモ IJ 計算 

フニユアル針铃で、数値を一時紀檍しておいたり、 St 爵結果を累計したりすることができるメモりか 
あります。 

このメモ 1 J は次のキー操作で利用できます。 


£§ . メモリの内容を表示し孝す。 

続いてもラー回押せばメモ u の内容を消去します。メモ ugt 算は、このキー 
操作でメモ ij 内を消去してから始めます。 

®. 表示されている数値をメモ 1 j に加えます。字た、式が表示されているときは、 

その式を st 均して、結果をメモ ij に加えます。 

—り® . 表示されている数値をメモ 1 j から減舜します。まだ、式が表示されていると 

きは、その式を計箄して、結果をメモ IJ から减 s します。 
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〔例題〕⑧ 


(1) 24X34 、 64+5 、 13x28+8 の計算を行い、その結果の合計を求めなさい。 

(2) 次の計興を行いなさい。 

24+46= 

一 )37 X 4 = 

土 ) 84-29= 

合計 


キー 操作 

表 示 部 

備 考 

画画® 

2403 4© 

64(7] 5® 
13028(38® 
■ 

81 6. 

1 2.8 
45.5 
874.3- 

メモ 1 J 内を消去 

8f 算結果をメモ 1 J に加えます。 

このとき、メモ 1 J が使われていることを示す IE 
シンボルガ点灯します。 

合 8 t が求まります。 

画画画 
24[+)46(5±) 

37® 4®© 

84 日 29® 

70. 

1 48. 
55. 

-23 一 

メモ 1 J 内を消去 （ G 51 シンボル消灯） 

37X4 の針興を実行し、その結果をメモ 1 J から 
!減興します。（※参照） 

合 8 t を呼び出します。 


杂次のよラに操作することちできます。 


37 Q 4 0 37 X 4 を針筠し、結果を表示 

表示されている数値をメモ 1 J から減» 

12. 定数計算機能 


定数 St 約とは、ある決まった値（定数）に対して決まった 8t 费を行ラことで、次のキーによ 1 0定数と8十 
钧を設定することができます。 

IoktI . 定数と 8t 典を股定 ゾ 


【股定方法】 

加舞： ® a @ 
職 : CE)a 
乗鞔 ：0 a 
除篇 : [7]a 



(注） a は定数とする数植（または式）を示します。 
および a ®@ 

および a 日画） 

および 

および a(Z)@ 


定数豺萄を設定すると表示部右上に CONST シンボルが点灯します。 


【股定内容の確認】 

CONST シンボルが点灯しているときに次のキーを押せば設定内容が表示され孝す。 


@§W1) (ISHIFTI+ §«!)) 


37 








【設定内容の消去】 

次のキー操作で設定内容か消去 さ； n 浅す。また、電源を切った:ときも消去されます。 
@@ C ( swFf ) + gA )). CONST シンホルか消灯します。 

〔例題〕 ⑨ 


(1)+(4.8+3.6) を定数とする、次の gt 算を行いなさい。 

32.5+(4.8+3. 6)= 

24—18.5+(4.8+3.6) = 

8.2 x 6 + (4.8+3.6) = 

⑵ （57 — 14) x を定数とする、次の針舞を行いなさい。 
(57 — 14) X 18= 

(57-14) x (27 / 4) = 

(57-14) x (24+43) = 


キー操作 

表示 部 

備 考 

r+l(T)4.8[±]3.6CD 

32.5® 

24(318.5(3 

8.206® 

@@ 

+ (4.8 + 3. 6)_ 

> 

40.9 

1 3.9 
57.6 

+ 8.4_ 

— 

定数射箅股定 （ CONST シンボル点灯） 

股定内容確認 (4.8+3.6 の S6 架か定数になっています） 

OD 57[ E )14( T ) C *] 

(57-1 4)*_ 


画 

> 

定数 St 箅股定（前の股定内容は消されます。） 

18® 

774. 


27(34 0 

290.25 


24043 S 

2881 . 



> 

股定内容消去 
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第 2 章 

マニュアル計算における 
関数計算の操作方法と練習 
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1• マニユアルにおける関数計算 


フニユアルにおいて、関数計爲を单独で行ラ場合の方法をここで説明します。 

本機には、巳 ASIC 言語でも使える基本関数が多<ありますが、それらについて巳 ASIC フ□ブラム 
の項で説明します。 

なお、▽ニユアル計算は RUN モードでおこないます。@で画面の左下に “ RUN ” を点灯させて< 
ださい。 PRO モードでマニユアル計算はできません。 

①関数キーを使^方法 

フニユアル計箅の場合は、ふつラ、《数キーを使います。一般的にはこの方法が速いでしょラ。 


RUN モード 

① 関数キーを入れ、続いて数饉0キーを入力する。 

② 数值を入れ、続いて関数キーを操作する。 

この場合、関数電卓と同じ使いかたとなり、 （3 キーを押さな<ても針箅結果が 
出ます。これをダイレクトアンサー機能といいます。ただし、この機能は、べき 
乗や座標変換のよラに2つの数値が必要な関数、また式の入力途中では®きませ 
ん〇 

表の中にこのダイレクトアンサー機能を （ DAns 機能）と表示してあります。 


②アルファベットキーを使ラ方法 

関数キーを用いなくても、アルファぺットで表現されるものは、アルファぺットキーで入力する 
ことができます。関数キーが用意されていない関数もアルファぺットキーで入力します。 
たとえば 

の針篝では、区35と操作しても、 Cl ]@©5 と操作しても答は同じです。フ□グラムの中で 
関数を扱ラ場合は、アルフアぺツトの使用頻度が高いため、この方法が便利なことがあります。 
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①関数入力の方法 a ] 


(注 ） DAns :ダイレクトアンサー 


項 S 

通常の表現 

本機の表現 

轿みかた 

入力方法と備考 

2 乗 

• V 2 

1 HI ■■國 

SQU 

スクウェア 

square 

(平方） 

函 X0 

または 

X© (DAns 機能） 

平方根 

v ’ズ 

SQR 

ル ー ト 

root 

square root 

(平方根） 

0X0 

または 

XQ (DAns 機能） 

3 乗 

• V< 

U——■ 1 

CUB 

— 

キュービック 

cubic 

(立方） 

または 

X®® (DAns 機能） 

立方根 

L ■ ■ 

シ X 

CUR 

キュービック 

ル——卜 

cubic root 

(立方根） 

®( E ) x ® 

または 

X@(E) (DAns 機能） 

逆 数 

1 

• V 

RCP 

レシフ□カル 
reciprocal 

(逆数） 

@X0 

または 

X© (DAns 機能） 

—^ ■■圓 —— ■ ■——J 

円周率. 

■ 丨 ■ _ —^—4 

7 T 

PI 

JW 1 

p/ 1 

(ギリシャ語•円群） 

@0 または 

®CDS 

死 与 3.141592654 

ぺき乗 

1 (べき乗根） 

―_ ■ - - ■ — i 

!/ r 

(注） 

V // = //; 

A 

八ット 7 -ク 

power 

(累乗，べき） 

丫四 X® 

(注） y(MDi CZ)X(T) 


■ 

! 

ABS 

- ♦ 

アフソ D ュー ト 

absolute 

(絶対值） 

®®®X0 

X の絶対值 


(注）「入力方法と備考」の糊の X 、 Y 、 n 、 「は「通常の表現」撊の .v 、 .</、 n、r に対応する数 
値を表します。また、"は角度を表す数値です。 
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②関数入力の方法 (2 




通常の表現本锇の表現 



みか 




入力方法と備考 


CD ®® X ® 

X 以下でかつ最も大きい整数 


符号関数 



(整数） 


シクナム 



RND 


(符 


ランダム 







フアクトリアル 


(階乗） 


®®Cn)x(Z) 

x の値が正のとき1,負のと 
き一1,〇のとき〇ガ得られる 


®_ x ® 

乱数を発生する 
參 X については119ページを 
参照 <ださい。 


® X 0 

DIGIT または USING 命令で 
指定された桁数の蹢数処理を 
行ラ。 


( S 7)@ n 

ただし、 n は小数点以下の桁 
数を指定 OS n S 9 
解除は®) @ GD とする。 


&HJIZLJ n L?L) 

または 

n IS ?]© ( DAns 機能） 


MIOTH 


@ X 0 

または 

X ® ( DAns 機能） 


® dDx (3 まだは 

X®dD ( DAns 锇能) 
e =2.718281828 
































③関数入力の方法固 


項 g 

通常の表現 

本機の表現 

読みかた 

入力方法と備考 

指数関数 

10 r 

(常用指数） 

TEN 

テン 

power of ten 

X0 

または 

(DAns 機能） 

三角関数 

sin か 

SIN 

サイン 

sine 

(正弦） 

で DEG'RAD 、 
GRAD 、 のいすれかを指定 

® <90 

まだは (DAns 檐能） 

COS 8 

COS 

コサイン 
cosine (余弦） 

••• •• * •••••••••••春•♦••■参•馨••♦•♦•春••參•••春•••■着# 拳######參#•看••參鑭 

または (DAns 機能） 


tan 汐 

TAN 

タンジェント 
tangent (正接） 

© ^0 

または 〇&\ (DAns 機能） 

逆三角 

閲 数 

sin '.v 

- 

ASN 

アーク サイン 
arc sine 

(逆正弦） 

•拳彎髒#•零#••春參••••••春鲁着籲鲁秦籲霉癱馨春 9 參 # 畚 9## 籲鲁 ■ 

画で DEG 、 RAD 、 

GRAD 、 のいすれかを指定 

または 

(DAns 機能） 

COS 1 .V 

ACS 

アークコサイン 
arc cosine 

(逆余弦） 

|參•，糧，着镛■■翁曹麄•鲁丨4 

| •♦•鱗着籲•籲•書 •#_ •春##•參 ••••#_ ••••拳參聲费♦鬌耆曹會•鲁瓛傭麄量 

®Sx(3 

または 

X®B (DAns 機能） 


tan ». v 

ATN 

—冒擎署署署署■■冒 ▼ 

ア-クタンジェント 
arc tangent 

(逆正接） 

または 

X(S?)© (DAns 機能） 















通常の表現本機の表現 




入力方法と備考 


[H1ISJINJ 


HSN 


hyperbolic 

sine 


棟 

数 cosh.v 


ハイバボリックコサイン ® El ® x 0 

HCS hyperbolic x 

cosine つ 



AHS 


AHC 


AHT 


ハィ朗ック9ンジェント （ BCE ® X 0 

hyperbolic x 



ア-クハイ/ WJ ックサイン 

arc hyperbolic 
sine 


アづハイ/ WJ 、 力]サイン 

arc hyperbolic 
cosine 


アークハイバボリック 
タンジェント 
arc hyperbolic 
tanaent 


® H 1® X 0 

•og<*(.v + A 2 + i) 

•v は任意の数 



( S ®® x ® 

• iog<>(-v + v/.v •’ 一 1) 


®®CB XS 


iog< 


，Vi 










④関数入力の方法 @ 


項目通常の表現 

本?！の表現 

辆みかた 

入力方法と備考 

60進数(度,分,秒） 
—10 進数（度）の 
変換 

DEG 

ディク'リー 
to decimal 

degree 

EwlX ® 

または X ® ( DAns 機能） 

10進数(度) —60 進数 
(度,分,秒)の変換 

DMS 

ディ•エム•エス 
to degrees , 
minutes , seconds 

または ( DAns 機能） 

16進数 

•10 進数の変換 

&H 

- ■ ( 

アンド • 

ぺキサデシフル 

& hexadecimal 

(sgCBCSh® 

ただし、 h は〇〜 FFFFFFFF までの16 
進数 （ A 〜 F はアルフアベツトキーで入力） 

直交座標 
-•極座標の変換 

z = x + v i 
— Z = ( r . H ) 

- | 

POL 

___J 

ポーラ 
to polar 

cordinates 

(極） 

[• DEG 、 RAD 、 GRAD のいすれかを指定 
®@ GDXGDY ( T ) (3 —「の値 

® (3— _直 
ここで、「を確 K したいときは 

CS r の値 

さらに、ここで a を確認しだいときは 

® 0—"の値 

極座標— 

直交座標の変換 

Z = ( r . 6 ) 

—Z = X + Yi 

REC 

レキュタンギュラー 
to rectangular 

cordinates 

(直角の,長方形） 

• DEG 、 RAD 、 GRAD のいすれかを指定 

「CD 〃〇 D SHX の値 
® 0—丫の値 
ここで X の値を確認したいときは 

CS s 

さらにここで丫の値を確認したいときは 

(注®)座*変換では、 8 t 興結果を変数 Z と丫に入れま 
すので、それまで Z 、 丫(あるいは z $、 丫$) 

に入つていだ内容は消されます。 


⑤ 取り扱う角度の串位の指定について 

三角関数、逆三角関数および座僳変換などの 8 t 筠では、取り扱ラ角度の単位を正し<指定してお 
く 必要があります。 

フニユアル針薄では、の操作で指定することができ*すので、度 • ラテイアン • ヴラード 

■■■国 ■■国 ■ • ■ ■ ■ ■ ― 一 ■ ■ ■ ■ —— ■ ■ ■ ■ ■_ ■ ■ ■ ■ ■ — ^― — 

の指定をしたラえでを行って < ださい。 


の操作をしな<ても、次の命令で指定することができます。 



命 令 

表示シンボル 

備 考 


DEGREE 

0 

DEG 

直角を 90 で表わす単位し〕 


RADIAN 

RAD , 

直角をで表わす串位 〔「 ad 〕 

W^M 

GRAD 

a 

GRAD 

直角を100で表わす単位〔 g 〕 


これは、巳 ASIC 言語でフ□クラムを組んでい<ときなどに使いますので、よ<使いなれておいて 


<ださい。 
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2. マニュアル計算における関数計算の 
操作方法と練習 

3 ] 2乗® 

例題をはじめる前に®キーを押して表示をク ij アレてください。 


例 題 

キー操作 

表示 部 

答 

1 

37 2 

©37 

SQU 37. 





1369. 

1369 



または 





37© 

1369. 

| 

1369 

2 

(87 X 57) 2 

函 CD 87057 CD 

SQU (87* 57)- 




0 

24591681. 

24591681 



または 





87057(^1(^1 

24591681 . 

24591681 

3 

ン5卜42 

QQDSD 5 Q 






SQR ( SQU 5- SQU 4). 




s 

3. 

3 



または 





5© 日函4 0 

9. 




0 

3. 

3 



囵平方根0 


例題をはじめる前に@キーを押して表示をク 1 j アレて <ださい。 























練習問題}^ を行って < ださい。 

圆3乗 


例題をはじめる前に [ cui キーを押して表示をク ij アレて < ださい。 


例 題 

キー 操作 

表示部 

答 


3 3 

函 ©3 

CUB 3_ 


1 


0 

27. 

27 

1 


または 





3 ®SD 

27. 

27 



网® 2®®® 3 

CU 巳 2 +CU 巳3_ 




0 

35. 

35 



または 



2 

2 3 +3 3 

2®® 

8. 




(±)@533 

8.+ CUB 3- 




0 

35. 

35 


[練習問題16 を行つて < ださい。 

@立方根 


例題をはじめる前にキーを押して表示をクリアして < ださい。 


例 題 

キー操作 

表示 部 

答 



函0125 

CUR 125- 


1 


S 

5. 

5 



または 





125®© 

5. 

5 



®0( T ) QD 25(±)38 CD 

CUR ((25+38) 氺 


2 

^(25+38)x(96-57) i 

SOD 96 Q 57 CDDD 

(96-57)). 




S 

13.49382434 

13.49382434 



または 





25(3 380 

63. 




SCD 96 Q 57 CO 

63.*(96-57)_ 




a 

2457. 





13.49382434 

13.49382434 


練習問題 7 を行つて < ださい。 




















_ 逆数函 


例題をはじめる前に®キーを押して表示をク IJ アレて < ださい。 


例 題 

キー 操作 

表示部' 

答 

-^ 


©125 

: 

RCP 125- 


1 

1 

125 

0 

0.008 

0.008 



または 





125© 

0.008 

0.008 



© QDQ 185 CQ 

RCP ( SQR 185)_ 



1 

S 

0.073521462 

0 . 073521462 

2 

/W 

または 





1850 

13.60147051 




© 

0.073521462 

0.073521462 



@ CD ®6®@7 CD 

RCP ( RCP 6 + 

RPP 7) 


3 

1 

S 

门し「, ノ _ 

3.230769231 

3.230769231 


または 




6 7 

6 回 ® @70 

0 . 309523809 




网 

3.23076923 

3.23076923 


練習問題 8 を行ってください。 


囵べき乗@ 


例題をはじめる前に®キーを押して表示をク ij アレて < ださい。 


例 題 

キー 操作 

表示部 

答 

1 

8 5 

8® 5 

a 

8八5_ 

32768 . 

32768 

2 

8 s y 

_ | 

8©5.37 

S 

8/5. 37 _ 

70728.30171 

70728.30171 

3 

5 X 7 4 

507©4 

0 

5*7八4_ 

12005. 

12005 

4 

2.7 3 4 +4.3 ?5 

2.7^)3. 4[+]4.3 
®2.5 

2.7 A 3.4+4.3 A 2.5- 

67.62611161 

67.62611161 

5 

4 D 

4因 Q 2 

4八 一 2_ 

0.0625 

0.0625 


練習問題 91011 を行つてください。 
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0 べき乗根® 

平方根/■"し 1 ,乗），立方根乗）を一般化すると、 
y- Y =Yi 

の関係にな 1 0浅す。つまりこれは、べき乗の変形と考えられます。 



|練習問題]^2 を行って < ださい。 


固階乗 

順列® 組合せ®® 

①階乗 

n から1までの整数をかけ合せてつ<つた値を n !と表し、 n の階渠といラ。 

n ! =nx(n -1 )x(n-2)x. x3x2x 1 

たとえば 

5 ! =5x4x3x2x 1=120 

このよろになります。 

例題をはじめる前に ( P ) キ^-を押して表示をク 1 J アレて < ださい0 















②順列 • 組合せ 

相異なる n 涸のものから「涸をとつて1組としたものを、 n 個のものから r 涸をとる組合せ 
( Combination ) といい、その仕方の数を nC 「 で表します。 

「涸をとり出した上で、さらにとり出した「涸のものを1列に順序づけて並べたものを、 n 涸のもの 
から r 涸をとる順列 （ Permutation ) としヽしヽ、その仕方の数を nP 「 で表します。 

順列 nPr = (n ^ p)! ( r ^ n ) • 

組合せ nCr = n(n ^ ! r)( ここで〇 !=1と定親します。 



例 

題 

キー 操作 

答 

1 

10 P 7 = 

一10! 

ECD10GD7CDCZI 

または 

®®10[3®©GD10Q7(T) 


604800 

層 

■"(10-7)! 

s 

604800 

2 

10〇4 = 

-1〇? 
"41(10-4)! 

® ® QD 1 0Q 4 QDCZ1 

または 

@©10(Z)QD®© 4 S 
(S7)(z*D6(T) 

s 

210 

210 


練習問題 1314 を行ってください。 


m 常用対数@ 

a m = M のと S 、 指数 m は a を底とする M の対数といい、 m = iog a M と表し浅す。 


このとき M を対数 m の S 数といいます。 

£5数は常に正です。と<に、底が 10 の対数を常用対数と呼び、底を略して iogM と表します。 


対数の基本的性質 



1. 

log 1= 〇 



2. 

log 10=1 



3. 

log 100=2 



4. 

iogM-N = *ogM+iogN 

(対数で表すと、 

掛け算がたし袋になります） 

5. 

log = = iogM — logN 

(対数で表すと、 

わり瘅が引き舞になります） 

6. 

logM' =P- logM 



7. 

rn m 

log 7 M m = ! 〇9 M n = n logM 



8. 

一；ま 



9. 

IOgt a = logoD (底の 変換 公式） 



10. 

10«09M =M 




50 










例題をはじめる前に®キーで表示をク 1 J アして < ださい。 


例 題 

キー 操作 

表示 部 

答 

1 

log 1000 

@1000 

a 

または 

1000® 

LOG 1000- 

3. 

3. 

3 

3 

2 : 

log v 15 

=4 iogi 5 

1 C 32 a @ i 5 

0 

1 /2* LOG 15. 
0.588045629 

0.588045629 

3 

1〇 9? 5 

@ CQ 9( Z )15 CD 

a 

LOG (9/15)_ 

-0.221848749 

-0.221848749 


練習問題15 を行って < ださい。 


as 常用指数 mm 

10のべ S 乗を求めるときに用います。 


これは log ズの逆関数で、対数の H 数を求めることになり家な 0 (57 ページ逆三角関数の項参照) 

例題をはじめる前に_キーで表示をクリアして < ださい。 



例 題 

キ ー 

操 作 

表 示 部 

答 

1 

10 3 


S 

TEN 3. 

1000. 

1000 

2 

10 /4 +10 83 

函® 7.4®@®8.3 

TEN 7.4+ TEN 8.3. 





S 

224645095.8 

224645095.8 

3 

iogN =1.5 

善 

N =10い 

®®1.5 


TEN 1.5- 

31. 6227766 

31 . 6227766 


練習問題116 を行つて < ださい。 


m 自然対数® 

10を底とする対数が常用対数であるのに対し、 

e =1 + T V +^ 1 「+ s L r + … =2. 718281828459…… 

を底とする対数を、自然対数まだはネービアの対数といいます。 
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自然対数と常用対数の関係 

log x=[^=0. 434294481 x in x 


例題をはじめる前に [ CLS 1 キーで表示をク IJ アレて<ださい。 


例 題 

キー 操作 

表示部 

答 

1 

InlO 

Qn )10 

a 

または 

10® 

LN 10- 

2.302585093 

2.302585093 

2.302585093 

2.302585093 

2 

In 18+ ln 15 

®18®®15 

0 

LN 18+ LN 15- 

5.598421959 

5. 598421 959 

3 

ln (18 xi 5) 

Qn ) CD 18015(3 

LN (18*15)- 

5.598421959 

5.598421959 

4 

In 16 — In 9 

®16 Q ( Jn ]9 

0 

LN 16 — LN 9- 

0• 5753641 44 

0.575364144 

5 

… a 6 ) 

Qn ) CDl 6( Z ]9 QD 

a 

し N (16/9)_ 

0. 5753641 44 

0.575364144 


囵自然指数® [ i 3 

この関数は inA ： の逆関数 （ SJ 数）を求める関数です。（逆三角関数の項參照) 


例題をはじめる前に [ CIS ] キーで表示をク ij アレて <ださい。 


例 題 

キー 操作 

表示 部 

答 

1 

e 1 

(STJdD 1 

または 

1 

EXP 1 _ 

2.718281828 

2.718281828 

2.718281828 

2.718281828 

2 

e ? ws 

2.845 

S 

EXP 2.845 _ 

17.20155867 

17.20155867 

3 

e 6 41 Xe 8 « 

@[£ DQ 6.41 S 

®08.65 

S 

EXP -6.41* 

EXP 8.65_ 

9.393331288 

9.393331288 


® 画3、 ( S ?)0 s 函)キーのちがいについて 


( S ?)® 

常用指数 

10 のべき乗を求めます 

数式例 




① 

10 15 




② 

10 74 





1 Q -1 3 X 6 4 
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( Sf )® 

自然指数 

自然数 e のべき乗を求 

めます 

数式例 

① e 1 
© e -“ 

③ e 3 xe 8S 

Eip 

指数指定 

指数部を S 数するとさ 

M 数例 



に使います 

① 2.5 X 10 3 




2.5^5) 3と S 数 




(2.5 E 3 と表示されます） 



指数は土 （0 〜 99) の整 

② 2 X 10- 3 



数です。 

2 texp ) 一3と®数 



33ページ参照 

(2 E — 3と表示されます） 



を行つて < ださい, 
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正弦 （sin の、余弦 （cos の、正接 （tan のを求め 
ます0 

右の12のよ^に、 av 平面上で、動柽〇 P ガ始線〇ユ 
〇細の正方向）となす角をがとし、動柽上の点尸の 
座裸を(ズ，1/)、 OP = /F^P=r とすると、次の 
よラな関係かなりたち孝す。 


sin^y = :(正弦） 


2. cos^=f (余弦） 


{( ク )㈣=4 




os/y = 


このよラに考えると 
わかりやすい。 


3. tan "= :(正接） 




y.ano = 


y 


sin は||で求めら； n 莩すから 
S を筆記体で軀< と/)となりますのて 
ラで〗になるといラ患味です。 

Cos の場合も C を/と考えてジ/で 
Tan の場合も丁を」と考えて_|5 

①角度の单位 

半径に等しい長さの弧に対する中心角は、円の大 
きさに関係な < 一定です。 


で 
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この一定の角を串位 1 (ラジアン）として、角を測 
る方法が弧度法です。 

弧度法では、单位の名称を略して、角の大きさを 
無名数で表すのがふつラです。 

弧度法に対して、度を単位として角を測る方法 

(1 直角=90，1°=60,1 =60 ) を60分法といい家す。 
また、この90°を 10 (T (ブラード）として測る方法 
ちあります。 


60分法 

弧度法 

ブラード法 

デイフリー 

ラジアン 

クラー K 

DEG 

RAD 

GRAD 

OfV « _ 

7T 

a nno 

yu 

2 

"1 UU 

AO(\ 霜 

- 售 TT^ 癜 

♦ onno 

lOU 

■ 1 ■ ■ 一 j 


zuu 

ocn • 

令 O 7T # 

， vinno 

oDU 

〆 /I • 

4UU 



② 5角関数の針舞を行う前に 

三角関数の St 努を行うときは、角度单位の指定をして<ださい。 

ます、与えられた針势式において 

1 . 60分法で求めるのか 

2. 弧度法で求めるのか 

3. グラードで求めるのか 

これをます確認して<ださい。そして、 

(1) 60分法（デイヴ 1 J 一）で求めるなら、表示部の上側に小さな英字で DEG が出ていることを確 
認して<ださい。もし DEG が出ていないなら DEG といラ英字が出るまで^)®を<り 
返して<ださい。 （ DEG 表示は、電源〇 N 時に必す表示され字す。） 

(2) 弧度法（ラジアン）で求めるなら、表示部に RAD ガ出るまでを< り返して<ださい。 

(3) ヴラード法（ヴラード）で求めるなら、表示部に GRAD が出るまで®)®を< り返してく 
ださい。 

③ 主な角の三角形 


6 盼法 

m 

30 

mm 

60 

9 (T 

^20 n 

135° 

150 I 180 I 270 I 360 

法 

三角閱歆 



B 

m 


m 

■ 

B 



■ 

sin ク 




i 

■ 






■ 

COS 0 




■ 


■ 

■ 


B 


B 


54 

















m sin 関数 

例題をはじめる前に®キーを押して表示をク 1 」アレて < ださい。 


例 題 

キー 操作 

表 示 部 

答 



表示部に D E G を表示させます 



1 

sin 6 (T 

@60 

S 

SIN 60. 

0.866025403 

0.866025403 



または 

60 [ in 〕 

0.866025403 

0.866025403 



表示部に RAD を表示させます 



2 

Sln 3 

®m 回 ( Z )3 m 

SIN ( PI /3) 一 

0.866025403 

0.866025403 



または 

©03®® 

0.866025403 

0.866025403 



表示部に RAD を表示させます 



3 

s _.5 ；r + 2.4) 

® CDo .5 a ©® 

2. 4〇 

SIN (0.5* PI +2.4) — 




S 

一0.737393715 

一0.737393715 



表示部に DEG を表示させます 



4 

sin ? 30 

®30®2 

S 

SIN 30 2_ 

0.25 

0.25 



または 

30©® 2 [^} 

0.25 

0.25 



表示部に DEG を表示させます 
18.30 

SIN DEG 18.30_ 


5 

sinl 830 


0.317304656 

0.317304656 



または 

® 18.30®® 

0.317304656 

0.317304656 



または 

18.30®® 

0.317304656 

0.317304656 
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表示部に GRAD を表示させます 

- - 


6 

sin 250° 

®250 

SIN 250- 





一 0.707106781 

一 0.707106781 



または 





250® 

一 0.707106781 

一 0.707106781 


[2 COS 関数 

例題をはじめる前に @ キーを押して表示をク ij アレてください c 


表示部に DEG を表示させます 

40®25 

0 

4 氺 COS 25_ 

3.625231148 

3.625231148 

表示部に RAD を表示させます 

@ GD©CZD 5 CD 

a 

COS ( PI /5)_ 

0.809016994 

0.809016994 

表示部に GRAD を表示させます 

@CD 473 〇 168 fTI 

COS (473+168)_ 

一 0.799684658 

一 0.799684658 


圆 TAN 関数 

例題をはじめる前にキーを押して表示をク ij アして < ださい c 


例 題 

キー操作 

表示 部 

「答 

1 

tanl 9.7° 

表示部に DEG を表示させます 

©19.7 

(3 

TAN 19.7 一 

0.358051837 

0.358051837 

2 

tan (24855 '-f 
3,19 23 ) 

表示部に DEG を表示させます 

® QD ® 24.085 5® 

SH 37.1923 ( T ) 

S 

TAN ( DEG 24.0855+ 
DEG 37.1923)- 

1.839600915 

1.839600915 

3 

tan (7 r + g 7 r ) 

表示部に RAD を表示させます 

S 3 CD ®® 3 CZ 18 S 
©CD 

S 

TAN ( PI +3/ 

8* PI )_ 

2.414213562 

2.414213562 


練習問題18 


を行つて<ださい 

























33 逆三角関数@0, 

逆三角関数とは、三角関数 sin, cos, tan のそれぞれの逆関数です。 
逆関数とは 、 y = x といラー次関数に対して対称になる関数をいいます。 


常用対数-- - 常用指数 

互いに逆関数の関係 

自然対数---自然指数 

S いに逆関数の関係 
これと同じよラに、 

三角関数---逆三角関数 

互いに逆関数の関係 


それぞれ: r =! /に対して対称な関数 
となります 


y = s\nx - ► ^ = sm yy (アークサインワイと読む） 

y=cosx - * x = cos-^y (アークコサインワイと統む） 


y = tan*r -- x=tan ^ (アークタンジェントワイと続む） 

逆三角関数の 8 tS 3 は、三角関数と问祿に DEG 、 RAD 、 GRAD の指定か必要てす。 
今、上の式のズをがとおけば（ズ=の 


mm 

逆三角関数 

逆三角関数の値の範囲 








-100° S /9* g 100 u 








一 902 as 90。 




♦= 角関数 sin 久 cosa の値は、すべて一1から+1の®にありますから、それ以外の値で 
sin w 、 cos パ ！/の射筠はできません 0 
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[1」sin 一 1 ， cos -1 ， tarr 1 


例題をはじめる前に®キーを押して表示をク ij アして < ださい。 


例 題 

キー操作 

表示 部 

答 



表示部に D EG を表示させます 



1 

sin - io .5( DEG ) 

® 00.5 

ASN 0.5_ 




S 

30. 

30 



または 

O .5®0 

30. 

30 



表示部に RAD を表示させます 



2 

cos - io .628 

@00.628 

A C SO . 628 _ 



( RAD ) 

a 

0.89181 5777 

0.891815777 



または 





0.628®® 

0.891815777 

0.891815777 



表示部に GRAD を表示させます 



3 

tan -叫 

@0 1 

ATN 1 _ 



( GRAD ) 

S 

50. 

50 



または 





1 ( ST)S 

50. 

50 



表示部に DEG を表示させます 



4 

2 sin - i 0.785 

20®© 0.785 

2* ASN 0.785- 



( DEG ) 


103.4413565 

103.4413565 



表示部に RA D を表示させます 



5 

cos - 1 0.43+ 

® S .43®( Sf)S 




cos -，0.66 

• 66 

ACS .43+ ACS .66_ 



( RAD ) 

a 

1.976281116 

1.976281116 



表示部に DEG を表示させます 



6 

® i«-!jQCDCD 

ATN SQR ((1 — .6 



( DEG ) 

1 Q .6@2( T ) CZ ].6( T ) 

八 2)/.6)_ 



% 


45. 92428582 

45.92428582 


練習問題19 を行ってください。 
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3 D 座標変換 

座操変換とは、ぺクトルや複素数において I 成分、//成分で表される式を、大きさ r 、 偏角 a に 
変換することや、その逆に、大きさ r 、 偏角0から、 I 成分、从成分に変換することをいいます。 

ぶ成分、2/成分として表されるものを、| 直交座標 1 z = x^-y i 

大きさ「，偏角びとして表されるものを |極座棵| z = ( r , 〇) 

と、いいます。 


この座標変換の場合も、三角関数同様、角度を扱い家すので、角度指定 DEG 、 RAD 、 GARD の 
いすれかを指定する必要があります。 



(直交座棟） （極座襯) 


AEI も、 B 0 も XY 平面上の点 P を表現する方法です。表現方法は違いますか、点 P の位 B を示 
していることにおいては同じ結果となり家す。 

XY 平面上において、点 P の位93を表す方法として 


八囡のよ〇な表し方を 
また 

巳 E 1 のような表し方を 


直交座標， 


極座標 


といいます。 


といい孝す。 


①匾交座標を極座標に変換するには 

♦極座僳の「を求める-- r = v HT ^ 

•偏角夕を求める -- ^= tan - ゾ 


②極座標を直交座標に変換するには 

♦直交座僳のズを求める- ► x =「 cos 夕 

♦直交座標の!/を求める- - y = rs \ r\0 










0] 直交座標—極座標変換囫 ® 

例題をはじめる前に^)キーを押して表示をク 1 J アレて < ださい 



(3.8) を極座棵 
換 


角度单位を“度"に指定します 
表示部に DEG を表示させます 
®@CD3[Z)8(T) 

S 


POL (3.8)_ 

8.544003745 


「の値 

8.544003745 




S 


69.44395478 69.44395478 

T 

"の値 



今説明をしやす<するために「=8.54 0=69.4 とします 
直交座標 （3 • 8) は極座標に変換すると （8.54 . 69.4 ) で： 



P (3.8) 


〇 



P (8.54.69.4 ) 


69.4 


ここで r の値を確認したいと 
さは 

これは「の値か変数丫に収め 
られていることを恚味します 


8.544003745 8.544003745 


次に"の値を確認したいとき 
は 

〇 の値は変数 Z に収められて 
いることを恚味します 
さらにびの値は度で表わされ 
ているので度•分 • 秒に変換 
したいときは 


69.44395478 69.44395478 


69.26382372 69度26分 

38.2372秒 








(3. 一 8) 

を極座標に変換 

(P = 3-8 0 


表示部に D E G を表示させます 


「の値 
★ 

3 QQ 8( X 1 

POL(3 .— 8) — 


8.544003745 

8.544003745 


z _ 


S 

一69.44395478 

一69.44395478 



がの値 

1 解脱 

「=8.54、"= — 69. f とすると 



直交座棵 （3 •— 8) は極座標に変換すると（8.54•—69 .4°) です 

Y t 2 4 6 

-!-1- > ^ y 

Y tif 

6 

-» — ^ V 




表示部に DEG を表示させます 

®@CQS 3 GDQ 8 CQ 

a 


POL ( — 3 •— 8) — 

8.544003745 8.544003745 

一110.5560452 —110.5560452 


r =8.54 x —110.5とすると 

直交座標（一3, — 8) は極座標に変換すると 


(8.54•—110 .5) です 


㈡ 


/； = — 110. 


P(-3.-8) 


P(8.54 •—110.! 



d ] 極座標—直交座標変換 

例題をはじめる前に@キーを押して表示をク 1 J アレて < ださい。 


例 題 


キ 


操作 


表 


示 


部 


答 


(2.30) を直交 
座標に変換 
P = (2.30°) 


表示部に DEG を表示させます 

®Ef3QD2Q30(jD 

0 

0 


REC (2.30)_ 

1 .732050808 
Z _ 


ズの値 

1. 732050808 


分の値 


の値を再確認するときは 

CB S 1.732050808 

ズの値は変数丫に収められていることを窻味します 
• 1/の値を再確認するときは 
® 0 1 

1/の値は変数 Z に収められていることを意味します 

{MM 

極座標 （2.300 は、直交座標 （1.73.1) です 



P(1.73.1) 



X 


2 


(2 •— 30) を直交 
座標に変換 


表示部に DEG を表示させます 
®@QD 2 GDQ 30 CX ) 

S 

a 


REC (2 •— 

1.732050808 

Z _ 




1732050808 


一 1 


►x 


P (1.73.-1) 


3 


(2. J) 

を直交座標に変換 
P = (2 •ミ） 


表示部に RAD を表示させます 

® ®CD 2 CD® (ZD 3 CO 

0 


REC (2. PI /3)_ 


Z 


1.732050808 


1 


732050808 


練習問題 20 を行って < ださい。 













■統計計算 

た<さんのデータをひとつのまとまつた資料にするためには、統計的な処理が必要です。 

本機は統計モードで、一変数統計計算、二変数統針計箄を行ラことができます。 

一変数統計計算は、たとえばテストの点数のよラな1樓類のデータを用いて、その平 tg 値、標準偏差 
などの統計 s を求めることがてきます。 

二変数統計計算は、たとえば身長と体重のよラに関連がある（と予想される）2樓類のデータを用いて、 
それぞれのデータの平13や標準偏差を求めたり、2欞頌のデータの相関関係を調べたり、また一次回 
烯線による推定を行ラことができます。 

①統針モードの設定と解除の方法 

1 . 統 St モードにするときは 

RUN (または PR 〇）モードで 

と押します。統 St モードになり、右の 
一変数/二変数選択_面になります。 

なお、統81■モードでは、面)面右下に 
" STAT " シンポルガ点灯し茬す。 

この選択画面のとき、 QD キーで一変数統 8 tSt ©、 〇キーて二変数統針針瘅を選ぶことができ 
ます。 

2. 統 8 t モードを解除するときは 
と押します。 RUN モードにな 1 0家す。 


* * * * * トゥケイ つ • ンセキ * * * * * 

1:1ヘンスウトウケイ （ x ) 

2 : 2ヘンスウトウケイ （ x . y ) 

八 # ン ZT ウラエランテ • クタ • サイ. 

STAT 


②一変 数統計計算 

1 . 一変数統 8t8t 算で求める統 8 十置 
一変数統計 St 薄では、次の統 St 置を求めることができます。 
• サンフル数 n 

•サンフルの総和 Sx 

•サンフルの2渠の和 Ex 2 


• 平均 

• サンフルの標準偏差 



Ex 

门 



2 x — nx 
\ n 一1 


• ©僳準偏差 


田集団よ〇柚出されたサンフルデータから、©集団の嫌準偏差を推定 
する場合に使用します。 

ぺ —S x ? - nx ? 

び 一 V 一— n — ~ 


©集団のすべてをサンフルテータとして、その標準偏差を求める場合、 
またはサンフルを ffi 集団とみなして、その標準偏差を求める場合に使 
用し字す。 
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2. 一変数統計計算の選択 


® @と押して統 st モードにしだあと、画面に従って (3 D キーを押せば一変数統計計算が選択 
され、処理選択画面になります。 


@國 


***** トウケイ 了 ン セキ * * * * * 
1:1 ヘン スウトウケイ （ X ) 

2 : 2ヘンスウトウケイ （x . y ) 

IV ン： T ウヲエランテ # クタ • サイ. 


CU 


* * * シヨ IJ * 

* * ( x ) 1 

1 :••ユゥ 1 J ョク 

2 :サクシ # ョ/クリア 

3 :フ # ンセキ 

4 :フ # リンタ 

/ V ン： T ウヲ 

エランテ # つ〇, サイ. 


処理選択画面では、それぞれ次の処理を逸ぶことができます。 

データの入力を行ラときに選びます。 

まちかつたデータを入力した場合などに、そのデータを削除すると 
きや、新たに統計針*を始める場合に、前に St 鞾した統計!！をすぺ 
て消去するときに選びます。 

統 8 ta を求めるときに選びます。 

統 8 t ■を印字するときに選びます。ただし、別売のフ 1 J ンタが接続 
されているときにのみ選ぶことができます。フ IJ ンタが接続されて 
いないときは®キーを押しても何も変わ〇ません。 

なお、一つ前の選択画面に戾すときはキーを押して<ださい。 

3. データの入力方法 

処理選択画面で GD キーを押せばデータ入力画面になり、データか入力できます。 

□D 一 - 

* * デ ータニユウ 1 j ョク * * 

1:X =_ 

データが入ります。 

何®目のデータかを示し度す。 

①データを1つすつ入力する場合は 
データ0 
と押します。 

②負のデータを入力する場合は 

Q データ0 
と押します。 


CD ……入力 
® ……削除/ク 1 J ア 

[3] ……分析 
® ……フ 1 J ンタ 
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③同じデータが複数涸ある場合は 
データ CD 涸数0 
と押します。 

データをすべて入力したら ( Bfl キーを押します。処理選択画面に戻ります。 

【補足】 

統計では、同じデータが何個かある場合は“度数"と言ラ言葉を使います。 
たとえば、同じデータが3個ある場合は“度数 3" のよ〇に表します。 


4. 統81•置を求める方法 


処理選択画面でキーを押せば、次の分析画面になります。 


(3] 


* * つ .ンセキ * * (X) 

1 : n 2 ： Sx 3 ： Ex ? 4 : x 
5 : s 6 : 〇 

/ V ンコ•ウヲエランテ # つ7 サイ. 


□ D 〜® キーで次の統8ナ置を求めることかできます。 
( T ) …… n サンフル数 

® …… Ex サンフルの総和 
(3] …… l ： x ? サンフルの2乗の和 
® …… x 平13値 

® …… s サンフルの標準偏差 
® ……^7 田様準偏差 

処理選択画面に戾すときは、 M キーを押します。 


5. 新だに統 8 tSt 算を行ラときは（前の計算内容を消すときは） 

次の2つの方法があります。 

① いつたん統 8 t モードを解除し、改めて統 8 t モードにすれば消去されます。（統針モードを解 
除したとき、統 St 置の一部は変数に保存されてい*す。（くわし<は70ページを参照） 

② 削除/クリア機能で消去します。ます、処理選択画面にして次のようにキーを押します。 

囡 

削除/ク 1 J ア選択画面になります。 


* * サクシ •ョ クリア * * 

1:テ # 一タ サクシ_ ョ 
2:オールクリア 

IV ン ZT ウヲエランテ # クタ # サイ. 
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消去確認画面になります。 


* オールクリア * 

1 : YES 
2 : NO 

jy ン = r ウヲエランテ # クタ # サイ. 


( T ) 前の計算内容が消去され、処理選択画面に戾ります。 

CD を押した場合は、 st 簞内容を消去せすに処理選択画面に戾ります。 


例 題 

ある試験での点数を、ランダムに選び出 
した35人について見た場合、右のよラに 
なりました。 

これより平均値、■準偏差を求めなさい。 


No 

点数 

► ■ ■■国 _ 1 

人数 

T 

No 

点数 

人数 

1 

30 

1 

■ 1 

5 

70 

8 

2 

— |] 

40 

1 

6 

80 

9 

3 

50 

一 1 _ ^ 

4 

7 

90 

5 

4 

60 

w - 

5 

— - - 

8 

100 

2 


キー 操作 

表示 部 

~^- — J 

• 統 8t モード 1 こします。 @ @ 


•一変数統 St8t 算を選びます。 [3] 
• “入力"を選びます。 (13 

• データを入力します。 



30 ® 40 0 50 CZ) 4 0 

60 〇 5 0 70 CD 8 0 

80 CD 9 0 90 CD 5 0 

100 GD 2 ® 


34 : x =100..2. 

これでデータの入力は終わりです。 

36: x =_ 

• 処理選択画面に戻します。 

MUA 

画 


1 • “分析"を選びます。 

囹 


• 平均値を求めます。 

® 

x = 71 . 42857143 

• サンブルの標31偏差を求めます。 

® 

S = 1 6. 47508942 

• ©標準偏差を求めます。 

® 

び=1 6. 23802542 

• 処理選択画面に戻します。 

MLU 

画 



** サンフル数、総和、2乗の和を求めるときは、分析画面でそれぞれ(33、 ®、 〇キーを押 
します。 

途中結果として平均値や搽準偏差などの統計置を求めた後、もラー度、処理選択画面で••入力" 
を選んでデータを入力すれば、続きのデータとして入力できます。 
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6. データの削除 

データ入力でまちかつたデータを入れた場合などに使用する機能です。 

処理選択画面にして次のよラにキーを押すとデータ削除画面になります。 

* * サクシ#ヨ/クリア * * 

1:テ•一タサクシ # ヨ 
2:オールクリア 

JV ン ： T 〇ラ エランテ # クタ # サイ. 


(T) 

* テ • 一タ サクシ # ョ * 
x = 


この画面で、データ入力のときと同様の操作で、浅ちかつたテータ、削除したいテータを入力 
すれば削除が行われます。データ入力のときと同様に CD を使って複数個のデータを削除する 
•ことちできます。 

削除を行ったあと、データ入力画面にして正しいデータを入力すれば、データの g ； [正ができます。 
7. 統 St 置の印字 

データを入力した後、 8 t 辑された統 8 t » を別売のフ 1 J ンタ CE -126 P で印字することができま 
す。 

フ 1 J ンタを本機に接統して®源を入れた後、テータを入力して、処理選択画面で••フ ij ンタ" 
を®キーで選べば印字が開始され*す。 


* * * シヨリ 

* * * (X) 

1:-ユゥ U ョク 

2 :サクシ # ョ/クりア 

3 :フ # ンセキ 

4 :フ" U ンタ 

/ V ン ZT ウヲ 

エランテ_ クタ # サイ. 


® I- 

* * インシ # チュウ * * 


印字か終われば処理選択画面に戻ります。 
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〈印字例 >66 ページの例題のデータか入つている場合 


ri = 

2.1= 

2ホ 

MEhN ( i )= 


2500. 

187300. 

71.42857143 

16.47503942 

16.23802542 


二 変数統針 Btll 

二変数統計 St 箄の基本的な操作方法は、一変数統計計箄と同じですので、先に一変数統計計算の 
説明をお読み < ださい。 

1 . 二変数統 81 •計算で求める統計置 
二変数統計計薄では、次の統計置を求めることができます。 

•门、 Ex 、 Ex \ x は一変数統針針篝と同じ〇 sx 、 び x は一変数統8十 S 十辑の s 、 びと同じ。 


2 v 



サンフル （ y ) の総和 

Sy ? 



サンフル （ y ) の 2 乗の和 

Sxy 



サンフル （ x . y ) の橘の和 

y 

y = 

2 y 

n 

サンフル （ y ) の平均値 

sy 

sy : 

S ゾー ny 
一 \ n —1 

サンフル （ y ) から求める、田数を （ n — 1) としたときの»準偏差 

ay 

( 7 V - 

一 /Sy — ny 
■v n 

サンフル （ y ) から求める、 ® 数を （ n ) としたときの標準偏差 

a 

a = 

: y — bx 

一次回帰線 y = a - f - bx の係数 

b 

b = 

Sxy 

Sxx 

—次回滞線 y = a + bx の係数 

r 

r = 

Sxy 

v Sxx - Syy 

相関係数 

X 

x = 

■ y_a 
b 

推定値 （ y の値から x の値を推定する） 

ゾ 

y = a + bx 

推定值 （ x の値から y の値を推定する） 


【補足】 


Sxx = 2x 


Syy=S 


Sxy=Sxy 


(Sxy 

n 

(2 y ) ? 

n 

_Ex • Sy 
n 


2. 二変数統 StSt 算の選択 


@ @と押して統計モードにした後、画面に従って d ] キーを押せば二変数統計計算が選択さ 
れて、処理選択画面になります0 







3. データの入力方法 


処理選択画面で ( J ) キ—を押せばデータ入力画面になります。画面に従って、 x . y のデータ 
を入力して < ださい。 

① データが1涸 （1 組）の場合 

データ x [ Z 1 データ y [ Z ) 

と押します。 

② 同じデータが複数涸ある場合 

データ x (3 テ ータ y GD 個数0 
と押します。 

③ 負数のデータは、それぞれのデータの前に C 3 キーを押します。 

データをすべて入力したら® キーを 押します。処理選択画面に戻ります。 

4. 統計置を求める方法 

処理選択画面で@キーを押せば、分析画面になります。二変数統計針箄では分析画面が2画 
面あります。画面の切り替えは（ X ) CS 
処理選択画面でキーを押した場合 
("分析"の第1画面です） 


m 

(“分析"の第2画面です) 


キーで行います。 


ホ * 

つ. 

ンセキ 

ホホ 

( X • 

y) 1 

1 : 

n 

2 : S 

x 3 : 

Ex ? 

4 : x 

5 : 

SX 

6 :の 

c 7 : 

Sy 

8 : Sy ? 

/V 

ンコ • 

〇 ヲ 

エランテ# 

クタ#サイ. 


* * フ〃ン セキ * * 

(X 

• y ) t 

1: 2 xy 2 : y 3 : 

sy 

4 : (7y 

5 : a 6 : b 7 : r 8 : 

X* 

9 ： y * 

/ V ン IT ウヲエランテ ， 

つ7 サイ. 


〇キーで前の（第1 ) 画面に戾ります。 

■例 題 

次の表は、ある地方の山桜の開花日 （4 月）と同地3月の平均気混の表です。 

これより、一次回帰線 y = a + bx の係数 a , b と相関係数「を求め、3月の平均気溫が 9.1 
度の場合の開花日および4月10日に開花した年の3月の平均気温を推定します。 


年 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

平 IS 気混 （ x 度） 

6.2 

_ ■ i 

7.0 

6.8 

—— 麵 ■ { 

8.7 

7.9 

6.5 

6.1 

8.2 

開花日 （ y 日） 

13 

9 

11 

5 

7 

12 

15 

> I 
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• ••分析の第2画面に戻します。 
• 平坨気温を推定します。 

開花日を入力 


これでデータの入力は終わりです。 
• 処理選択画面に戻します。 

• “分析”を選びます。 

• 第2画面を呼び出します。 

• 係数 a を求めます。 

• 係数 b を求めます。 

• 相関係数 r を求めます。 

• 開花を推定します。 

平坨気温を入力 


キー 操作 

• 統計モードにします。 

• 二変数統 StSt 算を選びます。 

• ••入力"を選びます。 


統 St モードを解除 ® m 


• データを入力します。 


表示 部 


8 : x =8. 2 

y =7. 

9 ： x = 


a = 34.44951017 

b = — 3. 42501 8839 

r = 一 9. 691 〇68372 E — 〇 1 

(一0.9691068 37) 

X = 一 

y = 3. 281838734 

(推定： 4月3日ごろ開花） 

y =« 

x = 7.1 3850385 

(推定： 3月の平均気温は約 7.1 C ) 


【補足】 

統 8 t 8 t 箄の統 8 tfll のラち、次のものは変数 U 〜 Z に入れられ、統針モードを解除しても保持され 
ています。したがって、 RUN モードでも、この統計》を使って St ® ができます。 



i 画 ®® 

〇 

1 


國 ® m®®®®[zl 




Baas 


9 5 


s 0 a s 


Saras 


^ — 1i 


s a SB 


なお、この内容は統計モードになつたときに消去されます。 







第 3 章算術代入計算 




1. 算術代入計算 


今字では、数値と数値の計算のやり方などを練習してきましたが、複雑な数式や数値のた<さん 
あるよラな式を計 S 処理してい<ときに、どろしても数式（数値を代入するので）ガ長<なつて、 
しまいます。 

こんなとき、あらかじめ数値を変数キー（アルファぺットキー）に紀憶させておき、文字と文字 
の針菪によつて答えを求めることができます。 


①変数として使える文字 

変数として使える文字は、| 英文字| 、 r ^¥ i @文字 I の組み合わせ、 I 英文字 ir ^^ i の組み合わ 
せの3樋類で、最高2文字分の長さまで使えます。 


欞 類 


1 . 1英文字1 

(アルファベット） 


2.1 英文字 I I 英文字 I 


3. 丨英文字|丨数字| 

®〜® A 1=6.28 

@ 〜® G 1=9.8 

T 2 = 358.2 

XI =3 

Y 2 = 6 


注 1) アルフアぺットの小文字は大文字と同じ扱いになります。変数としてアルフアぺツトの小 


文字を使用しても、それは大文字に変換されます。 


注 2) 変数 U 、 V 、 W 、 X 、 Y 、 Z は座標変換や統針針篝で使用するため、変数として使ラとき 
には注意が必要です。 
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2 .例題と解説 


例題① 



左囡のよ〇な円すい振り子の周期丁は、糸の長さをし、糸の 
鉛直となす角を a とすると、 

T = 2 7 T g =9.8〔 m / sec 2 〕 

で求めることができます。 L =50 on 0 = 25 の場合の周期 
T を求めなさい。 

このよラな例題をフ□フラム化しますと、149ページの例題⑳ 
のよラなちのが考えられます。 


解脱① 


St 舞の内容 

キー 操作 

表示部 

1 

最初変数の内容をすべて 

表示部に DEG を表示させます。 



消去しておきます 

CcKB®®® 


C し EAR _ 

g =9.8 

G に 9. 8を代入します 


S 

> 

( G )@ C =)9.8 

0 

9.8 

し = 0.5 

U こ 0.5 を代入します 

0 =25° 

CB ®®0.5 

S 

0.5 

0 がありませんので 

S に25を代入します 

D ®®25 

a 

25. 

T = 2 tt 

(S®® 20®CE)0GD(B 


T =2* PI * SQR(L 

文字式として入力しま 

®©®[Z)CgICD 


*COS S / G )_ 

す 


0 

1.351106827 
答1.35秒 

ここで入力した式を確 

S 


T =2* PI * SQR(L * 

防したい银合 

式の先頭が呼び出されます 


COS S / G ) 

(フレイバックします。） 

0 キーを押すと 
再び計算が行われます 

0 

1.351106827 


Q 


T =2* PI * SQR(L * 


式の後部が呼び出されます 


COS S / G し 


0 キーを 押すと 
再び st 算が行われます 

S 

1.351106827 


針算の結果は T に入っています 

と押せば呼び出されます 

S 

1.351106827 

文字式を入力した後で0キーを押し、表示部にエラーが出たときは (3 または (3 を 
押すと、エラ—になつた位匾にカーソルが表示されます。訂正しなおして再び rji を押 

すと答が得られます。 










例題② 


月の軌道を地球を中心とする円とみなし、地球の半径「、月の周期を T とすると 
月の軌道半径は、 


一 3 / g-j 

ーノ 4^ ? 


で与えられます。地球の半径 r =6.4 x 1( T 〔 m 〕、 月の周期 T =27 日8時間とすると 
T =2.3616 xiOKsec 〕 です。月の軌道半径を求めなさい。 


8十算の内容 


= 2.3616 X 10 


G = 9.8 


R = 


一 3 g-R?-T? 
一、 4;r ? 


ここで R は地球の半径 
で使つているので月の 
軌道半径の変数を RR 
とします 




囹 CD®®® 
®@S 6.4136 

(X)®®2.36161316 

©闹09.8 


a 

0 

S 

s 


T=2.3616E6_ 


6400000 

2361600 

9.8 


® S3 2 CDSCD® 因 2 CDS 
CD 4 SOD® 区 ) 2CDCDOD 

S 


RR=CUR(G*(R 
A2)*(T 2)/ 
(4*(PIA2)))_ 


384190235.2 

〔 m 〕 


答384190 km 


このように、原式にもとづいてあらかじめ原式の文字に対する数値を記憶させ、その後、文字式 
の演錄で行ラ方法をとると、あとで式の確認も容易なので、とても便利な使い方のひとつです。 

■例题③ 


sw 


二 ECV 〕 


〇- L 左囡のよラな RL 直列回路に流れる電流は、スイツチ SW を閉じ 

N | lch ) てから味！)後に r 

n A L /( t )=^(1- e -^) 

i ( t )| RCQ ) となります。 

? 今、 E =4.5〔 V 〕 L =160〔 mH〕R = 55〔2〕 として 
-- 1 t=0.1 〔 ms 〕 における電流の値を求めなさい。 

このような例題をフ□クラム化しますと、150ページの例題 ㉙ のようなものが考えら 
れます。 
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計算の内容 


キ 






S 


E =4.5 

L =160〔 mH 〕 

d ]®®4.5 

S 

^ 4.5 

=160 X 10- 3 ' 

CD ® i 60| a ) Q 3 

a 

0.16 

R = 55 

T =0.1〔 ms 〕 

®®®55 

s 

55. 

= 0.1 X 10_ 3 

( B ®® 0.113 Q 3 

0 

0.0001 

I = 言 (1 -e 十） 

□ D ®®®( Z)®®Crii Q 

l = E/R 氺 （1 一 

®©QDQ®S(t)C7]CE1CD 

EXP (一 R * T / L )) — 


CD 

a 

0.002764709 

■ — - i 



答2.7647 〔 mA 〕 


例題④ 


物筠の崩壞時間は t = 1 ln(1 + p ；) で求められます。 


A 

Dt = t 時間後の同位原子数 
Pt = t 時間後の安定原子数 
A =崩壊定数 


Dt 
Pt 

入 

のとき、この物 H は何時間経過しているでしよラか。 


5xi(T 個 
3 X 10 •個 

20.5 


解脱④ 


針鲟の内容 


Dt =5 xi 0 4 
Pt =3 xi 0 6 
A =20.5 
t ベ ln ( l + g ) 


キ 




作 


( cKBd ]®® 

®[T)®S 51314 

®®® S 3@6 

O ®®20.5 

®®®@[V)SC!n)GD 

®[t)(Z1(B(X)QD 


s 

s 

s 


田 


表示部 




0 


50000. 

3000000. 

20.5 

T=RCP V * し N (1 + 
DT / PT )_ 

0.000806307 
答0.000806307時間 




練習問題 22 を行つて < ださい。 











マニユア)レ計算の練習問 

---一-— - -- - - 


參解答は先生におきき<ださい。（指導フニユアルに解答例を纪 K しています。） 

練習問題1=1 

下の例にならってキー操作の練習を行い、空瀾に答えなさい。 









USINGCI— ジン V) 指定でも計算してみましよう。 


X2+2X3+3X 


5X1.8 

87.93+24. 


8.5X1 

6.24X 


0.95+°. 7 fi 9 = 
0,0 


一20) + 


練習問題3 

次の問題を小数点以下2桁で答えを求めなさい。 


+ 189X0.58 


5.13+6.03-3. 


練習問題 [2 

次の計算式を計爲しなさい。ただし式の中の.のついているところで、•区切つて連続計 s をする 
練習をしなさい。 












次の st 铃式の (ii を求めなさい。 













次の計 S 式の値を求めなさい。 



次の stss 式の値を求めなさい。 
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次の計 n 式の値を求めなさい c 




次の計禅式の■を求めなさい C 














練習問題 11 

n 進数から10進数への変換 

ぺき渠を使ラと n 進数から10進数への変換か簡単にできます。 

たとえば2進数101011の10進数への変換の式は、 

(101011)2=1 X 2 5 +0 X 2 4 +1 x 2 3 +0 x 2 ? +1 x 2，+1 x 2° (2=1) 

=1 x2 5 +1 x2 3 +1 x2 ! +1 x °2° 

で求めることができ浅す。 


次の n 進数を10進数に変換しなさい。 



キー 操作 

答 

■ 

■ ■ ■ ■■ ■ 

(11001101)? 



2 

(11110000)? 



1 

(123022)4 



4 

(4157)8 




練習問 題 | l 1 

利息計篝 

複利による利息 st 诗には、かならすべき乗が現 n てき字す。そこで次の練習問題で利息 stp を行 
い、べき乗 st 舒に彻れて<ださい。 


問 題 

St 篝式 

答 

1 

10万円を年 6 . 7%で5年間 
預金をするとい<らになる 

でしよラか。 

100000 x 、1 + 篇) 5 

(複利射轉) 


■ 

年利率8%のときは、月利 

率はい <らでしよラか。 

- - —- -— 

い+4)し1 

(複利 8 tW ) 


3 

5年間で300万円を楢み立 
てるには、年利率7%とし 
て年にい<ら掛金を楼み立 
てたらよいでしよラか。 

掛金=元利合 8 f x -^- — ； 

(1+ 利茱严货一1 (1+ 利率） 

3000000 x ——^—碰~~ 7 — 

1+ 100 -1 卜100 (複利卵） 
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BBil 


.38xi0?o 










練習問題 14 


次の文を読んで、計总を行い、階乗の計袋に®れ孝 



10人の中から4人の 1 J レーラン 
ナーを選ぶ場合、 

( a ) 走る順番を決めてランナー 
を選ぶには 

( b ) 走る順番を決めないでラン 
ナーを選ぶには 


12 人の人かいます。次のよラな 
壤合の数を求めなさい。 

( a ) 1列に並ぶ*合 

( b ) 円形に並ぶ埸合 

( c ) 特定の4人か隣り合ラよ-3 
12 人が1列に並ぶ場合 














次の射？？をしなさい。 




B| 

1 



■ 





I 



■ 




■ 










































練習問題 IgJ 


次の計恋をしなさい。 







練習問題 21 


問 題 

1 . 学生の1力月当りの親からちらラお 
こすかいを调ベたところ、下表のよ 
ラにな^)ました。平灼値と標準偏差 
(S) を求めなさい。 



2. 下表は、14人の成人男子の身長 x ( on ) 
と体 S y ( kg ) を測定した結果です。 
相関係数を求め、体重が 58 kg の人の 
身畏および身 S ガ178 on の人の体® 
を推定しなさい。 












練習問題 22 


キー操作 • 解答擱 


第1囡のよラに，糸に 400 s のおもりがつり下げられ 
ています。糸の張力 T ，， T ? を求めなさい。答えは小 
数点以下2桁とします。 


ラ S —の定理 


sinU+j) 一 sin (180 


T? 

sin (180 


(ヒント） 

小数点以下2桁指定は DIGIT 指定をして <ださい. 


第1囡 


〇 =70 
バ =50 


W = 400(g) 


2 . 


第2囡のよラに，鋈さ 20〔 kg 〕 の物体を角度35の斜面 
にそって 5 Cm 〕 を加速度 8 〔m sec りで引き上げる 
のに4杪かかりました。この塚合の仕事と仕事率を 
求めなさい。 

R = Wcos " 
p = VVsin " 

W =20 Ckg ), "=35, S = 5〔 m 〕 

a =8〔 m / sec り ， t = 4 〔 sec 〕， g =9.8〔 m/sec 
/^=0.3 

力： F = W (吾 +" cos 汐 + sin 没) 

仕事: WP = F-S 
仕事率： Pt = F - S/t 


第2囡 







3. 直径 3〔on〕、 長さ 50〔cnO の銅棒の両端を固定し、棒の 
温度を 20*0 から 70C まで加熱して上昇させたとき、 
棒に生じる応力および、固定端の圧力を求めなさい。 
ただし， 

銅の線膨張係数 a は a=0.167xl0- 4 
銅の縱弾係数巳は E=1.1X10 6 Ckg/cnO 

とします。 

熱 S 力： S c = E - cx ( t - t ) 

圧力： F c = A.E.a(t — t) (••• a = tt 「 り 


第 3EI 



4. 頂角28の直角形<さびを木材に打ち込むのに 100kg 鋈 
の力を要しました。木材を引きさ < 力を求めなさい。 
ただしパ =0.25 とします。 

2a=28 

F=100〔kgS〕 

"=0.25 

摩擦角：0 = tan-^u 
引きさく力： 

第4囡 
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5. A 点に下向きの力 P がかかるとき、 N .、 N ? ガどのよ 
ろな力であればつりあいますか。 

ZX = 0 ( X 方向の分力の和が 0) 

ZY =0 (丫方向の分力の和が 0) 


Z；X = 0より 一 N ， cosa + N ?=0 
I ： 丫 = 0より Nisina-P = 0 



3. 第 6 E ) のよラな外 SD 、 内径 d をちつ断面について 
断面 « A 、 道心 M に対する2次モーメント丨、お d 
び断面係数 Z を求めなさい。 

断面根 : A = 5( D ’ 一が） 

断面憤2次 モー メント：丨 = g ( D 4 - d 4 ) (cmO 
断面係数 : 




7. 


第7囡のよラな壤合で、 

タガ15二30、45、60•の 
とき、 A 巳面に生じる垂 
直応力度^^、せん断応力 
度 r がを求めなさい。 

° = X 〔吨重 cnf〕（A= 面憤） 


2" 〔 kg 重 c 


第7囡 


P=6000g 通〕 




) - 


_1 


8. 檷造物内部の微小部分が第8囡のよラな応力度をラ 
ける48合、主！®力度およびその方向を求めなさい。 

主応力度の角 tan2 " = ox ^ y 

主®力度 の .II=i (び x+ ヴ y) 士 /圣（び X—”) ; + r 


第8囡 


ド リ 



び x = 6.3 

(kg / 〇»〇 


mummgmm 

^nSBOP 




第 9 図のよラな 3 つの力 P ,、 P ?、 P 3 の合力を求めな 
さい 0 

合力の大きさ 

R = /Ifx 》 +£V r 



i . 幅 8〔 m 〕、 水深 3〔 m 〕 の長方形水路の動水こラ K か 
のとき、平坨流速、流屋を求めなさい。ただし 
フニンク*の粗度係数を n =0. 〇2とします。 

流 櫝 A = W - H〔rrO 

m 辺 S = W -*-2 H Cm ) 

平 t 3 流速 V = i ( 会） $ 厂厂 Cm / sec 〕 , «=4〇\ 
流 B Q = V-A ( m 1 / sec ) l n = 0.02 


第10121 








11. 第 11 囡のよラに掘削した斜面の下に、軟弱な土質か 
あることがわかつてます。軟弱な土質の内部 
摩擦力0 = 5 # 

粘着力 C=2〔t/rrf〕 

としてこの斜面のフロックすべりに対する安全率を 
求めなさい。 

斜面の土の内部摩擦角 0=20 
斜面の土の粘着力 C=0 

斜の土の单位体*重置 r =1.8〔t/rrO とします。 
〇左向きにすべらせようとして主 ffl 土圧： p A 


P ^ 1 — tanK 45- J ) 


〔 t / m 〕 


癱すべりを止めようとして右向きに ffj く受®土圧： p p 

P p = 爭 tan 2(45 + p 〔 t / m 〕 


粘着力による抵抗： C 


Ct / m 〕 


•摩瘵力による抵抗： Wtan0 = i ^ 支… L . tan0 〔 t / m ) 


斜面のフロックすべりに対する安全率： F 


C し + wtanv>+p 


m 

CW) 



飲昶土層 0 


12. 背部の地表面が水平な内部摩擦角 0=3( T の土砂から 
なるがけに、高さ6メートルの第12囡のよラな銳直 
な壁面（土と壁の摩擦角 5=20’) を有する重力式擁壁 
をつ <りたい。 

土の単位体横重置^ =1.8〔 t / m ’〕 として主® 土圧 p A 
を求めなさい。 

没 =90 。 



クー □ン土圧の解析公式 



ft rtf 〕 


13. 第13121の回路において确子 A 巳間、および端子 CD 
間で測定した合成抵抗を求めなさい。 


R,=400 ⑻ 
R 2 =730CQ 〕 
R 3 =240〔$O 
FU=438 ⑻ 
R 5 =600 〔 2 〕 


Rab= (フリッジが平衝しているとき) 



D 




14. あるエ湯の三相負荷 P は 20〔 kW 〕、 力率 6096 である。 
これを力率80%に改善するだめに要するコンデンサ 
〇 〔 KVA 〕 を求めなさい。 

また、コンデンサにかかる電圧を 200 CV 〕 としたと 
きの靜電容置 C し F 〕 を求めなさい。ただし、周波数 
は50 〔 Hz 〕 とします。 

改善前の力率角…，改善後の力率角めとすると 
コンデンサ Q は 

〇: = p ( tan ルー tan め） 

脖琯容置は 

3〇=〇^7 

(.\oj = 2 tt f ) 


15. 第15121のよラな RLC 直列回路において、 R =300〔 Q 〕 
について、スイッチ SW を閉じてから t =5〔 ms 〕 後 
の電流値を求めなさい。 

• R <2 ン k の壤合（振動的減衰） 

i = j^ e-^-sin^t 


第15121 

/^ sw R し C 

I —— oN)~V^VV-^^~~11 


2 〔" F 〕 
100CV 〕 



16. ( a ) 試薬特級の無水炭酸ナトリウム5.205 Og を秤置 
し、溶解したものをメスフラスコで1 e に希釈 
し標準溶液とした。この規定度を求めなさい。 

( b ) ある并戸水を分析したところ、100祕中に CaSOi 
2.8 mg 、 Mg ( HC 03) 2 7.5 mg が含まれていた。こ 
の水の硬度を求めなさい。 


ただし 、 H =1.008 C =12.01 

Mg =24.3 S =32.06 
Na =22.99 

とする。 


0=16 

Ca =40.08 


( a ) Na?CCh の 1 g 当 ^ = Na 7 C 0 3 2 である 0 

( b ) 水 100 mC 中の Catg および Mg 温のモル数の合 Sf 
を Ca 〇の MS n mg に換興し、 n とする 0 


17. ある実験で二酸化炭素1 mol が、 40 C 、50 atm で0.380 

C の容稹を占めることが実測された。その圧力を、 

( a ) 理想気体の状態式で、 

( b ) フアンデルワールスの状態式で 
8十辑し、実測値と比較しなさい。 


( a ) PV = RT 


( b ) ( P + ふ ） （V - b ) = RT -P = 

R =0.0821 ( C-atm ( moi - K )) 
a =3.60 b =4.28 xlQ - ? 


RT 

V 

RT _ a 
V — b V ? 
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18. 次の水溶液について H 問の値を求めなさい。 

( a ) 0.01 N — HCI 水溶液の pH 

( b ) 0.05 N — NaOH 水溶液の pH 

( c ) pH =2.50 の H ^ SOdOmC を水でうすめて 500 祕 
とした水溶液の pH 

( d ) pH =8.50 の水溶液の 〔 HT 〕 


HCI 、 NaOH は完全電離とする。 

U • Kw 
P H = - l0g 〔〇 H :〕 


(mol C ) 


〔 hr 〕 :水累イオン濃度 
〔〇 H 〕：水酸イオン濃度 
〔 Kw 〕 ：水のイオン« 1.0 X 10 


-14 


(mol £) 


19. 次の実験データがある。この分解反応が1次である 
ことを示し、かつこの温度における速度定数を求め 
なさい。ただし、初濃度 a =1.590 (mol 〇とし 
ます。 


実験 

番号 

■ _ _ ■ 命 » 

1 

2 

3 

4 

時間 t 

— — ^ 

( min ) 

_ 

5.4 

■ ■ - 

21.6 

25.5 

32.9 

- - 

変化 S X (mol C ) 

0.624 

1.298 

1.376 

1.474 


反©温度 40 X ： 


1次反応ならば ^= k ( a - x ) 
k :速度定数 ( min - 1 ) 


〇のとき 
A dx 


=〇であるから 

厂 dt = r dx より k = 1 m 3 

ノ〇 - / oa —x t a — x 

各実験番号における k を計算し、この値がほほ一定 
であることを確かめてから平坨値を求める。 
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20. 円管のまさつ係数 （f ) とレイノルズ数 （Re) との関係 
式は次のよラになります。 

1 /，T = Alog (Re，H + 巳 

A 巳 

ただし、 - 

平滑管 4.0 — 0.4 

粗面管 3.2 1.2 (化工便锿） 

いま、粗面管において Re =10000のときの f を試黄 
法で求めなさい。 

♦(左辺）一（右辺）かゼ□になるよラにクラフて 1採<。 

求める f の値 
はクラフより 

0.008〜0.009 

の間にあるこ 
とか分る 




一参考 


計篝の優先順位 


本機はカツコ、関数を含めて数式通りのキー操作で計舜をおこなラことができます。 
計算の優先順位の判断や途中結果の処理はすべて針算俄が自動的に処理して < n ま 
す。計©の谩先順位は次の通りです。 

1. 斤や変数の呼び出し 

2. 関数 （ S 丨 N 、 COS など） 

3. べき乗（つ 

4. 符号（+、一） 

5. 渠除箅（*、 /) 

6. 加減® ( +、一） 

7. 大小比較 （ 、=、、=、•>、=) 

8. AND、OR 

(注）#カツコが使用されている場合はカツコ内の針55が®®先されます。 

•複合関数 （sin cos 0.6 など）は右から左の顧で 8 t © され*す。 

♦ぺき乗の逵舜 （ 3〃 すなわ53^4ハ'2など）は右から左の順で gtS されま 
す0 

♦上記3.と4.では後に出てきたほラか®先順位が高 < なります。 

く例〉一2へ4は 一 （2 つとなります。 

3^—2は3 ことなります。 




第 4 章 BAS IC 言語 


㊣本章のフ□フラム例や解説で使用している数字とアルファぺットは、以下の文字です。参考にして<ださい。 

0123456789 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTU V WXYZ 
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1. BASIC 言語をマスターする 第一歩 


① BASIC とは 

B : Beginner's (ビギナース） . 初心者向きで 

A : All-Purpose (スールバーバス） . あらゆる目的に合う 

S ; Symbolic (シンポリック） . 紀号を使つだ 

| ; Instruction (インストラクシヨン）…命令 
C : Code (コード） . 語 


それぞれの頭文字をとって、 BASIC (ベーシック）といラ名のついだコンビュータ言語てす。 

巳 ASIC はやさしい英語と記号でできており、コンピュータがどんな仕事をすればよいのかを示す一 
連の命令文、すなわち「フ□グラム」を人間とコンピュータが対話するよラな形で作つてい<ことが 
できるのが大きな特長です。 

②ブロクラムとは 

フ□ヴラムとは、針？9機（コンピュータ）に豺 S5 などをおこなラための手順を指令する命令挺のよラ 
なものです。この指令をコンピュータか理解できるよラに*き表したり、コンビュータに紀根をさ 
せたりすることをフ□ヴラミングとか、フ□グラムを組むと言います。しかし、コンビュータでいろ 
いろな問題を処理しようとするとき、最初から巳 AS 丨 C 言語でフ□ブラミンブする方法もあり家す 
が、ここでは BAS 丨 C 言語のフ□グラムをフスターする第一歩として、問題を処理する方法の考え 
方や、手順を整理し、囡的に順序だてて、フ□グラムの流れをわかりやす<表現することからはじめ 
ます 0 


③ PC - G 801 の主な記号の嫌み方と憲味 


S 己号 

铳み方 

窻味 

記号 

娩み方 

1 

意味 

W ■ ■■■T 

85号 

妩み方 

S 己号 

娩み方 

+ 

フラス 

加算 


ダフルクオ- 
テーシヨン 

引用符 

W V J 

! イクスクラメ-シヨン7-ク 

1 —■■ ■ ■■画 ■■» J 

大カツコ 


7イナス 

減算 

• 

ピリオド 

小数点 

w m V 

? 

w 

クエツシ 3 ン▽ーク 

111 
1 III ■— ^― 

中カツコ 

木 

アスタリスク 

乗薄 

9 

コン7 

区切 

故 

アツト▽ーク 

1 

¥ 

円記号 


スラヅシユ 

除算 

# 

• 

コ□ン 

鈴文を》 
けて書< 

& 

アンド7-ク又はアンバサイド 

癱 1 

1 __ 園 ■— < 

バイフ記号 


イコール 

■ 

等号 

• 

• 

セミコ□ン 

«示$をつめる 

% 

バーセントマーク 


波形 

> 

クレーター. 

サン 

よ0大きい 

A 

べき 
(ハッ ト7-ク) 

べき樂纪号 

s 

‘■■■■■ ■ »1 

- - - - - — - - - 

ドル7—ク 


アンダー 

ライン 

< 

レス•サン 

より小さい 

^ — V 

_ 

クロス八ツチ 

番号?己号 

1 

1 • 

_ 

シンブルク オー テーシヨン 



④「流れ I 2 j (フローチヤート， Flowchart ) にっいて 

フログラムの処理方法の考え方や手顧を整理し、囡的に順序だてて®いたものを「流れ図」またはフ 
□ーチヤートといいます。 

流れ囡は、囡記号と®串な式や文字であらわします。囡記号は、それぞれひとつひとつ怠味を持って 
います。次に代表的な囹纪号とその意味、そして流れ囡の M 本形を示し豕すので十分に理解していた 
だきたいと思います。 
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⑤代表的な「流れ図」とその意味 






意味 


雜 子 （Terminal Interrupt) 

流れ囡の開始，終了などの鈽子を表します。 


処理 （Process) 

わ<内（わ<外に蜜いてもよい）に£かれてある処理を行い 
ます。 


3 



5 


6 


9 . 







10 . 


FOR 1=1-10 


^1 



備 (Preparation) 
初期値などの華備などに用います。 


入出力 （Input Output) 

锅報の入出力を®味します。入出力一般として用いられます。 
また、本®では囡記号 D を REST 〇 RE とみなし浅す 


手操作入力 （Manual input) 

変数への入力など、キーボードなどから手で操作して入力す 
ることを表し莩す。 


定 R 済み処理 （Predefined Process) 

サフフ□グラムなど、別の^?所で定輳さ; H ている命令群など 
の処理を表します。 


表 示 （Display) 

惝報を人間が利用できるように、デイスフレイに表示しま 
す。 


判 断 （Decision) 
判断 • 比較を行い莩す。 


害 類 （Document) 

S? 負を媒体とする入出力饯能を表します。 


くり返しルーフ 

FOR 〜 NEXT 文に用いる記号 
FOR I の I と〇が対応します, 








11 



12 


13. 


14. 


15. 



結合子 (Connecter) 

流れ囡のほかの場所への出口、または、ほかの場所からの入 
□を表します。 


紙カード （Punched card) 

紙カードを媒体とする入出力機能を表します。 


カセツトテープ 

カセツトテーフでのデータ入出力を表します。 


流れ嫌 （Flow Line) 

紀号を結びつける機能を表し浅す。 


注 釈 （Comment Annotation) 

明0よラにするために、脱明または注意を加える機能を表し 
ます0 


⑥ブ□クラムの形（構造） 

1 . 直嫌形の流れ図（シーケンス構造） 

直探形フ□グラム 
「判断」が入つていません。 

见押 I 


( ぉ DO 



2. 分岐形の流れ図 （ IF 〜 THEN 構造) 



•分岐形フ□グラム 

♦設定されだ条件によってフ□グラムの流; n が分岐し 
ます。 

争もし、条件か満たされたら処理⑴を行い， 

I F THEN 

そうでなければ、処理 (2) を行います。 
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3. ルーフ形の流れ図（ループ構造) 
<その1> 


はじめ 




お00 


癱<り返し形フ□ブラム〈その1> 

• 条件が溻たされるまでくり返し、処理 (1) と処理 (2) をし 
ます。条件が滿たされると、このルーフを抜けて次 
の処理 (3) へ向います。 


<その2〉 



秦 < り返し形フ□グラム〈その2> 

癱条件か澉たさ； n ている間は、処理⑴をくり返し茳す。 
參条件が通たされな<なると、ルーフを抜けて次の処 
理 (2) へ向います。 


⑦「流れ図 j 全体の約束について 

1 . 流れ図における流れ練の方向は、原則として、 


上から下へ左から右へです。 

流れの方向が、これに合わないとき、流れを示す矢印を用います。 

2. 流れ網は、交差してもかまいません。交差しても搞理的関係はありません。 



合流なし 


合流あり 
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3 . 


結合子は、流れ繚か中断される点を表わすのに用いる出結合子と、中断されだ流れ嫌が再開 
される点を表すだめに用いる入結合子かあります。それぞれの結合子に同じ文字や数字など 
を記入し、これら力 1 結合していることを示します。 



実際は点探など禺さ莩せんが®と⑧て結合し 


ていることを示します。 


4. 1つの流れ図 K 号から出□を2つ以上害<揚合は、必要な数だけの流れ線をその記号から出 
すか、あるいは、その記号から出た流れ網の数だけ分岐する形で表現します。 

分岐の出□には、分岐条件を K 入してお<ことになつています。 

「>，，次， < j などや 「 YESj , r NOj あるいは「〇,1,+，一 j など力用いら 
れます。 

比較記号としては「： j や 「7 j などが使われます。 

まだ最近では、流れ図記号の中だけでな<、囡記号の周辺に文章で脱明する方法などか多< 
みラけられます。 



フ□グラムが单純なラちはよいのですが、だんだん複雜になつてき字すと、流れ EI を塞かな 
いとフ□グラムを組み立てることが困難になりますし、フ□グラムを組んでいるときは理解 
していても、しばら<時間が経週した後、あ0>ためて解読してみるとなかなか手こすること 
かあります。流れ囡の考え方を早<マスターし、フ□フラムの基本をしつかりと身につけま 

しよつ0 
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2. ブ□グラムの基本 
STEPffl INPUT ， PRINT ， END，GOTOX 


〔例題〕① 

半径を入力して、円の面價を求める 
フ□クラムを作りなさい。 



左0において、半径を R、 面 W を S とすると 
S=tt R- 

で面«を求めることができ家す。 


(フ□ーチヤート） 



文番号または行番号 BAS I CS 8 S によるスミ—^^^ 

(ラインナンバー） （ひとつの愚味をちった処理式や、命令 te のこと） 


@を押して画面左下に " PRO ” を点灯 
させます。 


NPUT R 


S = PI * R 八2 
S = PI * R * R でちよい 


PRINT S 


END 
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①ブロクラ厶の入れ方 

フ□ブラムを計算機に塞き込むときは、次の手順で行います。 


操作の手順 


①. [8 M ) キーを押して電源を入れます。 
© キーでブ□クラムモード 
( PR 〇モード）にします。 


②. NEW 0 


③.文番号を入れ、文を入れます, 


10 


INPUT R 


文番号（行番号とは） 

文番号は行番号（ライン 
ナンバー）ともいいます。 


I 


) 


表示について 


④ . 20 S = PI * RA 2 

(S = PI * R * R でも同じ 
です。） 


⑤ ■ 30 PRINT S 


◎ .40 END 
END の懑味 


操作手顧の説明と表示内容 


ブ CK 7 ラムを•き込むことのできる状態にします< 


先に入力した（かもしれない）フ□グラムやテ 
一夕をすべて消します。 


(DfOlCSHlFTl + frlfRl 

a 


10INPUTR_ 
i 10：INPUT R 


フ□フラム文の実行順序の番号で g 。 

数字の低い文番号から実行されるので、実行の 
順に数字の低い文悉号をつけます。 

文番号は、1〇番おきにつけるのが一般的です。 
後から、フ□グラムを追加するときに都合がよ 
いからです0 

なお、本機は1〜65279浅での整数を文番号とし 
て使用できます。 

文番号に統けて文（ステートメント）を入； n 、 

® キーを押すと、文番号の後に自動的に：（コ 

□ン）が入り字す。 

10 : INPUT—R 

! 

自動的に1桁 （1 文字）あきます。 
自動的に：（コ□ン）が入り*す。 

文番号10で与えら； H た R の値で tt . R を gt » し、 
射鲟した数■を S といラ紀号の中にしまってお 
きなさい（といラ意味です)。 

® 函回 + ® ® 区)®® 

20:S=PI*RA2 1 


f3irO)lSHIFTl-f fXlfSl 30PRINTS.1 

Q 30 ： PRINT S 

文番号 20 の S の記号の中に入っている 
数値を表示しなさい（といラ意味です)。 


40：END 1 

これでフ□グラムは終了し家した（といラ恵味 
です)。 
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(3 キーについて 


キーは文の終わりに必す入れます。 

これは「この文は終わりました j または「フロ 
ブラム文として書き込むことが終了しました」 
といラ意味がふ < まれています。 


1 N PUT の入力方法-- 

INPU"n3r^_+® と押してもよいですし 
CD®®®)® でも同じです0 

PR 1 NT の入力方法- - 

PRIKm3：_Tl+® と押してもよいですし 

でも同じです0 

このよラに、本機では巳 ASIC 言語の命令語が、 
まだい<つか 1 J サーフされていますので、活用 
して < ださい。 

END の入力方法 

END は、 CD®®) と押し家す。 

文（ステートメント）について 

1つの行（ライン）は1つ以上の文（ステート 
メント）からなり、2つ以上の文 （7 ルチ•ス 
テートメント）になる場合は文と文の問に：（コ 
□ン）を入れて区別します。（コロンを入れる） 


I_1 1-1 ! 1-1 ' 1-1 r^n 

文番号 文 文 文 

〔例題〕①をマルチ • ステートメント 
にすると 

10 INPUT R : S=PI*RA2 : PRINT 

S : END となります。ただし1行254文字以上 
は*けません0 
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②ブロクラムの修正 • 編集 

フ□ブラムを作成する場合、キー操作のミスなどにより正しいフ□グラムにならないことか多< 
あります。このよラな場合の処理は下表のキー操作で行います。 


表示されている行（ライン）内の 

0 または [3 キーで カーソルを移動し、 

① SJ 正 

正しいキーの入力 

②削 除 

( SHIFT ) 4-( Ins ) 

( Delete , デリート） 


( Backspace ,/ X ツクスベース） 

_ 

③追 加 

m 

( Insert , インサート） 



③ブ□クラムの確認 

フ□グラム全部の内容をコンピュータに塞き込んだら、次に PR 〇モードで下表のキー操作によ 
り、その内容の確認をします。 


P キー操作 

锐 明 

CD 

このキーを 1 回押すと、現茌表示されている次のラインを表示します。 
このキーを押し統けると、順次、次のラインを表示します。 

また、フロンフト K 号 （>) が表示されているときにこのキーを押すと、 
先頭のフインから、画面に表ホできる範囲を表不します。 

画面にカーソルガ出ているときは、カーソルを画面の下の行または、フ 
□ヴラムラインの一番後へ移し字す。 

すでにカーソルか一番後にあるときは、次のラインを表示します。 

m 

[ ^- - — ■ ■■ - " - ■ 1 

1このキーを 1 回押すと、現在表示されている前のラインを表示します。 
このキーを押し続けると、順次、前のラインを表示します。 

また、表示内容を一度消去してこのキーを抨すと、最終のラインを表示 
します。 

画面にカーソルが出ているときは、カーソルを画面の上の行または、フ 
□グラムラインの先頭へ移します。 

すでにカーソルが先頭にあるときは、前のラインを表示します。 

^ P ——— ^^― —— ^― — ^― ------ 1 

LISTCZ) 

またはし. (Z1 

先頭のラインから、画面に表示できる範囲を表示します。 

LIST 30 (Zl 

または 

L.30 a 

画"^"* " ""函 ■■ _ _ ■ ■ ■ ■ N —■ ■ ■ ■■ ■ ■■■■■— ■ ^^―^― — ■ !■■ j 

文 番号 （ラインナンバー） 30 行から、画面に表示できる 範囲を 表示しま 
す。（指定した文 番号 および、それより大きい文 番号が 存在しないときは 
エラー 40 になります） 

I フ□ブラムを呼び出した後、 0 または (3 キーを神せば表示部の 1 行目に表示されているフ 
□グラムラインにカーソルが現れます。 0 キーを抨し続ければそのフ□グラムラインの最後! 
まで力ーソルが行きます。 （3 キーの場合は先頭まで行き家す。 

し ■■■ ■ 1 ' ■ ■ ■— ■■-■■■■ - ■ - ■ ■ ~ • - — —— - ■ ■ 一— ■■ 1 
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④文（ライン）の追加 • 変更 • 削除 

今、確認したところ、下の表の石側のよラな誤りかあつたとし字す。 


正しいブ□ク*ラム 


誤つて入力したブ□グラム 



八2がない 


誤つて入力したフ□フラムの文番号10行と20行の間 
に S = PI * R 八2を入れるために、新しく15という 
文番号を選びます。 

15 S = PI * R 八2 0とすると、下表のように 
訂正されたフ□ブラムができあがります。 


フ□クラムの内容は同じで 
す。文番号が巽つていてち 
問題はありません。 


10 

1 NPUT 

R 

15 

S = PI * R 

へ 2 

20 

PR 1 NT 

S 

30 

END 



これで正しいフ□グラムが完成。 

再び誤った入カフ□グラムにもどって文番号（ラインナンバー）も同じ (10. 20. 30. 40) にした 
いときは、以下の手順で行い莩す。 


20 S •- 

20 S = PI * RA 2 0 
30 END 


4 S 


—撰ったフ□グラムの20行はこの操作で削除され家す。 
•そこで新しく 20行を入力し字す。 

►つづいて、上の方法で30行も削除してもよいのですが、力 
ー ソルを左鈽に移動して （ 0キーを使ラ）文番号を訂 
正すると、フ□グラムは左のよラになります。 

ここに；0—ソルを移動し浅す。 


10 

1 NPUT 

R 

20 

S = PI * R / 

\2 

30 

END 


40 

END 



-次にこの30行を削除（操作は30 0) し、あらためて30 
PRINT S 0と入力すれば、文番号のそろったフ 
□ヴラムが完成します。 


10 

1 NPUT 

R 

20 

S = PI * R 

\2 

30 

PR 1 NT 

S 

40 

END 



文番号の沱け直しは RENUM 命令 （ U ナンバー）を使^方法もあ 
〇浅す。「巳 ASIC の各命令」の脱明を笤照して<ださい。 


m 














⑤プロクラムの実行 

フ□ブラムの実行は、実行モード （ RUN モード）で行い家すので〔ゆ)キーを押して画面左下に 
“ RUN ” を表示させて<ださい。 


； CAPS 

DEG — つ 

RUN MODE 


> 


RUN 



そして次の命令で実行を開始します。 


RUN LJJ 最も低い数字の文番号より実行を開始します。 

RUN 文番号 （3 指定した文番号よ^)実行を開始します。 


それでは円の面 W を求めるフロヴラムを実行させてみましょラ。 


実行の内容 

^ 

キー 操作 

表示 部 

A 

RUN モードに股定 



実 行 

( SHIFT ]+[ V )0 
または 

® 切®® 

r —"^——^———— ■ イ 

? 

半径 R =1 〔 on 〕 

の壩合 

[" m ■ ■ ■ ■ _ ■ ■ ■ ■■晒 

1 

S 

i— 

3.141 592654 

> J 

半径 R = 2 〔 cm 〕 

の®合 

[ SHIFT ] 4 -[VI [ j ] 

2 

0 

? 

2_ 

12. 56637061 

> 

半径 R = 3 〔 cm 〕、 半径 R = 4 〔 cm 〕 の場合も gtll して < ださい。 


このよ〇にしてい<と、いちい 5(^0) + ®® とするのが、めんどうになつてきます。そこで 


下の流れ12のよろに、 S の表示が終われば、再び先頭に戾る命令 8 S があれば、いちいち RUN 
( Z ) としな <とちよ < なります。 

巳 ASIC 言語では、このよラなときに GOT 〇文を用います。 



10 

1 NPUT 

R 

20 

S = PI * R へ 2 

30 

PR 1 NT 

S 

35 

GOTO / 

10 

40 

END 



30 行と 40 行の間に新し <GOT 〇文を入れるために 
35 GOTO10® と操作します。 
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のフ□グラムを実行すると、 





RUN モード 



R =1 

次の R の入力待ち-- 

■ 


R = 2 

次の R の入力待ち- - 


H 

このよラに、かんたんに St 算をすすめることかできます。 


このフ□グラムの実行を中止するときは@8キーを押して<ださい。 


⑥ブ□クラムのアブ 1 J ケーシヨン 

今までのフ□グラムの実行は入力.出力にただ数値が入つているだけで、ちよつと目をはなした 
りすれば、それがどのよラな患味をもつ数値かわからな<なります。 

ここでは丨 NPUT 文と PR 丨 NT 文に変化をもたせ、わかりやすい工夫を拭みることにします。 

<10 I NPUT R 

※この部分をメッセージとして表示し浅す。 

•10 丨 NPUT "ハンケイ R 

しセ5=)□ン 

R に入れる数値を入力したとき、その数値をメッ 
セージに統けて表示させます。 

スペース「つまり、空白。文字と紀号を分離してわかりやすい ■ 

ようにするために1文字空白をつ<りました。 
.スペースは 涵^ g キーで入れます。 

/ 7 ^\ 

※••ハンケイ"のように " " 引用符（ダフルクオーテーシヨン）で囲まれた 

ものは、数値と異なり文字として扱われます。 


30 PRINT S 

•30 PR I NT " R= " : R : • し一 S= ••: S 

I 

これを入れないと R の数値と S の文字が、<つつきすぎてわかりに< 
<なるので一ースペースを2つ入れて、 R の数値と S の文字を離して 
おき孝す。 

参考^^ 

""" C 囲莩れた中に入れたアルファぺツトの小文字は、そのまま小文字として扱われます。 

" 1 で囲まれた中以外にアルファぺットの小文字を用いると、大文字に変換されます。（ただ 
くし、注釈文は除 <) 
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@キーでエラーを解除します。 

@キーで PR 〇モードにします c 
〇キーまたは ( Z ) キーを押します。 

エラーの発生した文番号が表示されます。 

エラーの発生した位置にカーソルが表示されています。 
エラーの発生した原因を探して、フ□クラムの修正をします。 


⑦エラー表示とその処理方法 

フ□グラムを実行したときにブ□グラムに誤りがあつたり、データが不適当な場合などで エラー 
か発生することがあります。 

エラーが発生すると次のよラなエラーメッせージガ表示されます。 


これは、文番号20行にエラーコード10の内容のエラーが発生したことを憲味します。 

♦エラーの a 理手順 


このコンピュータには多<のエラーコードがあります。 

292ページにエラーコードの内容を示しますので、活用して<ださい。 
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フ□グラムを整理すると下のよいになります。 


10 

1 NPUT " 八ンケイ ^R = " 

: R 

20 

S = PI* RA2 


30 

PR 1 NT -R= * : R :"一 

一 S = “： S 

35 

GOTO 10 


40 

END 



これを実行してみましよラ。 


実行の内容 

キー 操作 

[― — — - - 

表示 部 

RUN モード 

RUN S 

, - _——-- - —— - - 

八ンケイ R =_ 

R =1 

1 

"* "' て . "■ ■ ■ 1 

八ンケイ R =1 _ 



R =1 .S =3.1 41592654 

次の R の入力待ち - ► 


八ンヶィ R =_ 

R = 2 

2 

八ンケイ R =2_ 


® ' 

R = 2. S =1 2.56637061 

次の R の入力待ち - ► j 


八ンヶィ R =_ 

■■■■国 — 1 — ■ 1 



①②③④⑤⑥ 






〔例題〕 ② 


ある適当な2つの数、Xと丫を入力して、 5X + 2 丫を求めるフ□ブラムをつ<りなさい。 


■フ□ーチヤート 



入力前に®キーで PR 〇モードにし、 

NEW 0 と操作します。 

■ブロクラム例 

10 I NPUT • , X =" : X 
20 I NPUT”Y = ":丫 
30 Z = 5 氺 X + 2 氺丫 

40 PR I NT X =" : X ; • 丫 = " : 丫： "Z = " : Z 
50 GOTO 10 
60 END 


メモ 1 J 内容 

変数 

内容 

X 

X の値 

Y 

丫の値 

Z 

Z = 5 X + 2 丫 


■数値代入例 


X の値 

Y の値 

Z の値（答） 

1 

2 

9 

5 

一3 

19 

10 

50 

150 

22 

36 

182 



を行って < ださい。 


STEPd 切り捨て•四捨五入•桁指定 

フ□グラムを実行し数値を求める場合、小数点以下2桁程度孝で求めればよい場合が多<ありま 
す。このようなとき、切り捨て•四捨五入あるいは桁指定をして必要な桁だけ表示するフ□ヴラ 
乙について次の例題で練習してみ字しよラ。 

〔例■〕 ③ 

数 A を入力して，瓦. A 2 の値を表示するフ□グラムをつ<りなさい。 

数 A は1、2、3、4、 5. 23を入力するものとします。 
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■フローチヤート 



■プロクラ厶例 

10 I NPUT A 
20 X = SQR A 
30 Y = AA 2 

40 PR I NT ルート A = " ; X ; " c _ AA 2= " : Y 
45 GOTO 10 
50 END 


■キー摄作手順 


* 


作 

r * 1 i ■ ■ ■ ■ —— - 

表 示 例 



RUN モードにします 

[ - --- 1 

RUN 

0 


9 

1 


、 1 と 1 2 の答- - 

ルート A =1. AA 2=1 . 1 

? 

2 

s 

、2と2 2 の答- - 

ルート A =1.41 4213562 AA 2=4. 

9 

3 


、力>3 2 の斧 - ► • 

ルート A =1.732050808 AA 2=9. I 
? 

v kj v / ノ 〇 

4 


、4と4 2 の答- ► 

ルート A = 2. AA 2 = 16. 

9 

5.23 

s 

ン5:23と5.23 2 

ル-卜 A =2.28691 9325 AA 2 = 27. 



の答- - 

3529 

? 

表示桁数が多 < なり、 A 2 の値が 2 行に別れてしま 
いました。 


この〔例題〕③では、 

40 PR I NT " ルート A = ": X : •，し A 八2= ":丫 

といラよラに、セミコロンによって表示を継続させたので、1行に全部表示され 
な <なります。 

しかし40行を次のように2つの行に分けることによって、それぞれの答えを1行 
に表示させることができ家す。 

40 PR I NT " ルート A = " :X 
43 PR I NT " A 八2= ":丫 
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しかし、小数点以下 2 桁程度を表示すればよい®合には、フ□グラムを次のように変更すること 
によつて v A 、 A 2 を一度に表示できます。 





①小数点第 3 位以下を切り捶てる場合 INT / 整数化 ( Integer / インテジャー) 

10 I NPUT A 


20 X = SQR A 
25 X = INT (100* X )/100 
30 Y = AA 2 


X を100®にしたものを整数化し、それ\ 
を100で割ることを憲味しています。 

丫も同様な処理をすることができます。ノ 


40 PR I NT " ルート A = ": X : "一 A 八2= ••:丫 


GOTO 1 0 
50 END 


操 

作 

表示 部 

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ i 

© 

RUN 

RUN モードにします 

S 

? 

1 

0 

ルート A =1• AA2=1. 

2 

0 

? : 
ル-卜 A=1.41 A 八 2=4. 

3 

a 

9 

ルート A =1• 73 AA2 = 9. 

4 


? 

ル—卜 A=2. AA2=16. 

5. 23 

a 

? 1 
ルート A=2. 28 AA2=27. 3529 


②小数点第3位以下を四捶五入する欏合 


10 I NPUT A 
20 X = SQR A 

25 X = INT (100 *X + 0.5)/100-| 
30 Y = AA 2 \ 

40 PR I NT "ルート A = ••: X : •し A 八 2= ••:丫 
45 GOTO 10 
50 END 


X を100倍したものに 0.5 を加え、それを\ 
整数化し100で割ることを患味し家す。 
丫も同様な処理をすることができ孝す 。 1 


操 

作 

表 

示 部 

@ 

RUN 

RUN モードにします 

a 

? 


1 

a ! 

ルート A =1 • 

A 八 2=1 • 

2 

- 

s 

? 

ルート A =1 . 

41 AA 2=4. 

3 

s 

? 

ルート A =1 . 

73 AA 2=9. 

1 

4 

0 : 

? 

ルート A = 2. 

AA 2=16. 

5. 23 

s 

? 

ルート A=2. 

十 

29 AA 2=27.3529 



1 

小数点第3位を四捨五入しだ値 

1 - - - - - ■- ■ - ■■ -- J 
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③数值の桁指定をする場合 USING 命令 

US I NG 命令を用いて桁数を指定し、表示させます。〔例題〕③の X の値を小数点2桁まで指定 
するときは、 

PRINT US I NG n 5：* . 

符号として 1 桁必要 1 —• 小数部は2桁分 


とします。ただし、小数点第3位以下は切り捨てとなります。 

また丫の値は符号の1桁と数値の2桁で、全部で3桁分の指定が必要です。 
10 I NPUT A 
20 X = SQR A 
30 Y = AA 2 


40 PR I NT US I NG •• 棼 5 ； . 棼棼：ルート A= ••: X 
43 PR I NT US I NG " s ? : A 八 2= :丫 
45 GOTO 1 0 
50 END 


* 作 表示 部 

RUN モードにします 


RUN 

( Z ) 

? 


1 


ルート A = 

1 . 00 



A へ 2 = 

1 



? 


2 


ルート A = 

1.41 



A 八 2 = 

4 



? 


3 

S 

ルート A = 

1 . 73 



A 八 2 = 

9 



? 


4 


ルート A = 

2. 00 



A 八 2 = 

16 



? 


5. 23 

(3 

ルート A = 

2. 28 



AA 2 = 

27 


STEPd ] 関数を使うブログラム 

〔例题〕④ 

数 x を入力してその絶対値を表示するフ□ブラムをつ<りなさい。 


ABS ( X ) の式で X の絶対値を求めます。 〔 Absolute (アフソリュート：絶対値）〕 
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圜 ss 



数 X と丫を入力して 、 X + 丫の値がフラスなら 1 を、マイナスなら一1を、0なら〇を 
表示するブ□ヴラムをつ<りなさい。 



符号は SGN ( X ) で調べることができます。 〔 Sign (シクナム）〕 


SGN ( X ) で、 X > 0のとき1、 X =0 のとき0、 X < 1のとき一1か得られ家す c 



■ブ□クラム例 

10 I NPUT X . Y 


20 Z = X + Y 
30 S = SGN ( Z ) 

40 PR I NT |〖 X + Y = : S 
50 GOTO 10 
60 END 



〔例题〕⑥ 

1 〜 10 の乱数をつ <り表示するブ□ヴラムをつ <0 なさい。 

乱数は RND X で与えられ浅す。 〔 Rand 〇 m (ランダ乙0〕 

RND X において、 X の値により次のよラな乱数を得ることができ孝す。 

• X ガ2以上の場合 

X が正の整数のとき：1から X の®以下の乱数を発生し*す。 

(1 SRND XSX ) 

X が小数部を含むとき：1から X の整数部に1を加えた値以下の乱数を発生します。 

(1 SRND X^C I NT X )+1) 

同じ乱数（あるいは乱数列）を発生させるために、初期値を一定に 
します。 


• X ガ負数の欏合 


119 











癱 X ガ〇以上、2未満の場合〇より大き<、1より小さい値の乱数を発生します。 

(〇 <RND X < 1 ) 



して < ださい。 

5 WAIT 50 は20行の PRINT 命令の表示時間を指定しています。 
ただし、一般のパソコンでは WA I T 指定ができないので次のよラにします。 

25 FOR J =1 TO 500: NEXT J 
( FOR 、 NEXT については126ページ参照） 

〔例■〕⑦ 

| — . . ■ ■ 1 一——— ^ - — ■ ■■— 

数 X と丫を入力して X v は何桁の数かを求めるフ□クラムをつ <りなさい。 

ただし、 X と丫は正の整数値とします。 

■解 説 

常用対数を用い莩す。 

対数の性質から 、 Y •し〇 GX の整数値+1桁となります。 


■フローチヤート ■ブ□クラム例 



■解 脱 

三角関数キーを用います。 
角度単位を度 （D EG ) に指定 
します。 


■フ□クラム例 

5 DEGREE 

10 I NPUT X 
20 USING 
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'口ーチヤート 



30 A = S I N X : B = COS X : C = TAN X 


40 

PR 1 NT " 

SIN 1 

: x :"= 

II 


FUSING 

•• 4+ 贫 

-^ s r 

: A 

50 

US 1 NG 




60 

PR 1 NT 

COS ' 

: X :"= 

II 


: US 1 NG 

'' 


:巳 

70 

US 1 NG _ 


, ^ 0 % ^ ^ 


80 

PR 1 NT •• 

TAN " 

: X ；"= 



^JJS 1 NG 

へ!: r .チ 

----" 

: c 


90 GOTO 10 
100 END 

- 線で示す内容 

ガある場合と、ない 
場合の表示のしかた 
の違いを確認して< 
ださい。 


メモ 1 J 内容 

変数 

内容 

X 

入力値 

A 

SIN X 

巳 

COS X 

C 

TAN X 


题〕⑨ 

組み合せ 8 t 算00=7^0の値を求めるブ□クラムをつ <りなさい。 


■解 脱 


階乗 （ FACT ) を用います。なお組み合せ （ NCR ) を用いれば簡串になり字す。 


■フローチヤート 


■フロクラム例 



10 I NPUT "N = ，•： N . "R = " : R 
20 G=FACT N / (FACT R * FACT(N — R )) 
30 PR I NT G 
40 END 


(注) 20 行は G = NCR ( N . R ) でも良い。 


メモ 1 J 内容 



wtm 

入力値 

■EB 

入力値 

G 

n !/ r !( n —「)！ 


結果例 

mm 

■ 

UldW 

B 


BB 

■■ 

mm 

210 


演習問題 2 


を行つて < ださい。 














STEP@IF 〜 THEN/IF 〜 GOTO 

〔例题〕⑩ 

数 x を入力し、正の数なら"フラスデス" 

負の数なら"フイナスデス" 

〇なら"ゼロデス" 

と表示するブ□ブラムをつくりなさい。ただし、データが9999以上のときは終わりとす 
るフ□クラムを考えなさい。 

■フローチヤート 



■プロクラム例 

10 I NPUT X = : X もし、 X の値が負なら70行へ行きなさい。 

20 IF X <0 THEN 70 --- _そうでないなら30行へ行きなさい。 

30 IF X = 0 THEN 90―〖 X の®ガ〇なら90行へ行きなさい。そう 
40 IF X > =9999 THEN 
50 PRINT " フラスーデス" 

60 GOTO 10 
70 PRINT " ▽イナスーデス 
80 GOTO 10 
90 PR 丨 NT “ゼロ^デス" 

100 GOTO 10 
110 END 


110 でないなら40行へ行きなさい。 

\ もし、 X の値が9999以上なら110行 
ぺ行きなさい。そうでないなら50行へ行 
きなさい。 
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■解 脱 

① IF 〜 THEN は I F 以下の条件か成立するとき、 THEN 以下の命令に従い家す。 

© THEN 文番号一その文番号へ行き字す。 

© THEN ステートメン I - * そのステートメントを実行した後、 

次の文番号へ行きます。 

©条件が成 II しないときは、次の文番号へ行きます。 

② GOTO 文番号は、無条件で指定された文番号へ行き浅す。 

③ IF 〜 THEN 文番号は IF ~ GOTO 文番号と同)じ命令です。 


条件 式 ； 

判 断 

内 容 

〇〇 =x X 

等しいかどラか判断 

(〇〇は X X に等しいか 7) 

〇〇〉 X X 

大きいかどラか判断 

(〇〇は XX よ〇大きいか〒） 

〇〇 > = xx 

以上かどラか判断 

(〇〇は XX 以上か 7) 

〇〇< XX 

小さいかどラか判断 

(〇〇は XX よ〇小さいか〒） 

〇〇< =x X 

以下かどラか判断 

(〇〇は XX 以下か 7) 

〇〇〇 XX 

等し<ないかどラか判断 

(〇〇と X X は等し<ないか 9) 


〔例題〕⑪ 

二次方程式 ax 2 + bx + c = 〇 （a * 〇 ） の解の種類を判別して解を求めるフ□クラムをつ< り 
なさい。ただし、2実根のときは 2ジッコン"、 S 根のときは"ジュウコン"、虚根のと 
きは"キヨコン"と表示させてそれぞれの解を求めなさい。 

■解 脱 

一般式 ax ?- fbx + c =0 (84= 〇)の解の公式は 

—bt v D?-4ac 
X - 2a 

D=b —4ac 
とすると 

D >0.2 実根 

D = 0. 證根 

D <0. 虚根 

D = IDI とすれば、ンー D * ということです0厂の中が 
負になることは、数学的に（コンピュータガ演簿するラえで 
も）許されていません。 

そこで vCD のこと を、 で■•/と数字では表わしてい家す。 


X 2 


- D+v 〇 
一 2—a 

一 D —、〇 
2 a 


2 a 


/ = v —1 といラことてす。 

したがつて、 D の絶対値を考えなければな〇ません。 


123 




















虚根は 



_b-/Di 
2a 


で表されます。 

i のことは、虚数単位といい家すが、本機の場合/かありませんの 


で、 i の代わりに J を用いることにします。 



124 











:巳 


■フロクラム拥 

10 I NPUT A= 11 : A •" 巳 =": 巳 ." C = 

20 D = 巳八 2 — 4* A*C 

30 IF D<0 THEN 160 

40 IF D = 0 THEN 120 

50 D1=SQR D 

60 XI= ( 一巳 + D1)/ ¢2* A) 

70 X2 =( —巳 一 D1)/ (2*A) 

80 PR I NT " 2 ジッコン 
90 PR 丨 NT " XI= ": XI 
100 PR I NT •• X2= •X2 
110 GOTO 21 0 
120 X = — 巳 / (2*A) 

130 PRINT" ジユウコン " 

140 PR I NT •• X= : X 
150 GOTO 210 

160 D2 = ABS D : D3 = SQR D2 

170 丫 1= 一巳 / (2*A) : 丫 2 = D3/ (2*A) 
180 PR I NT " キヨコン 

190 PRINT X 1= : Y1 : 4-J " : Y2 

200 PR I NT X2= : Y1;" 一 j ； 丫 2 

210 丨 NPUT " クカエス 9 一 ( 丫 ES = 1) : 丫 
220 I F 丫 =1 THEN 10 
230 END 


=■C 


メモ 1 J 内容 


変数 


2 次係数 


次係数 


C 定 


B 2 — 4AC 判別式 


D1 


D2 A 巳 S D 


D3 ^^02 


巳 / 2A 


XI(— 巳 + D1)/2/ 


X2 ( 一巳一 D1)/2/ 


Y1 


巳 / 2A 


Y2 D3/2A 


級り返し判断用 


下表の数値を入れて結果を求めて < ださい • 


-10 

1 

一 3 
2/10 


6 2 ジッコン 

1 i ジユウコン 

25 |キヨコン 

3 + ン 3 2 ジッコン 

6 !キヨコン 

5 |ジユウコン 


X1=-2 X2= —3 
X=-1 

X1=1 + J2 X2=1-J2 
X1=7.320508075xi0- 1 X2=-1 J 32050808 
X1=1.5+J1. 936491 673 X2=1.5- J1. 936491673 
X= — 1^58113883 


an 


を行つてください。 
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STEPd FOR 〜 TO 〜 STEP, NEXT 


〔例題〕⑫ 



■解 脱 

① 文番号10の丫 = 0は変数丫の中にはなにも数値が入っていないという状態をつ < つてい家す。 
これを最初につ < つておかないと、文番号40のところで、糗つた値を加簿することになります。 

② 文番号20の STEP 1はこの®が1の場合に限って省略してもよいのです。 

FOR I の I と NEXT I の丨は同じ文字にしなければなりません。 

ただし、 NEXT 丨の I は省略できます。 

たとえば 、 FOR J =1 TO 10とすれば 、 NEXT J とするか、 NEXT ということ 
になります。 

しかし、愼れるまでは NEXT の後の文字を省略しないほラがよいでしよラ。 

フ□グラムを見直すときは、 NE X T の後の文字があるほラが便利です。 

③ 文番号40の Y = Y + X は累計を求めています。 
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④文番号60の H = Y /1 0は平均を求めています。 







■累計の数餹例 


1の値 

Y + X 

Y = Y + X の値 

1 

〇+1 

1 

2 

1 +2 

3 

3 

3 + 3 

6 

4 

6 + 4 

10 

5 

10+5 

15 

6 

15+6 

21 

7 

21 + 7 

28 

8 

28+8 

36 

9 

36+9 

45 

10 

45+10 

55 


•左の表のよラに丫の値は丨の値の変化とと 
ちにそれぞれ累計されていきます。 


F OR 〜 NEXT 文を使用しないで合 gt を求めるブ□グラム 

〔例題〕⑫で、 FOR 〜 NE X T 文を使用しない足し込みの方法は、 

■ブ□クラム例 


10 A = 0 
20 丫 = 0 

30 I NPUT " X = ": X 
40 A = A + 1 
50 Y=Y + X 

60 IF A <1 0 THEN 30 
70 H = Y /1 0 

80 PR I NT " ゴウケイ = 丫 
90 PR I NT " ヘイキン = ": H 
100 END 


① このフ□グラムは 30 行と 60 行の間を条件が成 
IZ するまで、<り返しを行つていることにな 
り孝す。（くり返しルーフを形成します） 

② 40行の A = A +1 は左辺の A が10になるまで 
60行の IF 文で判断され、10回のルーフの足 
し込みを行います。 

③ その A の足し込みの中でのもうひとつの足し 
込みが50行の Y = Y + X で、 X の値が左辺の 
丫の変数に累 St されます。 A が10になった時 
点で累針完了といラことになります。 


研究演 S 問 fl 


デークが10涸ではな<、 N 涸の場合 （ N は任患の正の整数）の合針と平均を求めるフ□グラムは、 
どのよラにしたらよいか考えて<ださい。 
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「 FOR ~ NEXTj 文の二霾ループ 
〔例題〕⑬ 


1 X 5. 

1 X 10. 

1 X 15 


2 X 5. 

9 

• 

2 X 10. 

2 X 15 

をそれぞれ表示し、答えも表示するフ□クラムをつ<0なさい。 

• 

5 X 5. 

5 X 10. 

5 X 15 



■解 脱① 

1〜5の1つ刻みのルーフ （STEP 1) と 
5〜15の5つ刻みのルーフ （STEP 5) 

かありますので、 F 〇 R 〜 NEXT の二重ルーフとなります。 


■フローチャート 



■プ□クラム例 

10 FOR I =1 TO 5 

20 FOR J = 5 TO 15 STEP 5 

30 X = I 氺 J 

40 PR I NT 丨 ：” * ” ： J ン ： =" : X 
45 FOR K =1 TO 500 : NEXT K 
50 NEXT J 
60 NEXT I 
70 END 

■解 脱② 

文番号 20 と 50 が対応し、文番号10と60ガ対応しています。丨と 
J の®について、ルーフ内での数値の動きは 


1=1 ― *J = 5. J =1 0. J =1 5 

となり、ここまで来て I =2に移り孝す。 

I =2— * J = 5 . J =10 . J =15 

となり、ここ孝で来て丨=3に，移ります。 

I =3— * J = 5 . J = 10 . J =15 

となり、ここ孝で来て I =4に移ります。 

1=4 — J = 5. J =10. J =1 5 

となり、ここまで来て I ==5に移ります。 

I =5 — *J = 5. J =1 0. J =1 5 

となり、ここでフ□グラムは終了となります。 
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■ FOR 〜 NEXT について 

m (3 下のフ□ブラム例のようにルーブ①ガルーフ②の中に完全に入つている使い方が正しい 
使い方です。 

このボケットコンピュータでは五重までのルーフが可能です。 

10 FOR I 

40 FOR J 

# 

80 NEXT 

9 

100 NEXT 




このよラな、フ□グラムは ERR 
〇 R となります。ルーフ①と ルー 
フ②が交差することは文法上許さ 
れません。 

ERROR 52が生じ家す。 


m d 40 GOTO 80 

_ 

參 

參 

60 FOR 巳=一1の TO 12 STEP 

% 

80 D = 巳/ 2-4* A 

# 

# 

100 NEXT 巳- 


外から FOR 〜 NEXT ルーフ内 
にとび込むことはできません。 

ル 

I 

フ 



〔例題〕⑭ 


7つのデータがあります。15、21、36、81、9、16、10をそれぞれ入力し、最大値と鷇 
小値を求めるブ□クラムをつ<りなさい。 


ブ□クラム例 

10 I NPUT X = ••: X 
20 MA = X : M I =X 
30 FOR I =2 TO 7 
40 I NPUT X = : X 
50 IF X>MA THEN 


MA = X 


60 IF X<M I THEN Ml =X 
70 NEXT I 

80 PR I NT サイダイ = : MA : サイシヨウ= 

90 END 


••Ml 
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■フローチャート 



メモ 1 J 内容 

変数 

内容 

MA 

最大値 

Ml 

最小値 

X 

データ入力値 


①文番号10で鷇初のデータを入力します。 

乃文番号20の MA = X : M 丨 = X で、最初の入カデータを仮に最大値、最小値にします。 

③ 文番号30〜70で、データをひとつすつ入力していきます。 

④ 文番号50〜60で、最大値、银小®の比較を行ってい浅す。 


下の表で澦大値、银小値を比較している内容を細か<分析してみます。 


X の值 

最大値の比較 

X>MA 

最大値 

最小値の比較 

X<M 1 

最小値 

15のとき 

一 

15となる 

一 

15となる 

21のとき 

21 > 15 

21に変る 

21 < 15 

15のまま 

36のとき 

36>21 

36に変る 

36< 15 

15のまま 

81のとき 

81 >36 

81に変る 

81 < 15 

15のまま 

9のとき 

81 >9 

81のまま 

9< 15 

9に変る 

16のとき 

16>81 

81のまま 

16<9 

9のまま 

1〇のとき 

1〇>81 

81のまま 

赢 

1〇 <9 

9のまま 


最終結果 • 最大値 最終結果.鼓小値 


}H S R9 S 4 を行つてください。 
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STEP 回 

REM, READ ， DATA，RESTORE 

〔例題〕⑬ 

50、70、80、65、 50 を辆んで、平均を求めるブ□クラムをつ<〇なさい。ただし、ヘイキン 
といラ注釈文をブロクラム 1 J ストの最初につけなさい。 

■解 脱 

① 注釈文をつけるときは、 REM 文を用います。 （ REM または •） 

REIVES 、 注釈の意味でフ□ブラムの実行には、関係ありません。しかし、 U ストをみると 
きや、 U ストを印字するときは、どのようなフ□ブラムなのか、ということがわかります。 

莩た、長いフ□ブラムなどの場合においては、演舞処理の頃目ごとに、 REM 文で注釈をつけ 
ておきますと、あとでフロヴラム 1 J ストを楼 M するとき、大変役に n つ命令文となります。 

② REM 文は、任意の文番号をつけることかできます。 

◎ READ 文は、 DATA 文と対になつて変数にデータを割りあてます。 

④対応するデータがなくなると、 ERROR 53 が生じます。 


■フローチヤート 



■ブロクラム例 

10 REM ペイキン 
20 T = 0 

30 FOR I =1 TO 5 
40 READ X 

50 T = T + X : REM ゴウケィ 
60 NEXT I 
70 H = T /5 

80 PR I NT " ヘイキン =:H 
90 END 

100 DATA 55, 70, 80. 65. 50 

■結 栗 

ヘイキン =64. 


■フロクラムの解脱 

10ヘイキンといラ注釈文になります。10’ヘイキンとしてもよいです。 

20 T の変数を〇（ゼロ）にします。ここに、 CLEAR 命令を用いてもよいです。 

30 30行から60行の FOR 〜 NEXT ルーフです。丨の値が1から始まつて、5を超えるまで 
<り返します。 

40 READ 文です。 

READ X は、100行の DA T A 文の最初のデータ55を読み込み字す。 
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_ ^ 20 行の〇（ゼロ） 

50足し込みを行つています。このときの丁は、 T = T + X 

55^ し DATA 55 

60 NEXT 丨で30行にもどり家す。このとき、すでに、丨=2となっています。 

40行の READ X は、100行の DAT A 文の70を読み込み家す。 

50行は T = T + X • DATA 70 
125 J し I =1のときの丁の合 8 t 55 

となります。60行の NEXT I でまた30行にもどり浅す。 

このとさの丨の値は、丨=3となつてい孝す。 

40行の READ X は、100行の DATA 文の80を読み込み彥す。 

50行は T = T + X • DATA 80 

205 J し丨=2のときの T の合 8 f 125 

となります。60行の NEXT I でふたたび30行にもどり浅す。 

I の値は、丨=4となつてい*す。 

40行の R EAD X は、100行の D A T A 文の65を読み込みます。 

50行は T = T + X • DATA 65 

270 J し丨=3のとさの T の合 8 t 205 

となります。60行の NEXT I で、もう一度30行にもどります。 

I の値は、丨=5となり、40行の READ X は、100行の DATA 文の50を読み込んで 

50行は T = T-f X • DATA 50 

320-1 し丨=4のときの T の合 8 t 270 

となり浅す。したかつて、5つのデータの合射は、32〇といラことになります。 
r 32〇か入り浅す 

70 H = T /5 

よって、変数 H には、64という数字か入ります。 

80 H の値を表示します。 

90フ□フラムの実行か終了します。 

100 DATA 文です。 

★ ★ ★ ★ ★ 

文番号50の ：REM ゴウケイは、やはり注釈文となります。：（コロン）は継続行を恚 
味しますから、こんなかたちで、 REM 文を使ろこともできます。このよラな方法は、あと 
でフ□ブラムを解析するとき、実に効果的なものとなり孝す。 


〔例題〕® 



RESTORE 文番号は、データを再ひ•文番号の先頭から統み込む命令文で g 。 
罔)じデータを何回も使用するときは、効果的な手段となり家す。 
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■フローチヤート 



■ブ□クラムの解脱 


■ブロクラム例 

10 REM RESTORE 
20 READ A , B 
30 READ C , D , E , F 
40 RESTORE 200 
50 READ G , H 


60 PR 1 NT 

" A = 

••: A : 

巳 

70 PR 1 NT 

" c = 

••: C : " wD =" : 

D 

80 PR 1 NT 

" E = 

: E : "wF=" : 

F 

90 PR 1 NT 

"G = 

": G : wH= ": 

H 

100 FOR J =1 

TO 1000 : NEXT 


0 END 

f ■ ■■ ™ 

20 行で A に対© 



♦ 

20 行で巳に対® 


200 DATA 

60 - 

50 



し 50 行て H に対疝 
50 行で Gl こ対恥 


210 DATA 10. 4p. 20. 30 

30行てそれぞれ CC 対 CS. D に対応. E に対 F に対)® 

■結 栗 

A =60 巳=50 
C =1 0 D =40 

E =20 F =30 
G =60 H =50 


10 注釈文です。 

20 READ A の A は、 200 行の DATA 文にある 60 を読み込み、続いて巳は、50を読み込み浅 


す。 

30 READ C , …… • F は、210行の、10、40、20、30をそれぞれ順次読み込んで行き字す。 
40 200行の DATA 文を再び呼び出します。 


50そして 、 READ G の G には、200行の DATA 文の60、 H には、50を統み込ませ浅す。 

60それぞれ、読み込んだデータを表示します。110行でフ□ヴラムの実行は終ります。 

S 

110 


なお、100行は画面をしばら < 止めてお < ために入れています。 


★ ★★ 200行と210行は、 DATA 文です。 


演算問題 5 を行って < ださい。 
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STEPS GOSUB 〜 RETURN 


〔例題〕⑰ 


数 x を入力してブラスのときはブラス"、マイナスのときはマイナス"、〇のときは 
_オワ 1 j " と表示するブ□ブラムをつ<りなさい。 


■フローチヤート 

SUB 100 SUB 200 SUB 300 



10 INPUT X 
20 IF X >0 THEN 

30 IF X <0 THEN 

40 IF X = 0 THEN 

50 END 

100 PR I NT フラス” 

110 RETURN 
200 PR I NT " フイナス •• 

210 RETURN 
300 PR I NT " ォワリ 
310 RETURN 

れば、 1030 -200 -210 *40 >50 です。 


GOSUBIOO 
GO SU 巳 200 
GOSUB 300 



I 解 脱 

① 独 rz した 1 つのフログラムで、いつでも呼 
び出して使えます。 

② 呼び出し方は GOSUB 文番号となり孝す。 

③ サブフ□グラムの終わりは RETURN です0 

④ このフログラムの実行順序は X = —3とす 
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〔例题〕⑭ 

数 X と丫を入力し、（2乂 + 3) 3 +(2丫 + 3) 3 を求めるフロヴラムをつ<りなさい。 

■解 脱 

(2 X + 3) 3 と （2 丫+ 3) 3 は X と丫を Z とおきかえれば同じ形です。 


フローチヤート 


はじめ 



SUB 2 況 


はじめ 




〔 RETURN } 



抓り ) 


■解 脱 

① （2 X + 3) 3 と （2 丫+ 3) 3 は X と丫を Z とお <と同じ 
形となり、サフフ□グラムで針?5でき孝す。 

② （2 Z + 3 ンを求めるサフフログラムで（。父+巳グを 
求めるために Z = X として、 X の値を Z に代入してお 
き孝す。（ここが重要です〇) 

③ サフフ□グラムの計 S 3 結果は XI = A として XI に代 
入しておき家す。 

同じように X 2= A として X 2に代入しておきます。 


フ□クラム例 

10 

1 NPUT 

20 

1 NPUT 

30 

z = x 

40 

GOSUB 

50 

XI =A 

60 

Z = Y 

70 

GOSUB 

80 

X 2 = A 

90 

PR 1 NT 

100 

END 


X = : X 
Y = : Y 

200 

200 
コタェ= ' ； XI + X 2 


結果例 

X 

Y 

コタエ 

1 

1 

250 

1 

"2" 

468 

5 

10 

14364 


200 A = (2 *Z + 3) A 3 


210 RETURN 


演習問題6 を行つて < ださい。 


135 












STEP 固配列 DIM (デイメンジヨン) 

〔例題〕⑬ 


5個の数25、18、23、17、9を読み込んで、読み込んだ順に配列変数巳に代入し、次 
に 5® の数の合 8 t を求めて表示するブ□ブラムを D I M 文を用いてつ<りなさい。 


S フローチヤート 


^ はじめ 1 



< DIM B(5)> 



-C 

1 =1-5 


志 


4 > 




° ) 



< 1 = 1^5 | 

- 1 


S-S + B(l) 



1次元配列 

D M B ¢5)の恚味 

一添字これは K 列の大きさです。 
b この数字は必す整数を用います。 

- 数値 K 列変数 

英文字を1文字または2文字使用でき 
家す。また、英文字と数字の組み合わ 
せも使用で S 家す。 


1 - * 配列（ディメンジヨン）を意味します。 

変数を下の囡のよ〇に、データをしま 
い込む（出し入れをする）箱と考えた 
とき、 D 丨 M 文は箱の数を決めて用葸 
するステートメントと考えてよいのです。 

DIM 巳 （5) は 



* B (0) から B (5) まで B (0) を含めて、6個の箱が用患 
されます0 

參この例題のフ□ヴラム例では斜線の部分は未使用とい〇 
ことになります0 
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■ブロクラム例 


10 DIM 巳 （5) 

20 FOR I =1 TO 5 
30 PR I NT " 巳（"：丨： ） 
40 I NPUT 巳 （ I ) 

50 NEXT I 
60 S = 0 

70 FOR 1=1 TO 5 
80 S = S + 巳 （I ) 

90 NEXT I 

100 PR I NT •• ゴウケイ = 1 •: S 
110 END 



このよろに巳 （ 丨 ） の丨には、 
順次1、2、3、4、5とい 
ラ数字か代入されていきます。 


■プ□クラムの解脱 

10 K 列を指定し浅す。 

201から5家で（入力する値が5個ですから）の数値の入るルーフをつ<ります。 

30入力する順番を表示させます。最後の：は40行で表示される内容を<つつけるために入れ 
ています。 


40数値を入力します。30行で表示した内容の後に入ります。 

50 5個入力するまで20行へ行きます。 

60合 St を求める前に今の合 St 値は〇ですと指定をし彥す。（まだ、 St 舞してないから）。 
70巳 （ 丨 ） の箱の中に入れた5涸の数値を1から5浅でとり出すルーフをつ<ります。 


80ひとつすつとり出したら、それぞれ累 St し字す0 
90 5涸巳 （ I ) からとり出すまで70行へ行き家す。 

100 5個とり出し終えて、累 St した結果を表示します。 
110フ□グラムは終わりです。 
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右の！ §1 のよラに 5 涸の数が 2 列あります。 

列ごとの合計を求めて表示するフ□グラムを 
つ < りなさい。 


38 



23 

92 


17 

73 


9 

65 

合 St 




フ□ーチヤート 



ぐ 




2次元配列 

DIM 巳 (5, 2) 

(行•列） 

5行，2列の K 列を葸味し家す。 

DIM 巳 （5, 2) の2次元 K 列は下の囡のよラな箱が用 
总されると考えられ浅す。 



お DO 


例題⑳では斜線の部分は未使用といラことになります。 













■フロクラム例 


10 DIM B C 5. 2) 

20 FOR J =1 TO 2 
30 FOR 1=1 TO 5 

40 I NPUT B ( I . J ) 

50 NEXT I 

60 S = 0 

70 FOR 1=1 TO 5 

80 S = S + 巳 (I . J ) 

90 NEXT I 

100 PR I NT ** ゴウケイ =:S 
110 NEXT J 
120 END 


メモ 1 J 内容 

変数 

内 容 

巳 

巳 （5.2) 二次元配列 
巳 （ 丨 . J ) 

1 

1 =1〜5 

J 1 

J =1 〜2 

S 

合 8 t 

S = 0 

S = S + 巳 （ 丨 . J ) 


■ブロクラム例の解脱 

10 2次元配列、5行 • 2列を指定し孝す。 

20 J を1から2と順次変化させます。しかし30行目の I が5になり終わる家では J =1 を維 
持しつづけます。 

30丨を1から5と順次変化させ莩す。 

40 B ( I . 1 ) この丨は1から5と変化していき字す。 

50 30行の丨と対となつて順次丨の値を変化させ*す。 

60合 St を求めるために、まだ St 鈴前ですのであらかじめ S = 0 としておきます。 

70合 8 t を求めるために5個入力した数値を順次呼び出しはじめます。 

80合 St を求めるために順次累計をしはじめ、巳 （5.1) で終わります。 

90 70行の I と対となつて巳 （5.1) になる莩で順次丨の値を変化させます。 

100ゴウケイ=と表示し、合計した 值を 表示します。 

110 20行にもどり、ここではじめて J = 2 という®になり浅す。 

フ□ブラムの流れはこれより30行に行き、上紀に述べたこととほとんど同じことをします。 
ただ、40行の巳 （ I • J ) は巳 （ 丨 . 2) と変り孝す。 

そして、さらに80行では巳 （5.2) となり、90行の NEXT I で巳 （5. 2) までと 
なり、100行でもうひとつの合 gt を表示し家す。 
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〔例題〕® 


下表のよラな5人の生徒の成績があります。科目ごとの合計と平坨点を計算するブ□ク 
ラムをつ <りなさい。 


番号 

n 

mm 

mm 

msm 

WEM 

国語 

58 


69 

mm 

mm 

数学 

■a 

mm 

78 


65 


■フローチヤート ■ブロクラム例 


はじめ 



33沾の点 W 


卜） 



»字の点》 


10 DIM B (5. 2) 

20 K = 0 

30 FOR I =1 TO 5 

40 I NPUT コクゴーテンスウ =" :巳（し 1 ) 

50 K = K + 巳 （1,1) 

60 NEXT I 
70 HI = K /5 

80 PR I NT ゴウケイ = : K : ヘイキン = ••: HI 

90 S = 0 

100 FOR 1=1 TO 5 

110 I NPUT " スウガクーテンスウ = ":巳 （ I , 2) 

120 S = S + 巳 (1.2) 

130 NEXT I 
140 H 2 = S /5 

150 PR I NT ゴウケイ = " ; S ； " ヘイキン = ": H 2 
160 END 


メモ 1 J 内容 

変数 

内 容 

B () 

国語の点数数字の点数 

HI 

HI = K /5 国語の平坨 

H 2 

H 2 = S /5 数学の平坨 

K 

K = 0 K = K + B(I .1) 国語の合 S 寸点 

S 

S = 0 S = S + 巳 （1.2) 数学の合針点 

1 

1 =1〜5 
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下のよラな数値の表があります。 

数値を、1、2、3、4、5 
11、12、13、14、15 

と順次入力していき、たて、横の合計を求めるブ□クラムをつ<りなさい。 







横の合針 


1 

2 

3 

4 

5 



11 

12 

13 

14 

15 



21 

22 

23 

24 

25 



31 

32 | 

33 : 

34 

35 


1 

41 

42 

43 

44 

45 


















■ブロクラム例 


10 DIM A (6, 6) 

20 FOR 1=1 TO 5 

30 FOR J =1 TO 5 

40 I NPUT A ( I . J ) 

50 PR I NT " A (” ： I : " • " : J :") 

60 NEXT J 

70 NEXT I 

80 FOR J =1 TO 5 

90 A (6. J ) =0 

100 FOR 1=1 TO 5 

110 A (6. J ) =A (6. J ) +A ( I . J ) 



120 NEXT I 

130 PR I NT " A (6. ": J : " ) = A (6. J ) 

140 NEXT J 

150 FOR 1=1 TO 5 


160 A ( 丨 ，6) =0 

170 FOR J =1 TO 5 

180 A ( I . 6) =A C I . 6) -f A ( I . J ) 

190 NEXT J 

200 PR I NT - A ( : I :”. 6) = ": A ( I • 6) 

210 NEXT I 
220 END 


メモ 1 J 内容 

変数 

内 容 

A () 

A (6. 6) 2 次元配列 

A ( 1 . J ) 

入力値 

A (6. J ) 

たての合 8 f 

A ( 1 . 6) 

よこの合8十 

1 

1 =1〜5 

J 

J =1 〜5 


■ブロクラ厶例の解脱 

10 2次元 K 列を指定します。 

20 2 Q 行から70行までは、データを入力し表示するルーフです。 

90 A ¢6. J ) =0はたての合 § t ですが、まだ計舞前ですから〇を代入します。 
160 A (丨， 6) =〇はよこの合計ですが、まだ計爲前ですから〇を代入します。 
40行、50行目について、実行例で説明をします。 

RUN (Z) ? 

1 (3 
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2 

S 

A (1. 

Q 

. 2.) 

= 2. 

3 

® 

j 

A (1. 

? 

. 3.) 

= 3. 

4 

S 

A (1. 

. 4.) 

= 4. 



9 



5 

a 

A (1. 

. 5.) 

= 5. 



9 



11 

a 

A (2. 

,1•) 

=11 



? 



12 

0 

A (2. 

. 2.) 

=12 


と、このよラに、何行何列目にどのよラな数値が入つだかを確認できるよラにしたものです。 
110行目の、たての累計 St 55 は下に示すような形でコンピュータは St 诗しています。 


BSBBfHWB 


mmM 


mmm 


^SM 







累射 8 t 







轉の途 






am 

中 id 架 



A (6.2)=36 

A (6.3)=39 

A (6.4)=42 

A (6.5)=45 





^ - ，二您蜱ブ^^ 



形終 tt 梁 

(合 8 t ) 








A (6. J ) = A (6. J ) + A (し J ) の费術式の I と J では、<りかえしルーフ （ FOR 〜 NEXT 
文）によつて上の表のような順序①，②，③，④，⑤で針爵がおこなわれています。 

180行目の横の累 StStSS も同様に、下に示すような形でコンピュータは gt 53 しています。 


A ( I .6) = A ( I . 

+ A (し 


4のとき 


5のとき 


累 8 t 8 t 


獅の途 


中栗 




駸終結栗 
(合 8 t ) 






を行つて < ださい。 
























STEP[9]USING ( ユージング） 

PRINT USING 

〔例 ■〕 ㉓ 

A =56.7、 巳=—89.7654の2つの数値において、それぞれ小数点以下第3位で桁をそろ 
えて表示するブ□ブラムをつ<ります。 


フローチヤート 


はじめ 



お w 


■フロクラム例 

10 A =56.7. B = —897654 
20 USING " 

30 PR I NT A : 巳 ^ — 20 行で衍数の指定をします。 

40 END 

■実行 手順 

RUN モード 

RUN Center ] 


表不例 

56.700 一89.765 


〔例麵〕@ 

巳=一10、 0 = 50.8803 の2つの数値において文字と数値をそれぞれ表示するようにブ 
□グラムを考えなさい。小数点のある C については小数点以下2桁まで表示するものと 
します。 


■フローチヤート（省略) 


■ブ□クラム例 

10 B = -10. C =50. 8803 

20 PR I NT US I NG " 林"： " B =" ； B ； "一 C =" : US 丨 NG "林# 

C 

30 END 

実行表示例 [~ B = — 10 C = 50.88 


(注懑） 

桁数指定を解除したいときは、解除したい行に USING のみ指定すればその行以降は桁数指定 
が解除されます。 
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STEP® MID$ ( ミツド • ドル ) 

LEN ( レングス ) 
VAL ( バリユー） 


中間の文字を 
とり出す 

文字列の文字 
を数える 

文字から数字 


〔例題〕® 

2進数を10進数に変換するフ□フラムを作りなさい。 

■解 脱 

今までは数値のみを扱つてきましたが、これから文字列に関する練習をやつてみましよラ。コ 
ンピュータは数字か ''文字〃かはつきり指示してや e > なければ動きませんが、逆に*ラと人間 
にはできないこともやつて<れます。 

たとえば、2進数の10010110は10進数ではい<つになるでしようか。 

10 0 10 

2 ; + 2 4 4- 

128 + 16 + 

このよラな演 S ? を上の桁から実行し、加53する 
ことにし浅す。 

10 ® 初に DIM 巳$(〇）と K 列宣言をして、代入す 
る文字数を16に設定します。つまりいま入れら 
れる2進数は最大16桁までになります。単に巳 
$ですと最大7文字になります。 

以下$(ドル）のついた変数が文字変数です。 

30 LEN 巳$(〇）は文字の数を数えます。 
10010110なら文字の数は8です。 


50 C $ = MIDS (巳$ (0), N ,1) 

巳$(0)の文字列の 

左から N 番目の文字から 1文字とり出して 

- C $ の中へ入れます0 

60 VALCS では文字 ( C $) を数字に変換して次の計算に備えます。1か0です。 

80 N はバラメーターです。1つすつ加えて行けば、 B $ (0) の文字列の左から1つすつ動 
かすことになります。1_ = 0で最後の桁ですから計算を止めて、110ラインで答を表示しま 
す。 

11111111 =255. 1111111111111111=65535 となることを確認してください。 


■フロクラム例 


10: 、' A " : C し EAR : 



DIM BS 

(0) 

2 0 

1 NPUT 

BS (0) 

3 0 

し = し EN 

BS (0) 

4 0 

N =1 


5 0 

: CS=M 1 D $ (BS (0). 


N . 1 ) 

60: E = VA し CS 
7 0: D = E * 2 A ( L 一 1 ) 


+ D 

8 0: N = N + 1:し=し一1 

9 0 ： I F し=0 THEN 

110 

10 0 : GOTO 5 0 
110 ： PR I NT D 
120 ：GOTO 10 


1 1 0 

2 :> + 2， 

4 + 2 =150 
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STEP® CHR$ ( キヤラクタドル ) 

数をアスキー文字に変える 


STR$ ( ストリングドル ) 

数を文字に変える 


〔例題 〕㉘ 

10進数を2進数に変換するフ□クラムをつ <りなさい。 


解 脱 

10進数を2で割っていき、その余りを®出順に下位から順に並べて行<と2進数になります。 


たとえば10進数の43では、 


余り 


■ブロクラム例 


200 

: '、巳 〃： CLEAR : 


DIM BS (0) 

210 

:1 NPUT N 

220 

:1 = 1 NT ( N /2) 

230 

: J = N — 2* 1 

240 

:巳$ ¢0) = CHR $ ( 


J +48) + 巳$ (0) 

250 

:1 F 丨 >0 THEN 


N = 1 : GOTO 220 

260 

: PR I NT B $ (0) 

270 

: GOTO 200 



200例80 ㉕ と同じく DIMB $(0) と配列宣言して、 
答の2進数が16桁まで表示できるよラにしま 
す。 

220 N は2で割つていきますから1回ごとに変り 
彥す。 


230 J は余りです。1か、0です。 


240 CHR $ は、 ASC (アスキー：次ページ参照）の アスキー （ ASCII ) 文字コード表 


逆で、10進数のアスキーコードを文字や紀号 （0 
〜9の数字を含みます）に変換します。 
CHR $( J +48) の J は0か1ですから、この答 
は ''文字"の"か''1 " が入ることになりま 
す。 

本饯では、 CHR$、ASC (アスキー）か使え 
るので大いに活用して<ださい。 

250 I が〇になるまで N に代入して220ラインにもど 
り、各桁の余りを巳$(〇）に入れていき、文字列 
を完成させます。 

215に RS = STRSN を追加し、 

260を PRINT RS : 、'一〉"： 巳$(0)としてみて 
<ださい。 

N (数）が文字に変って答に表示されます。 


10 進数 

文字 

| 

• 

# 

♦ 

48 

• 

# 

• 

0 

49 

• 

. 1 
_ 

54 

# 

• 

• 

, 6 

• 

_ 

65 

• 

A 

66 

巳 

67 | 

! C 

68 

D 

69 

E 

70 ! 

• 

F 

• 


このフ□ク*ラムでは轂大て65535=1111111111111111孝でです。 
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STEP51 ASCCP^^r — > 文字を数で表す 

論理演算子 ……ホント（真）かウソ（偽）か 0 ? 

〔例題 〕㉗ 

10進数を16進数に、また16進数を10進数に変換するプ□クラムを作りなさい。 

■解 脱 

本機は & Hh(h は16進数で、〇〜 FFFFFFFF 孝で）により16進数を10進数に変換するこ 
とかでき孝すか、その逆はありません。そこで2つとも巳 ASIC で作ってみ字す。 


① 10進数 —1 6進数変期 

3 0 0 ： 、 'C" : I NPUT N 
3 10 ： HS = XW, 

3 2 0 ： I = I NT (N/16) 
3 3 0 ： J = N-16*1 
3 4 0 ： HS = CHRS (J + 48 
- (J>9) *7) +H$ 
350：IF I>0 THEN 
N=I : GOTO 320 

3 6 0 ：PR I NT HS 
370:GOTO 300 

② 16 進数 —10 進数変孅 

4 0 0: 、、 D" : I NPUT H$ 

4 10: N = 0 

420:FOR I=1 TO 
し EN HS 

4 3 0 ： PS=M I DS (HS, 
1 , 1 ) 

440:J=ASC PS-48 
4 5 0 ： J = J+ (J^>9)_*7 
4 6 0 ： N = N*1 64-J 
4 7 0: NEXT I 
4 8 0 ： PR I NT N 
490：GOTO 400 


① 10 進^ 16 進変換は、10進 —2 進変換の方法と 
ほとんど同じです。例題⑳と同じよラに、10 
進数を16で割り、商と余りを求めることを< 
り返せばよいことになります。 


例えば、 （246) D =( F 6) H では 


商 

余り 

16進数 

7 スキーコー K 

^=15 

J = 6 

6 

54 

15 - 
16- 0 

J =15 

F 

70 



答は H $ = 

F 6 です。 


340で （ J >9) は J >9 がホントなら一1 
ウソなら0といラ答になります。 

したがつて 、 J = 6 なら CHRS (6+48 — 
〇 X 7)= CHR $54、 J =15 な & CHR $(15 
+48一一1 X 7)= CHRS 70 です。 
CHR $- ‘ ASC の恚味をよ<考えて<ださ 
し、0 

②16進，10進変換は、2進 *10 進変換の方法と 
同じで上の桁から始めればよいでしよラ。 

たとえば （ AD 3) h =(2771) d では 

(A D 3)h = (2771)d 

i 1 

10 x 16+13=173 

i i 

173 x 16+3 = 2771 

フ□フラムはこの計鏜を行つています。 

440で J = ASC、、A 〃一 48=65-48=17 
450で J =17+-1 X 7=10 となります。 

以下よ < たどつてみて < ださい。 
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GOTO 、 'A" (Z1 GOTO NX C /7 S 

例題 ㉕ 、 ㉖ 、 ㉗ をそのまま打ち込めば、2進数、 ‘10進数、 、16進数で基本的な変換 

GOTO v 巳" 0 GOTO ''D〃（3 

はできますが、ここで少し工夫してもらいたいことがあります。 

(1) 演算司能な桁数以上の数を入力した、などのミスを防ぐにはどラすればよいでしようか。 

(2) 2進数^10進数変換て、ここでは16ビツトまでの1の補数で表していますが、2の補数で表 
すにはどラすればよいでしよラか。 

(3) 表示を見やすいように工夫してください。答の表示では、10進数を STR $ を使って”文字" 
に直した方がよいでしよラ。特に250、350で N がこわれている （ N の数値が変化している）こ 
とに注意して < ださい。 
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P . 73 の例題①をフ□フラム化した例題 

① 左囡の円すい振り子の周期を T 、 糸の長さをし、糸の鉛直とな 
す角をがとすると、 

T = 2t L.cos が 
\ g 

の関係があります。今、糸の長さ L を 0.5〔 m 〕 から 5〔 m 〕 まで、 
0.5〔 m 〕 刻みで変化させたときの L と T の変化を表示するブロ 
クラムをつくりなさい。ただし 、 g =9.8 Cm / sec * J X ^=25 <, の塚 
合とします。 

② また、それぞれ表示をしたあとで、 T の値が3秒を越えない L 
の最も大きい値を表示するフ□クラムをつ<〇なさい A 



•チヤート 


Q はじめ^) 

1 

〈§: 



L 

こ L =0. M .0.5 




■ブロクラム例 


10 REM フリコ 
20 S = 25 : G=9. 8 

30 FOR L = 0. 5 TO 5 STEP 0. ! 
40 T = 2*P I *SQR (L*C 〇 S S/G) 

50 IF T<3 THEN L I =L 
60 PR 丨 NT " L= •_ : L ： US I NG M 
棼 ： t " : " = " ； T 


65 



FOR 



J =1 



TO 1000 : NEXT J 


心 COSSG 


NEXT 













〔例題 〕㉙ 


P . 74の例題③をフ□ヴラム化した例題 


o- 

SW 


— E=100 〔 V 〕 



=1CH) 


( a ) 左図の回路において、スイツチ SW を入れてから 0.1 秒® 
に1秒までの間に流れる電流を表示するブ□クラムをつ< 
りなさい。ただし、時間と電流を同一に表示するよラにし 


なさい。 

b ) 次に、抵抗 R を10〔2〕から10〔2〕すづ50〔2〕まで変 


R=10CQ： 化させだとき、回路を流れる電流が、 /• の6296から65 


W 零 

96になるまでの時間を求めるフ□ク■ラムをつ < りなさい。 
ただし時間は0秒から 0.2 秒まで0.002秒間隔で調べなさい。 


■フローチャート ■ブロクラム （ a ) 

10 REM R-L 





THEN PR 


: GOTO 8 


BASIC によるプログラム演習問題 


演習問題をはじめる前に 

これから BASIC 言語の演習問題を手がけていき家しよラ。演習問題をはじめる前に、次のこと 
がらをよ<まもつて、解答して<ださい。以後、演習問題はことわりがな<とも下の1、2、3 
項にもとづいて行ラこととします。 


1 . 問題文をよ<読んでブ□クラムの手順となる「流れ図」（フローチャート）をつ<る。 

2. ブ□クラム 1 J ストを別紙に*<(ただしプ 1 J ンタをお持ちの方は除<)。 

3. メモ 1 J 内容表を作成する。 


(フ□クラム | J スト参考例）/タイトルを必す纪す。 

△□のフ□クラム 


10 INPUT A 


60 T = (A + 巳 + C )/2 


150 END 


(メモ 1 J 内容表参考例) 


メモ 1 J 内容表 

変数 

内容 

A 

三角形の一辺 

巳 

三角形の一辺 

1 


— 丁 ■ ■■, 

T= a ± b ±^ 


♦解答は先生におきき<ださい。（指導フニユアルに解答例を紀載しています。) 


演習問題1 


1. 半径 R を入力して円周 C を求めるブ□フラムをつ<りなさい。 


半径 R は 2〔 on 〕、4 Ccm 〕、6〔 cm 〕、8〔 cm 〕、 10 〔 cm 〕 を入力するものとします。 


RCcm 〕 

2 

4 

6 

8 

10 

ft 〔 cm 〕 







2. 三角形の底辺 L と高さ H を入力して面 WA を求めるフ□グラムをつ<りなさい。 
L . H の®は、それぞれ表の数植とし浅す。 


LCcm) 

5 

10 

15 

20 

25 

H 〔 cm 〕 

3 

6 

9 

12 

15 

A 〔 cm ，〕 







3. 水 X 〔 g 〕 の中へ塩丫 〔 g 〕 入れたときの激度 N 〔96〕を求めるフ□グラムをつくりなさい。 


X 

1000 

1000 

1000 

Y 

5 

10 

15 

100XY 

N — X + Y 
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4. 数 X , 丫. Z を入力して XY + YZ + ZX を求めるフ□ブラムをつ<りなさし、。 


B 

mm 

■o 

mm 

一 4 

wm 


wm 

一 7 

wm 

-9 


B 

■so 

mm 

BEI 

mm 


結果 


■ 

■ 

■ 

■ 


5. 数 X . 丫， Z を入力して （ XY >+ YZ 7 + ZX 2 ) を求めるフ□ブラムをつくりなさし、。 
X . Y . Z の値は演習問題1の 4. の値を兩いなさい。 


6. 数 X , 丫を入力して （ X /6 — 丫/3)を求めるフ□グラムをつ<りなさし、。 


X 

83 

84 

85 

86 

87 

Y 

19 

18 

17 

16 

15 

結果 







演習問題 I 2 

1 . 123.619を入力して、 （1) 切りすて （2) 四捨五入をして、小数第2位まで求めるフ□グラムを 
つ<0なさい 〇 


2. 数 X . 丫を入力して X + 丫を 8 t 诗し、フラスなら1、フイナスなら一1、〇なら〇と表示す 
るフ□ク*ラムをつ < りなさい。 


X 

1 

3 

5 

4 

〇 

Y 

2 

-5 

6 

一 4 

一 3 

結果 







3. 数 X , 丫， Z を入力して X * 丫氺 Z を 8 t 袋し、フラスなら1、7イナスなら一1、〇なら〇 


と表示するプ□グラムをつ<りなさい。 


数値例 


ma 

■■ 

■a 

WSM 

mm 

一 5 

mm 


一 2 

WBk 

am 

■ 

B 



El 

mm 

■El 

結果 





ZZ] 


4. 2桁の乱数を2個つ<り、それらを表示し、その乱数の差の絶対値を求めるフ□フラムをつ 
<りなさい。 
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5. 2 桁の乱数を 2 涸つ < り、それらを表示し、その乱数の和、差、«、商を求めるブ□ブラム 
をつ < りなさい。 

6. X 度を入力して5叫/) + /3^〇3(ス）の婚を求めるブロヴラムをっ<りなさぃ。 

数値例 


7. sin(A + B)=sin(A)cos(B)+cos(A)sin (巳）です。右 S と左辺を別々に計算して表示す 
るフ□グラムをつ<りなさい。 A =15 ； 巳 =30 とします。 


8. 下 (2 のよラに15度の坂道を歩<と何 mS < なつているかを求めるフ□ヴラムをつ<りなさい。 





1. 数 A . 巳. C を入力して A > 巳かつ巳 > C なら A 氺 B * C の St 筠 を、 A > B かつ B ‘ C なら 
A + 巳 +C の値を、 AS 巳なら A / 巳 +C の©を求めるフログラムをつ<りなさい。 

2. 骰初の日に1円、次の日に2円、次の日に4円と順に®日倍額すつ貯金をすると100万円を 
超える日は何日目であるかを求めるフ□グラムをつ<りなさい。 

3. 1+2 + 3 + .+ X の合 St が初めて200を超えると SX の値を表示するフ□グラムをつ 

<りなさい。 

4.1.3. 5. 7. 9. .• X までの和を求め、和が1000を超えない X の最大値を表示 

するフ□ブラムをつ < りなさい。 

5. X . 丫を入力し 、 X =1 と丫 = 2なら " A •• と 、 X = 3 と丫=4な0> •• 巳 1 1と 、 X = 5 と丫 
= 6なら" C " と表示し、上記以外の数字の組み合せを入れたときはフ□グラムの最初にも 
どるフログラムをつ < りなさい。 

6. 2つの数 X と丫を入力し、両方フイナスのときは/" XW を、どちらか一方ブラスのときは 
X * 丫を、両方ブラスのときは X /丫のそれぞれの碴を表示するフ□グラムをつ<りなさい。 
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7. 数値を 10 涸入力して合計と平均を求めるフ□ブラムをつ<りなさい。 








演習問題 li 

1 . 自然数1から100までの和を求めるフ□ク*ラムをつ<りなさい。 

S =1 +2 + 3 + . + 100 

2. 自然数 M から N 家での和と平灼を求めるフ□ブラムをつ<りなさい。ただし M , N の値は入 
力するちのとし M < N とし家す。 

S = M +.+ N 

3. 丫 = 3 X 3 + 2 X ? +X + 1 5において、 X の値を一1〇から1〇まで、〇 .5 刻みで変化させ 
て丫の値を求めるフ□ブラムをつ<り、結栗を表にしなさい。 

4. (a) X (单位は度）を〇度から360度まで1〇度刻みで変化させて sinX を求めるフ□ヴラ 

ムをつ<り0度から360度浅での表を完成しなさい。 

® cosx についても®と同じことをしなさい。 

( c ) tan X についても®と同じことをしなさい。ただし、七3〇90°とも3〇270°のときは値ガ存 
在しないので （《> ) "氺*氺*"のよラに表示させなさい 0 

5. 数 X を入力して X が正なら sinx を、 X が0なら cosx を、 X が負なら tan X を求めるフ□グ 
ラムをつ <りなさい。 

6. AA 巳 + BB = 巳 AA つまり、 （100 xA +10 xA + 巳）+ ( IOxB + B ) = ( IOOxB +10 

XA + A ) となる A と巳を求めなさい。ただし A , B は1桁の整数とします。 

7. ABAX 巳=巳〇巳つ彦り、 （100 XA +10 X 巳 + A ) xB =(100 x 巳 +10 XC + 巳）とな 
る A , 巳， C を求めるフ□グラムをつ<りなさい。 

8. 三角形の iZ 3 A . 巳， C において、それぞれを1から 20* て変化させたとき、直角三角形と 
なる組み合せをすべて求めるフ□グラムをつ<りなさい。 

9. 丫 = 6 X 7 — 5 X — 9の式において、一 10 SXS 10 の範囲で丫の最大値を求めるフ□グラムを 
つ<りなさい。ただし X は 0.2 刻みとします。 

10. データを 10® 入力して最大値と嚴小値を求めるブログラムをつ<りなさい。 

5、7、一6、8、15、一4、一8、9、13、12、 
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p 習問題!^ 

1 • データ2、4、6、8、10を読んで、その«を求めるフロヴラムをつ<りなさい。 

2. 次のデータを、200から順に引いて、答えを表示するフ□フラムをつくりなさい。 

テータ24、8、29、35、1〇 

3. 次のデータのラち、最初の数をそ； H 以降のデータで割 S をして、答えを表示するフ□グラム 
をつ <りなさい。 

データ1982、6、12、25 

4. A =57 、B = 8、 C =14 となるように、データ57、8、14を読み込んでそ; H を表示し 、 A * 
C /巳の答えを表示するフ□グラムをつ<りなさい。 

5. データ5、6、フ、8、9を読んで、それらをそれぞれ A 、 B 、 C 、 D 、 E に割りあてて、 

A * 巳、 （ A * B ) (C + D ) 、 （ A * E ) — （B + C + D ) の答えを表示するフロヴラ 

乙をつ <りなさい。 

6. 10人の身長を測定した結栗次のようになり莩した。10人の身畏の測定データを統み込んで、 
平13身長を求めるフ□ヴラムをつ < 〇なさい。 

データ165. 5,1 70. 5,1 72. 3. 1 68. 4,1 82. 6. 

159. 9,174. 8, 167. 6,1 77. 8,1 73. 6 

7. 次のデータを統んで A =35、巳=29、〇= 8 、 D = 8、 E =49、 F =19 、G = 8、 H =49 と 

なるよラにそれぞれ表示するフ□グラムをつ < りなさい。 

テータ 35、29、8、49、19 

8. 10人に数字のテストを行つたところ、次のよラな結栗でした。それぞれの点数を統んでから 
10人の平均点を求め、さらに平坨点に敢も近い点数をみつけ出し、瑕終的に、平均点と平 tg 
に®も近い点数を、それぞれ表示するフ□グラムをつ<りなさい。 


番 

号 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

点 

数（点） 

20 

40 

50 

35 

70 

80 

68 

55 

90 

83 
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演習問題 I 

1. 数 X を入力して X =1 のとき X 2 、X = 2 のとき v _ X、X = 3 のとき X 3 、 X = 4 のとき X •を 
表示するフ□グラムをつくりなさい。 


2. 数 X を順次入力して〇ガ入力されたらそれまでの数の和と平方和を求めるフ□グラムをつ< 
りなさい 〇 

3. 数 X を入力して （3 X 7 — 3) + (3 X —3) 2 — 6 X を求めるフ□グラムをつくりなさい。 

4. 数 X . 丫. Z を入力して （6 X ? +1 )-(6 丫’+1 ) + (6 Z ? +1) を求めるブ□グラムをつく 
りなさい。 


演習問題17 

1 . 〔例題〕⑳において、 M ®、 N 例のようなデータならフ□グラムをどのようにつくりかえたら 
よいか。そのフ□グラムをつ <りなさい。 


2. 〔例題〕 ㉑ において、 N 人の生徒で K 科目の場合の合針と平13を求めるフ□ク*ラムにつ<りか 
えなさい。 

3. 〔例題〕 ㉒ において、データ表の数値を入力した後、斜めのライン、1、12、23、34、45と5、 
14、23、32、41の合 8 t を求めるフ□グラムをつ<りなさい。 

4. 下の表のよ〇な10人の生徒の得点を入力し、合 St および平13、慄準偏差 S と偏差値 T / を求 
めるフ□グラムをつ<りなさい。 


番 

号 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

得 

点 

85 

90 

78 

85 

95 

68 

59 

74 

100 

66 


傾準偏差 s は、得点 XI 、合計人数 N 、 平 J 3 H とすると 


s = ^Sx/ 2 /N — H 


ただし H = 

偏差値を T / とすると 


X1+X2 + + XN 

N 


Ti=10x ハ〇 ^+50 


でそれぞれ求められます。 


5. 4の問題のデータを用いて低い点数から順に並べかえをするフ□グラムをつ<りなさい。 
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演習問題 | 8丨 

1. 文字列巳 CDEFGH I J " を入力して A 、 C 、 E 、 G、 I と1つとびにばらばらに表 
示するフ□グラムをつ<りなさい。 

2. 文字列 ABCDEFGH I J を入力して A 、 A 巳、 ABC 、 A 巳 CD 、 A 巳 CDE と前 
の表示よりもひと文字すつ増えて表示するフ□ブラムをつ<りなさい。 

3. 文字列 ABCDE 54321••を入力して ， _1 2345 EDCBA 11 と表示するフログラ 

乙をつ < りなさい。 

4•文字列 l l : 、 A $= ••一 AM 、 A 1$=」 一 A xCS (0)= "^COMPUTER 

を代入して 、 I AM A COMPUTER と表示させるフ□グラムをつ<りなさい。 
5•文字列 X $= I AM A COMPUTER " を入力して、その中の" COM " だけ 

表示するフ□ヴラムをつ < りなさい。 


演習問題| 9 | 

1. 2つの文字列 A $= " MAXA 巳 C " • 巳$= •• XYM I N " を入力して文字数の大小を比 
較した後、大きい方の文字の頭文字3文字を表示するフ□グラムをつ<りなさい。 

2. 各自、自分自身の姓名を□ーフ字統みで入； n 、 その長さが何文字かを調べ、次に名を先に姓 
を後に表示させるフ□グラムをつ<りなさい。 
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3. 変数の種類と使いかた 


これまで変数を使ってフ□ブラムを作つてき浅したが、ここで変数の種類と使いかたについて脱明し 
ます。 


(1) 変数の種類 

変数には大き<分けて、数値変数と文字変数の2欞類があります。それらは、さらに固定変数、 
単純変数、配列変数に分類されます。 

数値固定変数…… A 、 巳、 C など 
数値変数数®串純変数…… A 巳、 B 1、 CC など 

数値配列変数 • …" A 巳 （2. 3) など 
H 文字固定変数…… AS 、 Z $ など 

1文字変数文字单純変数……巳 B $、 C 2$ など 

文字 K 列変数…… ABSC 2. 3) など 


【変数の名前】 

変数の名前には、 A 〜 Z のアルファぺット1文字か、あるいは AA 、 BC 、 A 5 などのよラに文 
字や数字を組み合わせた2文字が使用でき孝す。 

翁変数名には次のよラな文字は使用できません。 

① カタカナおよび記号。（ただし、$記号は文字変数を表す K 号として使用されます。） 

② 予約語。（予約躲とは、本機が巳 ASIC 命令や関数命令などの名前として使用しているもので 
す〇) 

〈例〉 P 丨、 IF 、 丁〇、〇 N、S I N など 

③ 小文字のアルファべット。（小文字のアルフ： p ぺットは大文字に変換されます。） 

♦変数名は必すアルファぺットで始まっていなければなりません。たとえば A 5は変数名にな 1 0 
ますが、 5 A は変数名になり家せん。 

♦変数名に3文字以上使用してちエラーにはなり*せんが、本機が変数名と判断するのは最初の 
2文字だけです。 

したがって、たとえば変数名に KOTAE 1 と KOTAE 2 を使用しますと、本機はこれらを区別 
できす、 K 〇といラ同じ変数と判断します。 

春固定変数 （1 文字で指定する変数）では、数®変数と文字変数に同じ名前を使用することはでき 
ません。たとえば、数値変数として A を使用しているとき、文字変数 AS を使用することはで 
きません。（この場合、後から A $ に文字を代入しますと、前の数値変数 A が消されます。） 
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【変数の長さ】 

変数はその種類によつて、長さ（その変数に格納できるデータの最大の長さ）が決められています。 
次に各変数の長さを示します。 


変数の欞頚 

変数の長さ 

数値変数 

有効数字10桁まで(仮数部10桁、指数部2桁） 

1文字固定変数 

7文字まで 

1文字単純変数 

16文字まで 

1文字配列変数 

16文字（ただし、1〜255文字まで股定可能） 


• それぞれの文字変数の長さを超える文字を纪憶させよ〇とした場合、超えた分の文字は無視(切 
り捨て）されます。 


(2) 固定変数 

これまでの説明やフ□グラム例で、変数名を A、 巳、 C …家たは A$、B$、C$ …と指定して 
使用し*したが、これの変数を固定変数 （1 文字変数）と呼び家す。 

固定変数は、変数として使用されるエ|」ア（区域）がメモ U 上に独IIして確保されており、このエ 
りアにはフ□グラムなどか塞き込まれることはありません。 

このエ IJ アをデータ男用エ IJ アと呼び家す。 

〈データ専用エリア〉（容置 208 バイト） 

26 Z または Z$ 

I j I j 

j I | (26 メモ LO 

3 C または CS 

2 B または巳 $ 

1 A まだは A$ 

変数名 データの 記憶樓所 


この EI で示すよラに、このエリアは26に区切られており、変数 A 、 変数巳……として使用される 
場所はすべて決家っています。 

また、同じ名前の数値固定変数と文字固定変数（たとえば A と A $) は同じ場所が使用されます。 

(3) 単純変数 

単純変数は変数名を A A や巳1のよラに2文字（あるいはそれ以上）で指定する変数です。 

この変数は固定変数のよラに使用される場所は決まっておらす、初めて使用したときにメモ内 
(フログラム • データエ 1 J ア内）に自動的に確保されます。 

また、同じ変数名でも数値单純変数と文字单純変数は別/?に確保されるので、たとえば AB と A 
巳$を岡時に使用することもできます。 
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^4) 配列変数(一次元配列、二次元配列） 

数学などで、同じ性質の複数個のテータを表すとき、たとえば 
Xi . X2 . X3 …… Xn 

のよラに、1つの変数名に添字をつけて表す場合があります。 

BAS IC でも同様に、1つの変数名に （） で囲った添字をつけて、次のよラに表すことができ 
ます。 

X (1 )、 X (2)、 X (3) …… X (10) 

このよラに添字をつけて表す変数を配列変数と呼び家す。 

配列変数を使うとデータの集計などの作業がしやす<なります。 

配列変数を使用するときは、事前に D I M (ディメンジョン）命令によって、配列名とその大きさ 
を定義（宣言）しておかなければなりません。 （< わし<は、 BASIC の各命令の锐明を参照して< 
ださい。） 

D I M 命令で定親をすることによつて、その大きさの K 列変数がメモ iJ (フ□ヴラム•データエリ 
ア）上に確保されます。 


(1) 一次元配列 

添字が1個だけのものを一次元配列といいます。たとえば、 

DIM X (5) 

を実行すると、次のよラに K 列名 X の6涸の変数 （ K 列要索）か確保されます。 


r x(o ) 彳 

X (1) 

X (2) | 

X (3)1 

X (4)] 

X (5) 1 








注）この囡は配列が横に並んでいるよラに書いていますが、縦に並んでいると考えてち同じです。 
実際の使いかたは136ページを参照して < ださい。 

(2) 二次元配列 

本機は添字を2個まで使用できます。 

添字が2個のちのを二次元配列といいます。 

一次元配列が、いラなれば襆一列（または縱一列）の K 列だったのに対し、二次元 K 列は縦と横の 
配列といえます。下の囡を見て<ださい。これは 

DIM X (3. 5) 

と定親したときに確保される変数（配列要素）を表したものです。 


「 x(o,o) 

X (0.1)1 

x ( o .2 ri 

X (0.3) 

一 X (0,4) 

X (0.5)1 







X(l'o)' 

X (1.1 )l 

X (1.2) j 

X (1.3) 

X (1.4) 

X (1,5) 

. 






X (2.0) | 

X (2.1) 

X (2.2) 

X (2.3) 

X (2.4) 

X (2.5) 






I —i^— J 

X (3.0) 

X (3.1) 

X (3.2) 

X (3,3) 

X (3.4) 

X (3.5) I 

■ ■ J 
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これは 、 D I M X (5) と定義したときの囡と見比べれば、おわかりのよラに、一次元の配列を 
4段重ねた形です。 

したがって、変数（配列要索）は横に6涸（5 +1 ®) のものが縦に4段 （3+1 段)重なつています 
ので、24涸確保されていることになります。 

(3) 文字配列変数 

配列変数にも文字変数があり、 E 列名に $( ドル）纪号をつけて表します。 

DIM ZSC 9) DIM XI $(2,1) 

DIM YSC 5. 4) XI $(0.1 )=• •ョコハマ" 

【文字配列変数の拡張】 

文字固定変数は1個の変数に最大7文字、文字单純変数は1個の変数に最大16文字纪憶できる固 
定長の変数でしたが、文字配列変数は1〜255文字の範囲で、任意に変数の長さを指定することが 
できます。 

DIM C $(9)*30 

C $(0) 〜 C $(9) の各変数は、それぞれ®大30文字浅で記憶することができ芘す。 

DIM NSC 5. 4)*6 

N $(0. 0) 〜 N $(5. 4) の各変数には、それぞれ最大6文字浅で K 憶することができ家す。 
このよラに、 DIM 文に*式をつけて、変数の長さを指定します。 

なお、長さを指定しない （* 式がない）ときは自動的に16文字が指定されます。 


(4) メモリの構成と変数 

本機はフ□グラム、テータ（固定変数を含む）などを本体内礅のメモ ij に纪憶します。 

フ□グラム、单純変数、 K 列変数が纪憶される領域をフ□グラム • データエ ij アと呼びます。 

フ□グラムはフ□グラム • データエ ij アの前方から、データは後方からエ ij アを確保します。そ 
のためにフ□グラムの長さによって変数として使える大きさが変わってきますので注雇が必要で 
す。 

なお、固定変数はデータ男用エ 1 J アとして別に確保されてい字す。 

〈ブ□クラム • データエリア〉 

—フ□グラムはこちら側から塞き込まれていきます。 


A (1) や巳$(5. 8) のよ^な配列変数および AA や 
B 1 $のよラな单純変数はこちら側から確保されます。 

次に、各変数を確保する場合に使用するバイト数およびフ□グラムの各命令などの占めるバイト 
数を纪しておきますので参考にして<ださい。 


ブ□クラム 

善 


會 

データ 
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• 変数の場合 


変 数 

変数の名前 

データ 

数値単純変数 

数值配列変数 

7 バイト 

8 バイト 

' 文字単純変数 

7 A イト 

16 バイト 

文字配列変数 

7 バイト 

指定されたバイト数 


※たとえば 、 DIM BS (2. 3)*10と指定した場合は、次のバイト数を使用します。 
7/ 卜（変数名）+10ノ X イト（文字数） X 12 個=127ノ VY 卜になり家す。 


• 命令の場合 


構成要索 

ラインナンバー 

命令文、関数 

0、その他 

使用バイト数 

3 バイト 

2 バィト 

1バイト 


※たとえば、下のラインを入力した場合、次のバイト数を使用します。 

10 PRINT A : 


3バイト（ラインナンバー ）+2 バイト（命令文）+1バイト （（ Z ) )+6 バイト（その他1 X 6)= 

12/ W 卜 

♦フ□フラム • データエ 1 J アの残りのバイト数は FRE 命令で求めることができます。 （< わし< 
は FRE 命令を參照して < ださい〇) 


⑸変数をク 1 J ア（消去）するには 

⑴個々の変数の内容を消去するには、次のようにし彥す。 

〈例〉 A = 0 ) . 

/ 数値変数は0を代入することにより消去します。 

BC 1)=0 J 

AS = , M , ： 文字変数は""を代入することにより消去します。 

巳1$ = "" I を代入するといラことは文字変数を文字が入つていない状態にするとい 

ラことです。この状態を Null (ヌル）状態と呼びます。 


(2) C し EAR 命令 

すべての変数を一度に消去するには、 CLEAR 命令を実行し*す。 

CLEAR 命令の一般形は次のよラになります。 

CLEAR 

この命令を実行すると、メモ ij 内に確保されていた配列変数ゃ单純変数は消去され、固定変数の 
内容も消去され字す。 

• この命令ではフ□グラムは消去されません。 
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4. デバツグ 


フ□ブラムを実行した場合に、何かの誤りで迷走しだり思わぬ結果が出たりすることがあります。 
このよ〇な場合、フ□グラムの 1 J ストを調べて誤りを探しますが、それだけではなかなか見つけに< 
いことがあります。 

このよラなとき、フ□ブラムを1行すつ実行させ、その経遇をたどりながらフ□グラムの誤りを探し 
ていけば見つけやす<なります。 

ここでは、1行すつ経週をたどりながらフ□グラムを実行する方法について説明します。（このよラな 
方法をトレースといいます。また、フ□グラムの誤りを探し、修正することをテバック X 虫取り）とい 
います。） 

(1) デバッヴのしかだ 

① トレースによるテバッグは RUN モードで行いますので、 RUN モードにして<ださい。 

② TR 〇 N (3と押して、トレースモードにします。 

③ RUN (3 と押してフ□フラムの実行を開始します。（最初の行の実行が終われば、実行した行 
番号を表示して実行が停止します。） 

④ その後は CB キーを押します。 （1 行だけ実行して停止します。）ただし、丨 NPUT 命令での 
テータ入力は、通常のフ□ブラム実行と同じよラに (3 キーで行います。 

⑮フ□グラムの実行順序の確認や、各行（各ライン）実行後の変数の内容確認などを行いながら卜 
レースを進め、フ□グラムが正し<実行されているかどラかチェックします。 

もし、正し<実行されないときは、その原因を探して修正します。 

◎デバツグが終了すれば 、 TROFF m と押してトレースモードを解除します。 


次にご < 簡单な例を示します。 

く例〉10 INPUT " A = ": A , "巳=_■:巳 


20 C = A *2 
30 D = 巳*3 
40 PR I NT 
50 END 
く実行〉 RUN モード 

TRONS 


C = " : C :，し D = ••: D 


RUN 

(3 

A = 一 

80 

(データ入力） 

巳=_ 

90 

(データ入力） 

10: 

( X ) 


20： 

CE 


30: 

m 


C =16. 



40: 

E ) 


> 


INPUT 命令実行 

—10 行終了 
—20 行終了 
—30 行終了 

D = 2 フ . —PR I NT 命令実行 

—40 行終了 

実行終了 （フ□ンフト表示) 
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トレース中で行番号を表示しているときは、マニュアル操作で変数の内容を呼び出し、予定しだ 
値になつているかどラかチェックできます。 

また、このとき CE キーを押せば、押している間、止まつている行の内容を表示します。（なお、 
(3 キーを押して離したときはフロンフト纪号 （>) が表示されますが、（ X )キーで続けて実行で 
きます。） 

♦トレース中に、 LOCATE 命令で指定された画面の位匾に結果などが表示された場合、次の 
行番号は、結果などが表示された行の次の行から表示されます。 （ LOCATE については 、 B 
AS I C の各命令の説明を参照） 

* LOCATE 命令により表示開始位匾が指定されているときに、フニュアル操作で変数の呼び 
出しや計箄などを行いますと、表示開始位匾の指定は解除されます。 

(注）トレースモードは、 TR 〇 FF Gn と押すか、 fSHiFTl + tCA] (まだはと押す、まだ 
は電源が切れるまで設定状態が保持されます。 

(2) プ□ク*ラムの途中で実行を停止させてチェックする場合 

フ□ブラムの実行を停止させたい位 SCSTOP 命令を塞いておけば、 STOP 命令を実行した 
時点でフレークメッセージ（巳 REAK IN 行番号）を表示して、フ□ヴラムの実行が停止し 
ます。 

このとき 

① フニュアル操作で変数の内容をチェックする。 

② 続いて CE キーの操作で、以降の行を1行すつトレースする。 

などの操作でテバック r を行います。その後、通常の実行状態にもどすときは 

CONT 0 

と押します。 

• 通常のフ□グラム実行中にキーを押すと、現在実行している行の終わりで実行を停止し、 
フレークメッセージを表示します。このときも前記と同様の操作を行ラことができます。 

なお、フレーク状態（停止状態）のときに CD キーを押せば、押している間停止しているフロブ 
ラム行が表示されます。 

• トレースモードを股定しない場合でも、〔〇別キーや STOP 命令などにより一時停止している 
フ□グラムを CD キーにより1行すつ実行させてい<ことができます。この場合も表示はトレ 
ースモードが設定されている場合と同じよラになります。 

なお、 〔 D キーを押した家まにしますと、連确的にトレースが実行されます。 

=ご注意= 

トレースモードにおいて、注釈行 • を実行した場合は、その行の行番号は表示され*せん。 
この場合は、それ以前に実行した注釈行以外の行の行番号が表示されます。 

※注釈行とは、行番号に続いて’（シングルクオーテーシヨン）が書かれている行です。 
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5. プ□グラムのファイル 


本機はフ□ブラムをファイルとして本機の内部メモ u に保存しておくことができます。 

本機内部には、フ□グラムやデータを紀憶するメモ 1 j があり、初期状態（何も使闬していない状態）の 
ときは、フ□グラム•データエリアになつています。このときの大きさ（容置）は5859バイトです。 

このメモ 1 J の一部をフ□グラム • データエリアと切り離して、ファイルエ ij ア（ラムファイルエ 1 J ア） 
として確保し、このエ 1 J アにフ□グラムを保存します。 

本機で、実行できるフ□ブラムはフ□グラム • データエ 1 J アに入つているフ□ヴラムですが、ファイ 
ルしたフ□グラムを実行したいときは、ファイルエ ij アからフ□ブラム • データエ ij アに呼び出して、 
実行します。 

ここでは、巳 AS 丨 C フ□グラムのファイルのしかたについて脱明します。 

(注）巳 AS 丨 C フ□グラムだけでな<、テキストのファイルもあります。 TEXT モードの説明を參 
照して < ださい。 

⑴ファイルに関する命令 

次に、ファイルに関する命令を簡単に述べます。<わし<は、巳 AS 丨 C の各命令の脱明を参照 
して < ださい。 

〈命 令〉 

F I し ES 
し F I し ES 
K I しし 
LOAD 

SAVE 

籲フアイル名 

K I LL 、 LOAD 、 SAVE 命令を実行するときはファイル名を指定する必要があります。フ 
ァイル名はファイルの見出しのよラなものです。 

ファイル名は最大8文字で構成され、次の文字が使用できます。 

A 〜 Z 、 a 〜 z 、 〇〜9、《、$、 96、 &、’、 （ 、 ） 、一、 （《、 |、|、カタカナ 
また、ファイル名には拡張子を付けることができます。拡張子はファイルの槿頚を区別するため 
などに利用し家す。 

拡張子はピ 1 J オドと3文字以内の文字で媾成され、ファイル名の直後に付けます。使用できる文 
字は、ファイル名と同じものです。 

なお、 SAVE や LQAD 命令で巳 AS 丨 C フ□ブラムをセーフしたり □— ドしたりするとき、 
また K 丨 LL 命令でファイルを消去するとき、拡張子を省略すると自動的に「.巳 AS 」 が指定さ 
れます。 

♦ファイル名の完全な纪述は次の形式になります。 


〈機 能〉 

登録されているファイルのファイル名を表示します。 

登録されているファイルのファイル名をフ 1 J ンタで印字し字す。 

ファイルを消去します。 

巳 AS 丨 C フ□グラムをファイルエ 1 J アからフ□ブラム • データエリアに呼び 
出します。 

フ□グラム • データエリア内の巳 AS 丨 C フ□グラムをファイルェ 1 J アに保存 
(登録）します。 
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"ファイル名.拡張子 




(2) プ□グラムの登録(保存） (SAVE 命令） 

フ□ブラム作成後、そのフ□グラムを登録する場合は、 RUN モードまたは PR 〇モードで次の 
よラな操作を行います。 

〈例 〉 SAVE " TEST "® 

t ファイル名 

ファイルとして登録する場合、必すファイル名が必要です。ファイル名には、拡張子を付けるこ 
とができます。（ファイル名の説明を參照） 

この例では、拡張子を省略していますが、この場合、' 巳 AS " が自動的に付け&れます。 

なお、ファイルエリアは SAVE 命令でフ□ヴラムを登録したとき、自動的に必要な大きさが確 
保されます。ただし、メモ 1 J の残りが少なく、必要な大きさが確保できないときはエラー60にな 
ります。 


(3) ファイルの登録の確認 （ F 丨 LES、LF I LES 命令） 

フ□ブラムを登録した場合、 F 丨 LES または LF I LES 命令で確認することができます。 
〈例 〉 F I LES 0 

と操作すれば、登録されているファイル名などが画面に表示されます。 

登録されているファイルが多い場合は 〔 D キーを押してい<ことにより、画面に呼び出すことが 
できます。戾すときは〇キーを押します。 

〈例 〉 LF I LES ® 

と操作をすれば、登録されているファイルのファイル名などが印字され字す。（ただし、別売のフ 
U ンタ CE -126 P が接続されているときのみ有効です。） 


^4) プ□ブラムの呼び出し （LOA D 命令） 

登録したフ□グラムは次のよラな操作で呼び出すことかできます。 

〈例〉 LOAD " TEST "0 

この場合、ファイル名が“ TEST . 巳 AS ” のファイル内容（フ□グラム）が呼び出されます。 


なお、登録したときに拡張子を付けた場合は、拡張子まで完全に入力して<ださい。 


〈例 〉 F 丨 LES 0 

Q] … QD 
Q] … Q] 

fSHIFT] -f-〔Ml 


ファイル名を表示させます。 

画面のファイル名の前にある矢印（峰）を呼び出したいファイル名の 
!前へ移します。 

矢印（岭）で示したファイルの内容（フログラム）が、フ□ブラム•デ 
ータエ 1 j アに呼び出されます。 


このよ^に F 丨 LES 命令で呼び出した、ファイル名を選んで、フ□ブラムを呼び出すこともで 


きます。 
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⑸記録されているファイルの消去 （K I LL 命令） 

1つのファイルを消去するときは、次のよラな操作を行って<ださい。 

〈例 〉 K I しし" TEST •巳 AS "0 

この場合、 “ TEST . 巳 AS ” といラファイルが消去されます。 

K I LL 命令では、纪録されているファイル名の通りに、ファイル名を拡張子まで入れてくださ 
い。 

ただし、拡張子が“.巳 AS " の場合は拡張子を省略できます。 

なお、 TEXT モードで消去する方法もあります。（第5章を参照） 


〈テープレコータに関するご注意〉 

鲁テ—フから統み込み、または照合を行うときは紀録を行ったテーフレコーダを使用してくださ 
い。 

籲テーフレコ—ダのへッドの濟痛を行って<ださい。ヘッドなどが汚れていますと、ひすみの増 
加、レペルの低下などが起こります。 

♦テーフは一般に市販のちのをご使用<ださい。ただし、極端に周波数特性の悪いちのや、傷や 
折り目があるちのは使用しないで<ださい。 

• —度使用したテーフに新し<フ□ブラムなどを塞き込む場合は、塞き始める前を少し消去して 
から記録命令を実行して<ださい。 
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6. テープへの記録、読み込み 

別売のフ 1 J ンタ/カセットインターフェイス CE -126 P とテーフレコーダ ( CE -152) があれば、フロ 
グラムやデータをテーフに記録したり、読み込んだりできます。ここでは、フ□ブラムをテーフに記 
録する、あるいはテーフから統み込む場合の操作方法について税明します。 

⑴カセツトに関する命令 

次にカセツトに関する命令を簡単に述べます。<わし<は個/?の命令の説明を參照して<ださし、。 


〈命 令〉 

C し OAD 
C し OAD ? 
C し OAD M 
CSAVE 
CSAVE M 
INPUT ^ 
PR I NT « 


く機 能〉 

テーフに記録されているフ□ブラムを統み込みます。 

テーフに紀録されているフ□グラムと針篝機内のフ□グラムの照合を行います。 
テーフに記録されている機械語フ□グラムを読み込み家す。 

計簿機内の BAS 丨 C フ□フラムをテーフに記録します。 

8十箄機内の機械語フ□グラムをテーフに纪録します。 

テーフに紀録されているデータを変数に読み込みます。 

8十》機内のデータをテーフに紀録します。 


(2) 準備 

本機、 CE -126 P 、 テーフレコーダ （ CE -152) を用雇し、それぞれを接続して<ださい。接続方 
法は CE -126 P および CE -152 の取扱锐明塞を参照して < ださい。 

なお、 CE -126 P は本機の左の周辺機骼接続端子 （11 ビン)❷に接続してください。 

〈おねがい〉 

カセツトテーフに、プ□ブラムおよびデータを紀録するときに、りモート機能をご使用になる場 
合は、必ず次の操作を行って<ださい。 

(操作手順）①@ 

② POKE & H 78 DD . 1 00 ® 

③ POKE & H 78 E 2. 7 ® 


この操作は、 f J セツトスイツチ❺を押したり、電池交換をしない限り、再設定の必要はありませ 
んか、 U セツトスイツチ❺を押したり、電池交換をしたときは再度行って<ださい。 

參168ページの「テ ーブ レコーダに関するご注意」もお読みください。 


(3) テーブ への記録方法 

① 本機にフ□グラムを入れてください。 

② CE -126 P のリモートスイツチを〇 FF 位 a にしてください。 

③ テーフをテーフレコーダに入れ、記録を始める位®まで テー フを送って<ださい。 

④ CE -126 P のリモートスイツチを〇 N 位 S にしてください0 

⑤ テーフ レコ—ダの紀録ボタンを押してください。（このとき、テーフはスタートしません。） 
◎記録命令を入力し、実行してください。テーフがスタートします。 

く例〉 RUN モード（まだは PR 〇モード）を指定 

CSAVE " PRO -1" 0 




記録命令を実行すると、最初にしばら<ピー音が記録され、その後にビビビビといラよラな 
音でフ□グラムが記録され孝す。（ただし、本梅 TC 纪録•読み出しを行つているときは、この音 
は出ません。） 

⑦纪録が終了しますと、フロンフト記号が表示され、テーフが止まります。テーフを巻き戻して 
次項の方法で“照合”を行つて < ださい。 

♦テーフの早送り、卷き戾しなどを行うときは、 CE -126 P のリモートスイツチを〇 FF 位腫に 
して <ださい。 

♦フログラム中で、データの紀録 （ PR 丨 NTs 命令の実行）、または読み出し （ 丨 NPUT #の実 
行）を行ラときは、フ□ブラム実行前にテーフレコーダの操作をしておいて<ださい。 

記錄を行ラとき、記録を始めたときのテ ー フカウンタの数値を紙などに控えておけば、記録 
位匾や、纪錄されていない位置を探し出すときに便利です。 


^4) 計算機内とテープのブ□グラムの照合 

フ□グラムをテーフに記録したあと、家 a がいな<紀録されたかどラか照合して確斑します。 

① CE -126 P のリモートスイッチを〇 FF 位 B にしてください。 

② テーフをテーフレコータ*に入れ、照合する内容が纪録されている位 B の盾前までテーフを進め 


て < ださい。 

③音置調整つまみ、音筲明整つまみを囡の矢印方向いつばいに回しておいて<ださい。 


H - TONE - し 


11111111111111111111 



V 〇し UME — MAX 

へ ノ 


111111111111II!11111 



(注）つ*みの位»を少し調整しだほラ 
が良好な思合があります。 


④ CE-126P のリモートスイッチを〇 N 位 BC してください。 

⑤ テーフレコーダの再生ボタンを押して<ださい。（このとき、テープはスタートしません。） 
◎照合命令を入力し、実行して<ださい。テープがスタートします。 

く例〉 RUN モード（または PR 〇モード）を指定 
C し〇 AD9"PR 〇一 1 " ® 

參フ□グラムが見つかり、照合が始まると画面の下の行の右蹦桁に*フークガ表示されます。 
⑦両方の内容がすべて一致していれば実行を終了し、フロンフト K 号が表示されます。 

もし、エラー82になった場合は、もラー度最初から照合を行って<ださい。 

それでもなお、エラーになる場合は、もラー度“纪録"から行つて<ださい。 


⑸テ_プからの読み込み 

フ□グラムをテーフから St 算機に統み込む場合は、照合命令を統み込み命令にかえて、照合の場 
合と同じ手順で行って<ださい。 

読み込み命令 ： CLOAD 

〈例〉 CLOAD " PR 〇一1 "® 

もし、読み込み途中でエラー80になった場合は、もラー度最初から読み込みを行つて<ださい。 
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7. ブロクラムの実行開始方法とラベルについて 

(1 )プ□ヴラムの実行開始方法 

フ□グラムの実行開始方法には次の方法かあります。 


⑴ RUN 命令によるもの 

RUN 0 . フ□フラムの先頭から実行開始 

RUN 行番号 （ Z 1 ……指定した行番号から実行開始 

RUN ラペル0……指定したラベルが塞かれている行から実行を開始 

(2) GOT 〇命令によるもの 

GOTO 行番号0…指定した行番号から実行開始 

GOTO ラペル0…指定したラペルガ霱かれている行から実行を開始 

ラペルは、""（ダフルクオーテーシヨン）で前後を囲ラか、 *( アスタ ij スク）を前につけて指定 
します。 （< わし<は、次ページを参照） 

〈例〉 RUN " A 巳" 

GOTO * A 巳 


これらの開始方法により、状態の解除や変数の消去などに違いがありますので次に示します。 


RUN 命令による実行 

GOT 〇命令による実行 

籲ウェイト （ WA 丨 T ) は0に股定されます0 

嫌ウェイト （ WA 丨 T ) 指定は保持されます0 

♦表示フオーマツト （ US 丨 NG ) 指定は解除 

籲表示フォーマツト （ US 丨 NG ) 指定は保持 

されます。 

されます。 i 

• トレースモードの股定 （ TRON ) は保持さ 

• トレースモードの股定 （ TRON ) は保持さ 

れます。 

れます。 

* 配列変数 （D 1 M 指定）、单純変数は消去さ 

♦配列変数 （ D 丨 M 指定）、単純変数は保持さ 

れます。 

れます。 | 

• 固定変数の内容は保持されます。 

• 固定変数の内容は保持されます。 

• READ 文に対する DATA の初期化を行 

拳 READ 文に対する DATA の初期化は行 

います。 

われません。 

• PR | NT = LPR 1 NT 指定を解除しま 

• PR 1 NT = LPR 1 NT 指定は保持され 

す。 

ます。 | 

♦ ノ X ラレルポートを閉じます。 

• 1 又ラレルポートを閉じません。 

— ■ - 1 


注）フ□グラムを RUN 命令で実行したとき、 K 列変数や単純変数は消去されます。データを残 
しておきたいときは、 GOT 〇命令で実行を開始して<ださい。 
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(2) ラベルについて 

次の例のように、ラペルはフ□グラムの行の先頭（行番号の次）に見出しとして書いてお<ものです。 
GOT 〇ゃ GOSU 巳、 THEN などのジャンフ先としてラペルを指定すれば、実行時、指定したラ 
ペルを探して、そこへジャンフします。 


〈例> 10 

11 A 巳 11 : 1 NPUT 

争#參 

• 

# 

• 

t ラペル A 巳 


50 

*CDE : CLEAR 

• • • 

# 

# 

• 

t ラペル CDE 


1 00 

• 

IF … THEN" 

A 巳" —ラペル AB へジャン フ 

• 

# 

150 

GOTO *CDE - 

ラペル CDE へジャン フ 


また、フ□ブラム実行開始命令である RUN や GOT 〇命令で指定すれば、指定したラペルのある行 
からフ□ヴラムを実行することができます。たとえば、使用できる行番号の範囲内で複数のフ□ヴラ 
ムの先頭にラベルを付けて本機に書き込んでおき、ラペルを指定して実行を開始すれば、必要なフロ 
グラムを実行させることができます。 

(1) " " で囲んだラベルおよびラベル指定で使用できる文字 

"" で囲んだラペルには、英字、数字、カタカナ、記号などが使用できます。 

〈例〉 " A 巳 CDE " 

" X 1 0 " 

"サフルーチン" 

(2) * を用いるラベルおよびラベル指定で使用できる文字 

* 記号を先頭につけるラペルには、英字か英字と、それに続<数字が使用できます。 

く例〉 +START 
*S1 23 

春ラペルは必す英文字で始まつていなければなり家せん。 

• 英字の小文字は大文字に変換されます。 

♦予約語のスペルで始まる文字列は使用できません。 

• カタカナや記号は使用できません。 


本機では""で囲んだラベルと、 * を用いるラベルを混合して使ラことができますが、1つのフ 
□グラムの中では、どち&か一方に統一して使用されることをお勧めします。 

なお、*を用いるラベルは多< の/彳ソコンでも用いられています。 
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第 5 章 TEXT モード 

(テキストエディタ） 


TEXT モード（テキストエディタ）では、アスキー形式でのフ□グラムの入力、編集、 S 丨〇への入 
出力などが行えます。 

本機の巳 AS 丨 C の各命令は、中問コードと呼ばれる2バイトコードに変換して纪憶しています。こ 
のコードはハードウェアや巳 AS 丨 C インタフリタにより巽なるため、そのままではバソコン等との 
通信はでき莩せん。 

アスキーコードは、アルファぺットや数字、基本的な紀号がほとんどの饯播で共通であるため、バソ 
コン等ではアスキーコードでの通信が多<行われています。 

本機ではパソコン等との通信を容易に行ラことができるよラ、アスキー形式でフ□グラムを作成•編 
集したり、保存したり、中間コード形式（巳 AS 丨 C ) とアスキー形式 （ TEXT ) の相互変換をしたり 
できる TEXT モードを股けています。 

本章では、この TEXT モードの涸々の機能について説明します。 
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1. TEXT モード機能一覧 


TEXT モードの機能概略囡を下纪します。參考にして<ださい。 

なお、 CASL のソースブ□ブラムの入力 •編集 も、 TEXT モードで行います。 


画 Edit 

_1_ ，ブ□ワラムの 

TEXT モード I _ 力•訂正 J 

(テキストエディタ） 

Del | 

• ，フ□ブラムの 
削除 

Print 

ブ 1 J ント出力 

[ Cmt I 「 Save (888*) 

カセツトテーフ Load (铳み込み) 

への入出力 Verify (照合） 


Sio Save (送出） 

シ 1 J アル入出力 Load (統み込み） 

Format (条件設定) 


File 

Save (登録） 

Load (呼び出し） 

ファイルエリア 

ベの入出力 

Kill (ファイル削除） 

Files (ファイル名呼び出し） 


m 1 « 

Basic 

Basic 一 text 

巳 AS 1 C と 

(TEXT を巳 AS 丨 C へ） 

TEXT のフロ 

Text—basic 

ブラム変換 

(BAS 1 C を TEXT へ） 
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2. TEXT モードの使いかた 


( l ) TEXT モードの設定 

RUN モードや PRO モードなど 
で@ キーを 押すと、右の画面に 
なります。この画面をメインメニ 
ュー画面と呼びます。 

この画面で、表示されている各機 
能をその頭文字（大文字）に相当するキーを押して選びます。 

各機能を選ぶと、それぞれの機能のメニュー画面になったり、機能が働いたりします。 

♦各機能が働いている状態で、動作を止めたり、メニュー画面に戾したり、メインメニュー画面 
に戻したりするときは、@キーを押して<ださい。 

ただし、エラー状態を解除したり、ファイル名など入力中の文字などを消去するときは@キ 
一を押して<ださい 0 

♦ TEXT モードは、@、 + @ キーの操作および電源を切ることにより解除されます。 


木本本 

TEXT 

EDITOR *** 

1 

Edit 

Del 

Print Cm t 


S 丨〇 

File 

i Basic 

mJ 


(2) エディツト機能 （ Edit ) 


メインメニュー画面で®キーを押せば、エディツト機能か選ばれ、エディツト画面になります。 




TEXT ED I TOR 

< 


•エディツト機能では、フロンフト纪号が“<”になります。（巳 AS I 〇モードでは“ >”） 

♦ TEXT フ□グラムを塞き込むときは、巳 AS IC フ□グラムの場合と同じよラに、行番号を 
先頭につけて書き込みます。ただし、巳 AS 丨 C のよラに、自動的に行番号の後ろにコ□ン （ ： ） 
を付けたり、命令の後ろにスペースを入れたりはし浅せん。入力したとおりに窖き込まれます。 

* 行の順番は、行番号の順番に並ぺ替えられ莩す。 

•行番号は、1〜65279の範囲で付けることかできます。この範囲を超えている場合、または行番 
号がない場合はエラー （ L 丨 NE NO . ERROR ) にな 1 0ます。エラーは@ キーで 解除 
して < ださい。 

• メインメニュー画面に戾るときは@キーを押して<ださい。 

注）行番号の次が数字で始まるよラなテキスト行を入力することはできません。 

数字で始まるよラな行を入力するときは，（シンク*ルクオーテーシヨン）で行番号と数字を区 
切つて入力してください。 

〈例〉 50 • 1 00— FORMAT (1 7 X , A) [3 

行番号^シンク*ルクオーテーシヨン 
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〈例〉次のフ□グラムを入力します。 

10 I NPUT A 
20 B = A * A 
30 PR I NT A , 巳 
40 END 


10 1 NPUT ( s ^) A 0 

101 NPUT A 

20 巳 = A * A 0 

20 巳 = A * A 

30 PR 1 NT [ spac £] A . Bf^n 

30 PR 1 NT A . B 

40 END 0 

40 END 


プ□クラムの編集 

TEXT フ□グラムの変更、修正などは BAS 丨 C フ□グラムの変更、修正と同じ方法で行〇こ 
とができますので参照して<ださい。 

なお、巳 AS 丨 C の L 丨 ST 命令、 RENUM 命令に代わる命令として、 L 命令（リスト）、 R 命 
令 （ U ナンバー）が用懣されています。磡きは L 丨 ST 命令、 RENUM 命令と同じですので參照 
して < ださい。 

ただし、 TEXT モードでの 1 J ナンバーは、行頭の番号だけを付け直します。 

BAS IC フログラムを TEXT フ□グラムに変換して、 U ナンバーを行いますと GOTO や T 
HEN 、 GOSU 巳、 REST 〇 RE 命令などの後の行番号は変更されていませんので、再び巳 
AS IC フ□グラムに変換したとき、正し<勖作しな<なりますので注患して<ださい。 

L 命令書式⑴し0 

(2) L 行番号 ( Z 1 

(3) しラペル ( Z ) 

R 命令塞式 FU 新行番号] [ ,丨開始行] [ ，増分]] ( Z ) 

H キーの 働き 

エディツト機能の中での®キーは、次の0に示すよラにカーソルを送ります。 

TEXT EDITOR ： I 


T T T T 

入力間始位* 1 回目 2回目 3回目 

(0 桁目） （8 桁目） （14 桁目） （21 桁目） 

最初®キーを押すとカーソルが8桁進み、2回目を押すと6桁進みます。3回目以降はフ桁す 
つ進みます。 
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(3 )T E X T プログラムの消去 （ Delete ) 

メインメニュー画面で®キーを押せば、消去確認画面になります。 

LDJ *** TEXT ED I TOR *** 

TEXT DELETE OK ? ( Y ) 

[S キーを伸せば、 TEXT フ□グラムなど、テキストエ IJ アの内容が消去され、メインメニュ 
一画面に戾ります。 

CY ] 以外のキーを押すと、消去をせすにメインメニュー画面に戾ります。 

♦ TEXT モードでの紀憶内容がない場合は、メインメニュー画面で [pj キーを押しても何も行 
いません。 

⑷丁 E X T プ□グラムの印字 （ Print ) 

別売のフ 1 J ンタ CE -126 P を接続して電源を入れ、メインメニュー画面で®キーを押せば印字 
を開始します。 

( p J *** TEXT ED I TOR *** 

- PR I NT I NG - 

印字が終われば、メインメニュー画面に戾ります。 

籲印字を途中で止めるときは®キーを押して < ださい。 

* フりンタの電源が入つていないときや、フ ij ンタが接続されていないときは、メインメニュー 
画面で®キーを押しても何ち行いません。 


(5) カセツトへの記録、読み込み、照合 ( Cmt ) 

メインメニュー画面で®)キーを押せば、乃セツトのメニュー画面になります。 

® « CMT » 

Save Load Verify 

このメニュー画面で、紀録 ( Save )、 読み込み ( Load )、 照合 ( Verify ) を選びます。 

それぞれの頭文字に相当するキーを押して<ださい。 

春各機能を実行する前に、別売のフリンタ CE -126 P 、 カセツトテーフレコーダ CE -152 を接続 
し、記録（録音）莩たは読み込み（再生）の準備をしておいて<ださい。 
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①カセツトへの記録 （ Save ) 

カセットのメニュー画面で d ] キーを押せば、ファイル名の入力待ちになります。 


(S] 



« 

CMT 

» 1 

畤 S a v e 

し o a 

d 

Verify 

FI LE 

NAME = 




ファイル名を入力して si キーを抨せば、記録か開始されます。 
〈例〉ファイル名を“ TEXT " とします。 


TEXT 



« 

CMT » 

岭 S a v e 

し 0 

a d Verify 

FI し E 

NAME 

= TEXT« | 




« CMT » 

- SAVING - 


纪録が終了するとカセツトのメニュー画面に戻ります。正し<纪録されたか確認するため、照合 
( Verify ) を行つてください。 

♦ファイル名の入力待ちのとき、ファイル名を入力せすに®キーを押せば、ファイル名なしで 
カセツトテーフに纪録します。 

♦ ファイル名は8文字以下の文字で指定して<ださい。 

♦ TEXT モードでの紀憶内容がない場合は、0キーを押すと何もせすにカセツトのメニュー 
画面に戾ります。 

【ファイルエ 1 J アの内容を一括してテープに記録する方法】 

上紀の記録操作で、ファイル名を“*. * "とすればファイルエ 1 J アに登録されている内容（フロ 
グラムファイル）を一括してテーフに纪録することができます。 

この内容をテーフから読み込む場合は、次項の読み込みの操作でファイル名を***. * "として統 
み込みます。 


②カセツトからの読み込み 

カセツトのメニュー画面で ( B キーを押せば、ファイル名の入力待ちになります。 

Cl) 1 « cmt » 

Save 岭 Load Verify 

FILE NAME=? 

ファイル名を入力して （ Zl キーを押せば、読み込みが開始されます。 
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〈例〉ファイル名を“ TEXT " とします。 


TEXT « CMT » 

Save 岭 Load Verify 

FILE NAME=TEXT_ 

S « CMT » | 

- LOADING - 

指定したファイル名 （ TEXT ) を楼索し、そのファイル名のアスキー形式で纪録された内容を読 
み込みます。（テキストエリアに統み込み家す。） 

読み込んでいるときは、画面右下に*フークが点灯します。 

統み込みが終了すると*7—クが消え、カセツトのメニュー画面に戾ります。正し<統み込まれ 
だことを確認するため、照合 （ Verify ) を行って<ださい。 

♦ファイル名の入力待ちのとき、ファイル名を入力せすに (3 キーを柙すと、テーフが回り始め 
て、 澦初 に出てきたアスキー形式で記録されている内容を統み込みます。 

♦指定したファイル名か検索できなかった場合は、テーフか回り終わっても褛索を続けます。こ 
の場合は^)キーを押して検索を止めて<ださい。 

♦統み込み中にエラーが発生したとき、孝たは^)キーで統み込みを中断したときは、正し<統 
み込みが行われた行までが有効にな〇ます。 

③カセツトとの照合 （ Verify) 

照合は 、 st 箄 機内のフ□グラムがカセツトテーフに正し<記録さ; nc かどラか、あるいは正し< 
統み込まれたかどラか確認するために行います。 

カセツトのメニュー画面で®キーを押せば Verify か選ばれ、ファイル名の入力待5になり字す。 

® ~ « C M T j 

Save Load 岭 Verify 

FILE NAME=? 

ファイル名を入力して (3 キーを押せば、照合が開始されます。 

〈例〉ファイル名を“ TEXT " とし*す。 

TEXT « CMT » I 

Save Load 岭 Verify 

FILE NAME=TEXT 


179 







s 


« CMT » 


- VERIFYING - 

指定したファイル名 （ TEXT ) を楼索し、そのファイル名のアスキー形式で記録された内容と計 
寅機のテキストェ 1 J アの内容とを照合し孝す。 

照合中は、画面右下に*フークが点灯し5す。 

照合が終了すると * フークが消え、カセツトのメニュー画面に戾ります。 

もし、内容に不一致かあつたときは、 エラー （VER I F 丫 ERROR ) になります。 

籲ファイル名の入力待ちのとき、ファイル名を入力せすに0キーを押すと、テーフが回り始め 
て、鷇初に出てきたアスキー形式で纪録されている内容との照合を行います。 

❿指定したファイル名が横索できなかった場合は、テーフが回り終わつても検索を続けます。こ 
の場合は (55) キーを押して検索を止めて<ださい。 


(6) シ 1 J アル入出力 （ Sio ) 

メインメニュー画面で d ] キーを押せば、シりアル入出力のメニュー画面になり家す。 

(S] « s I 〇 » | 

Save Load Format 

この画面で、出力 （ Save )、 統み込み （ Load )、 条件設定 （ Format ) を選びます。それぞれの機 
能の頭文字に相当するキーを押して<ださい。 

①入出力の条件設定 （ Format ) 

通信を行ラ場合の入出力の条件を設定し孝す。入出力の条件は通信する相手側と合わせてお<必 
要があります。 


シリアル入出力のメニュー画面で®キーを押すと、ます锐明画面になります。しばら<待つか、 
どれかキーを押すと、条件設定画面になります。 




<< S 丨〇 

» 1 


Se 

1 e c t —•へ 

T . i key 


Se 

t •J k e 

y 

\/ k o —* —» - 



- pusn an 

y Key 


しばら<待つか、どれかキーを 


押すと右の画面になります。 

岭 b a 

u 

d 

r a 

t e 

=1200 


d a 

t 

a 

b i 

t 

= 7 


St 

o 

P 

b i 

t 

=1 


pa 

r 

i t y 


=n o n e 


岭フークは変更できる項目を示します。 〔 D 、〔 D キーで移動させて変更しだい項目を選択し家 
す。条件は7種類あり、（ X )キーを押していけば画面に出てさます。 
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m 


parity = n o n e 

end of line =CR 
end of file =1 A 
岭 I ine number = y e s 

項目を選択し、 （ Z ) キーまたは 0 キーで条件を切り替えます。ただし 、 end of flle (エンド 
オフファイル）は直接コードを入力します。 

そして0キーを押せば設定されます。0キーを押さないと、前の条件のま家になります。 

【条件の説明】 

鲁通信速度 ： 300、600、1200、2400、4800 

(baud rate ) データ転送速度の指定で、本機では 300 bos 、600 bDS 、 1200 bos 、 2400 

bos 、 4800 bDS の指定ガできます。 
bos : bit oer second (1 bos =1 ビット/砂） 

•ワード長 ： 7、8 

(data bit ) 1文字を何ビット铌成で送受信するかを指定します。 

本機では7ビットまたは8ビットの指定がでさ家す。 

春 ストッフビット数 ：1 、 2 

(stoo bit ) ストッフビット数を 1 ビッ M こするか2ビットにするかを指定します。 

♦バリテイ ： none 、 even、odd 

( oarity ) ノ テイビットをどのよラに扱ラかを指定します。 

none …ノて 1 J ティビットの送受信を行いません。 
even …偶数バ ij ティが指定され浅す。 
odd …奇数パ 1 J ティか指定されます。 

* 区切りコード ： CR 、 LF、CR LF 

(end of line ) フ□グラムライン（行）の終了を示す区切りコードを指定します。 

CR …… CR (キヤ U ッジ u ターン）コードが指定されます。 

し F …… LF (ラインフィード）コードが指定されます。 

CR LF … CR コード + LF コードが指定されます。 

春テキスト終了コード： 00 〜 FF (2 桁の 16 進数値） 

(end of file ) フ□ブラムなどの終了を示すテキスト終了コードを指定します。 

♦行番号付き入出力 ： yes、no 

(line number ) • TEXT フ□グラムを出力するときに、行番号を付けて出力するか、付 

けすに出力するかを指定します。 
yes ……行番号を付けて出力します。 
no ……行番号を付けすに出力します。 

• TE X T フ□グラムを読み込むとき、読み込んだフ□グラムに行番号(川 
から10きざみ）を付けるか、付けないかを指定し莩す。 
yes ……行番号を付けません。 

読み込むフ□ク*ラムに行番号が付いているときに指定します。 
no ……自動的に行番号を付けます。 

yes を指定しているときに、読み込んだフ□グラムに行番号が付いてい 
ない場合は、エラー（し丨 NE NO . ERR 〇 R ) になります。 
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本機の入出力条件は、初期の状態では 
右のよラに設定されています。 

入出力条件は前に述べた方法で変更で 
きます。 

変更した入出力条件は 1 Jtz ツトスイツ 
チ❺を押して、メモ 1 J を消去するか、 
電池交換を行ラか、条件の変更を行ラ 
まで保持されます。 


項 S 

条件 

^ - - - 

boud rate 

1200 

data bit 

7 

stoo bit 

1 

Darlty 

none 

M^^h^^hhbhbhw^mhbmhJ 

1 end of line 

CR 

end of file 

1 A 

j line number 

yes 


②出力 （ Save ) 

シ u アル入出力のメニュー画面で、®キーを押すとシリアル入出力端子への出力か開始されま 
す。 


( S ) くく SIO >> 

- SENDING - 

出力が終了すれば、シ 1 J アル入出力のメニュー画面に戻ります。 

♦出力を中断するときは®キーを押して<ださい。メニュー画面に戾ります。 

♦ TEXT モードでの紀憶内容がない場合は、キーを押しても何も行われません。 


③読み込み （ Load) 

シリアル入出力のメニュー画面で、 El キーを押すとシ 1 J アル入出力飾子へ送られて<るデータ 
の統み込みが開始されます。 

(L) « S I 〇 » | 

- RECE I V I NG - 

統み込みか終了（テキスト終了コードを受信）すれば、シ 1 J アル入出力のメニュー画面に戾ります。 
♦読み込みを中断するときは@キーを押して<ださい。メニュー画面に戾ります。 

拳データが正常に轿み込めない場合や、/ ティチェックで巽常が発生した場合などにはエラー 
(I /〇 DEVI CE ERR 〇 R ) になります。このときは (SD キーでエラーを解除して< 
ださい。 
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(7) プ□グラムファイル （ File ) 

メインメニュー画面で®キーを押すと、フ□グラムファイルのメニュー画面になります。 

® « PROGRAM FILE » 

Save Load Kill Files 

この画面で、登録 ( Save )、 呼び出し （ Load )、 削除 （ Kill ) およびファイル名の確認 （ Files ) を 
選びます。それぞれの頭文字に相当するキーを押して<ださい。 


① T E X T プログラムの登録 （ Save ) 

フログラムファイルのメニュー画面で®キーを押すと、ファイル名の入力待5になります。 


LSJ 



PROGRAM FILE 

» 

岭 S a v e 

Load Kill 

Files 

F 1し E 

NAME = ? 



ファイル名を入力して0キーを押せば、登録が行われます。 
〈例〉ファイル名を“ TEST " とします。 


TEST « PROGRAM FILE » 

峙 Save Load Kill Files 

FILE NAME=TEST 


s 


« PROGRAM 

FI し E 

» 

Save Load 

Kill 

Files 


登録が行われ、メニュー画面に戾ります。 

參ファイル名を省略することはできません。ファイル名を入れすに (3 キーを柙すとエラー 

(I LLEGAL FILE NAME ) になります。 

• ファイル名は8文字以下の名前と、3文字以下の拡張子を指定することができます。 

拡張子を付けなかつた場合は、自動的に' txt ••が付けます。 

• テキストエリアに TE X T フ□ブラムがない場合は、登録は行なわれません。 
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② TEXT プ□ブラムの呼び出し （ Load ) 

フ□グラムファイルのメニュー画面で ( B キーを押すと、登録されているファイル名を表示し、 
最初のファイル名の左側に“ LOAD 峙”と表示され孝す。（何も登録されていないときは、画面 
は変わりません。） 

CB 

(画面は、すてにこれらのフ□ヴ 
ラムが登録されている場合の例 
です。） 

□ Ds 〔 D キーで“ LOAD 蛉"表示を呼び出したいファイル名の前に移し、 ® キーを押せば、 
そのファイルの内容が呼び出さ； n 、 メニュー画面に戻ります。 

* TEXT モードで呼び出すことができるフ□ブラムは、 TEXT モードで登録したフ□グラム 
です。巳 AS 丨 C フログラム（巳 AS I C の SAVE 命令で登録したフ□ブラム）を呼び出そラ 
とするとエラー （ F 丨 LE MODE ERR 〇 R ) にな0ます。このときは®§キーでエラー 
を解除して < ださい。 

③ ファイルの削除 

ファイルエ | J アに登録されているフ□ブラム（ファイル）を削除し家す。 

フ□ヴラムファイルのメニュー画面で®キーを}甲すと、ファイル名の入力待ちになります。 

® « PROGRAM FILE » 

Save Load 岭 Kill Files 

FILE NAME =? 

削除したいブ□グラムのファイル名を入力して CZ ) キーを押せば、削除が行われます。 

〈例〉登録されているファイル名が“ TEST " のフ□グラムを削除します。 

TEST « PROGRAM FILE » 

Save Load 岭 Kill Files 

FILE NAME = TEST _ 

® « PROGRAM F 丨し E >> 1 

Save Load Kill Files 

削除が行われ、メニュー画面に戾ります。 

♦ファイル名に、妬張子の指定を省略した場合は、“. TXT ” の指定とみなします。 

♦指定したファイル名が見つからない場合はエラー （ F 丨 LE NOT FOUND ) になります。 
このときは ® キーでエラーを解除して<ださい。 


LOAD 岭 ABC . TXT 

PRO . TXT 

サンフ‘ル001 . 巳 AS 
TEST . TXT 
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④ファイル名の確認 （ Files ) 

フ□ブラムファイルのメニュー画面で®キーを押すと、登録されているファイル名を表示し、 
最初のファイル名の左側に畤▽ークが表示されます。（何も登録されていないときは、画面は変 
わりません。） 


fFl 

4A 巳 C 

.TXT 

(画面は、すでにこれらのフ□グ 

PRO 

.TXT 

ラムが登録されている場合の例 

サンフ 

ル001 • 巳 AS 

です。） 




表示されているファイル名以外にファイルがある場合は、（ X )、 〔 D キーで岭フークを移動さ 
せてい<ことにより画面に呼び出すことができます。 

♦このファイル名の確認画面で、 fSHIFTl + fM] (または© rMj) と操作すると、蛉フークが示して 
いるファイル名のフログラムを呼び出すことができます。 


(8 )BAS I C コンハータ （ Basic ) 

巳 AS I C フ□ブラム（中間コード形式）を TEXT フ□フラム（アスキー形式）に変換したり、逆 
に TEXT ブ□ブラムを BAS 丨 C フ□グラムに変換したりする機能です。本機用の巳 AS 丨 C 
フ□ヴラムを/彳ソコン等でファイル、管理する場合などに利用します。 


メインメニュー画面で®キーを押すと 、 BAS I C コンバータのメニュー画面になります。 

® I « BAS IC CONVERTER >> 1 

巳 asic—text 丁 ext — basic 

この画面で、巳 AS I C への変換 （ Basic — text )、 TEXT への変換 （ Text — basic ) を選ぶ 
ことができます。それぞれの頭文字に相当するキーを押して < ださい。 

① TEXT と巳 AS 丨 C のフ□クラム変換（アスキー形式と中間コード形式の変換） 

上纪のメニュー画面で、 ® キーを押せば TEXT フ□フラムを巳 AS 丨 C フ□グラムに変換し、 
フ□グラム • データエ U アに入れます。 

( B キーを押せば巳 AS 丨 C フ□ブラムを TEXT フ□フラムに変換し、 TEXTIU アに入れ 
家す 0 

〈例〉 TEXT フ□グラムを巳 AS IC フ□グラムに変換します。 

変換を実行します。その後、メ 
インメニュー画面に戾ります。 

(変換する内容が少ない場合、この実行中の画面は一瞬で終わります。） 


« 巳 ASIC CONVERTER » 

- CONVERT I NG - 
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• BAS IC フ□ヴラムに変換するとき 、 BAS IC のフ□グラム • データエ 1 J アに BAS 丨 C 
フ□ブラムがあった場合、あるいは TE X T フ□フラムに変換するときテキストエ 1 J アに TE 
XT フ□ブラムがあった場合は、そのフ□ブラムを削除して良いか聞いてきます。 

® « BAS IC CONVERTER » I 

岭巳 asic—text Text — basic 

巳 ASIC DELETE OK? (Y) 

[ B キーを押せば、フ□ブラムが削除され、変換が開始され字す。 

CB 以外のキーを押せば変換は中止され、メインメニュー画面に戾ります。 

♦通常、変換した場合でも変換元のフ□フラムは保持していますが、メモリ容 a がたりない場合 
は、次のよラに、変換元のフログラムを削除して良いか間いてきます。 

厂 « 巳 ASIC CONVERTER » | 

- CONVERTING - 1 

TEXT DELETE OK? (Y) 

( S キーを}甲せば、変換を行いながら変換元のフ□ブラムを消去していき家す。変換が終われば、 
変換元のフ□ブラムはすべて消去されます。 

( S 以外のキーを押せば変換は中止され、メインメニュー画面に戾ります。 

ご注意 

籲バスワードか股定されているときは、メインメニュー画面から、 BAS 丨 C コンバータに入る 
ことができません。あらかじめ、 RUN または PR 〇モードでバスワードを解除してください。 
•BAS I C コンバータでは、データエリア（変数）を消去し*せん。フ 1 J — エリア（空きエリア） 
の容》か少ないと、変換できな<なることがありますので、あらかじめ CLEAR 命令で消去 
するなど、フ U —エリアを広げておいて<ださい。 

* 変換元のフ□ク*ラムを消去しながら変換をしていっても、なおメモ ij がたりな<なるとエラー 

( MEMORY 〇 VER ) になります。 

この場合、変換された部分と、変換できなかった部分が TEXT と巳 AS 丨 C に分かれてしま 
います。したがって、変換する前にフログラムをカセツトテーフなどに記録しておくことをお 
勧めします。 

特に巳 AS 丨 C から TEXTC 変換するときに、起こる可能性が高いので注意してください。 

♦ TEXT から巳 AS 丨 C に変換するときは、 TEXT の内容が何であっても、それを本機用の 
BAS IC フ□グラムと見なして変換作業を行います。したがって TEXT の内容によっては 
BAS 丨 C に変換して、再度 TEXT に変換しても、元の TEXT 内容に戾らない場合もあり 
ます。 

〈例〉 TEXT 1 0 FORMULA 

1 

BASIC 10: FOR.-.MULA 
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TEXT 


1 0 FOR 一 MULA 





第 6 章 CASL 
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1 .CAS L (アセンブラ言語) 


コンビュータ言語において BAS 丨 C 、 FORTRAN 、 COBOL といった高水準な言語は、その 
記述がわかりやすいためフロヴラミングが容易であり、開発期間も短<て洚みます。しかしこれらは、 
メモ 1 2 3 4 J の作業領域を多<必要としたり処理速度が遅いといった面があります。コンピュータの性能を 
最も効率よ<活用できるのは機械語ですが、これは機械語コードで入力する必要があり、フ□グラミ 
ングは非常に手間がかかります。 

アセンフラはこの機械語に®も近い言語で 、 BAS IC ほど手輊ではないにしても、機械語に比べて 
使いやす<、コンピュータの性能を限界近<まで活用することができます。ただ、アセンフラ言語で 
効率の良いフログラムを作るには、各命令を実行するときに、レジスタやフラグなどが、どのよラな 
動きや®)きをするのかを知る必要があります。これらの動き、働きなどはコンピュータのハードゥェ 
アに大き<左右され、メーカーや饯楹により異なるのが普通です。 

このため通産省（通商産業省）の悄報処理技術者試験では、 COMET という仮想の針錄俄を設定し、 
これのアセンブラ言語として CASL の仕様を取り決めた上で試騃問題を出し家す。 

本機の CASL モードは、この CASL の仕様に莘拠したアセンフラ S 胡が扱えるため、惘報処理技 
術者試騃（第1欞では必須、第2欞では選択）のトレーニンブとしてフログラミングからデバッグそし 
てシミュレーシヨンまての学習が容易に行え家す。また、小型経 S であるため、ご家庭でも学校、職 
場、あるいは琯車の中でも手経にお使いいただけます。 

また、 CASL は従来の情報処理技術者試験で出題されていたアセンフラ言語 CAP — X と比較しま 
すと、アドレスの与えかたか S 茁になり、浅たスタック、入出力といった機能が付加され、鷇近の計 
笾機の実状に合った仕様になっており、アセンフラ言語の入門用としても適しています。 

本瘙は、本針©機の操作方法に譫点をおいて説明していますので、 COMET や CASL の仕様 、 C 
ASL の文法、フ□ブラミンク*についての<わしい锐明は、有名*店で数多<販売されている、惘報 
処理技術者試騃の CASL に関する*珥をご参照<ださい。 

1 . 1 COMET の仕様概略 

アセンブラ言語の理解を深めるため、本機の C A SL モードでの仮想ハードウェア仕様 （COME 丁に 
準拠）について概略を紀しておきます。 

(1) 1 語長 ：16ビット 

(2) 制御方式：逐次制御方式（ノイマン型） 

(3) 数値の表現：16ビットの2進数、負数は2の補数表示 

(4) レジスタ：① GR 0 〜 4(16 ビット ） General Register 汎用レジスタ 

GR 1 〜 GR 4 は指棵レジスタとしても使用。さらに GR 4 はスタックポインタと 
しても使用される。 

② PC (1 6ビット） Program Counter フ□グラムカウンタ 

実行中の命令語の先頭アドレスを保持するレジスタ。 

③ FR (2 ビット） Flag Register フラグレジスタ 

演©、比較結栗の情報保待レジスタ。 
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GR に設定されだデ- 

ータ 


負 

ゼロ 

正 

FR の値 

10 

01 

00 


1.2 命令語の構成 

CASL の命令は2語長と定羨されています。その渑成をまとめます。 


厂 第1語 | 

第 2 語 ； 

命令語とアセンブラとの対 IB I 

〇 P 




塞きかた I 


主副 

GR 

XR 

adr 

命令]ード オペランド | 

ニモニックスペル 

0 0 




未使用 "] 


10 




LD GR . adr.XR 

load 

1 




ST GR . adr.XR 

store 

2 




LEA GR . adr.XR 

load effective address 

2 0 




ADD GR . adr.XR 

add arithmetic 

1 




SUB GR . adr.XR 

subtract arithmetic 

3 0 




AND GR . adr.XR 

and 

1 




OR GR . adr.XR 

or 

2 




EOR GR . adr.XR 

exclusive or 

4 0 

'• 



CPA GR . adr.XR 

comoare arithmetic 

1 




CPL GR . adr.XR 

comoare logical _ 

5 0 




SLA GR . adr.XR 

shift left arithmetic 

1 




SRA GR . adr.XR 

shift right arithmetic 

2 




SLL GR . adr.XR 

shift left logical 

_ 3 




SRL GR . adr.XR 

shift right logical 

|6^ 0 




JPZ adr.XR 

jumD on Dlus or zero 

1 

— 



JM 1 adr.XR 

jumo on minus 

2 

— 



JNZ adr.XR 

jumD on non zero 

3 

—— 



JZE adr.XR 

jumD on zero 

_4 

— 


k i 

JMP adr.XR 

unconditional jumo 

|7" 0 




PUSH adr.XR 

oush effective address 

| 1 



— 

POP GR 

DOD UD 

8 0 




CALL adr.XR 

call subroutine 

1 

— 


— 

RET | 

return from subroutine 

|9 






S 




未使用 


F 
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1.3 命令の種類と機能 

本機は CASL で定親された23の命令を持つています。以下に各命令の機能を説明します。なお、説 
明には次の表記法を使います。 

① GR : GR の値を番号とする汎用レジスタを示します。（ただし、 0 SGRS 4 の範囲） 

② XR : XR の値を番号とする指裸レジスタを示します。（ただし、1 SXRS 4 の範囲） 

③ SP :スタックポインタを示します。（スタックポインタは GR 4 を使用） 

④ adr :ラベル名に対応する番地、まだは10進の定数（ただし、一32768 sad 「$65535) を示し 

ます。 adr はアドレスとして〇〜65535の値を持5ますが、32768〜65535の値を負の 
10進定数で紀述することもできます。（例： 65535番地は一1と纪述できます。） 
©実効アドレス： adr と XR の内容とのアドレス加簿値、またはその値が示す番地です。 

®( X ) : X 番地の内容、または X か汎用レジスタ （ GR ) を示す場合は、その GR の内容を表 

します。 

©:: : [ :に囲まれた部分は省略可能です。 XR を省略した場合は、指標レジスタによる 

修飾は行われません。 


【各命令と機能】 

(DLD GR . a d r [• XR ] 

機能：（実効アドレス）を GR に設定し*す。 

(2) ST GR . a d r [• XR ] 

機能： （ GR ) を実効アドレスが示す番地に格納します。 

(3) LEA GR . a d r [• XR ] 

機能：実効アドレスを GR に股定し孝す。このと SGR の値により FR か股定されます。 

例 ： LEA GR 1. 10 GR 1 に10を股定します。 

LEA GR 2. 0. GR 3 GR 3 を GR 2 に移動し家す。 

LEA GR 3.-1. GR 1 GR 1から1を減じ C 值を GR 3 に股定します。 

(4) ADD GR . a d r [• XR ] 

機能：箄術加®命令で、 （ GR ) と（実効アドレス）の加辑結果を GR に設定します。このとき 
の演燁結果により F R か設定されます。 

例 ： ADD GR 2, WRK ( WRK 番地）を （ GR 2) に加瘅します。 

ADD GR 1. A 1. GR 3 A 1 と GR 3 とのアドレス加箄結果の内容を GR 1 

に加瘅します。 

⑸ SUB GR . a d r [. XR ] 

機能： ADD の逆で、 （ GR ) と（実効アドレス）の減韓結果を GR に設定します。演鏵結果に 
より FR が設定されます。 

(6) AND GR . a d r [• XR ] 

(7) 0 R GR , a d r [. XR 

⑻ EOR GR . a d r [. XR ] 

機能： 1 語 16 ビットのビットごとの論理横 （ AND )、 論理和（〇 R )、 排他的論理和 （ EOR ) 
を （ GR ) と（実効アドレス）で行い、 GR に設定します。演算結果により FR が設定さ 
れます。 
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例 ： AND GR 2, MASK 7 MASK 7 を7にしておくと、 GR 2 の下位3ビッ 

卜が取り出せます。 

EOR GR 1 ,FF FF が； jFFFF (—1 ) の場合、 GR 1 の全ビット 

が反転し家す。 • 

(9) CPA GR. a d r [• XR 

(10) CPL GR. a d r [. XR] 

機能： （ GR ) と（実効アドレス）の算術比較 （ CPA ) まだは論理比較 （ CPL ) を行い、比較結 
栗により FR に次の値を設定します。 


比較結果 ] 

FR の股定ビット値 

〔（ GR)>(H 効：レ； O I 

00 

( GR ) = ( 実効アドレス） 

01 

--- 

[( GR )<( 実効アドレス）： 

10 


(1DSLA GR. a d r [• XR) 

機能： （ GR ) を符号を除いて実効アドレスで指定したビット数だけ左シフトします。シフト 
の結果、空いたビット位 H には0か入り、 FR を股定します。 

(12)SRA GR. a d r [• XR] 

俄能： （ GR ) を符号を除いて実効アドレスで指定したビット数だけ右シフトします。シフト 
の結栗、空いたビット位 8 S には符号と同じものが入り、 FR を股定します。 

(131SLL GR. a d r [. XR] 

(141SRL GR. a d r [• XR] 

機能： （ GR) を符号を含んで実効アドレスで指定したビット数だけ左シフト （ SLL )、 家た 
は右シフト （ SRL ) します。シフトの結果、空いたビットには0が入り、 FR を股定 
します。 

(15) J PZ a d r [. XR] 

( 16 ) JM I a d r [• XR] 

(17) J NZ a d r [. XR] 

(18) J Z E a d r [• X R 】 

機能： FR の値により実効アドレスに分岐します。分岐しないときは次の命令に進みます。 


叩 -P 

分岐するときの FR の値 

意 味 

JPZ 

00. 01 

正または 0 のとき分岐 

-——------ 

JM 1 

10 

負のとき分岐 

m ■ — 一一 — -- 

! JNZ 

00. 1 0 

^- ■ -— — -- 電 

0 でないとき分岐 

JZE 

01 

L - - — _ - 一 -- — ^ 

0 のとき分岐 _ j 


(191JMP a d r [• XR] 

機能： FR の値に関係な < 無条件に実効アドレスに分岐します。 

(201PUSH a d r [. XR] 

機能： SP から 1 をアドレス減绛してから実効アドレスを （ SP ) 番地に格納します。 
( 21)POP a d r [. XR ] 

機能： （ SP ) 番地の内容を GR に設定してから SP に 1 をアドレス加箄します。 
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(22)CALL a d r [. XR] 

機能：サフルーチンへジャンフする命令です。サフルーチンでの実行完了後の戻り番地確保 
のためにスタックを用います。 

動作としては SP から1をアドレス減筠してから、 PC の現茌値に2をアドレス加箄 
した値を （ SP ) 番地に格納し、実効アドレスに分岐します。 

(23JRET 

俄能： CALL に対する戻り命令です。 （ SP ) 番地の内容を取り出してか 5 SP に1をアド 
レス加筠し、先に取り出した番地に分岐します。 

1 . 4 アセンブラの文法 

本機のアセンフラ言語は CASL と同様に、疑似命令、フク□命令、機械語命令を持っています。 
疑似命令、フク□命令、钱械語命令は次のよラに記述し孝す。 


[ ラベル 欄 

0 卩令コード 

オペランド爛 

注釈欄 

1 [ラベル] 

START 

1 実行開始番地 

[注釈] 

空白 

END 

空 白 

[注釈] 

a 

[ラベル] 

DC 

定 数 

■ T 1 t 

[注釈] 

[ラベル] 

DS 

領域の語数 

[注釈]1 

ラベル； 

IN 

入力領域、入力文字畏 

[注釈]1 

ラベル] 

OUT 

出力領域、出力文字長 

[注釈 ] i 

ラベル] 

EXIT 

空 白 

[注釈]1 

ラベル T 

[ 锇械焐命令 

[命令の檯頚と機能參照 



表中、「空白」は紀入してはならない箇所で、 [ 】て囲孝れた部分は省略可能を憲味します。 

1 . 5疑似命令 

疑似命令はアセンフラの制御、定数の定親、フ□グラムの連結のために必要なデータの生成などを行 
うもので、次の4欞頌かあります。 


(11 START :フ□グラムの先頭、実行開始番地の定親や、他のフ□グラムとの連結のための入り口 

名の定痠をします。フ□グラムの最初には必要です。 

(2) END :フ□ヴラムの終わりの定®をします。フ□ヴラムの最後に必要です。 

(3) DC : define constant の略で、定数で指定したデータを格納します。 

定数には次の4樓があります。 

① 10進定数 DC n 

n で指定した10進数値を1語の2進数データとして格納します。 n は 一 32768〜65535の範囲で 
す0 

② 16進定数 DC - h 

h は4桁の16進数 （0 〜 F ) です。 h で指定された16進数值を1語の2進数データとして格納し 
ます。# h は#0000〜 j ； FFFF の範囲です。 
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③ 文字定数 DC ’文字列’ 

文字列の左端か文字すつ連続する語の下位8ビット（第8〜15ビット）に文字データを格 
納します。各語の第0〜7ビットには0のビットが入ります。文字列には291ページのキャラ 
クタ•コード表の内、コード32〜38および40〜95の文字が使えます。なお、文字列の長さは0 
であつてはなりません。 

④ アドレス定数 DC ラペル名 

ラペル名に対応するアドレス■を1語の2進数データとして格納します。 

(4 )DS : define storage の略で、指定した語数の領域を確保します。 

領域の語数は、10進定数 （20) で指定し孝す。0の場合、領域は確保さ n す、ラベル 
名のみが有効となります。 

1.6 マク□命令 

(1) I N :あらかじめ割り当てた入力装 S から入力領域に、1レコードの文字データを入力しま 

す。本機ではカード銃み取り装 B からのデータを模擬的にキーから入力できます。荈 
お 、 EOF (end of file ) の入力は CD キ—を用います 0 

(2) 〇 UT :出力領域に格納されている文字データを 1 レコードとして、あらかじめ割り当てだ出 

力装 B に出力し浅す。本機では表示またはフ ij ンタに出力できます。 

(3) EX I T :フ□ヴラムの実行を終了します。 

(4) WR I TE :この命令を実行するとレジスタ GR 0 〜 GR 4 およひ * FR 、 PC の内容を表示します0 

また、フ 1 J ンタガ印字できる状態になつているときは、 GR 0 〜 GR 3 の内容を印字 
します。 


本機のフク□命令では、次の命令群を生成します。 



くォフジエクト〉 

く命 

令〉 

IN a , D 

7000 

aaaa 

PUSH 

a 


7000 

b b b b 

PUSH 

b 


8000 

0000 

CA しし 

0 


1244 

0002 

LEA 

4, 2. 4 

OUT a . b 

7000 

aaaa 

PUSH 

a 


フ000 

b b b b 

PUSH 

b 


8000 

0002 

CALL 

2 


1244 

0002 

LEA 

4, 2, 4 

EXIT 

6400 

0004 

JMP 

4 

WR 1 TE 

8000 

0006 

CALL 

6 


;土） aaaa ' b b b b はラベル a またはラベル b が定義されているアドレスを示します。 

これは 0000 H 〜 0 FFFH に疑似〇 S とランタイムバッケージが存在し、 0000 H 、 00 
02 H 、0004 H 、0006 H かそれぞれ I N 、 〇 UT 、 EX 丨 T 、 WR 丨 TE 処理ルーチン 
へのジヤンフテーフルと仮定してい家す。参考に CASL モードのときの仮想のメモ| J フッフを 
ホします。 
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ァド 織 進 H ) 


0 FFFH 
1 000 H 


XXXXH 


ジャンブテーフル 


0000 : JMP XXX 

IN 処理アドレス 


疑似〇 S 、 ランタイム 
バツケージェ 1 」ァ 


0002 


JMP XXX 

〇 UT 処理アドレス 


0004 : JMP XXX 

EX I T 処理アドレス 


ユーザーブ□クラムの 
ォフジエクトェリア 


0006 : JMP XXX 

WR I TE 処理アドレス 


スタックエリア 


スタックポインタ 


1 . 7特殊命令 

⑴® 

機能：情報処理技術者試験の空■穴埋め問題に対応するための、空瀾入力命令です。 

この命令をアセンブルし家すと：:0000が2語生成されます。シミュレーションのときに 
は命令語の第1語が:： 00 XX ( XX は何でもかまいません）の命令を実行後一時停止し、 
* STP * と表示します。このときスフジエクトの変更やレジスタ值の確認をすることが 
できます。その後、フ□ブラムを続行することができます。 
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2. CAS L モードの構成 


C A SL モードは次の 3 つの機能から構成されてい家す。（196ページの機能一 K 表を参照くださし\〇) 


アセンブラ： TEXT エディタで作成したソースフ□ブラムをオフジエクトコードに変換してメモ 

■ J に塞き込みます。 

別売のフリンタ CE -126 P が接続され 、 PR I NT シンボルが点灯しているときは、 
アセンフルした結果を印字することができます。 

モニタ ：レジスタの内容やオフジエクトコードを表示させたり、塞き換えることができます。 

フレークボイントのアドレスを設定することができ孝す。 

また、 DS 命令等で確保したメモ 1 J の内容を塞き換えることができます。 

シミユレ ータ： オフジエクトフ□ブラムを実行し家す。 

ノー▽ル実行とトレース実行ができ、 CE -126 P を接続すれば実行結果を印字するこ 
とができます。 

モニタ機能で指定したフレークボイントでの実行中断を行ラことができます。 

2. 1 プ□ブラム作成手順 

C A SL のフ□ヴラミングは次の手順で行わ; n ます。 


① TEXT エディタ饯能を使用してソースフ□ヴラムを入力します。 

必要であればソースフ□グラムの印字、力 tz ットテーフへの記録を行います。 

② C A SL モードのアセンフラ機能によりオフジエクトコード（オフジエクトブ□グラム）を生成 
します。 

③ モニタ機能を使用して、オフジエクトフ□グラムに必要なフレークボイントのアドレス股定や 
レジスタ、フ□グラムカウンタなどの股定を行い孝す。 

④ シ5ユレータ機能でオフジエクトフ□グラムの ノー フル実行、またはトレース実行を行います。 

⑤ 再びモニタ機能を使用して、汎用レジスタやフラグレジスタの変化を確認します。浅た、オフ 
ジエクトコードやメモ 1 J 内容の確認と変更ができます。 

◎必要に応じて③〜©をくり返し孝す。 

⑦フ□グラムに狭りが発見されだときは①に戻り、ソースフ□ブラムの変更を行い、再ひ•②以降 
を実行します。 

@必要に応じて①〜⑦をくり返します。 
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.GRO 
> GR1 
GR2 
GR3 


CASL モード機能 一 M 


Assemble } ンフル実 if 


Qsmiftj -f (mi 




_^_ 

Register - 




> Monitor • 





CE 


xxxx 

xxxx 

xxxx 

xxxx 


SXXXX xxxx 
SXXXX xxxx 
SXXXX X 
SXXXX xxxx 
-xxxx xxxx 



Go 




r\ 


« OBJECT» 
ADDRESS=2XXXX 


« S I MU し AT I ON » 
START ADDRESS=^XXXX 


4 

RCRPC 
GPF 巳巳 


xxxx 

xxxx 

xxxx 

xxxx 

u u u u 
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_ X _ 

アセンブラによるオフジエクト生成 

_^__ 一 

モニタによるオフジエクト内容、 
レジスタ値の確認および変更 


シミユレータによる実行 /亍 I X ック 





LU QD キーで画面外のレ 
ジスタを呼び出します。 
必要に応じて内容の塞き換 
えができます。 


xxxx 


しの表のいすれかの状態（フ□クラム実行中を除 <) で@ キーを 
押すことによつて、テキストエディタ （ TEXT モード）に移るこ 
とかできます。 

なお、テキストエディタに移つたときはオフジエクトフ□ブラム 
は消去されます。 




CD GD キーでフ 
□フラムを送〇、 
確* s できます。 
必要に®じて内容 
を塞き換えること 
かできます。 


a 


-xxxx 



邐 

r-Ti 、！ Trace 一 — 
Normal 」 里 


フル実行 


EX IT を実行した漯合 



I 0キーで 卜 

レース実行を 
続けます。 



ブ□クラム作成 


〕 


TEXT エディタによるソースブ□クラム作成 


心要に©じて戻る 
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3. ソースプ□クラムの作成、編集(エディット) 


CASL のソースフ□ブラムの作成や変更などは TEXT (テキスト）モードのエディタ機能を兩いて 
行います。 

画)®と押して、テキストエディタを選んで<ださい。 

TEXT ED I TOR 

i < 


春 TEXT モードの < わしい使いかたは、 “ TEXT モード”の頃を参照して<ださい。 

3. 1 ソースプ□ブラムの入力形式 

ソー スフ□ブラムの偶成を以下に示し孝す。 

32767 BGN ADD 0. DAT. 1: SAMPLE 

ライン N 0 礪 ラペル碼豳令コード钃 スベランド钃 注釈_ 

(省略可） （雀《句） 

⑴ ライン N 0 攔 

① ライン No は 1 〜 65279 までの数値を使用でき孝す。 

② 1 〜 65279 の範囲外の值を指定すると“ L 丨 NE NO. ERROR" と表示されます。 


(2) ラペル欄 

① ラペルは1〜6文字まで使用でき、7文字以上を入力した場合は、先頭から6文字がラベルと 
して有効になります。 

② CASL では、ラペルは6文字以内で先頭の文字はアルファベット大文字、2文字目以降はア 
ルファぺット大文字または数字と定親されてい家す。 

本機では、コンフ （，） とスペースを除いた K 号をラペルとして使用することができます。なお、 
ラペル瀾にセミコロン（： ） を*いて注釈ラインとすることもできます。 

③ ラペルはライン No に続けて入力する必要があります。 

④ ラペル入力後、 キーで 次の入力位驢へカーソルを移し、命令コードを入力し家す。 

@の代わりに ^ PACEl を用いてもかまいませんが、®)キーを使えば入力位匾を簡単にそろえ 
ることができます。 

(3) 命令コード欄 

①アルファぺットキーで命令コードを入力します。入力後、©キーで次の入力位匿へ力ーソル 
を移します。 
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( 4 ) オペランド欄 

① オペランド機!は GR フイールド、 adr フイールド、 XR フイールドで構成されます。 

② 各フ□ツク（フイールド）の区切りには、必すコンマ （，） が必要です。 

③ XR フイールドは省略することができます。 


⑸注釈欄 

①フ□グラムに注釈を付加する場合は、オペランドの直後にセミコ□ン（： ） を入力し、その後に 
注釈を入力し家す。 


♦一行の長さは、注釈欄を含めて最大254文字まで入力することができ家す。 

3. 2 ソース プログラムの消去 

TEXT モードの機能選択画面で、@キーを押せばデ IJ 一 卜 （ Del ) 機能が選ばれ、次のよラにテキ 

スト内容を消去(削除）して良いかきいてきます。（ただし、テキスト内容がない場合、画面は変わり 
ません。） 

TEXT DELETE OK 9 (丫） 


このとき、 ® キーを押せば、テキスト内容がすべて消去され、 TEXT モードの機能選択画面に戾 
ります。®以外のキー（そのとき有効に ( I 1 K キー）を押せば消去をせすに機能選択画面に戻ります。 


3. 3 ソース プ□ブラムの入力 

text モードの機能選択画面で®キーを押せばテキストエディタが選ばれ孝す。 


TEXT ED I TOR 

< 


このとき、し u または m キーを押すと、ソースフ□グラムなどのテキスト内容がある場合は、画面 
に表示されます。何もないときは、画面は変わ*〇ません。 

新たにソースフ□ブラムを入力するときなどは、 （ SR ) キーを押して機能選択画面に戻し、 3.2 の方法 
でテキスト内容を消去して<ださい。 


次にソースフ□グラムの入力手順を説明します。 

① ライン No を入力します。 

② ラベルがないときは、キーを押し*す。力ーソルが命令コード欄に移ります。 
ラベルを入力するときは、ライン NqC 続けて入力して圓キーを押します。 

なお、®キーの代わりに ^ pIce ) キーでスペースを入力してもかまいません。 

◎命令コードを入力します。その後®キーを押せば力ーソルガオペランド欄へ移ります。 
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④ オペランドは、コンマ （，） で区切つて入力し家す。 

©注釈は、スペランドの後にセミコロン（： ） を入力して、その後に入力します。 

ただし、 DC 命令の文字列中のセミコロンは注釈のための区切りとしては扱われません。（文字 
として扱われます。） 

⑤ 1行の入力を完了したら0キーを押して、フ□ブラムをメモ 1 J に格納します。0キーを押 
せばカーソルが消えます。 

次の行を入力するときは、①から<り返します。 

• 空攔穴埋め問題は*命令を ( Z ) キーで入力します。 

• すべての行の入力が終わったら iafi キーで機能選択_面に戻します。 


〈例〉ソースフロヴラムの入力 



TEXT 

< 

EDI TOR 


10L1 m 1 

1 0 L 1 

一 


START |TABj 

1 0 L 1 

START 

一 

し 2 1 

1 0 L 1 

START 

L 2_ 

0 1 
20 L 2 (TAB) 1 

1 0 L 1 

20 L 2 

START 

し D 

し 2 

LD 画 j 

20 L 2 


GR 1 .A 

20し2 

し D 

GR 1, 

a 

以下、同様の操作で引き続き右の 

20 L 2 

し D 

GR 1• 

フ□グラムを入力して<ださい。 

30 

ADD 

GR 1, 

以降の脱明で本フ□ヴフ乙を活用 

します。 

| 40 
| 50 

ST 

EXIT 

GR 1, 

全ラインの入力完了後、1〇抝キー 

60 A 

DC 

10 

で機能選択画面に戾ります。 

70 B 

DC 

20 

なお、 GR 0 〜 GR 4 は GR を省 1 
略して0〜4のみを入力すること 1 
ができます。 

80 C 

90 

DS 

END 

1 


A 

A 

巳 

C 
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4 . アセンブル 


TEXT モードで入力したソースフ□グラムをスフジエクトコードに変換する（アセンフルする）湯合、 
ます、 CASL モードにします。 

[SHIFT | + [CASlj 

メニュー画面になります。 


そして®キーを押します。 
アセンフルが実行されます。 


アセンフル実行中は画面の下の行に - assembling ^ と表示され、終われば “comDlete r 
と表示されます。アセンフルするフ□ブラムが短かいときは、瞬時に“ comDletel " と表示され 
ます。 


* * * CAS し * * * 

Assemble Monitor Go 


* * * CAS し * * * 

Assemble Monitor Go 
complete ! 


4.1 アセンブル 1 J ストをプ ij ンタで印字する方法 

本機にフ |J ンタ CE -126 P が接統されて電源が入つているとき、メニュー画面で@と押す 
と画面右下に PR 丨 NT シンポルが点灯します。再度、 d 歴 S ) + @と押すとこのシンボルは消えま 
す。 

PR 丨 NT シンボルが点灯しているときにアセンフルを実行すると、アセンフルリストが印字されま 
す0 


ADD : 

OBJECT : 

LINE NO. 



• 

• 

10 


1000 ： 

1010 1003 ： 

20 


1002:2010 1009: 

30 


1004:1110 100A ： 

40 


1006:6400 0004 ： 

50 


1003: 

000 A : 

60 


1009: 

0014 : 

70 


100H：0000 S 

80 


r ① -+ 

LABEL 

• 

• 

-@- +— 

: ADDRESS | 

90 

― ® —— H 

* 

①アドレス (16 進） 

②オフジエクト C16 進） 

し 1 

_0 1 


③対応するソースフ□グラムのライン No 

し2 

1000 j 

E ) 

@ ラペルテーフル 

A 

10U8 、 



E 

1009 



C 

100 A ， 




アセンフル 1 J ストにはソースフ□ヴラムは印字されません。また、アセンフルエラーが発生したとき 
はエラーが発生した行の前までが印字されます。 201 






4.2 エラーメッセージ 

アセンフルの実行で、ソースフ□グラムにエラーが楼出されると、下表のよラなエラーメッセージか 
表示されます。 

エラーはキーで解除して、 TEXT エディタでソースフ□グラムを修正して<ださい。 


1 エラーの播類 

エラーメッセージ 原 因 

' ォペコードェラー 

OP-CODE ERROR (ライン No ) ライン No で示すブログラム 

の命令コードに睽りがある 

- — - ■ u T m - m _ T | ♦ - - ■■国 一 - -A 


OP-CODE ERROR (0) ソー スフ□クラムがない 

1オペランドエラー 

OPERAND ERROR (ライン No ) ライン No で示すブロクラム 

のオペランドに誤りがある 

卜 一 — ■ ■ ■ -- 一 _ ■ ■■画 ■ ■ ■ — —■ 一 ■ 一 一 - • _ ■ - - _ ■ ^― 

ラベル エラー 

^ - - — - 

LABEL ERROR (ライン No ) ライン No で示すブ□クラム 

のラベルに誤りがある 

メモ 1 J エラー 

MEMORY ERROR (0) 參オフジエクト コードを 記憶 

するメモ 1 J が不足している 

• スタック用メモリが不足し 

ている 

， 

その他のエラー 

OTHER ERROR ブロクラムの先頭に STA 

RT 命令がない。または、 

終わりに END 命令がない 


5,モニタ 


モニタ機能は、仮想針簿機 COMET の各レジスタの内容確認や、オフジエクトコードを表示するこ 
とができます。 

また、レジスタの値の股定•変更や、スフジエクトコードの股定•変更、およびシ5ュレートのため 
のフレークボイントの股定などを行ラことができます。 

モニタ機能はメニュー画面で®キーを抨すことにより、選ぶことができ》す。 

*** CAS し *** 

Assemble Monitor Go 


關 


« MON I TOR » 

Register Object 
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モニタ画面では、次の操作が可能です。 


操作 

機 能 

CB 

レジスタの内容の表示と、レジスタへの値の股定ができます。 

(〇) 

オフジエクトコードと、オフジエクトコードを逆ア tz ンフルした命令の表示ができ 

ます。また、この内容を股定したり、変更した〇できます。 


5. 1 レジスタの内容の表示 

モニタ画面で項]キーを押すとレジスタの内容やフレークポインタの内容が表示されます。 


« MON I TOR » 
Register Object 


GR 0 

2 0000 

0 

GR 1 : 

-0000 

0 

GR 2 : 

^0000 

0 

GR 3 : 

:：0000 

0 


レジスタ 16茲数で 

10茈数で 

内容を表示 

内容を表示 


以降、 CD キーでカーソル（このときのカーソルはコロン （ ： ） の消灯）を下に移動していけば、 GR 4 
以降を画面に呼び出すことができ孝す。 


• 

m 

GR 4 

PC 

FR 

BP 

1 

釭 1巳0巳 6923 

せ1000 4096 

¢0000 0 

SFFFF 65535 

1 


注） GR 4 の®はメモリの使用状®によつて変わ〇裒す。 

CD 1 

PC 

■ \ 

棼1000 4096 


FR 

¢0000 0 


BP 

SFFFF 65535 


巳 C 

#0000 0 

— -- -^ - -- - —— ■ ■ ■■—■ — j 


戻すときは CD キーを押します。なお、 m キーの代わりに ( zi キーを押しても同様に®きます。 
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各レジスタ名は以下のとおりです。 


表 示 

レジスタ名 

機 能 

GR 0 〜 GR 4 

汎用レジスタ 

算術演算と旃理演算に用います。 GR 1 〜 GR 4 は 

指標レジスタとしても用います。また、 GR 4 はス 

タックポインタとしても用います。 

^ - - 

PC 

フ□ブラムカウンタ 

次に実行すべき命令が格納されているアドレスを記 

憶します。 

FR 

フラクレジスタ 

特定の命令を実行した結果が、正、ゼロ、負になる 

と、それぞれ0、1、2にセットされます。 

BP 

ブレークポインタ 

シミュレーションでの実行を制御するために使用し 

BC 

フレークカウンタ 

ます。 


5.2 レジスタに値を設定する方法 

GR 0 〜 GR 4、 PC 、 FR 、 BP 、 巳 C の各レジスタに値を設定することができます。 

値を股定しようとするとレジスタに力ーソル（コロン（： ） の消灯）を移し、値を10進数、16淮数、ラぺ 
ル、文字などで入力して0キーを押せば、レジスタ(こ値が設定されます。 

〈例 >10進数の入力： 123 0 ^007 B 123ガ入力されます。 

16進数の入力： S 007 B 0 3007巳 123が入力されます。 

ラベルの入力：” L 1" 0 ラペル” L 1 ”が定親されているアドレスが入力されます。 
文字の入力 ： * A # 0 A の文字コード 3 0041 65が入力されます。 

股定終了後、@キーでモニタ画面に戾ります。 

レジスタに値を股定するときは、次の点に注意して<ださい。 

① 股定する■は10進数、16進数、ラペル、文字で入力し*す。 

② 負数は先頭に〇キーでフイナスを入力します。 

③ 股定できる値の範囲は一32768〜65535までの整数が可能です。この範囲を超えた値を入力して、 
0キーを押すと、入力前の恒に戾ります。 

④ FR の値は0、1、2しかとれません。0、1、2以外の値が入力されると、他のビットは無 
視されます。ただし、画面には入力した®が表示されます。 

© アセンフル実行後の各レジスタには、以下の値が設定されています。 

GR 0 〜 GR 3 :0 

GR 4 :スフジエクトエ U アの最上位番地+1 

PC :メインフ□グラムの実行開始アドレス 

( START で指定されだラペルのアドレス） 

FR : 0 

巳 P : FFFFC 16 進） 65535(10 進） 

(フレークポインタが設定されていない状態） 

BC ：0 

注） GR 4 はスタックポインタとして最大限に使えるよラに、オフジエクトエ U アの最上位番 
地+1に指定されていますが、この値はモニタ機能で呼び出してフニユアル操作で変更、 
またはフ□グラム上て変更することかてきます。 
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5. 3 オブジェクトコードの表示 

アセンフルの実行によって作成されたスフジエクトフ□ヴラムを表示させることができます。モニタ 
画面で®)キーを押すとスフジエクトフ□グラムが記憶されているときは、アドレス#1 000 が表 
示されます。 


« MON I TOR » 
Register Object 


@ « OBJECT » 

ADDRESS = s 1 000 

メインフ□フラムの開始アドレス 


次に0キーを押すと、スフジエクトエ U アのジ1000番地に紀憶された内容から表示します。 
表示内容は、オフジエクトコードと逆アセンフルしたニモニックです。 


0 

第188目- 

1 000 

1 01 0 

し D 

I 

1 . ^1008 


第 2 SSS • 

1001:1008 




第188目— 

1 002 :2010 

ADD 

1 . 51009 


第288目1 

1 003 : 

1 009 




アドレスオフジエクトオペランド GR アドレス XR 

コード フィールドフィールドフィールド 

^ — - - メ 

ニモニック表示 


以降 UJ キーでカーソル（コロン（： ） の消灯）を移動させていけば、以降のアドレスの内容を見ること 
ができます。また、（3〕キーでアドレスを戾すことがてき家す。 

なお、この場合 [ B の代わりに0キーを使用しても同じ ffii きになります。 

オフジエクトフ□グラムが紀憶されていないときに、モニタ画面で@キーを押した場合はエラーに 
なり “OBJECT ERROE ” が表示されます。 

このときは®キーを押してメニュー画面に戾し、アセンフルを行つて<ださい。 


注）オフジエクトフ□ブラムは、 CASL モードから他のモード （ TEXT 、 RUN ) へ切り替わ 
つたときに消去されます。 

したがつて、他のモードか & CASL モードに切り替えたときは、再度アセンフルを行つて 
<ださい。 
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5.4 特定のアドレスに記憶されだ内容の表示 


メインフ□グラムの開始アドレスを表示している画面で、表示させたいアドレスを10進数、16進数、 
またはラペルで入力し、0キーを押すと入力したアドレスの内容が表示されます。 

入力したアドレスが偶数のときは、偶数番地を命令語の第1語目、次の番地を第2語目とみなして、 
逆アセンフルします。入力したアドレスが奇数の場合は、奇数番地を命令語の第1語目、偶数番地を 
第2語目とみなしますので注意して<ださい。 

« OBJECT » 
ADDRESS = S 1000 


006 0 

1006 6400 JMP 

#0004 


1007:0004 



1 008: 000 A * 



1009:0014 



@キーを}甲せば、モニタ画面に戾ります。 

注1 ) 逆： P センフルした結果、ニモニックで表示する内容がない場合は*フークを表示します。 

なお、オフジエクトフ□グラムがないアドレスは、0000 * 表示になります。 

注 2) 入力できるアドレスは：；1000から、アセンフル終了時に GR 4 に入つているアドレス 
一1の範囲です。 

5. 5オブジェクトコードの書き換え 

カーソル（コロン（： ） の消灯）を塞き換えたいアドレスへ移し、10進数、16進数、ラペル、文字でオフ 
ジエクトコードまたは、それに相当する内容を入力することにより、オフジエクトコードを塞き換え 
ることができます。 

また、アセンフラの命令語も入力することができます。 

*10 進数、16進数、ラペル、文字での入力の形式は204ページの••レジスタに値を股定する方法”を參 
照して < ださい。 
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〈例〉アドレス S 1 000のオフジエクトコードをせ1210に塞き換えます0 
アドレス#1000にカーソルを移して<ださい。 


1000 1010 LD 1 . #1008 
1 001:1008 

1 002:2010 ADD 1 . ¢1 009 
1 003:1009 


#1210 1000 1010 # 1210 _ 

1001:1008 

1002:2010 ADD 1 . »1009 
1003:1009 


0 1000 1210 LEA 1.^1 008 

1001:1008 

オフジエクトコードが窿き換えられ 1002:2010 ADD 1 . itl 009 

ニモニックも変わります。 1003:1009 


統いてア tz ンフラの命令語を入力して■き換えます（元に戾し字す）。 

LD 画1, JM 008 1000 1210 LD 1 . # 1 008_ 

1001:1008 

1002:2010 ADD 1 . 009 
1003:1009 


® 1000 1010 LD 1 . #1008 

1001:1008 
1002:2010 ADD 
1003:1009 


1.^1 009 










6. シミュレータ 


オフジエクトフロフラムを実行する機能です。 

メニュー画面で©キーを押すと、オフジエクトフ□ヴラムの実行処理に移 1 0ます。 

I 

I *** CASL *** 

Assemble Monitor Go 


( G ) くく SIMULATION » 

START ADDRESS =#1 000 

実行開始アドレス 


実行開始アドレスは、 START 命令で指定されたアドレスか表示されます。 START 命令で実行 
開始アドレスが指定されていないときは、自動的に#1000が実行開始アドレスになります。 


表示されている実行開始アドレスを変更する場合は、上記のアドレス表示状態で、変更したいアドレ 
スを10進数、16進数、またはラペルで入力します。 


次に m キーを押せば、実行方法選択画面になります。 


1 « 

SI MU し AT ION » 

START 

ADDRESS =#1 000 

Norm 

al Trace 

—-- 1 


実行方法選択画面では、次の操作が可能です。 


操作 

1 --- 

機 能 

一-- - 

1 ® 

ノーマル実行 

■ _ — - 

[T] 

トレース実行 


6. 1 ノーマル 実行 

実行方法選択画面で®キーを押せば、設定されだ実行開始アドレスからフ□ブラムの実行を開始し 
ます。 

EX I T 命令か実行されると、メニュー画面に戻り孝す。 
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ノ—フル実行中、次の場合にフログラムの実行を停止して、停止したアドレスを表示します。 

參フレークポインタ （ BP ) か設定されていて、ブ□グラムカウンタ （ PC ) の値がフレークボイン 
夕の値と一致した場合。この場合、フレークポインタが設定されているアドレスの命令は実行 
されていません。 

• @キーが押された場合。この場合、フ□ブラムカウンタに停止（フレーク）したときのアドレ 
スガ入つているので、0キーを押せばフ□ヴラムの継続実行ができます。まだ、@や® 
キーでメニュー画面に戾してから、再び実行操作をしても継続実行できます。 

• * 命令を実行した場合 

* 命令により停止し、レジスタ内容などが表示されているときに、キーを押すと、 * 
命令をスキッフし、次の命令を実行し茳す。 

* 命令（第一語目が S 00 XX 、 第二語目が:： XXXX の命令語）を実行した場合、フ□ブラム 
カウンタには第一語目のアドレスが入つています。したがつて®キーでフ□グラムを中断し 
た後、 X フジエクトの修正、または実行アドレスの修正を行わすにフ□グラムを再実行させま 
すと、再度同じアドレスでフ□グラムが停止します。このよラな場合、命令語、または実行ア 
ドレスを修正した後、フ□グラムを実行して<ださい。 

画面右下に PR 丨 NT シンボルガ点灯しているときは、〇 UT 命令による結果がフ 1 J ンタで印 
字され*す。 


6. 2 トレース実行 

実行方法選択画面で®キーを押せば、表示されている実行開始アドレスからフ□グラムのトレース 
実行が開始されます。トレース実行中は1命令実行ごとに、実行結果 （ GR 0 〜 GR 4、 PC 、 FR の 
内容）を表示して停止します。ここで表示される PC の®は命令実行後の PC の値、つまり次に実行す 
る番地です。 

次に m を押すと、次の命令を実行して停止します。 


[T1 


0 


« SIMULATION » 
START ADDRESS =^1 000 

Normal r r a c e 


1000: GR 0 

0000 

GR 4 : 

1巳0巳 

GR 1 

000 A 

PC : 

1 002 

GR 2 

0000 

FR : 

0000 

GR 3 

0000 

<し D > 



1 002 : 


GR 0 :0000 
GR 1 :001 E 
GR 2 :0000 
GR 3 :0000 


GR 4 :1巳0巳 
PC :1004 
FR :0000 
< ADD > 


実行した命令 
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メニュー画面でキーを押し 、 PR I NT シンボルが点灯しているときは、以下のフ 
オー▽ツトで実行結果が (16 進数で）印字されます。 


ADD : GP0 GP1 GR2 GP3 

1000:0000 000 A 0000 0000 

1002:0000 001 E 0000 0000 

100420000 001 E 0000 0000 

1006:0綱 001 E 0000 0000 
■•① 一+ ② -+■ ③ + ④_ + ⑤ 一 H 


① アドレス 

② GR 0 

③ GR 1 

④ GR 2 
© GR 3 


6. 3シミ ユレー シヨンでの エラー 

シミユレーシヨンでは、次のエラーが発生することかあります。 
エラーは@キーで解除して<ださい。 


\ エラーメッセージ 

^―^― — ^― ■ ■ ■ ■ ■— 

原 因 

OBJECT ERROR 

オフジエクトフ□クラムがない 

* MEM * 

* ERR * 

卜^"™丨. 

♦ JMP 命令などで使用可能な領域を超えたアドレスへのジャン 

ブが行なわれた。 

♦使用可能な領域を超えて、デー9の□ードやセーフをしようとした。 

*OPR * 

* ERR * 

〇 U T 命令で出力文字を97文字以上にした。 
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7. CAS L 実行例 


次のフログラムは 5 個のデータの総和を求めるフ□ブラムです。 

データは、ライン No 130 〜170に定義されています。また、ライン Nq 120 で総和を格納する領域を確保し、 
ライン No 90 でその領域に総和を収納してい家す。 


1 0 EXAM 

20 BGN 

START 

LEA 

GR 0. 0 

( GR 0 をク 1 J アする） 

30 

LEA 

GR 1.0 

( GR 1 をク 1 J アする） 

40 

JMP 

AGN 1 

(無条件に AGN 1へジャンフする） 

50 AGN 

ADD 

GR 0. DAT . GR 1 

(指欉レジスタ ( GR 1) を利用してデータを 

60 

LEA 

GR 1.1. GR 1 

順番に GR 0 ペ加势する） 

( GR 1 の内容に1を加えて、結果を GR 1 に 

70 AGN 1 

CPA 

GR 1 .N 

入れる） 

( GR 1 の内容と N 番地の内容とを大小比較 

80 

JM 1 

AGN 

する） 

(FR の値が“負”を示していれば AGN へジ 

90 

ST 

GR 0. TTL 

ャンフする） 

( GR 0 の内容を TTL 番地へ格納する） 

1 00 

EXIT 


(フ□グラムの実行終了） 

11 0 N 

DC 

5 


1 20 TTL 

DS 

1 

(結果を格納するためのエ 1 J アを確保する） 

1 30 DAT 

DC 

$000〇 


140 

DC 

«07 F 3 


150 

DC 

#0231 

サンフルデータ 

160 

DC 

#0009 


170 

DC 

U 000 F 


180 

END 


(フ□グラム終了） 


このフ□グラムを TEXT モードで入力し、 CASL モードでアセンフルして<ださい。 


7. 1 オブジェクトコードの内容確認 

以下の手順に從つて、モニタ機能によつオフジエクトコードの内容を確認します。 


操 作 

表 示 


* * * CASL * * * 

Assemble Monitor Go 

阃 

« MONITOR » 

Register Object 

1 © 

« OBJECT » j 

ADDRESS =#1 000 
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m 作 

^ a 

表 

1 000 1200 

1 001:0000 

1 002 *.1210 

1 003 :0000 

LEA 

LEA 

示 

0, ¢0000 

1. #0000 

CD 

♦ 

• 

1004:6400 

1005:100A 

JMP 

- 1 00 A 

• 

1006 : 2001 

1007 ： 1014 

ADD 

0. 014.1 


1 008 11211 

1009 :0001 

LEA 

1.^0001.1 


100A :4010 

100 巳 ：1012 

CPA 

1.si 012 


1 00C ：6100 

1 00D :1006 

JM 1 

si 006 


1 00E ：1100 

1 00F ：1013 

ST 

0. 013 


1010：6400 

JMP 

2 0004 


1011： 0004 
1012:0005 * 

1013： 0000 
1 014 ： 000C * 

1015 ： 07F3 



1016：0231 * * ホ ** 

1 017：0009 
1018 ： 000F * 

1019：0000 

« MON I TOR » 

Register Object 
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7. 2 ノーマル 実行 

次にソースフ□グラムのライン No 80 JM I AGN にフレークボイントを設定して、フ□ヴラ 
ムの実行結果を調べることにします。 

前項の方法でスフジエクトコードを調べると、この命令はアドレス#1 00 C に格納されていること 
がわかります。 

操作 表 

* * * CAS し 
Assemble M 〇 n I 
® « MON I TOR 

Register Ob 
(B GR 0 : 1 0000 0 

GR 1 :#0000 0 
GR 2 :せ0000 0 
GR 3：2 t 0000 0 

QD 


CD^ BP _^F F F F 65535 

せ 100C BP SFFFF 00C 
0 BP 忿 100C 4108 

CE 巳 C 念 0000 0 

2 0 巳 C 50002 2 
@@ * * * CAS し 

Assemble Mon I tor Go 

® S « SIMULATION » 実行方法選択画面にします。 

START ADDRESS=»1 000 
Normal Trace 

® 100C: GR0 : 000C GR4 ： 1AA5 ノーフル実行をします。 

* * GR1 :0001 PC :1 00C #1 00C 番地でフレークがか 

*STP* GR2 :0000 FR :0002 かり、レジスタの内容を表示し 

* * GR3 :0000 <JM I> ます。 GR0 にデータ #000 

C が加えられ、 GR1 (カウン 
夕）には 1 が入つています。 

® 100C: GR0 : 07FF GR4 :1 AA5 実行が再開され、次のデータ 

* * GR1 :0002 PC :1 00C ( 釭 07F3) を GR0 に加え、 

*STP* GR2 :0000 FR :0002 GR1 は 2 にな *0 ます。 

* * GR3 :0000 _<JM I> — !_ 

画 ® *** CAS し *** 

Assemble Monitor Go 


示 説明 

本♦本 

tor Go 

■■ ■ ■ 国 ■ 1 11 — ■ ■ + ——■ 

» モニタ機能を選びます。 

j e c t 

レジスタの内容を呼び出し、力 
—ソル(コロン（： ） の消灯）をフ 
レークポインタレジスタへ移し 
ます。 

フレークボインタは股定されて 
いません。 

_ _フレークポインタをアドレス# 

1 00C に股定します。 
フレークカウンタを2に股定し 
ます。 

* * * メニュー画面に戻します。 
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操作 

表 示 

脱 明 

圃® 1 

GR 0 #07 FF 2047 

GR 1 :#0002 2 

GR 2 :#0000 0 

GR 3 :コ0000 0 

モニタでレジスタを呼び出しま 

す。 1 

CD 

争 

• 

1 m 彳 

4 S : 

巳 C 50000 0 

カーソルをフレークカウンタべ 
移します。 1 

^― — ^^― ——— ^―^― — ^ 

巳 C #0004 4 

4を股定します。 


' - - — - —— 飞 

*** CAS し *** 

Assemble Monitor Go 

メニュー画面に戻します。 


« SI MU し AT ION » 

START ADDRESS = S 100 C 

Normal Trace 

実行方法選択画面にします。 

実行開始アドレスは先程、停止 

したアドレスになつています。 


100 C : GR 0 : 0 A 48 GR 4 : 1 AA 5 

* * GR 1 :0005 PC :1 00 C 

* STP * GR 2 :0000 FR :0001 

* * GR 3 :0000 < JM 1> 

ノーマル実行をします。 

先に停止した状態からの継続実 

行になります。 

G R 0 には5個のデータの合8十 

が入つています。 


L _ ■ — — ■ ■_ L -T -- - - - - - — — - J 

メー ュー 画面に戻します。 


注 1) フ□グラムカウンタ （ PC ) とフレークボインタ （ BP ) の植が一致したときに、フレークカウン 
夕（巳 C ) の値が0または1であればフ□グラムの実行を停止し、フレークカウンタの値を0に 
します。フレークカウンタの値が0または1以外のときは、フレークカウンタから1を減じて、 
フ□グラムを統行します。 

注 2) スタートアドレスとフレークポインタ（巳 P ) の値が等しいとき、フレークカウンタ（巳 C ) の値 
が0であればフ□グラムを続行し、次にフ□グラムカウンタとフレークカウンタの値が一致し 
たときに停止します。 

また、フレークカウンタの値が1であれば、何も実行せすに停止し、フレークカウンタの值を 
0にします。フレークカウンタの値が0および1以外のときは、ただちに1を減じてフ□ヴラ 
乙を続行し家す。 


7. 3 ブレーク ポインタの解除 

設定したフレークボインタの解除は、次の2通りの方法で行えます。 

① アセンフルの再実行 

② フレークポインタの設定時と同じよラに、メニュー画面より 

®®〔 D …と操作して、 BP レジスタを表示させます。次に一10とキーを押すことによ 
り解除できます。 

® キーてメニュー画面に戾し孝す。 
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7. 4 トレース実行 

同じフ□ブラムをトレース実行してみ家しょ"5。 • 

フレークボインタは解除して<ださい。なお、次の例はアセンフル実行直後の例を示しています。 

操作 表 示 説明 

" ■ ■■ • ■■国一 - 

* * * CAS し * * * 

Assemble Monitor Go 
®0 « SI MU し AT ION » r 

START ADDRESS = S 1 000 



Normal T r 

- I — ■■ ■ ― - ■ __ ■ ■ _ _ 圓 

ace 



® 

1 000 •• GR0 ： 0000 

GR4 

—1 AA5 

トレースモードで実行を開始し 


GR1 :0000 

PC 

1 002 

ます。 


GR2 :0000 

FR 

0001 

LEA 0. 0 で GR0 をりセ 


GR3 :0000 

< し EA> 

ツ トします。 

0 

1002: GR0 :0000 

GR4 

1 AA5 

LEA 1 . 0 で GR1 を 1 J セ 


GR1 :0000 

PC 

1 004 

| ツ トします。 


GR2 :0000 

FR 

0001 



GR3 :0000 

< し EA> 


s 

11004: GR0 : 0000 

GR4 : 1AA5 

JMP AGN1 に無条件に ジ 


GR1 :0000 

PC 

: 1 00A 

ヤンフします。 PC の値を見れ 


GR2 :0000 

FR 

:0001 

ば 1 00A 番地であることがわ 


GR3 :0000 

<JMP> 

かります。 

a 

!1 00A : GR0 : 0000 

GR4 

1 AA5 

CPA 1 .N で GR1 の内容 


GR1 :0000 

PC 

1 00 C 

と N 番地の内容を比鮫します。 


GR2 :0000 

FR 

0002 



GR3 : 0000 

<CPA> 


a 

1 1 00 C : GR 0： 0000 

GR4 

1 AA5 

JM 1 AGN で FR が 2 のと ； 


GR1 :0000 

PC 

1 006 

きは AGN アドレスへジャンブ 


GR2 :0000 

FR 

0002 

します。 


GR3 :0000 

<JM 1 

> 


S 

1 1006: GR0 : 000C 

GR4 

1 AA5 

ADD 0. DAT. 1 で指標 


GR1 : 0000 

PC 

1 008 

レジスタ （ GR1 ) を利用してデ 


GR2 : 0000 

FR 

0000 

一夕を GR0 に加算します。 


GR3 : 0000 

<ADD> 


S 

1008 : GR0 : 000C 

GR4 : 

1 AA5 

GR1C1 を加算します。 


GR1 : 0001 

PC : 100A 



GR2 : 0000 

FR : 

0000 



GR3 : 0000 

< し EA> 
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操 作 


表 

示 


説 明 

a 

1 00 A 

: GR 07000 C 

GR 4 : 

1 A A 5 

以降、同様な動作がデータ数分 




GR 1 :0001 

PC : 

1 00 C 

<*0返されます。 




GR 2 :0000 

FR : 

0002 





GR 3 :0000 

< CPA > 


G 

3 

1 00 A 

: GR 0 : 0 A 48 

GR 4 : 

1 AA 5 





GR 1 :0005 

PC : 

1 00 C 





GR 2 :0000 

FR : 

0001 





GR 3 :0000 

< CPA > 



1 00 C 

: GR 0 : 0 A 48 

GR 4 : 

1 A A 5 

CPA 1 . N で FR が1とな 




GR 1 :0005 

PC 

1 00 E 

つたため、ジャンブせすに次の 




GR 2 :0000 

FR 

0001 

命令を実行します。 




GR 3 :0000 

<JM 

1 > 


(3 

1 00 E 

: GR 0 : 0 A 48 

GR 4 

1 A A 5 

ST 0. TTL で GR 0 の値 




GR 1 :0005 

PC 

1 01 0 

を番地 TTL へ格納します。 




GR 2 :0000 

FR 

0001 





GR 3 :0000 

< ST > 


，回— 

1010 

: GR 0 : 0 A 48 

GR 4 

1 AA 5 

EX 1 T 命令によ0実行を停止 




GR 1 :0005 

PC 

0004 

します。 （ EX 丨 T 処理ルーチン 




GR 2 :0000 

FR 

0001 

へジャンプ） 




GR 3 :0000 

< JMP > 


s 

♦ 1 ——— " Ml 

— - - — 

* * * CAS し * * 

* 

メニュー画面にちどります。 



As 

s e m b 1 e M o 

n i t o 

r Go 









7. 5 空欄穴埋め問題の実行例 

前の例題でフ□ブラムライン nq 6 〇か空襴穴埋め問題となつていた場合、下の例のよラに6〇ライン 
に*を入力し S す。 


10FXAM 

START 


20BGN 

し EA 

GR 0，0 

30 

し EA 

GR1，0 

40 

JMP 

AGN1 

50hGN 

1 

_ 

GP0,DAT,GR 

1 

60 

し EA 

1 « 116 R 1 

70AGN1 

CPA 

G9\nH 

80 

,TMI 

AGN 

90 

ST 

GP0,TTL 

100 

EXIT 


110N 

DC 

5 

120TTL 

ns 

1 

13011 AT 

DC 

2000 C 

140 

DC 

207F3 

150 

DC 

20251 

160 

DC 

20009 

170 

DC 

111900 F 

130 

END 



10EXAM 

STC.PT 


20BGN 

し EA 

Gf?0,0 

30 

し EA 

GR 1，0 

40 

JMP 

wGNl 

50AGN 

1 

晒 

GR0 ， DmT ，GR 

i 

60 

本 


70A6N1 

CPA 

GR1»N 

30 

JMI 

AGN 

90 

ST 

GR0,TTL 

100 

EXIT 


110N 

DC 

5 

120TTL 

DS 

1 

130DAT 

DC 

3000C 

140 

DC 

207F3 

150 

DC 

29231 

160 

DC 

3 0009 

170 

DC 

2000F 

180 

END 



このフ□グラムをア t ンフルするとライン No 6 〇に対応する:^フジエクトコードが 
0000 ^0000”になります。 


ADD : OBJECT 

LINE NO. 


10 

1000 ：1 200 0000 

20 

100 2： 1210 0000 

30 

1004:6400 100A 

40 

1006:2001 1014 

50 

1003:0000 0_ 

60 

100A：4010 1012 

70 

100C: 6100 1006 

80 

100E： 1100 1013 

90 

1010S6400 0004 

100 

1012:0005 

110 

1013:0000 

120 

1014 ： 000C 

130 

1015 ： 07F3 

140 

1016:0251 

150 

1017：0009 

160 

1013 ： 000F 

170 


130 


このフロブラムを実行すると、：：1008番地でフ□ブラムの実行を停止しますので、レジスタの値 
を確認することができます。まだ、モニタ機能を使って、オフジエクトの確認や修正をすることがで 
ぎます。 
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操 作 

- ■ ■ ■ ■ ■ ■一- - ▼ 

表 示 

脱 明 


ホ** CAS し * * * 
Assemble Monitor Go 


® a 

« SI MU し AT ION » 
START ADDRESSU 000 

Normal Trace 

• - | -- 



1008: GR 0 : 000 C GR 4 :1 AAC 

* * GR 1 :0000 PC :1008 

* STP * GR 2 :0000 FR :0000 

* * GR 3 :0000 <*> j 

* 命令があるとフログ 

ラムの実行を停止しま 

す。 


1008: GR 0 :0018 GR 4 :1 AAC 

* * GR 1 :0000 PC :1 008 
* STP * GR 2 :0000 FR :0000 

* * GR 3 :0000 <*> 

注1 ) 

注 2) 

(®1® 

* * * CASL * * * 

Assemble Monitor Go 


圓® 

1 « OBJECT » 

アドレス# 1 008の 


1008 ADDRESS =»1 008. オフジエクトフ□クラ 

j g 1008 0000 * ムを呼び出します。 

i 1009:0000 

1 00 A :4010 CPA 1 .si 012 
, !100巳 11012 

LEA GR 1. 1008 0000 LEA GR 1• 1 • GR 1 一空攔の答えを入力しま 


1. GR 1 

1009 : 0000 

100 A : 4010 CPA 1.#1012 

100 巳 11012 

す。 

1 ■ ^―^―^― ■ ■ ■ ■イ 

® : 

10081211 LEA 1. #0001 .1 

1009 :0001 

1 00 A : 401 0 CPA 1 .iJI 012 

100 B ：1012 

アセンブルし、ォフジ 

エクトが生成されます。 

In -- — ^ 

(®)®[ G ) 

rBGN ^_ 

1® 

« SI MU し AT ION » 
START ADDRESS =" BGN ン 
« SI MU し AT ION » 

START ADDRESS =«1 000 

Normal Trace 

もラー度初めからブロ 

グラムを実行します。 

’® 

*** CAS し *** 

Assemble Monitor Go 

終了するとメー ユー 画 

面に戻ります。 

: ■©■• TTL " 

S 

^ 一^^— —■ ■ ■ ■ ■ ■ i ■ ■ -■■■■- ■ ■— ■■麵 ■ ^™— ■ - ■ ■» 

1013 0 A 48 * ホ*** 

1014：000 C 

1015：07 F 3 * * * * * 

1016 :0231 

注 3) 


注 1) シ5ユレーシヨンで*命令を実行し、フ□グラムが停止しているときに L ；!] キーを押すと、次 
の命令から実行を開始します。実行後、 * 命令があると再び停止します。 


注 2) この時点で GR 0 には S 07 FF 、 GR 1 にはゴ0001ガ入つているべきですか、値が巽な 
つていることがわかります。 
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注 3) 合計を確認すると正しい値が入つています。つまり、空瀾に入れた答えが正しいことがわかり 
ます。この時点では、ォフジエクトコードは変更されていますか、ソースフ□グラムは変更さ 
れていません。 


8. メモ iJ 領域 


ソースフ□グラム、スフジエクトフ□グラムはそれぞれ下囡の領域に格納され字す。 


機械語 エリア 

(本«の CPU によって動作する檐械語) 

ファイルエリア 
(ブ□ク•ラムファイル） 

TEXTILE 

(ソースブ□クラム） 

•曹曹籲拳春讀参春籲鲁 _ ■秦參雄泰争籲鑄夢隹•鑛參雄•舞争•會擊讀參癱雒離鲁 ■ m 

巳 AS IC フ□クラムエリア 
CAS し 

(ォフジエクトブ□クラム） 


BAS IC 変数 


この囡の領域は本機のメモリ上に常に存在しているわけでは 
ありません。機械語の領域以外は、使用したときに自動的に 
確保されます。 


8.1 格納できるステップ数の計算方法 

ソースフ□フラム入力後、巳 AS 丨 C の RUN モードにして FRE ( Z 1 と押すと、オフジエクトコー 
ドの格納可能な領域の大きさがバイトの单位の数値で表示されます。 

オフジエクトコードは1ステツフ16ビツト （2 バイト）であるため、この領域に格納できるステッフ数 
は次式で St 筠できます。 


, NT ( ERE — ラベル数 X8 — 4 ) 

ただし、丨 NT はカッコ内の St 箄結栗の整数部を値とし*す。この針箄式で求めた值にはスタックエ 
U アも含まれています。スタックエリアが31ステッフ以下になるとエラーになります。 


〈例〉 


L1 

START 

し 2 


し 2 

し D 

GR1. 

A 


ADD 

GR1. 

巳 


ST 

GR1. 

C 


EXIT 



A 

DC 

10 


巳 

DC 

20 


C 

DS 

1 



END 




このフ□グラムの場合、オフジエクトサイスは 
7ステツフとなります。 
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9 .仮想計算機 COMET との相異点 

本機は通産省の設定している仮想計算機 COME 丁と、そのアセンフラ言語の仕様に以下の相異点が 
あります。 


( i)START 命令 

ラペルが省略できます。まだ、スペランドが省略された場合、 s 1000番地からフ□グラムを 
実行します。 

(2 JDC 命令 

オペランドが10進定数で一32768〜65535の範囲にないときは、アセンフルするとエラーになりま 
す。 

(3)1 N 命令 (CALL 20000) 

| N 命令を実行すると、画面に* *9” が表示され、キーからの入力か可能になります。このとき、 
CD キーの入力があると、入力文字長に一1(:: FFFF ) を股定します。 

この機能は、入力装臛としてカード 1 J ーダを想定したときに利用すると便利です。 

(4>〇 U T 命令 （C A L L ^ 0002) 

〇 UT 命令を実行すると 、 PR I NT シンボルが点灯しているときは印字し、点灯していないと 
きは画面に表示し家す。 

出力文字数が97文字以上のときはエラーになり浅す。 


⑸ WR 丨 TE 命令 （CALL #0006) 

WRITE 命令を実行すると COMET のレジスタ内の内容を表示し、フ□ヴラムの実行を停止 
します。このとき (3 キーを押せばフ□グラムの実行を統行します。 

(6) 複数ブ□ブラムの連結 

本機には、別/?に： P センフルして作成したスフジエクトフ□グラムを連結する“リンカ”の機能は 
ありません。このよラな動作をさせたいときは、涸々に START 命令と END 命令で囲んだ複 
数のフ□グラムを一度にア t ンフルして<ださい。なお、アセンフルするとき、他のフ□グラム 
のラペルと同じものがあるとエラーになります。 
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第 7 章機械語モニタ 


フ□グラム S 語は用途により色々な欞頌があり浅す。本機では、高級言語である BAS IC と機械語 
が使用できるよラになつてい5す。 

BAS IC は英語に近い形で使いやすい言語ですか、処理スピードの点では硪械語に劣ります。一方 
機械語は人間にとっては、非常にわかりに<い言語ですが、色々なことができ、コンビュータの機能 
を最大限に活用することができます。 

本機はこの機械語を使用するために機械語モニタ機能が内礅されています。 

機械語モニタは、従来のボケットコンピュータでは巳 AS IC 命令の PEEK 、 POKE、CALL 
を使用しなければならなかった機械語の入出力や実行を險串な命令だけで取り扱えるよラにしたシス 
テムフ□グラムです。 

なお本機は CPU (シーピーユー：中央演势処理装 M ) に、漫れた8ビット CPU として広くバソコン 
等で利用されている Z 80( CM 0 S Z 80 A 相当品）を使用してい孝す。 

Z 8 〇は人気のある CPU であり、入門書等の関連霱路が SS に市販されていますので、 Z 8 〇機械 
語についてはそれらの*箱をご参照<ださい。 

本章では機械語モニタの各命令（コフンド）の慟きについて脱明し孝す。 


221 



1. 機械語モニタを使ラ上でのきまり 


機械語モニタは機械語モニタモードで 
使います。巳 AS 丨 C モード （RUN 
または PR 〇モード）で MON 0 と 
押せば、機械語モニタモードに切 1 〇替 


MACHINE LANGUAGE MON I TOR 


わり、右のよラに表示されます。 

(ノ X スワードが設定されているときは、機械語モニタモードにすることはできません。） 

* 纪号は機械語モニタモードのフロンフト纪号です。 

コマンド（命令）は必すこのフロンフト纪号の後に鼉き、アドレス（番地）やデータの指定が必要な場合 
は、コフンドに続けて指定します。そして (3 キーを押し、実行させます。 

〈例〉 


r コフンド（命令） 

( テータの区切0 

D0100. 01 FF S 

— t— ~~~ r 


データ（アドレス） 


フ□ンフト K 号 


* アドレスおよびデータの指定は 16 進数で行います。 

參アドレスおよびデータの区切りはコンフ（， ） で指定し浅す。 

參アドレスおよひ•データの指定に0〜 F の16進数字とコン▽以外を入れるとエラー （SYNTAX 
ERR 〇 R ) になり*す。 

籲機械語モニタモードは、@、@キーの操作および電源を切ることで解除されます。 

ご注意 

① 機械語は大変難解なためフ□ヴラム作成において誤りが発生しやす<なります。このため、実 
行させますと機械語フ□グラム、巳 AS 丨 C フロヴラムおよびデータなど 8+辑 機が紀憶してい 
る内容を壞してしまラ恐れがあります。したがつて、巳 AS 丨 C フ□グラム等はカセツトテ ー 
ブに纪録しておいて<ださい。また、機械語フ□ブラムも実行する前に 、 CSAVE M 命令 
(巳 AS 丨 C の命令）でテーフに記録しておくことをお勧めします。 

② 機械語モニタ機能で、機械語エ 1 J ア （ USER コフンドで確保したエリア）以外のアドレスを使 
用しますと、巳 AS 丨 C フ□グラムや TEXT フ□グラムなど、他の纪憶内容を壊した 1 0、正 
しい動作をしないことがありますので、確保した機械語ェ 1 J アのみを使用してください。 
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2. 機械語モニタの各命令の説明 


*USER …… ューザー ェリァ 

機能機械語エ 1 J アの確保および確保したエ 1 J アの表示を行い家す。 

塞 式例⑴ USER 01 FF 0 

(2) USER ® 

(3) USER 00 FF (ZI 

锐明 式例⑴を実行するとメモ iJ の01 00 H 番地（開始番地）から01 FFH 番地（終了番地) 

までを機械語エリアとして確保します。開始番地は自動的に01 00 H 番地になります。 

* USER 01 FF 

確保した範囲 • FREE :0100一01 FF 

氺 


• 塞式例 (2) を実行すると、現在確保されている機械語エリアの番地を表示します。 

♦ USER 

FREE :0100—01 FF 

* 

機械語エ | J アか確保されていないときは “ FREE : NOT RESERVED " と表示さ 
れ家す。 

•塞式例 (3) を実行すると、機械語エリアを消去します。そして、次の表示をします。 

USER 00 FF 0 

“FREE : NOT RESERVED " 

春確保できない範囲（機械語エ 1 J アとして使用できない範囲）を指定するとエラー （ MEM 〇 
RY ERR 〇 R ) になり*す。 


*S. セツトメモ 1 J 


機能メモ U の内容を塞き換えます。 

S 式例⑴ S 01000 

(2) S0 

説明 ♦塞式例⑴を実行すると、01 00 H 番地（開始番地）の現在のメモリ内容が表示され、変更 

するデータの入力待ちになります。 


* S 01 00 

0100 : 1 0 — 

T 

現在のメモ 1 J 内容 


♦データを変更するときは、1バイトデータ （2 桁の16進の数字）を入力し、0キーを押し 
ます。データが変更され、次のアドレス（番地）のデータ入力待ちになります。 
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データを変更しない場合は、データを入力せすに®キーを押します。そのまま次のアド 
レスのデータ入力待ちになります。 

參データは 2桁以上入力できません。入力途中の値を取り消すときは (3 キーまたは@キ 
一を押します。 

♦ CB キーで、次のアドレスを呼び出すことができます。また GD キーで前のアドレスを呼 
び出すことができます。 

參盡式 例 (2) を実行すると、以前の s コマンドで表示していた次のアドレスのメモリ内容が呼 
び出されます。 

• @キーを押せばコフンド（命令）待ちの状態に戾り家す。 

〈例〉次のオフジエクトフ□グラムを01 00 H 番地から塞き込みます。 


<ォフジエクトプ□ブラム〉 


3 E 

01 


18 

04 


3 A 

0 F 

01 

3 C 



32 

0 F 

01 


C 9 


=參考=上纪オフジエクトフ□ブラムのソースフ□グラムを示します。 


〈ソースブ□クラム〉 


ST : 


LD A . 01 H 

JR ST 

LD A . (01 0 FH ) 
I NC A 

LD (01 0 FH)，A 

RET 


— A レジスタに 01 H を入れる 


• ラベル ST の*地へジャンフ 


• A レジスタに01 0 FH * 地の内容を入れる 
— A レジスタの内容に1を加鏵する 


- A レジスタの内容を01 0 FH 番地へ入れる 


—リターン 


機械語フ□グラムは、通常アセンフラ言語でソースフ□グラムを作成し、それをハンド 
アセンフル（手操作によりスフジエクトコードへ B き換えること）します。そして、 S コ 
フンドを利用して 8 t 资俄に塞き込みます。 

注）本機には、 Z 80 のソースフ□ク*ラムをオフジエクトフ□グラムにアセンフルする機 
能はありません。 


く操 作〉 

USER 01 FF 0 

S 01 00® 
3 E 0 
01 S 
18 ® 

04 m 


〈表 示〉 


* USER 01 FF 

FREE :0100—01 FF 

* S 0100 

0100:1 0- 3 E 

0101 : 1 2-01 

0102: 00-18 

0103:00—04 


01 00 H 番地から01 
FFH 番地までを機械語 
エリアとして確保（余裕 
のある大きさです） 





3 A ® 

0104:01 -3 A 

0 F 0 

0105:1 0-0 F 

01 0 

0106: 50-01 

3 C 0 

0107:43— 3 C 

32® 

0108: 2 D -32 

0 F 0 

0109:47— 0 F 

01 a 

01 0 A :38—01 

C 9 0 

010巳： 30— C 9 

| hm | 

01 0 C ：31 - 

ホ ーー 


ここには以前の内容か表示さ n るため、このとおりの数 ei こなるとは限〇莩せん。 


*D . ダンブメモリ 

機能メモ ij の内容を表示させ孝す。 

塞式例⑴ D01 00 CZ ) 

(2) D® 

(3) D 01 00. 01 FF 0 

税明 ♦塞式例⑴を実行すると、01 00 H 番地（開始番地）から16バイト分のメモ 1 J の内容 （01 

00 H 〜01 0 FH 番地の内容）が表示され字す。（フ 1 J ントモードでは、印字をします。) 

〈表示例〉 


16バイト筚位の先朗アドレス 

チェックサム 


01 00 

(1 D ) 


3 E 

3 A 

32 

31 


01 

0 F 

0 F 

00 


18 

01 

01 

00 


04 

3 C 

C 9 

00 


> 


. < 


2 


各データを: P スキーコー K とした場合の該当 
文字を表示し家す。ただし、 00 H 〜1 FH 
のデータはビ 1 J スド （•） で*示され茂す。 


• アドレス（番地）の区分は規定 （x x X 0 H 〜 x x x F H 番地(こ規定）されていて、その区分 
内であればどのアドレスを指定してち同じになり莩す。たとえば01 04 H 番地を指定し 
た場合、01 04 H 番地を含む16バイト、つまり01 00 H 〜01 0 FH 番地を指定した 
ことになります。 

♦ CD キーを押せば、次の16バイト分のメモ 1 J 内容か表示されます。 CB キーを押せば、前 
の16バイト分のメモ 1 J 内容が表示されます。 

♦書式例 (2) を実行すると、以前に D コフンドで表示していた続きを表示します。 

♦塞式例 (3) を実行すると、フリントモード時は01 00 H (開始番地)〜01 FFH (終了番 
地）のメモ 1 J 内容を印字し孝す。印字か終了すれば、コフンド待ちの状態に戾ります。 

ブ 1 J ントモードでないときは、01 00 H 番地（開始番地）か£>16バイト分のメモ 1 J の内容 
を表示します。（この場合、終了番地の指定は意味がな<なります。） 


• フ 1 J ントモードの指定/解除は、次項の P コ▽ンドまたは fSHIFTl + @キーで行います。 
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• @キーを押せばコマンド（命令）待ちの状態に戻ります。 

チェックサム…梭査合計データ項目の集まりの合計であって、そのデータが記録さ 

れるとき計舞され、楼査の目的でその集まりにつけられるもの。本機 
では、 D コマンドの実行によって表示された16バイト分のメモ 1 J の内 
容を合計し、その合計値の下位1バイトをチェックサムとして表示し 
ます。 

フ□グラムをフニユアル操作で入力したときなど、このチェックサム 
が元のフ□ヴラムと一致することを確認することにより、表示された 
16バイトの中に入力誤りがないかどラかを確認できます。ただし、入 
力誤りが2涸所以上あつた場合は、偶然チェックサムか一致してしま 
ラことがあります。 


*P . プリントスイツチ 

機能フ 1 J ントモードの設定/解除を行います。 

»式例 PS 

说明參 P 0 と抨すたびに、フ IJ ントモードの設定と解除が交互に行われ浅す。（フ 1 J ントモード 

では画面右下に “ PR 丨 NT " シンボルか点 n します。） 
fSHIFTl + @キーの操作と同じです。 

♦フ U ンタが接続されていないときや、フ 1 J ンタの®源が入つていないときは、 P コフンド 
は働きません。 


*G . ゴーサフ 

機能指定したアドレス（番地）から機械®フ□グラムを実行し家す。 

* 式例 G 01000 

説明 # BAS 丨 C の GOSU 巳命令と同様で、指定したアドレスから機械語フ□ブラムを実行し、 

機械語の 1 J ターン命令があればコフンド待ちの状態に戾ります。 

_必すフ□ブラムの觳後に RET ( U ターン）命令を入れて < ださい。 

RE T 命令がないと務走します。 

赛走…でたらめな実行、または一定の実行を続けて止まらな<なること。内部の状態 
によつて、どのよラな動きをするか分からす、多<の場合、機械語フ□グラム 
や BAS 丨 C フ□グラム、データなど K 憶内容を破壊します。 

參フ□グラムの実行を中止する場合は、 RESET スイッチ©を押します。 

注）機械語フ□グラムは1力所でもまちがいがあると暴走をすることがあります。このため、 
BAS IC など、他のフ□ヴラムが計箄機に入つているときは、あらかじめカセツトテ 
ーフに記録しておいて<ださい。 
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〈例〉 S コフンドの例で入力したフ□グラムを実行する場合 


G 01 00 0 * G 01 00 

* 


すぐにコフンド待ちの状態に戾ります。 

01 0 FH 番地に01 H が入つていますので、 D コフンドで確認します。 


D 01 000 

01 00 : 

3 E 

01 

18 

04 

> ... 


(1 E ) 

3 A 

0 F 

01 

3 C 

:< 



32 

0 F 

01 

C 9 

2 .. 



31 

00 

00 

01 

1… 


01 H か入つています 


次に01 04 H から実行します。 

® G 01 04 ® * G 01 04 


01 0 FH 番地に1が加えられています。 D コマンドで確認します0 


D 01 00 a 


0100 : 3 E 01 

(1 F ) 3 A 0 F 

32 0 F 
31 00 


18 04 > ... 

01 3 C : ..< 

01 C 9 2 .. 

00 02 1 ... 

T 

1か加えられてい浅す 


<り返し01 04 H 番地から実行すれば、その都度01 0 FH 番地に1が加えられます。 


*R . リード S 丨〇 


機能 S 丨〇（シ 1 J アル入出力装 H ) に送られて < るデータを銃み込みます。バソコン等との機械語 
の通信等に使用します。 
a 式例 ⑴ R 0 

(2) R 0100 0 

説明 S I 〇か5インテル • へキサ形式でテータを読み込み*す。 

♦塞 式例 (1) は読み込んだデータを受信情報の中で示される番地へ入れていきます。 

♦塞式例 (2) は読み込んだデータを01 00 H 番地 （□— ドアドレス）から順番に入れていきま 
す。 

* 読み込みが終了すると、データが入ったエ 1 J ア（領域）を表示します。 

春読み込みを中止するときは、コマンド待ちの状態になるまて、（5网キーを押し続けて<だ 


さい0 
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*W . ライト S I 〇 


機能 S 丨〇（シ 1 J アル入出力装 B ) にデータを出力し*す。パソコン等との機械語の通信等に使用 
します。 

窖式例 W 0100. 01 FF 0 

説明 * 塞 式例を実行すると01 00 H 番地（開始番地）から01 FFH 番地（終了番地）までのメモ 

U 内容を S 丨〇からインテル • へキサ形式で出力します。 

•出力を中止するときは、コマンド待ちの状態になるまで、@キーを押し続けて<ださい。 
注）周23機器接統端子 (11 ビン）❷にフ iJ ンタを動作状態で接続し、この W コマンドを実行し 
ますと本機およびフ 1 J ンタが誤動作をすることがあります。この場合、フ ij ンタの電源 
を切り、本俄の@キーを押し続けて<ださい。 


3. 機械語モニタモードでのエラー表示 


機械語モニタモードでは以下のエラー表示が行われます。 
エラーが発生したときはキーて解除して < ださい。 


エラーメッセージ 

内 容 

SYNTAX ERROR 

文法的に実行できない 

MEMORY ERROR 

機械語エ 1 J アとして使用できる範囲を外れて、機械焐エ 

リアを確保しようとした 

l /〇 DEVICE ERROR 

SI 〇に対する 1 J ードインエラー、チェックサムエラー 

など 

OTHER ERROR 

その他のエラー | 
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第 8 章 

BASIC の各命令の説明 



この章では巳 AS IC の各命令を1つ1つ税明します。 

ます、本硪ガどのよラな®きをする命令を持つているかを見ていただき、その後フ□グラムを作成するラえで 
必要な命令の税明からお統みいただければよいと思い家す。 


次に、以降の锐明で塞式などに使用する用語の意味を示し家す。 

式 . 数値、数値変数およびこれらを含んだ針篇式を示し*す。 

変数 . 配列要累を含んだ数值変数、文字変数を示します。 

" 文字"…… "" （夕■フルクォーテーシヨン7—ク）で囲まれたキャラクタ（文字、数字、記号）を示し孝す。 

文字列 ." 文字"、文字変数を示します。 

(). カツコで<<る必要があることを示します。 

[ 1 . 省略可能であることを示し浅す。ただし、この後にほかの指定を行ラ塌合は、コンマなどの区切 

り紀号が必要です。 

(A I 

I I . A あるいは B を選択することかてき浅す。 

マニュアル ••••フニユアル操作による実行か可能てす。 

プ□クラム••••フロブラムによる実行か可能です0 

省略形 . S 命令は、そのつブりを省略した形で入力できるものがあり、その®合は一番省略した形で示し 

ています 0 

〈例〉（省略形… P .) これは PR I NT の省略形ですが、次の形でも有効になります。 

PR . 

PR I . 

PR I N . 

注1 ) 変数などに統いて巳 AS 丨 C 命令を入力する壩合は、変数と命令の間にスペースを入力して<ださい。 
〈例〉50 IF A = 巳 THEN 100 

ースペースを入れる。 

注 2) 関数命令等を7ニユアルで実行する埸合は RUN モードで実行して<ださい。 

PR 〇モードで実行するとエラー12になり*す。 

ただし、 PR 丨 NT 命令の中で使用すれば、 PR 〇モードでも実行でき S す。 

〈例 〉 PRINT CHR $ 90 S - Z 
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関数 


a AND - 

. アンド 

ブ□クラム 

フニユアル 

' 省略形… • 

-AN. 



«能式と式との綸理 W を St 鲟します。また、条件式の結合を行い孝す。 

窗式：式 AND 式 

条件式 AND 条件式 
釤照 I OR 、 NOT、I F 

脱明 #2進数において、論理梢は次のよラな®を取ります0 
1 AND 1=1 
1 AND 0=0 
0 AND 1=0 
0 AND 0=0 

なお、 10 進数の綸理 《 を求めた埸合でも、 8 t » 機内では10進数を2進数に変換したラえて、各桁の綸 
理機を求め、その結果を10進数に戻しま9。 


たとえば、41と27の綸埋 W は次のよラに 8 彳势され家す。 

41 AND 27=9 
/ 101001 . 41 

AND く 011011 . 27 41と27をそれぞれ2進败(こ変換し、各桁の AND を取り*す。そして 

その《梁を10迤敗に変換すれば9にな05す。 

001001 . 9 

式の®は一32768〜32767の整数部が有効になり孝す。 

2つ以上の条件をすべて*足するよラな条件を1つの式て表し浅す。 

< m > A >0 AND A <6 A は 0 よりも大きく、かつ6よりち小さい • 


50 IF 巳 >5 AND 0 = 4 THEN . 

もし、 B が5よ〇ち大き<、かつ C ガ^4よ*9ち大きいか瑪しいとき、 
THEN に抉 < 面令を実行し浅す。 


関数 

2 


檐能文字や記号、数字などをキャラクタコードに変換し浅す。 

»式 丨"文字"1 

ASC : 

I 文字変数 J 

钐照 CHRS 

说明 •この関数は文字や紀号、数字などをキャラクタコードに変換する関数です。たとえば 「 Zj といろ文 
字のキャラクタコードを知りたい場合は 
A = ASC •• Z 

として実行すれば、 A には 「 Zj のキャラクタコードが10進数の90として代入されます。 

なお、文字が2文字以上指定された場合は、先頭の文字のみがキャラクタコードに変換されます。 
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ASC . 

省略形…… AS . 


アスキー 


ブ□クラム 
▽ ニユアル 













〈例 > 10 CLS 

20 A$=INKEYS 
30 IF A$="__THEN 20 
40 巳 =ASC A $ 

50 PR I NT AS ： "一一"：巳 


フ□クラムをスタートさせたあと、アルフアベツ 


卜や败字キーなどを押せば、その文字のキヤラク 


タコードを表示し5す。 


籲文字、数字、記号など（これらを総称してキャラクタといいます）を針篝饯が K 憶したり、処理した 
りする場合は、すべて 8 t » 機が取り扱いやすい数®に変換し浅す。たとえばアルファぺットの A は g 十 
镩機内では65 (10 進数）という数® (コード）になつてい字す。（実際には2進数の01000001となつ 
ています。）岡様に巳は66、 C は67といラようにコードを決めています。このコードの決めかたに何® 
頌かあつて、代表的なものにアスキーコード （ASCII code ) と J 丨 S コードがあります。 

本機では J I S コードを元にして作成されたキャラクタとそのコードを使用しています。（291ページ 
のキャラクタ • コード表を参照して<ださい。） 


基本命令 

3 


CALL 

. コール 

f ^ G クラム i 

▽ニュァル 

省略形…… 

CA . 



»能機械明フ□グラムを実行し彥す。 

麝式 ： CALL 番地 
钐照 PEEK、POKE 

脱明指定された番地を機械 B フ□グラム実行開始番地として洩械語フ□グラムの実行を開始し家す。 

CALL & H 1 F 58 

(注）この命令を职つて使用すると巳 AS 丨 C フ□グラムや本機のシステムエ ij アを破®し、巽常が発 
生することがあり浅す。この場合は 1 J セツトスイッチ❺を押して、メモ 1 J の内容を消去して<だ 
さい。 


CHR $. キヤラクタドル ^52 

や二:ル 1 

省略形 …… CH . 


関数 

4 


«能キヤラクタコードを文字や K 号など（キャラクタ）に変換し浅す。 • 

關 CHRS 式 
\m A SC 

脱明 CHRS は ASC 命令とは逆の関数で、キヤラクタコードを文字や記号、数字（これらを総称してキヤ 
ラクタといいます）に変換します。たとえば、キャラクタコード「9〇 j の文字を知りたい場合は 

A $= CHRS 90 

として実行すれば、 A $ には " Z " が代入され家す。 

•本锇で扱うことのできるキヤラクタと、それに対芯するコードは291ページの「キャラクタ•コード表」 
をご飇< ださい。 
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〈例〉10 AA $ = 


20 INPUT ••コード =" : A : CLS 
30 AA $= AAS + CHR$A 
40 LOCATE 7,1: PR I NT AA $ 

50 GOTO 20 

このフ□ブラムは、キャラクタコードを入力し、それを文字や記号に変換して文字変数 AAS に頌次 
格納していき家す。変換されたキャラクタはそのつど表示され浅す。 

フ□フラムをスタートさせ、次のコードを入れてみて<ださい。 

233、177、183、186 

256以上の値が指定されたときは、エラー33になり彥す》 


»能固定変数の内容および E 列変数、单純変数を消去し浅す。 

塞式 CLEAR 
参照 D I M 

脱明串純変数や、 D 丨 M 命令により確保されていた配列変数はすべて消去（未定親の状態に）され、固定変 
数の内容もすぺて消されます。 

く例〉100 CLEAR : DIM 巳 （4) 

(この例では、すべての変数を消去してから、 K 列変致巳 （4) の定親を行っています。フロ 
グラムの先頭ではよ < このよラな方法を用い家す。） 


カセツト命令 

0 LO A D . カセツト.口 ー ド 

° 省略形…… CL 〇. 

1 ■ ^― — ^― — I _ ■ — ' ■— — — — —-- — 

典能テーフから 8 t » 機にフ□ブラムを研み込ませ浅す。ニユアル操作でのみ有効） 

■式' (1 )CLOAD "ファイル名"0 

(2) CLOAD 0 

移照 C し〇 AD 9、 CSAVE、INPUTS 

脱明テーフに記録されているフ□ク•ラムを針》«に読み込むための命令です。 

PR 〇モード*たは RUN モードで実行します。 

•書式 （1) では、指定したファイル名を挨索して、そのファイル名のついているフ□ク•ラムを gfj (機 
(こ統み込みます。 

〈例〉 PR 〇モードか RUN モードを指定 

CLOAD H PROI 

(この例では、フアイル名が 「 PROI 」のフ□グラムを楼索して、これを針算機に陕み込み 
ます。） 
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CLEAR ……クリア 

々二：!ァル 

省略形…… CL . 


基本命令 

5 











• S 式 （2) では、テーフが回り始めて最初に記録されているフ□ヴラムを計算機に読み込みます。 
•統み込みが行われているときは、画面石下に*フークが表示され家す。統み込みが終われば、*フーク 
は消え浅す。 

ファイル名を検索しているときは、家だ読み込みが行われていませんので*▽ークは表示されません。 
これは、 CLOAD 9 および丨 NPUTs 命令でも同じです。 

なお、銃み込みが終われば、フ□ンフト記号-> ”ガ表示され浅す。 

•指定されたファイル名か楼索できなかった場合は、テーフか回り終わっても St ® 機はファイル名を検索 
し続け家ヴ。この場合はキーを押して検索を止めてください。これは、 CLOAD 9 および IN 
PUT ；：命令でも同じです。 

• CLQAD 命令を実行中にエラーが発生すると、針興機内のフロク*ラムが無効になります。 

•本命令を実行するとスーフンさ n ていた全フアイルか閉じられ家す。（ク□ースさ n 家す。） 


カセツト命令 


7 


CLOAD M …カセツト•□—ド•ェム 

•… CLO. M 


▽ニユアル 


檐能テーフから機械語フ□グラムを統み込み彦す。 

* 式 （1 )CLOAD M [□ード番地】0 

¢2) CLOAD M " ファイル名"[:□ード番地 ] [ZI 
怒照 CLOAD、CSAVE M 

说明 •CSAVE M 命令でテーフに塞き込んだ機械語フ□グラムを統み込みます。そのとき、本体のフロ 
グラムは消去しません。 

#「□ード番地」を省略すると 、 CSAVE M 命令で指定した番地に脘み込みます0 
• 「□ード番地 j を指定したときは、指定した番地を開始番地として統み込み*す。 

•ファイル名を省略したときは、テーフが回り始めて®初に記録さ n ているフ□グラムを統み込みます。 


カセツト命令 



CL 0 AD 7〜 カセツト • □ード7 

•… CLO, 7 


▽ニユアル 


»能 St 痺機内のフ□ブラムとテーフに K 録されている内容との照合を行い孝す。（フニユアル操作でのみ有 
効） 

»式 （1) CLOAD ?" ファイル名 "(3 
(2) CLOAD 9® 

嫌 CLOAD、CSAVE 

脱明照合は、フ□グラムか正し<テーフに紀録されたか、あるいはテーフから正し<統み込まれたか確認す 
るために行います。 

フ□グラムを照合するときは、 PR 〇モードあるいは RUN モードで CLOAD "? 命令を実行し家す。 
•塞式 （1) では、指定されたファイル名のついているフ□グラムと、針辑機内のフ□グラムとの照合 
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を行います。 









〈例〉 PR 〇モードか RUN モードを指定 
CLOAD ? M PROI 

(ファイル名が 「 PRCM 」のフ□グラムを検索し、 St 转機のフ□グラムと照合します。） 

• S 式 （2) では、テープが回り始めて最初に纪録されているフ□ブラムと針薄機内のフ□ブラムとの 
照合を行います。 

•照合において、もし内容に不一致が生じたときはエラー82になります。 

•フ□グラムの照合ガ行われているときは画面右下に*フークが表示され浅す。 

照合が終われば*フークは消え、フロンフト〇 ) 表示になります。 


ファイル関連命令 



CLOSE 


クローズ 


ブ□ブラム 
フ=ユアル 


C し〇 S . 


典能入出力のファイルを閉じ浅す。 

离式 CLOSE [忿1 ] 

钐照〇 PEN、PR I NTs 

说明スーフン命令で開いだファイルを閉じます0 

• S I 〇 (シ 1 J アル入出力装 B ) の回路をソフト的に閉じます。したかつて、 S 丨〇への入出力は行わ 
れな < なります。 

•カセットへのファイル操作を終了し5す。ファイルが出力 （ OUTPUT ) モードでスーフンしてい 
C 場合は、メモリ（出カバッファ）に残つているデータおよびファイル終了コードを出力してからク 
□ース（閉じ）し浅す〇 

•次の場合も自動的にファイルを閉じ家す。 

• END 、 NEW 、 RUN 命令を実行したとき 

源が切れたとき 

*フ□フラムの編集をしたとき（フ□ブラム入力、修正、削除および DELETE 命令を実行したとき） 

♦ファイルエ 1 J ： P へのフ□ブラムの登録、呼び出し、削除などを行ったとき 

• CSAVEs CLOAD 、 C し〇 AD 9 、CSAVE M 、 〇 LOAD M 命令実行時 
♦機械語モニタモードへ切り替えたとき 

(注）巳 AS I C モード （ RUN 、 PRO ) から他のモード （ TEXT 、 CASL ) へ切り替えると 
きは、クロースをしてから切り替えて<ださい。 


基本命令 


10 

CLS - 

•. ク 1 J アスク 1 J ーン 

ブ□クラム 

省略形… • 

••なし 



««表示内容を消去します。 

•式； C し S 
珍照し〇 CATE 

说明表示内容を消去し、表示開始ポジションを （0, 0) 位 S に戾します。 
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基本命令 


11 

CONT …… 

…コンティニュー 

マニュアル 

省略形…… C . 




«能一時停止しているフ□フラムの実行を再開します。 （ RUN モードのフニユアル操作でのみ有効) 
關 CONT S 
:擊 S STOP 

肤明 I STOP 命令や Lo _ N ] キーによりフロブラムか一時停止しているとき、実行を再開させます。 


カセツト命令 


12 


CSAVE ……カセツトセイブ 

省略形…… CS. 


け 5 グラム I 

7ニユアル 


嫌能フ□フラムをテーフに K 録し莩す。 

K 式 （1 )CSAVE " ファイル名" 

(2) CSAVE 

(3) CSAVE •• ファイル名"，"バスワード" 

(4) CSAVE , ••バスヮード" 

杉照 PASS 、 CLOAD 、 CLOAD 9> PR I NTs 

脱明 •塞式 （1) の形では、指定したファイル名をつけて、テーフに K 録します。 

籲塞式 （2) の形では、ファイル名なしで、テーフに K 錄します。 

•瘺式（3)、 （4) の形では、フ□グラムがバスワードつきのフ□ブラムとして記録され 、 CLOAD 
命令により gt » 機に胱み込家れたときは、秘密フ□フラムとなり家す。 

したがつて、解除するには PASS 命令でもラー度问じバスワードを S 8 しなければなりません。 
•バスワードは最大8文字までの英文字、数字、英 E 号、カナ文字、：〇ナ紀号などを用いることができ 
浅す。"" ( Null ) をバスワードにすることはでき浅せん。 

•8 t » 機内のフ□ブラムが秘密化されているときは、 CSAVE 命令か無視され*す。 

•本命令を実行するとスーフンしてい; C 全ファイルか閉じら； H 浅す0 


◎ファイル名 

ファイル名はフロブラムなどにつける名前（見出し）のことで、ファイル名をつけてフ□ブラ乙を記録して 
おけば、 st » 機(こよりファイル名を探し出して統み込みなどを行ラことかできるので便利です。 

•ファイル名は 最大 8文字浅での英文字、数字、英紀号、カナ文字、カナ K 号などを用いることができます。 
•同じテーフの同じ面 （ A 面あるいは巳面）に、同じファイル名で内容の 通 ラフ□ブラムを記録することは® 
けて<ださい。同じフアイル名のものが2つ以上ありますと、テーフから轿み込む（転送する）ときに彥 S 
がつだ内容を轿み込む恐れかあります。 
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カセット命令 

CSAVE M …カセツトセーブフエム 因^ 

省略 . CS. M 


13 


典能機械語フ□ブラムをテーフに K 録し家す0 
塞式 CSAVE M ["ファイル名"：]開始番地，終了番地 
釤照 CSAVE、CLOAD M 

脱明籲機械 8 S フ□ク*ラムにファイル名をつけてバイナリ形式でテーフに紀録します。 
フアイル名を省略したときは、ファイル名なしで記録し家す。 

♦指定した開始番地から終了番地浅での内容を書き込み家す。 


基本命令 

14 


DATA . 

• •……データ 

沉グラム 1 ] 

省略形 . 

•DA. 



嫌能 READ 文に統<変数に与えるデータを指定し浅す。 


塞式 


DATA 


式 

式 

文字列 ， 

’ 文字列 1 


钐照 READ 


脱明 READ 命令の脱明を©照 < ださい。 （262 ページ巷照) 


基本命令 

15 


DEGREE …デイグリー 辱 ■ 

々ニユアル 

省略形…… DE. 


»能角®单位を••度”に設定し*す。 

•¢1 DEGREE 

参照： RADI ANx GRAD 

脱明]三角関数、逆三角関数、座槻変換関数で扱ラ角度の单位を••度”筚位〔•〕に股定します。 （1 直角 =90.) 
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基本命令 


16 


DELETE …デリート 

▽ニユアル 

省略形…… DEL . 



檐能フ□ブラムの行を削除し家す。 （PR 〇モードのフニユアル操作でのみ有効） 

_ ¢1 )DELETE 開始行番号[一 I 終了行番号 1](3 
(2) DELETE —終了行番号0 
痛 NEW、PASS 

脱明•開始行番号と終了行番号を指定したときは、その間に含まれるすべての行を削除します0 
•開始行番号のみを指定しだときは、その行だけを削除します。 

•開始行番号とハイフン（一）を指定したとさは、開始行番号以上の番号を持つ行をすべて削除し浅す0 
•塞式 （2) の®合は、フ□グラムの先頭行から終了行番号間に含まれるすべての行を削除し彦す。 
•開始行番号と終了行番号の両方を省略したときは、エラー10になり家す。 

•指定した行番号か存在しないときは、エラー40になります。 

•開始行番号が終了行番号よりも大きい指定をすると、エラー44になり浅す。 

•バスワードか股定されているときは、 DELETE 命令は無視され孝す0 


叩 -p 

17 


DIM . デイメンジヨン 

省略形…… D . 


ブ□クラム 
▽ニユアル 


裱能 K 列名と、その大きさを定« ( S 言）し、 K 列変数をメモ 1 J (フ□フラム•データエリア）上に確保し 


■式 


ます, 


(1)D 


I M 


(2) D I M 


K 列名（式，） 

K 列名（式，•式 D 
配列名（式，） 


IM 

* 式 T 


K 列名（式 1) 

配列名（式1•式/) 
K 列名（式，） 


K 列名（式式 ? ） j L I 配列名（式 u 式0 

(注）塞式 （2) は文字変数でのみ使用でき*す。 


式 3. 


參照 CLEAR、RUN 

悦明 # K 列変数を使用するときは、事前に D 丨 M 命令により配列名と、その大きさを定義 （ SS ) して、メ 
モリ（フ〇ヴラム•データエリア）上に確保してお < 必要があり家す。 

•配列名はアルファぺット1文字あるいは2文字 （2 文字目は数字も使用可能）で指定し、文字82列変 
数の場合は後に$マークを付けます。 

•式，および式?は添字といわれ、 K 列の大きさ （ K 列要索数）と次元を指定し*す。添字が1つのものを一 
次元 K 列と呼び、2つのちのを二次元配列と呼び家す。 


<(5 U > D I M 巳 (3) 一次元 E 列変 KB () について、 K 列费索 B (0)、 B (1)、 B (2)、 巳 （3) 

の 4® が確保され浅す。 

D I M XA $ (2, 3) 二次元 K 列変 KXA $() について、 K 列要索 XA $(0, 0)、 XAS (0, 1 )x 

. XA $ (2, 2 )、XAS (2, 3) の 12® か播保され浅す。 
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添字は理論的に0〜255までの整数®を用いることができますが、針*機のメモ 1 J の大きさ、使用状態 












によつては添字で指定しただけ、変数が確保できない場合があります。（確保できないときはエラー 
60になります〇) 

•添字が小数部を含んでいるときは小数部は無視され、整数部のみが有効(こなります。 

X (2.6) - X (2) とみなします。 

丫（0.25) — 丫 (0) とみなします。 

•添字は数値変数や式の形で用いることちでさます。 

〈例〉10 INPUT A, 巳 

20 DIM X (A), Y (巳一 1 ) 

•文字配列変数は変数の長さを指定することかでき孝す。 

書式 （2) において、式 3 により文字数を1〜255文字の範囲で任懑に指定することができます。 

〈仔！!〉 D I M F $ (2) *30 F S (0) 〜 F$ (2) の各変败には、それぞれ最大 30 文字まで纪悚する 

ことかでき5す。 

DIM YS (5, 4) *6 Y$ (0, 0) 〜 Y$ (5, 4) の各変败には、それぞれ最大 6 文字まで 

紀慊することかできます。 

なお、文字数の指定 （* 式 3 )を省略した壩合は、自動的に16文字が指定されます。 

癱複数の K 列を使用する場合は、 D 丨 M 命令で一度に定親することができます。 

く例〉 DIM J (5), K $ (4, 3)， XB $ (5) * 1 0 
• K 列変数は C し EAR 命令によ0消去する（未定典の状態にする）ことかできます。 

また、 RUN 命令によりフ□フラムの実行を開始したときも、以前に定親されていた K 列変数はすべ 
て消去されます。 

•一度定«した K 列名を再定親することはでき孝せん。 

たとえば、 DIM X (5) と D I M X (3. 4) は同じ X といラ K 列名になり*すので、同時に 
使用することはできません。 

S た、 RUN 命令によりフ□フラムを実行したときは、それ孝でメモ U 上に確保されていた K 列変数 
は消去され家すか、 GOT 〇命令によるフロフラムの実行では、変数は消去されません。 

したがつて、一度実行したフ□ブラムを GOT 〇命令により再実行させるときなどに、 D 丨 M 命令の 
塞かれている行を実行させると同じ変数名を再定轅することになり、エラー30になり浅す。 

このよラな®合は CLEAR 命令で消去してから、定親し直すよラにして<ださい。 

〈例〉50 " S ": CLEAR : DIM X (3, 4) 

# 

# 

なお、数® K 列変数と文字配列変数は別ぺつの配列とみなさ; n 孝すので、たとえば、 K 列 z () と 
z $ () は同時に使用することができます。 


基本命令 

18 


END . 

…エンド 

g □グラム1 

省略形…… E . 




搌能 i フ□ブラムの実行を終了させます0 
裏式 END 

説明 END 命令が実行され家すと、フ□グラムの実行を終了し浅す。 
•オーフンされていたファイルはすべて閉じられます 
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ファイル関連命令 


19 


FILES ……フアイルズ 

▽ニユァル 

省略形…… F 1 . 



檐能ファイルエりアに登録されているファイルのファイル名を表示します。 

關 F I LES 0 
_ LF I LES 、 SAVE、LOAD 

脱明ファイルエ 1 J アに登録されているフ□グラムファイルのファイル名を表示し*す。 

•本命令を実行すると先頒のファイル名から表示し5す。画面には最大4つのファイル名まで表示さ ; n 
家す。 

ファイル名の左側に■♦マークが点灯しています0岭マークは CD 、〔 D キーで上下に移動でき字すの 
で、これを移動させていけば必要に応じて圃面ガ送ら； n て、別のファイル名を表示します。 
ms ©キー考でこの状態を解除することかでき*す。 

峙フークを必要なフ□グラムのファイル名に移動させてから+ ( fe キーを押すと、そのフ□ク* 
ラムを呼び出すことができ字す。ただし、 TEXT モードで登録したフ□ク•ラムを呼び出すことはで 
きません 〇 


基本命令 

20 


FOR 〜 NEXT …フオー〜ネクスト 

省略形…… F. N. STE. 


嫌能 I FOR と NEXT の間に■かれた命令を指定された条件か»たさ n るまで、<り返し実行し家す0 
_ FOR 数值変数=初期《 TO 最終® STEP きざみ® 

S 


NEXT [数®変数】 

脱明数値変数が初期®から始莩つて、指定されたきざみ e 分すつ増加（あるいは》少）していき、最終値よ 
りも大き< (あるいは小さ <) なる家で FOR と NEXT の間を<り返し実行し家す。（この<り返し 
部分を FOR 〜 NEXT ルーフと呼びます。） 

FOR A =0 TO 10 STEP 2 

A か 0 から始 S つて、 1 回 FOR と NEX 了間を実行するごとに A 
5 に2を加えながら、 A の®が10を超える3：で、 FOR と NEXT の 

NEXT A 間を実行し S す。 

なお、きざみ®か 1 のときは STEP 1 を省略することができます。 

• FOR と NEXT は必す対にして使い、 FOR の後の数偵変数と NEXT の後の数■変数は同一でな 
ければなりません。ただし、 NEXT の後の数®変数は省略できます。 



同じ败通変败にする, 


•初期®、最終値、きざみ® (ステッフ S ) は次の範囲内で指定できます。 

一 9 . 999999999 E 99 〜 9 . 999999999 E 99 
(一 9 . 999999999 x 1 〜 9 . 999999999 x 1 0 W ) 
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ただし、初期値にきざみ値を加えると、最終値から離れてし家ラ®合はルーフ内を1回だけ実行して 
ルーフを抜けます。 

なお、きざみ値を0に指定し5すと、永遠(こルーフ内の実行を<り返すフログラムになってしまいま 
す。 

♦ FOR 〜 NEXT ルーフの中に、別の FOR 〜 NEXT ルーフを入れる場合、中に入る FOR 〜 NE 
XT ルーフは外の FOR 〜 NEXT ルーフ内に完全に入っていなければなりません。この条件でルー 
フを5段まて重ねて使ラ（深みをもたせる）ことかできます。 

• FOR 〜 NEXT ルーフの外からルーフ内に飛ひ•込むことはできません。（飛ひ•込ませるとエラー52 
になり家す。） 

(注 1) FOR 〜 NEXT ルーフから外に飛び出した場合、そのルーフは終了したことになりませんので、 
フ□ク■ラムによっては （ FOR 命令を何回か実行するよラなフ□フラムの埸合）、 F 〇 R 〜 NEX 
T の深みエラー50か発生することかありますので注患して < ださい。 

(注 2) FOR 〜 N E X T ルーフ内では CL E A R 命令は使用でき孝せん。 


FRE. フリー 

「 マニュ顾 

省略形…… FR . 

微般本機内のメモりの中で、未使用部分の/\イト数を求め浅す。 

塞式 FRE 

»明1本機内のメモ U の中で、現在使用されていない部分のバイト数か得られ浅す。 

(巳 AS 丨 C のフ□フラムや配列変数、単純変数およひ锇械語エリア、ファイルエリ; p 、 テキストエリ 
アとして使用されている部分以外の/ X イト数） 


関数 
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メモリ （5859 バイト) 


典械 te エリア 

— 

ファイルエリア 

テキストエリア 

善 

BAS IC フ□クラム 

配列変敢 • 里純変败 

會 

(注） PR 〇モードで使用する場 
合は PRINT FRE ® 
とキー操作して < ださい。 


FRE LdJ と押せばこの部分のバイト败を表示します。 
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GOSU 巳〜 RETURN …ゴーサフ〜リターン^^ 

省略形…… GOS. RE. 


»能指定した行から始まるサフルーチンへフ□ヴラムの実行を移し、 RETURN 命令でもどり家す0 
I 塞式； ( 行番号1 

GOSUB , 

I ラベル J 
RETURN 

•照： GOTO、ON GOSUB 

_ある一連のフ□ブラムで、何回も问じ gt * や処理が出て<る壤合、その部分を抜き出してフ□ブラムし 
ておき、必要に応じてその抜き出したフ□グラムを実行す n ばフロヴラムを短か<、 s た阔略化するこ 
とができ s す。 

•サフルーチンへのジャンフは GOSU 巳命令に続いて、サフルーチンのおかれている行番号またはラ 
ペルを*いて指示し莩す。（ラベルについては172ページ参照） 

〈例〉 ： 

50 : GOSUB 200 200^へサフルーチンジャンフ 

參 

# 

100 : GOSUB " A " ラベル •• A " または* A か塞かれている行へサフルーチンジャンフ 

鲁 

參 

# 

•サフルーチンの最後には RETURN 命令を■いて、メインルーチンへの復帰を指示します 。 （RE 
TURN 命令には行番号の指定は不要です。） 

メインルーチンへ復帰したときは、 GOSU 巳のあつた次の命令を引き銃き実行し家す。 

•サフルーチンから別のサフルーチンへ実行を移すことができます。 

サフルーチンからサフルーチンへ、また次のサフルーチンへ……といラよラに®ねて使用する場合、 
81高10段まで邀ねる（深みを持たせる）ことかてき孝す。 （10 段を超えるとエラー50になります。） 


基本命令 
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GOTO …… 

…」 _ トゥ _ 

1マニュァ职 

省略形…… G . 


■ 1 


«能フ□フラムの実行を指定された行へ無条件に移します0 
塞式 f 行番号1 

GOTO 

I ラベル） 

梦照 ； GOSUB、ON GOTO、RUN 

脱明通常フ□グラムは若い行か0>順次実行され浅すか、 GOT 〇命令により、その実行を指定した行へ移す 
(ジャンフさせる）ことができさす。 

また、 RUN モードでの▽ニユアル操作により、指定した行からフ□ブラムの実行を開始させることが 
できます。 
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♦ジャンフ先は、 GOT 〇命令に続いて行番号またはラペルを肅<ことによって指定します。（ラペル 
については172ベージを參照） 

〈例〉 

GOT 〇 40 4听へジャンプしなさい。 

GOT 〇 A 巳" ラベル - AB M まだは* AB のついている行へジャンプしなさい。 

籲指定した行番号およびラペルかない®合はエラー40になります。 

•同じラペルが2涸以上書かれているときは、行番号の小さいほうへジャンフします。 

• GOT 〇命令によりフ□グラムの実行が開始されたときの St * 機の状態については171ページを参照し 
て<ださい0 


基本命令 
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GRAD . ヴラード 

省略形…… GR . 


フ□クラム 
マニュアル1 


mm 角度単位を " GRAD ” （グラード）に股定します。 

1塞式 I GRAD 

衫照 DEGREEs RAD I AN 

脱明 I 三角関数、逆三角関数、座櫬変換関数で扱ラ角度の单位を “ GRAD " 串位 [ « ] に股定し*す〇(1直 
角=1000 


基本命令 
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1 F 〜 THEN … ィフ〜ゼン 

fTH ヴ ， U 

省略形…… IF T . 



«能条件を判断し、フ□フラムの流れ（実行の W 番）を変え浅す0 
塞式1 IF 条件式 THEN 実行文 
( THEN は省略可） 

移照 AND、OR 

脱明 • I F に統<条件が成 rz した場合は THEN に統<命令か実行され*す。条件式か成 II しない埸合は、 
THEN に統<命令を無視して、次の行へ実行か移されます。 

• THEN に統いて行番号浅たはラペルを霱<と、その行またはラベルか塞かれている行へジャンフし 
ます0 

•実行文として代入文を塞<ときは、 THEN 家たは LET 命令が必要です。 

• THEN 命令を省略して実行文を霱<ことかてき家すか、ジャンフを指示する揚合は THEN または 
GOT 〇命令が必要です。 

〈例〉 IF A <5 THEN C = A * B : GOTO 50 

もし A か 5 よ〇も小さければ 、 A * B の結果を C に代入して、50行 

へジャンプします。 

IF 巳 = C +1 GOT 〇 60もし、 B と C +1 の葩栗が等しければ60行へジャンプします。 
まだは IF 巳 = C +1 THEN 60 
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• I F に統 < A <5 などの式を条件式といいます。条件式は通常次のよラな形で塞きます。 


条件式 

判 

断 内容 

〇〇 = XX 

等しいかどラか判断 

(〇〇は XX に等しいか 7) 

〇〇 > XX 

大きいかどラか判断 

(〇〇は XX より大きいか 7) 

〇〇 >=xx 

以上かどラか判断 

(〇〇は xx 以上か 7) 

〇〇 < xx 

小さいかどラか判断 

(〇〇は XX より小さいか〒） 

〇〇 <=xx 

以下かどラか判断 

(〇〇は XX 以下か 7) 

000 xx 

等し<ないかどろか判断 

(〇〇と xx は等し < ないか 7) 


(注）〇 C および XX は式、変数を表します。（5*4、 A 、 8、など) 


•条件式を A や巳+ 4のよ〇に変数や、通常の式のみにすることもできます。 

IF 巳+4 THEN 60 
IF A THEN 60 

この場合は、変数や式の®が 0 以外 （I F 文か成 rz ) ならば丨 F 文の後に統<内容を実行し、 0 ( I F 文 
が不成立）ならば次の行を実行し*す。 

•条件式は次の例のようにと“ + ”を用いて結合することかできます。 

く例〉 IF ( A 〉5) * ( B >1 )THEN . 

A か 5 よ〇も大き<、かつ B か1よ〇も大きいとき、 THEN に統 
<内容を実行（綸理禳： AND ) 

IF ( A 〉5) + ( B >1 )THEN . 

八ガ5よ O ち大きいか、あるいは B か1よりち大きいとき 、 THE 
N に狭<内容を実行（縝理和： OR ) 

•文字列の比較 

条件式に文字列を用いることにより、文字列の比《 • 大小'判断を行ラことができます。 

文字列はキヤラクタコードの大きさ(こよつて比較され5す。たとえば、キヤラクタコードでは “ A " 
が65、 “巳”が66、 “ C ” が67……となっています。したがって “ A " は “ B " よりも小さく ”巳” 
は “ C " よりも小さ<なります。同様に数字はアルファベットより小さ<なります。 

〈例〉150行のデータを統み込んで、アイウェス頗に並べ替えます。 

5 C し S 

10 DIM Y $ (4) 

20 READ YS (1) , Y $ (2) 

30 GOSUB 200： PR I NT 
40 FOR A =1 TO 3 
50 FOR 巳 = A +1 TO 4 
60 I F YS ( A ) <=YS (巳） 

70 YS (0) = Y $ ( A ) :丫 $ ( A ) =YS (巳）： 

Y $ (巳） = Y $ (0) 

80 NEXT B : NEXT A 
90 GOSUB 200 : END 

150 DATA アサミ，サチコ，アサコ，キヨミ 
200 FOR A =1 TO 4 
210 PR I NT YS ( A ) :し : 

220 NEXT A 
230 PRINT：RETURN 


,YS (3) , Y $ (4) 


比較、並べ替えルーフ 
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籲式の中での文字列の長さについて 

文字列の結合や大小比較などの式において、その中に含まれる文字（アルファぺット、カタカ 
ナ、数字など）の数は、合針で255文字を超えない範囲で演*処理を行って<ださい。 


関数 
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INKEY $— インキ ー ドル 

省略形…… I NK. 


« 能 丨 NKEY $ 命令が実行されたとき、いすれかのキーが押されていれば、その内容を統み込んで指定さ 
れた文字変数に代入します。 

■ T 式文字変数= I NKEYS 


脱明丨 NKEYS 命令は通常、次の例のよラに<り返しルーフを作って、有効な キー か押されるのを待ちま 
す。 


〈例〉 


10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 


C し S 


ZS=INKEYS 


IF Z$=""THEN 20 

PR I NT •• -": ASC 

Z$=INKEYS 
IF Z $=" THEN 10 
GOTO 50 


このラインをく 〇返し実行し、キーか押されるのを待ち 3； す。 


Z $ : 


• 丨 NKEYS 命令か実行されたときに、キーか押されていなければ、変数には Null ( 空白）が代入さ 
れ家す。 

•10 N ) キーはフ□グラムの一時停止キー（フレークキー）として®き浅す。 

• I NKEYS 命令は [ SHjfl ) キーを押しなから、キーを押したときに®<俄能や入力される紀号、@ 
キーに統いて押したときに*<铕能などを研み込むことはでき莩せん。家た、英小文字やカナ文字を 
研み込むことはでき浅せん。 

• @0、 ( gjjFT ) キーは I NKEYS 命令で統み込むことはできません。 

•フ□グラムのはじめに丨 NKEYS ガあり S すとフ□グラムをスタートさせたとき、スタートキーを 
統み取つてしまラことかありますので、注意か必要です。 

• 丨 NKEYS 命令は、この命令実行時に抨されていたキーのデータを铳み込むための命令ですので、 

I NPUT 命令のよラにキー入力時に [3 キーを押す必要はありません。 

• I NKEY $ 命令は、 K 号、数字、英大文字などのよラな印字可能文字の他に、次の表の0列および 
1列に示す各槿の制御キー（非印字文字）も統み取ることができます。 

このよラな非印字文字は PR 丨 NT 文では表示できないので（すべてスペースで表示さ; n ます）、表 
示させたい場合は上 K のフ□フラム例のよラに ASC 命令でアスキーコードに変換するとよいでしょ 
う0 
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I NKEYS で!*み取られるキーとキーコード 


t\16I 上位 
16 進下位 '' 

〇 

〇 

16 

1 

: 32 i 

2 

48 

64 

80 … I 

128 

144… 

_ 4 - - — + 

240 

3 

4 

5 1 … 

8 

_ 

9 … 

F 

〇 

〇 


2nd F 

SPACE 

〇 


P 


♦ "4 


1 

1 




1 

A 

〇 


In 

—■ —■■♦ ■■, 


2 

2 

C し S 



2 

巳 

— - - — 

R 

_ X ■ - »J 


log 

■ ■ —4 ■ —H 


3 

3 




3 

C 

s 

■ ■ X. » J 

■ 



4 

4 

T 

カナ 


4 

D 

I I 

T 


. | ■: ■ -| 


5 

5 

1 

CAPS 


5 

E 

u 

■ ■ ■ 各 ■ J 


sin 

■ ■ _ 4—j 


6 

6 




6 

F 

V 


cos 

w———J—^ 

i ■ — ■ 

フ 

7 

ANS 

BS 


フ 

G 

w 

^/x 

tan 

■ ■ ■ ■■■♦ —j 

> 1 1 1 ■ 

8 

8 

BASIC 

R.CM 

•( 

8 

H 

x I 

し 2 

k—— 



9 

9 

TEXT 

M + 

•) 

9 

1 

Y 

l ■ —— 


■ 1 一 

10 

A 

TAB 


ホ 


J 

z 


i i^— 

卜一一 -- 

11 

巳 

INS 



• 

• 

K 



•DEG 

- - — ― _ 

It 

12 

C 

CONST 


t 


し 


w 

F-E 

辠 ■ ■ — 

V 

圓 

13 

D 



一 


M 


■ - — 

nPr] 


14* 

E 

► 


• 


N 

•V X /s 

l - 

MDF 

1——4 ■■義 

1 ■■— 

15 

F 

1 

E.vD 

! / i 


〇 
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INPUT ……インプツト 

省略形 ……I . 



概能 I フ□ク•ラムの実行を一時止め，フニユアル操作により数®や文字を変数に代入するための命令です。 

»式： （1)1 NPUT 変数し変数…… ] 

(2) I NPUT " 文字"，変数し"文字"，変数…… ] 

(3) 1 NPUT " 文字"：変数し"文字"：変数••… ] 

珍 照 INPUT#、INKEYSs READx LOCATE 

脱明フ□ク*ラム実行において、機にデータを与えるため、フ□ク■ラムを一時停止させる命令で、丨 NP 
UT 命令に銃いて、データを格納するための変数を指定します。 

癱塞式 （1) の形の命令か実行され孝すと、 St 薄機はデータ入力待ちのため、9を表示してフ□グラム 
の実行を停止します。このとき、キーを操作してデータを入れ、 （ Z 1 キーを押せば、テータが変数に 
代入されて、実行が再開され茬す。 

(変数を複数®指定する場合は，（コンフ）で区切って指定します。） 

•£ 式 （2) の形では、データ入力待ちのとき" " で囲まれた文字を入カガイタ■ンス（入力案内）と 
して表示します。 

この形の摞合、データを入力しますと入カガイダンスは消えます。 

f 入カガイタンスは、 8 tP « かテータ待ちになっだとき、何のデータを要求しているのか、また、どのテータを入力す 
ればよいか、などをわか〇やす<する目的で、メッセージを表示させるものです。 
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籲霱式 （3) の形では、書式 （2) の®合と同じ<データ入力待ちのとき、入カガイダンスが表示され 
浅すが、データを入力したとき、その入カガイダンスに続けて、入力したデータが表示され莩す。 
籲塞式（1)、（2)、 （3) は混合して用いることかでき浅す。 

〈例〉 I NPUT " A = ": A , 巳， *' C = ? " , C 
籲丨 NPUT 命令の入力待ちのときに、データを入力せすに0キーのみを押したときは、変数に入つ 
ていたデータを保待した孝ま、次の実行に移り莩す。 

• I NPUT 命令に統いて指定された変数の型と、入力するデータの型は同じでなければなり字せん。 
特に、数字を入力する®合は、数®として入力するのか、あるいは文字として入力するのかの区別に 
注意して < ださい。 

(文字変数には文字データ、数®変数には数 li データを入力し浅す〇) 

• I NPUT 命令実行前に、し〇 CATE 命令により表示開始位 B か指定されている場合は、その位鼷 
から入カガイダンス、あるいは9か表示され家す。 

(注）丨 NPUT 命令による入力時のエラーは®キーで解除して、正しいデータを入れて<ださい。 


ファイル関連命令 


機能ファイルのデータを指定した変数に代入し*す。 

W 式 I 丨 NPUT ::ファイル番号，変数し変数…] 

參照〇 PEN 、 PRINT ：： 

脱明 I S I 〇 (シリアル入出力装 》) に送られて<るデータ、またはカセツトテーフに記録されているデータ 
を指定されている変数に代入し孝す。 

•〇 PEN 命令で" COM :"を指定、 SC は" CAS : "の丨 NPUT を指定してスーフンしている 
ときにのみ有効です。 

•ファイル番号には1を指定し浅す。 

• “変数”には、次の変数が指定できます。 

固定変数 A 、 X 、巳$など 

单純変数 A 巳、 CD 、 EF $ など 

配列の要素巳 （10) 、 C $ (5. 5) など 
K 列全体 巳 （*) 、 C $ (*) など 

•指定した変数の数よりもファイルのデータが少ない場合は、エラー87になり S す。 

〔変数への辆み込み規則〕 

•数植 

♦データの前にスペースがあつた場合は無視します。スペースでない最初の文字をデータの始まりと 
します。 

* テータの区切りは、コン ▽(,) およびスペース 、 CR (& H 0 DX LF (& H 0 A ) コードです0 
_数値化できないデータを読み込んだ場合は0とします。 

•文字 

♦データの前にスペースがあつた場合は無視します。スペースでない最初の文字をデータの始ま〇と 


28 


I NPUT # …インフツト • クロスハツチ 

省略形……丨 . # 


します。 
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春データの始まりが夕■フルクオーテーシヨン （"） のときは、次のダフルクオーテーシヨンまでを1 
つのデータとします。 

♦データの始まりがダフルクオーテーシヨンでないときは、データの区切りをコン7 (,) および C 
R (& H 0 D) 、 LF (& H 0 A ) コードを銃み込んだとき、あるいは256文字目を統み込んだと 
きとし家す。 

• EOF (エンドスフファイル： & H 1 A ) コードの処理 
♦データの前に EOF コードがある場合はエラーになります。 

♦データの途中に EOF コードがある場合はデータの区切りと見なします。 

• E 列全体への入力顧序 

〈例〉一次元配列の®合巳 （0) —巳 （1) —巳 （2) —…… 

二次元配列の場合 C (0, 0) —C (0, 1 )-C (0. 2)- …… 

C (1 , 0) —C (1• 1 )—C (1 , 2) —…… 


ファイル関連命令 


nq KILL . キル 

^ 省略形…… K. 

7 ニユアル 

i 嫌 nr: ファイルを消去します 0 

，式！ KILL" ファイル 名"® 

1 脱明 •ファイルエ 1 J ア内の指定したファイルを消去し浅す。 

指定したファイルが 存在 しないと きは エラー 94 になり 字す。 


関数 


qn LEFTS …… レフトドル 

省略形 …… LEF. 

圍クラ 41 ' 
思ュァル 1 


嫌能文字列の左側から何文字かを取り出し浅す。 

塞式 LEFTS (文字列•式） 

参照 M I D$、R I GHT $ 

说明指定された文字列の左から、式の®て指定された桁数（文字数）だけ、文字を取り出し家す。 

たとえば A $= " A 巳 CDE " のとき LEFTS ( A $, 3) は A $の文字列の左側3文字、すなわち 
“ ABC ” を取り出しなさいといラ意味にな〇浅す。 

•式の®は、0〜255の範囲の整数でなければなりません。 
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LEN . レンクス 

▽ニユアル 

省略形……なし 


«* 文字列の文字数を求め孝す。 

塞式 LEN 文字列 

脱明 I 1つの文字列の中に含まれる文字の数（紀号、スペース、数字も含みます）を求める関数です。 
たとえば 

A = LEN " A 巳 C 1234 ハ•ン" 

のよ^にして実行すれば、"八巳〇1234ハ.ン"の文字数10が変数 A (こ代入され孝す。（だ<点や半 
だ < 点ち1文字と数えられ家す。） 


関数 

31 


基本命令 


32 

LET - 

. レツト 


省略形… • 

••し E . 



»能変数に数個や文字を代入するための命令です。 

* 式 [ LET ] 変数 =データ [•変数= データ]… 

说明代入文は LET 命令に統いて代入式を塞す。 

代入式は A = 5 + 3、 巳$= " A 巳 C " のよラに、左辺に変数を、右辺に式や文字列を霱き浅す。 

この谢合の ••= "は••等しい”といラ®味ではな<、••左辺の変数に、右辺の内容あるいは8ナ钧結果を 
入れなさい”といラ患味です。 

•代入文は LET を省略して使用できます。 

籲変数とデータの型は同じ（文字型どラし、または数®型どラし）でなければいけません。 


ファイル関連命令 
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LF 1 LES . •.エルファイルズ 


省略形…… LF. 

_ 


费能ファイルエリアに登録されているファイルのファイル名を印字します。 

•Sl LF I LES (3 
钐照 I F I LES 

脱明•フアイルェ 1 J アに登録されているすべてのファイノし名をフ ij ンタで印字します。 


249 












叩 -p 

34 


LIST . リスト 

省略形…… L . 


機能紀憶されているフ□グラムを表示させ浅す0 ( PR 〇モードのフニユアル操作でのみ有効） 

L»?J ¢1 )L I ST 0 

¢2) L I ST 行番号 0 
(3) L I ST ラペル 0 
移照し L I ST、PASS 
1 脱明 I 表示部にフ□ブラムを表示させます。 

•塞式 （1) では、フ□グラムの先頭行から、表示できる範囲で表示します。 

•書式 （2) では、指定した行番号の行から、表示できる KS で表示します。ちし、指定した番号の行 
かない場合は、それよ0ち大き<、かつ一番近い行から表示します。 

參鏖式 （3) ては、指定したラベルの霱かれている行から、表示できる範®で表示します。ラペルは 
172ページを参照 <ださい。 

•フ□グラムが紀檍されていない®合は、し丨 ST 命令は無視されます。 

•バスワードか股定されているときは、 L 丨 ST 命令は無視され浅す0 

•フ□グラム内にないラペルや、フ□ブラムの最終行よりも大きい行番号を指定した®合はエラー 4 〇に 
なり*す。 


プ IJ ンタ命令 
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LL 1 ST ……ラインリスト 

ニユァ瓜 

省略形…… LL . 



儂能 

塞式 


フ□ブラムをフ| J ンタで塞き出します。 （ PRO および RUN モードのフニユアル操作でのみ有効） 

(1 )LL I ST ® 

f 行番号 


( 2 ) 


(3) 


I ST 


CZ) 


I ラペル 

I ST 丨開始行]一[終了行] CZ ) 


珍照し丨 ST、PASS 

脱明 # K 式 （1) では、8ナ教機内のフ□ブラムをすべて霪き出します0 

• S 式 （2) では、指定した行番号または指定したラペルのついている行を塞き出します。 


籲籯式 （3) ては、指定した開始行から終了行までのフ□ク■ラ乙を*き出します。（開始行および終了 


行はラペルも可） 

なお、 * 式 （3) では開始行または終了行の指定を省略することができ浅す。（同時に両方を省略す 


ることはでさません。） 

開始行を省略した場合は、フ□グラムの先頭行から、指定した終了行までのフ□クラムを S き出しま 
す。 

終了行を省略した場合は、指定した開始行から最終行家でのフ□ブラムを*き出します。 
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〈例 〉 LL I ST -200® 先頭から 200 行浅で塞き出します。 

LL I ST 1 00 — 0 100行から最後の行まで塞き出します。 

♦指定した番号の行がない壩合は、それぞれの e よ 1 〇ち大き<かつ最も近い行が指定されます。 

ただし、開始行が終了行よりも大き<なるよラな指定をするとエラー44になります。 

•バスワードが股定されているときは 、 LL I ST 命令は無視され浅す。 


ファイル関連命令 
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LOAD . □-ド 

省略形…… LO . 



mm 

塞式 

移照 
脱明 


ファイルエ | J アに登録されている BAS 丨 C フロク*ラムを呼び出します。 
LOAD " ファイル名"® 

SAVE 

會フアイルェ 1 リアから、指定したファイル名のフ□ブラムを呼び出します。 


•拡張子が「• BASj のときのみ、拡張子の K 述は® BS でき莩す0 

籲統み込み終了時、 S 丨〇やカセツトかスーフンしていると、それらはク□ースされ浅す。 
參テキスト （ TEXT ) フ□グラムを呼び出そうとするとエラー96になります。 


基本命令 
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LOCATE …□ケート 

[ プ S グラム i 

省略形…… LOC. 



機能 I 表示の開始位 B (ポジション）を指定します。 

麝式 LOCATE 式ぺ•式 ? ] 
i 參酹 C し S 、 INPUT、PRINT 

脱明 PR I NT 命令などで表示される内容の表示開始位 K (カーソルの位 H ) を指定し*す。 

•表示位》は、次の囡のよラになります。 

慣の位臁（式1で指定） -〇12 34 56 7891011121314151617181920212223 

〇 

1 

2 

3 

取の位匾（式2で指定） 

このよラに、表示部を横と琎に分け、式の e で横の位 h を指定し、式?の縱の位®を指定します。 
•式•の®は0〜23、式:の値は0〜3の範囲で指定します。この範囲外ではエラー33になります。 
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春式 ? を省略した壩合、败の位匾は現茌カーソルがある位匾になり孝す。 


〈例〉 5 

C し S 



10 

LOCATE 

7, 0： 

PR 1 NT " ABC " 

20 

LOCATE 

9,1: 

PR 1 NT " DEF •_ 

30 

し〇 CATE 

20,1 

: PR 1 NT"MNOPQRS 


ブ□グラムを実行すると、次のよラに表示され浅す。 



7 91113 

20 

〇 

ABC 


1 

DEF 

MNOP 

2 QRS 



3 > 




表示開始ポジション • 7.0 9.1 20,1 


籲 LOCATE 命令で表示開始ポジションを指定した®合は、表示の一部分だけを変えることもでき、 
応用範囲も広がり字す。なお、表示を消去するときは CLS 命令を用い浅す。 

• LOCATE 命令による指定は丨 NPUT 命令に対しても戀き浅す。 


フ 1 J ンタ命令 
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LPR 1 NT : •ラインプリント 

Uo^Q | 

省略形…… LP . 

マニュアル 


嫌能指定した内容をフリンタで印字させます。 

文{二1 ...... 1 hi ] 

©照 PR I NT、US I NG 

脱明•項目を1つだけ指定したときは、式の®は紙の右側にツメて印字し、文字は紙の左铘から印字し字す。 
文字列が24桁を超える場合は自動的に改行して印字します。 

籲コンフ （，） を入れて2つ以上の項目を K 述すると、1行の印字桁数24桁を左右12桁に分けて印字し 
浅す。このときも 12 桁の範囲内て数値は右ツメ、文字は左ツメにします。なお、印字内容が 12 桁を超 
える場合、数®は仮数部の下位桁を切り捨てて 12 桁以内で印字し、文字は先頭から 12 桁を印字します。 
•区切りにセミコロン （ ： ） を使用している埸合は紙の左端から連続的に印字します。印字内容が24桁 
を超える場合は自動的に改行されます。 

♦フ□ブラム中で末尾かセミコロン （ ： ） の場合は、印字か終了しても改行を行わす、次の LPR 丨 N 
T 命令で、指定されている内容を前の内容に続けて印字します。 

• LPRI NT のみで、印字する内容が指定されていないときは改行を行います。 


塞式 

LPRI NT 
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関数 
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M I D $ 


ツドドル 


フ己クラム] 


Ml 


檐能文字列の中から一部分の文字列を取り出し孝す。 

塞式1 M I DS (文字列•式,，式?） 

式べ文字列の左何文字目から取り出すかを指定します。 

式パ何文字分を取り出すか指定し浅す。 

珍照し EFT $、 R 丨 GHTS 

悦明式，は1〜255の* B 囲で指定することができ浅す。 

式?は〇〜255の範囲で指定することかできます。ただし、0を指定した櫬合、文字は得られす Null にな 

ります 0 
〈例〉 

10 AS= n ABODE " 

20 B$=M I DS ( AS , 2, 3) 

30 PR I NT BS 


A $ の文字列の左側 2 文字目から 3 文字、つ SOBCD を取0 
出し、 B $ に代入します。 


40 

MON - 

. モニタ 


省略形… • 

- MO . 



»能俄械語モニタモードにし莩す。 （ RUN およひ * PR 〇モードのマニュアル保作でのみ有効) 
廨式 ； MON S 

说明機械語モニタモードにします。「《械85モニタ」の脱明を参照ください。 


基本命令 


钱能フ□クラムとデータを消去します。 （ PR 〇モードのフニユアル操作でのみ有効） 

»式 NEWS 
笤照 CLEAR、PASS 

说明 # PR 〇モードで NEW 命令を実行し莩すと、フ□グラム.データエ ij ア内のフ□ク•ラム （BASIC 
フ□フラム）や K 列変数、单純変数がすべて消去され、固定変数の内容も消去され浅す。 

_スーフンしているファイル（デバイス）をクロースします。 

•ノてスワードが設定されているときは N EW 命令が無視され孝す。 


41 


NEW . 

.ニュー 


省略形……なし 




253 















関数 

42 


NOT . ノット 

省略形…… N 0. 



▽ニユアル 


»能与えられだ数値の否定を取ります。 

B 式 NOT 式 
珍照 AND、OR 

悦明 2進数(こおいて、否定は次の®を取ります0 

NOT 1=0 
NOT 0=1 

このよ^に2遊数においては、1の否定は0になり • 0の否定は1になり孝す。なお、10進数の否定を 
取った樾合も内では、その10逛数を2進数に変換して、各桁の否定を取り、その結果を10進数に 
変換し家す。 

このときの10進数を X としたとき、 X とその否定 （NOT X )の間には次の関係があります。 
NOTX = — （X + 1) 

この関係式から 

NOT 0=-1 
NOT -1 =0 
NOT —2=1 

となり孝す。 


基本叩 -P 

〇 N 〜 GOTO …… オン〜 ゴートウー 20213 

〇 N 〜 GOSU 巳…オン〜ゴーサブ 

省略形……〇 . G . 、〇. GOS . 
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典 RT : 式の©により、い<つかの指定された行へ選択的に実行を移し孝す。 

霱式] f GOTO | 

〇 N 式 行番号，[，行番号 d [.行番号]…… 

I GOSUB J 

杉照 GOTO、GOSUB 

脱明〇 n に統< "式"の値か1であれば••行番号 r 、 2であ n ば••行番号，、3であれば“行番号 r といラ 
よラに、“式"の®により何番目に指定されている“行番号"かか決定され、 GOT 〇や GOSU 巳の 
各機能を実行し莩す。 

• “式”の®は整数部のみが有効になります。 

• “式”の値が1より小さいとき、および指定されている ** 行番号”の数よりも大きいときは、本命令 
の次の命令へ実行が移〇ます。 

• "行番号"はラベルを指定することもできます。（ラペルについては172ページ参照） 
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〈例〉10 CLS 

20 LOCATE 5, 0 

30 I NPUT "バンゴウ （1 一3) , N 

40 LOCATE 10, 2 

50 ON N GOTO 100， 200, 300 

60 C し S : GOT 〇 20 

70 END 

100 PR I NT " ク•ウ" 

110 GOTO 20 
200 PR I NT " チヨキ" 

210 GOTO 20 
300 PR I NT ••ハ•ァ" 

310 GOTO 20 


ファイル関連命令 
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OPEN 

. オーブン 

1 尤 クラ ] 

7ニユアル， 

省略形…… 

0 P . 



機能 S I 〇 (シリアル入出力装 H ) に対するデータの入出力、5二丨/〇の出力、カセットテーフに対する 
データの入力または出力を司能にし浅す。 

■式 （1) 〇 PEN " COM : '* 

(2) OPEN " CAS :[ファイル名 」" FOR OUTPUT 

(3) 〇 PEN " CAS :[ファイル名 j " FOR I NPUT 

(4) OPEN " LPRT : 

移照 CLOSE 

说明 式 （1) では S 丨〇に対する入力、出力を可能にし莩す。 （ S 丨〇回路をスーフンします〇)ファイ 

ル名を廑<ことや、入出力の指定はでき5せん。 

• S 式 （2) ではカセットテーフに対するデータの出力を可能にします。 

この形で〇 PEN 命令を実行すると 、 OUTPUT (出力）モードで回路（ファイル）をスーフンし、 
インフォメーションフロック（見出し部）をテーフに紀録し孝す。 

ファイル名か指定されている場合は、インフォメーションフロックにファイル名も K 録されます。 

•塞式 （3) ではカセットテーフからのデータの入力を可能にします。 

この形で〇 PEN 命令を実行すると 、 I NPUT (入力〉モードで回路（ファイル）をスーフンし、 
指定されたファイル名のあるインフォメーションフロックを検索し、統み込みます。ファイル名が指 
定されていない場合は、テーフが回り始めて最初に記録されているインフォメーションフロックを統 
み込みます。 

(注）指定されたファイル名が検索できなかった場合は、テーフガ回り終わっても射®機は検索を続け 
家す。この塚合は、@キーを押して楼索を止めて<ださい。 

•塞式 （4) ではミニ I /〇に対する出力を可能にします。 （272 ページ参照） 

•複数の回路（ファイル）を同時にオーフンしてお<ことはできません。 

どれか1つかスーフンしているときに〇 PEN 命令を実行するとエラー86になります。 
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関数 
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〇ル… 

. オア 

r ? Q 7 ^a 

省略形… 

…なし 

▽ニユアル 


典能式と式との論理和を 8 tS します。また、条件式の結合を行い浅す。 

靄？:；式〇 R 式 

条件式 OR 条件式 
费释 AND 、 NOT . I F 

脱明 #2進法において、論理和は次のよラな®をと〇ます。 

1 OR 1=1 
1 OR 0=1 
0 OR 1=1 
0 OR 0=0 

なお、 10 進数の論理和を求めた場合でも、 8 t » 锒内では10進数を2進数(こ変換したラえで、各桁の論 
理和を求め、その結果を10進数にもどし莩す。 


たとえば、41と27の論理和は次のよラに 8 t 鲟されます。 


41 OR 27=59 

/101001 . 41 

OR < 

011011 . 27 

111011 . 59 


41と27をそれぞれ2遊数に変換し、各桁の OR を取り浅す。そして、 
その》架を10進取に変換すれば59にな05す。 


籲2つ以上の条件のいすれかを渦足するよラな条件を1つの式で表わします。 

く例〉 A <0 OR A >6 A は〇よりも小さいか、あるいは 6 よりも大きい。 

IF A =1 OR 巳 =1 OR C =1 THEN - 


A 、 B、C のいすれかか 1 のとき、 THEN に統 < 命令を実行し 3； す。 


基本命令 


46 

1 — _ • 

PASS 

•. バス 

[々二: 

省略形…… 

PA . 



機能バスワードの股定あるいは解除を行い浅す0 ( PR 〇およひ ’ RUN モードのフニユアル操作でのみ有効) 
B 式 PASS " 文字" （3 
珍照 NEW、CLOADx CSAVE、SAVE 

说明；作成したフ□グラムを他の人に知られた<ないときや、フ□フラムを変更された<ないときに、ある言 
粱や紀号をバスワード（暗号）とし、バスワードか与えられないかぎり、 St 羟俄内のフ□フラムを呼び 
出すことができないよラにすることができます。（フロフラムの秘密化） 

•バスワードは、8文字莩での英文字、カナ文字、数字、記号を使用することかできます。 

•バスワードか宣言されていない状態のとき、 PASS 命令を実行すれば、そのとき針算機内にある B 
AS IC フ□ヴラムに対してバスワードが設定され、秘密フ□フラムにな0ます。 

秘密化されたフ□グラムに対しては 、 L I Si -命令、 〔 D や GD キーなど、フ□ク*ラムの呼び出しに 
かかわる命令や機能、行の追加 • 削除などの機能は®きません。 
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秘密フ□ヴラムは NEW 、 DELETE 命令でも消去されす、保護されます。 

RENUM 命令は無視され孝す。 

また、ファイルエリアへ登録したりテーフレコーターや他の出力機器に出力することもでき家せん。 
•秘密フ□ブラムを解除する場合はもラー度同じ/彳スワードを宣 S します。（ノ彳スワードか違っている 
ときはエラー92になります。） 

(注）8文字以上のバスワードを宣言したときは、頭から8文字のみが有効となり、設定または解除か 
行われます。 

籲 8 t 舜機内に巳 AS 丨 C フ□フラムが入っていないときに PASS 命令を実行するとエラー14になり、 

/又スワードは設定されません。 

籲秘密フ□グラムでないフ□ブラムを秘密フ□フラムとしてテーフに記録することができます 。 （CS 
AVE 命令参照） 

籲"" ( Null ) はバスワードとして股定できません。 


関数 
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PEEK. ピーク ブ□クラム1 

7ニユアル 

省略 . PE . 


檐能 メモ 1 j 上の機概語フ□フラムやデータを直接統み出し浅す。 

»式 PEEK 番地 
桃 POKE、CALL 

脱明 •指定した番地からデータを統み出し浅す。 

•悉地は0〜65535 (& H 0〜& HFFFF ) の偵で指定し浅す。 

•統み出されるデータは、0〜255 (& H 0 〜 & HFF ) の®になります。 

•ノ彳スワードが股定されているとき、本命令をフニユアルで実行するとエラー93になり浅す。 
〈例〉4001番地 （16 進表 K ) のデータを妩み出し、変数 A に入れます。 



A=PEEK & H 4001 


基本命令 

a 
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POKE :: 7 •ポーク 

12 □クラム;！ 

i マニュアル1 

省略形…… POK . 



»能機械* S フ□フラムやデータをメモりに直接*き込み孝す。 

K 式 POKE 番地，データ1,データ2,…… 

参照 CALL、PEEK 

脱明指定した番地をデータ K 憶の開始番地として、データ1、データ2……と、穎にメモ 1 J に紀悅していき 
ます。 . 

•番地は0〜65535 (& H 0 〜 & HFFFF ) の®て指定しま g 。 
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籲データは 1 バイト単位 r 指定していき浅す。したかつて、各データの取り〇る値の範囲は0〜255 
(& H 00 〜 & HFF ) です。 

•バスワードが設定されているとき、本命令をフニユアルで実行するとエラー93になり彥す。 

〈例〉 & H 01、& H 02、& H 03 を7000〜7002番地 （16 進表 K ) に It き込みます。 

POKE & H 7000, & H 01 , & H 02 , & H 03 
(注）この命令を誤って使用すると巳 AS I C フ□ブラムや本機のシステムエリアを破壤し、巽常か発 
生することかあり孝す。 


基本命令 
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PRINT 

省略形…… P . 


プ U ント 


プ□クラム 
▽ニユアル 


mnk 指定した内容を表示部に表示し浅す。 


式. 

式 1 • 式 




PR 1 NT 

. 


• 

t 



文字列：: 文字列！ 





杉照 LOCATE、LPR I NT、US I NG、WAIT 

说明 •項目を 1 つだけ指定したときは、式の®は表示部の右側にツメて表示し、文字は表示部の左鈽から表 
示します。 

〈例〉10 PRINT "A 巳 CD " 

20 PR I NT 123 


RUN S 

RUN 



A 巳 CD 

123. 


> 

-—■■画 丨 ■ . 1 


ただし、 LOCATE 命令により、表示開始位®か指定されているときは、その位 B から表示します。 
•コンフ し） で区切つて 2 つ以上の項目を指定したときは、表示部を 12 桁すつに区切り、88初に指定 
されている内容から»番に表示していきます。この谢合も、 12 桁の範囲内で式の®は右側にツメて表 
示し、文字は左側から表示し孝す。なお、数餾彥たは文字か 12 桁を超える場合は次のように処理され 
ます。 

① 数値か 12 桁を超える壤合（指数表示において、仮数部が 7 桁以上になる場合）は、仮数部の下位桁 
か切切捨てられます。 

② 文字が 12 桁を超える埸合は、先頒から 12 桁のみを表示し浅す。 

〈例〉 10 CLS 

20 A=1 23: 巳 =5/9: C$="A 巳 CD" 

30 PR I NT _• A= ", A 
40 PR I NT A, C$ ，巳 

RUN M A= 123. 

123. A 巳 CD 

258 5. 55555 E-01 








籲区切りにセミコロン（： ） を使用している場合は、指定された内容を确けて表示します。 

〈例〉 10 CLS 

20 A =1 23:巳=5/9: C $=" ABCD " 

30 PR I NT " A = ••: A 

40 PR I NT A : C $ : 巳：" VWXYZ " 


RUN ( Z ) 


A =123. 

123. ABCD 5. 555555556 E -01 V 
WXYZ I 


♦末尾がセミコロン（：）の塌合は、その前に指定されている内容を左につめて表示し、その表示した 
内容の®後に統<衍が、次の PR I NT 命令に対する表示開始位 K となります。 

〈例〉 10 A = 123: 巳= 45 

20 CLS : PRINT "123*45= ": 

30 C = A * 巳 
40 PRINT C 


RUN (3 


1 23*45 = 5535. 


• PR I NT のみで、表示する内容か指定されていないときは、改行を行います。 

• LOCATE 命令や、末尾かセミコ□ンの PR 丨 NT 文で表示開始位#！{が指定されている場合は、そ 
の位 B から表示を開始します0 

なお、このとき表示する内容の項目かし）で区切られている«合、最初の項目は12桁の範囲にこだ 
わらすに表示され孝す。 

•1 つの PR 丨 NT 命令で表示に使用する桁数か、255衍を超えるとエラー55になり*す。 


◎ PR I NT-LPR I NT 指定 

本機は PR I NT 命令を、必要に応じて印字命令に切り M えて用いることかでき浅す。 

たとえば、 8 t 势機本体のみで使用しているときは 、 PR I NT 命令を表示命令として画面に 8 tS 9 結粟を 
表示させ、別売のフ 1 J ンタを接統しているときは印字命令として 8 t 9 結果などをフ 1 J ントさせることか 
でぎます0 


指定 • 解除 

別売のフ 1 J ンタか接統されているとき、フニユアルあるいはフ□フラムで 

PR I NT = し PR I NT 

の命令を実行すると 、 PR I NT 命令はすべて L_PR I NT 命令と同様に ffi き*す。 

この機能は 

PR I NT = PR I NT 

の命令で解除することができるほか、 RUN 命令の実行、 fSHIFTl + _キーの操作、窀源のオフ.オン 
など(こより解除され、 PR 丨 NT 命令は通常の表示命令にもどります。なお、 RUN 命令の実行で PR 
I NT = LPRI NT の指定は解除されますので、▽ニユアルで PR 丨 NT = LPRI NT 命令を実行 
させ、かつ有効に®かせるには、次のよラな方法を用いて < ださい0 
籲命令実行後、 GOT 〇命令でフ□フラムをスタートさせる。 （171 ページ参照） 

癱丨 NPUT 命令などにより、フ□フラムがストッフしているときに、この命令を実行する。 
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ファイル関連命令 


50 


PR I NT # …プリント • クロスハツチ 


P- # 


プ□クラム 


機能指定したデータを s 丨〇（シ 1 j アル入出力装 ») または力 tz ツトテーフに出力します0 


塞式 


_ 
取明 


PR I NT ファイル番号，データ 


{; 


テータ… 


[{： 


〇 PEN 、 丨 NPUTJt 

指定したデータを S 丨〇から出力し浅す。浅たは乃 tz ットテーフに記録し莩す〇 

•〇 PEN 命令で" COM :"を指定、まだは" CAS : "の〇 UTPUT を指定してオーフンされて 
いるときにのみ有効です。 

•ファイル番号は1を指定し孝す。 

• ••データ••は、一般式（数式、文字式）の他に変数を指定することができ浅す。変数は次のものか使 


え孝す。 

固定変数 A 、 X 、巳$など 

串純変敗 A 巳、 CD 、 EF $ など 

K 列の要索 巳 （1 0)、 C $ (5, 5) など 
K 列全体 巳（*)、 C $ (*) など 

• “データ”の後ろがコン7 (•) のときは20桁を1ゾーンとして出力し彥す。 

データが20桁以内なら1ゾーンの領域の中で、数®は右づめ、文字は左づめで出力します。 

文字データか20桁を超えている氓合は、必要なゾーン数を確保して出力します。ゾーンの残りの桁は 
スペースで埋めます。 

〈例〉 A$="A 巳 C" : C=123:D = — 5. 2E1 0 
PR I NT ね 1 , A$, C, D 


出力 ABC 


12 3 


5. 2 E 


0 … CRLF 


• “データ"の後ろがセミコロン （ ： ） のときは、データを続けて出力し5す, 
〈例〉 AS = "ABC " : C =1 23 : D = -5. 2 E 1 0 
PR 丨 NT # 1, AS ； C ； D 


出力 ABC — 123. …一 5. 2 E + 1 0 〜CRLF 


•指定された••データ"をすぺて出力すると、最後に CR (& H 0 D ) と LF (& H 0 A ) コードが送ら 
れます。ただし、データの85後にコンフ （，） またはセミコロン （ ： ） ガ指定されているときは CR 、 
LF コードは出力され莩せん。 

•数値データの出カフォー7ット 

① 数®データの後ろには1桁分のスペースか付けられます。 

② 数®の前には符号桁が1桁付きます。数®が負数の場合は、この桁ガーィナス符号）になり、 
正数の場合はスペースになります。 

③ 指数形式で出力される場合は、仮数部の後ろに指数部を示す紀号 （ E )、 符号、数値2衍 （1 桁の場 
合は前に0を付ける）が出力されます。 
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〈例 〉 PR I NT ：： 1, 1 2345678987 

一 1. 234567898 E +1 0 — CRLF を出力 
④未定義の変数 （ CLEAR 実行後の A 巳など）を指定した場合は0が出力され浅す。 

籲文字データの出カフォーフット 

① 指定されているデータをそのままアスキー形式で出力します。 

② CHR $ (0) は"" （ Null ) になり莩す。 

③ 未定義の変数 （ CLEAR 実行後の AB $ など）を指定した場合は"" （ Null ) か出力されます。 
• K 列全体を指定したときは、各要素を出力するごとに CR 、 LF コードを出力します。 

たとえば 、 PR I NT ^ 1,巳〇)は PR I NTs 1,巳 （0) : PR 丨 NTs 1 • 巳 （1 ) : P 
R 丨 NT 2：1,巳 （2) ……と指定した欐合と同じ状態になり彦す。 

• K 列全体を指定した溻合の出力順序は次の例のよラになります。 

〈例〉一次元 K 列巳 （0) -巳 (1 )-B (2) —…… 

二次元配列 C (0， 0) —C (0, 1 )-C (0, 2)- …… 

C (1 , 0) -C (1 ,1 )-C (1• 2) -…… 

參 

# 

• K 列全体以外の文字変数または文字を指定するとき、コンフし）やセ5コロン （ ： ） でつなぎ3：す 
とテータの区切りコードか ms 次せんので、テーフから統み込むときなどに、テータを分けることか 
できません。しだかつて、次のよラに1命令に1データを指定するよラにして<ださい。 

PR I NTs 1, " ABC " 

PR I NTs 1, AB $ 


基本命令 

51 


RAD 1 AN …ラディアン 

[? D ^5 ZJ | 

▽ニユァル 

省略形…… RAD . 



拽能角®串位を “RADI AN ” （ラディアン）に股定します0 
K 式！ RADI AN 
釤照： DEGREE , GRAD 

说明三角関数、逆三角関数，座棵変換関数で扱ラ角度の単位を "RADI AN " 牮位 〔 rad 〕 に股定します。 
(1 瞳角 =； r /2〔 rad 〕） 
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基本命令 

52 


RANDOM IZE …ランタマイズ 

省略形…… RA . 


[70 グラム1 

マニュアル 


機能 RND 命令の使用に先 n つて乱数のタネを植えつけるちのです。 

圓 RANDOM I ZE 
移照 I RND 

脱明； RND 命令により乱数を発生させる場合、電源を入れ眉し浅すと常に周じ乱数系列を発生します0 

しかし、電源を入れた後に RANDOM 丨 ZE 命令を実行すれば、同じ乱数を発生することは、ます、 
な < なり字す。 


基本□卩ち 


53 


READ 

. U - ド 


省略形…… 

REA . 一 

■■ 一 _ ■ 丨園丨 画 ■ ■ 


«能 DATA 文に統いて指定されているテータを変数に肤み込み浅す0 

»式 READ 変数し変数 . 

夥照 DATA、RESTORE 

脱明 •変数にデータを代入する方法の1つであり、変数は READ 文で指定し、データは DATA 文で指定 


し*す 0 
〈例〉 


50 

11 id 

READ 

DATA 

A, 巳 • 

3, 4, 

5 

120 

• 

DATA 

60," 

一 " " Li 一 " 

\D— t •~ — 

200 

READ 

C, D ， 

E$, F$ ' 


A には3、 B には4か代入され*す, 


C には5、 DC は60、£$には”0 ="、 FS 
には“ • _^ H = M か代入され3；す。 


>1つのフ□グラムの中に何回でも READ 文および DATA 文を籯<ことができますが、データは何 
行に分けて塞いても一連のデータと見なされ、若い番号の行のデータから_番に変数に代入されます。 
また、理数のフ□ブラムが■{き込まれ、それぞれのフ□グラムに DATA 文がある場合でも、それは 


一連のデータと見なされます。 

したがつて、それぞれのフ□フラム内のデータを使用 g るときは、フ□ブラムの®初の行に 、 RES 
TORE 命令を*き込んで<ださい。 


_データと変数はその型（数®変数か文字変数かの型）か一致していなければな〇ません。 


•統み込もうとして、統み込むデータかない場合はエラー53になり浅す。 

_ DATA 文では文字データを" 11 で囲ますに指定できますか、この場合、データの前後にスペース 


ガ指定されていても、それはないものと見なし S す。 
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基本命令 

54 


REM . 

. リマーク 

「ブ a ワラ Z 3 

省略形… • 

••なし 



檐能フ□グラムに注釈を入れ莩す。 

塞式 REM 注釈 

移照この命令はフ□フラムの実行には関係な<、フ□フラム 1 J ストなどをわかりやす<する目的でフ□ブラ 
乙の先頭や途中に注釈を入れてお<ためのちのです。 

•同じラインで、 REM の後に書かれている内容は、すべて注釈とみなされフ□ブラム実行時は無視さ 
れます。 

• REM の代わりに’（シングルクオーテーシヨン）を使用することもできます。 

(注）コロン （ ： ） の後に’を入れる場合は、間にスペースを入れて< ださい。 

〈例〉 10 REM キンリケイサン 

# 

# 

# 

200 f サフルーチン 


呈夺叩 T 3 
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1 RENUM …… U ナンバー 

ラ Z ユアル 

省略形…… REN . 



«能フ□グラムの行番号を m け直し*す0 ( pro モードのフニユアル保作でのみ有効） 

W 式 ： RENUM :新行番号: [• [開始行][•增分]]0 

脱明 • “開始行”で指定したフ□ク*ラムの行番号を"新行番号**に塞き換え、それ以降の行番号を、“増分 
で指定した®にしたがって順次 RS 換えていきます0 
• "開始行"で指定した行番号がフ□グラム内に存在しない場合は、エラー40にな 1 0ます。 

•新行番号、開始行、氓分を省略した®合、開始行はフ□ブラムの最初の行、新行番号、堪分はそれぞ 
れ10が指定されたものとみなされます。 

〈例 〉 RENUM (3 

フ□ブラム全体の行番号を10から10ステッフきざみで付け直します。 

RENUM 100, 50,1 0 [ Z ) 

行番号50が100になり、それ以後10ステッフきざみて最後まで付け直します。 

• RENUM 命令は、 GOT 〇、 GOSUB、I F 〜 THEN 、 〇 N 〜 GOTO 、 〇 N 〜 GOSU 巳、 

REST 〇 RE 命令などで参照している行番号も新しい行番号に対応させて自動的に付け直します。 
なお、参照する行番号ガフ□グラム内に存在しないときはエラー40になります。 

•上 K の命令で参照している行番号またはラペルの中に行番号やラペルとみなせない文字や記号が入っ 
ていると、それより後に翥かれている行番号の付け直しは行いません。 

〈例 〉 GOTO 10*2 

ON A GOT 〇 " ABC ", 200, AB , 400 

で示す部分は行祺号やラベルとな〇ません。一で示す部分は行番号とみなされ、付け®しを行います。 
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籲新し < 付け ■ す行番号か65279を超える場合はエラー41になり莩す。 

•実行の頌番が変わるような指定（たとえば10、20、30の3つの行があるとき、 RENUM 15， 30を実 
行する場合）を行うと エラー 43になり孝す。 

籲長いフログラムに対して RENUM 命令を実行すると、少し時間がかかります。表示部右端に*を1 
つ表示しているときは[骑キーで中断すると実行前のフ□ブラムの状態(こもどりますが、 * を2つ表 
示しているときは^キーは無視され字す。 


基本〇卩令 

56 


RESTORE … 1 J ストア 

ブ CK 7 ラム1 

省略形 …… RES . 



嫌能 READ 命令に* *< 変数に統み込浅れるデータの»番を変え*す0 
K 式 RESTORE I 統み込み開始行 
珍照 READ、DAT A 

脱明 RE AD 命令の実行時 、 DAT A 命令て指定さ n ているテータのどのテータを胱み込むかは常に8彳妁敉 
に記 tS されてい彦すか、この統み込むデータの_番を強制的に変えるときに使用し*ヴ〇 

• ••統み込み開始行"を指定すると、その行の DATA 命令または指定した開始行以降の®も小さい行 
垂号の DATA 命令から研み込みを開始し5す。 

• ••統み込み開始行"を省略するとフ□クラムの IB 初の DATA 命令のデータから統み込みを開始しま 

す。 • . J •' 

• “統み込み開始行"は、行番号*たはラベルで指定し*す。 


関数 

57 


R 1 GHT $〜 ライトドル 

げ〇ヴラム 1 I 

マ；^アル 

省略形…… R 1 . 



應能文字列の右側から何文字かを取り出し浅す。 

窗式 RIGHTS (文字列，式） 

娜 LEFTSx M I D $ 

脱明指定された文字列の右か e >、 式の®で指定された桁数（文字数）だけ、文字を取り出し家す。 

♦式の®は0〜255の範囲の整数でなければなり*せん。 

〈例〉 10 AS = M ABCDE " 

20 B$=RIGHTS (AS, — AS の文字列の右側 3 文字すなわち CDE を取り出し巳$ に 

30 PRINT 巳 $ 代入します。 
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RND 


ランダム 


フニユアル 


RN . 


»能乱数（凝必乱数）を発生させます。 

鏖式 RND 式 
©照 RAND 〇 MIZE 

脱明 RND 命令は乱数を発生させる機能を持つ関数です。 

RND X において X の®により次のよラな乱数を得ることかできます。 

• X か2以上の 場合 

X か整数のとき：1から X の fi 以下の乱数を発生し莩す。 

(1 SRND XSX ) 

x か小数部を含むとき：1から x の整数部に1を加えた®以下の乱数を発生し sg 。 

(1 SRND XS ( 丨 NT X ) +1 ) 

ただし、この«合は小数部の e によって乱数の発生に差か生じ浅す。 

• X か負数の場合：同じ乱数（乱数列）を発生させるために、初期®を一定にし5す〇 
籲 x か0から2未滿の谢合：1未渦の乱数を発生しま g 。 

(0 <RND X <1) 

•乱数の有効桁数は10桁です。 

〈例〉 10 CLS 

20 USING " s s M 
30 FOR A =0 TO 2 

40 Y = RND 一 1 40 行は问じハターンの乱败を発生させる? 5 めに入れてい浅す。 

これによ〇、3回 P ) じ乱败列か表示され茂す0 
40行を削除してフロクラムを実行して見て < ださい。 

P ) じ乱 K か発生されな < な〇ます。 

なお、変败 Y は、ほかに使用されていない®数ならば Y 以外でちか 

80 NEXT 已 5 い 5 せん。 

90 PRINT : NEXT A 
100 END 

フ□グラムを実行すれば同じ乱数列が表示され*す。 

7 14 3 

7 1 4 3 3回表示されます。 

7 14 3 


50 FOR 巳=0 TO 3 
60 C = RND 9 
70 PR I NT C : 
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基本命令 


59 


RUN . 

…ラン 

ユアル 

> _ ■一 _ ■ ■ ■ J 

省略形…… R . 




»能フロブラムの実行を開始します。 （ RUN モードのフニユアル操作でのみ有効） 

籯式 （1 )RUNS 

( 行番号 d 
( 2) RUN 1 ラベル® 

移照 GOT 〇 

脱明 •* 式 （1) の形では、フ□ク*ラムの一番小さい行番号から実行か開始され孝す。 

參窗式 （2) の形では、指定した行あるいはラペルが■かれている行からフ□グラムの実行が開始され 
ます。（ラペルについては172ページ©照） 

•指定した行番号あるいはラペルかない場合はエラー40になり浅す。 

•フログラムに同じラペルか2個以上書かれているときは、行番号の小さいほラが実行されます。 

• RUN 命令によりフ□グラムの実行か開始されたときの 8t*«0 状態については 171 ページをご K < 
ださい。 


60 


，，— 冒— 

I SAVE 

. セーブ 

丨プ□クラと] 
フニュ極 

L 省略形…… 

SA . 



mm BAS IC フ□グラムをファイルエリアに登録し孝す。 

塞式 , SAVE "ファイル名" 

钐照 し〇 AD、F 丨し ES 

脱明 •BAS IC フ□フラムをファイル名をつけて登録し浅す0 

•ファイル名は8文字以下の名前と、拡張子を3文字まで指定することがてきます0 
•拡張子の記述を省略した壩合は「• BASj になり彥す〇 

•既存のファイル名を指定した場合は、そのファイルの塞き換えになり字す。ただし、既存のファイル 
名が TEXT (テキスト）ファイルの場合はエラー96になります。 

•射勞钱内のフ□ブラムか秘密化されているときや、フ□ク*ラムかないときは、 SAVE 命令は無視さ 
れます 0 
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基本命令 


61 


STOP . ストップ 

省略形…… s . 


俵能 I フ□グラムの実行を一時停止させます。 

塞式1 STOP 
嚷 蕪； C 〇 NT 

脱明フ□ヴラムにバフ（虫…犋りのこと）が発生したと S 、 フ□ヴラムの実行を途中て止めて、変数の状態 
を調べたり、変数に数®などを代入したりしてバフを探し浅すが、このよラなとき、フ□グラムを止め 
たい位 B に STOP 命令を塞き込み家す。 

•この命令が実行されますと 「break IN 200 j のよラに、実行した行番号を伝えるフレー 
クメッセージを表示して停止し浅す。 

•この命令により停止したフ□フラムの実行を再開させるときは CONT 命令を使用します。 


関数 

62 


STR $ 

. ストリンブドル 

\ yg ^ n \] 

▽ ニユアル 

省略形…… 

STR . 



後能数値を文字列に変換します。 

裏式： STRS 式 
珍照 VA し 

脱明数値を文字列の形に変換し浅す。 

たとえば、巳=1234のとき 
AS = STR $ 巳 

として実行すれば、 A $ には"1234 "といラ文字列が代入されます。 


基本命令 

63 


TROFF …… トレースオフ 

省略形…… TROF , 


ブ□クラム 
マニュアル 


懷能トレースモードを解除します。 

肅式 i TROFF 
殄照 ： TRON 

脱明 TRON 命令で設定されるトレースモードを解除します 。 （T RON 参照) 
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基本命令 

64 


TR 0 N 

. ト レース オン 

▽ニユアル 

省略形…… 

TR . 

1 _ ■ 讀 ■ 9 


嫌能トレースモードを股定します。 

塞式 TRON 
怒照 T R 〇 F F 

悦明トレースモードでは、フ□ブラムが1行実行されると、その実行した行番号を表示して停止します。 

次の行を実行するときは m キーを押します。 m キーでフ□フラムを1行すつ実行させてい<ことか 
できますので、フ□ブラムかどのよラに実行されてい<かをたどることができます。（164ページ参照） 
これによ0、フ□ブラムか正し<実行されるかどラかチェックすることかできます。 

•トレースモードは TROFF 命令の実行、 ^ HiFTl +@キーの操作、笛源スフ • スンなどで解除され 
浅す。 


基本叩令 


65 

US 1 NG … 

…ユー ジンク' 

クラム 

▽ ニユアル 

!省略形…… U . 




拥能数©や文字などを表示あるいは印字9るときのフォーフットを指定します。 

»式 （1 )US I NG •• フォー▽ツト" 

(2) US I NG 
移照 PR I NT 、 し PR 丨 NT 

脱明 PR I NT 命令による表示の形 、 LPR I NT 命令による印字の形を指定する命令です。浅た、 ▽ニュ 
アルの結架か数®の«合には、この US 丨 NG のフォーフットに従います。 

•表示フォー7ットは、《式 （1) の形で US 丨 NG 命令に統 <"" 内に、次の K 号を用いて指定し 
ます。 毅、 指定の解除は»式 （2) で行い家す。 

IS 数®の衍数を指定 I 

整数部桁数： 2〜11桁（符号を含む） 

指定桁より数®のほラか少ないときはその分だけスペース表示になり、多いとき 
はエラーにな 1 〇浅す〇12桁以上指定した®合はすべて11桁の指定とみなさ; n ます。 
小数部桁数：0〜12桁（指数方式による表示のときは0〜9桁） 

指定桁より数®のほラが少ないときはその分だけ0表示になり、多いときはその 
! 分だけ切つ捨てられます。 | 

-,小数点の表示を指定（整数部と小数部の区切りを指定） | 

IA 数値の指数方式による表示を指定 

整数部の指定桁にかかわりな<、仮数部の整数桁は2桁（符号を含む）になりま 
す。 | 

I : 小数部の桁数を9桁以上に指定した場合、仮数部の小数桁は9桁になります 。I 

&文字列の桁数を指定 

指定桁より文字数が少ない埸合はその分スペース表示になり、文字数が多い禊合 
: は指定された衍分だけ表示し浅す。 | 
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〈例〉① 

US 1 NG 


② 

US 1 NG 

"誌棼？ j . •• 

③ 

US 1 NG 

" m ^ ix " 

④ 

US 1 NG 



符号を含めて整数 3 桁を表示 

符号を含めて整数3桁と小数点を表示 

符号を含めて整数3桁と小数点と小数点以下2桁を表示 

小败点以下2桁浅での指败方式ての表示 

' このとき、仮数部の e 败は符号を含めて2桁、指败部は符号を 
含めて4桁 （E 〇〇)か自動的に確保されます。 


⑤ 

US 1 

1 NG 

•• &&&&&& 11 

文字を6桁表示 

⑧ 

US 1 

NG 

25 S S &&&& 11 

Kifi と文字を ra 時に指定 

⑦ 

US 1 

1 NG 


フォー7ツト指定を解除 


參 US I NG 命令は PR 丨 NT 文の中でも使用することかできます。 

〈例〉10 巳= 一 1 0. 8 : C =1 0. 7703 

20 PR I NT US I NG "&&&;： 5 篇 " ： "B=" 
"C=" : US I NG "5 s s . # c 棼 "：C 


:巳 


•US I NG 命令で表示フォーフツトの指定を行い莩すと、以降に実行される PR 丨 NT 命令 、 LPR 
I NT 命令には、すべてそのフォーフツト指定か有効になり孝す。 

したかつてフォーマツト指定か不要なときは塞式 （2) の形で指定を解除して<ださい。 

なお、フオーフツト指定は RUN 命令の実行や、+ @キーの操作などでち解除され家す。 


関数 

66 


VAL . 

…バリュー 

12 Q クラム 

7ニユアル 

省略形…… V . 




懷能文字列を数®に変換します。 

裏式 VAL 文字列 
钐照 STR $ 

脱明数値を表すことのできる数字 （0 〜9)、符号（+、一）、指数部を示す K 号 （ E ) で W 5 成されている文字 
列および先頭に & H かついた16進数を表わすことのできる文字列を数® (10 進数）に変換する関数です。 
一つの文字列の中に数®とすることのできない文字や記号が含まれている®合、それから右の文字列は 
無視され浅す。 


〈例 〉 A = VAL •• — 1 20" 

巳 =VA し "3.2 * 4= " 
C = VAL " &HFF •• 


A に一120か代入されます。 
巳に 3.2 か代入され浅す。 

C に255か代入されます。 
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叩 HP 


67 


WAIT …… 

…ウェイト 

マニュアル 

省略形…… W . 




拥能 I PR I NT 命令によるフ□グラムの停止時間を指定します。 

* 式 I (1 )WAIT 式 
(2) WAIT 
釤照1 PR I NT 

脱明1•塞式 （1) の形において、式て時間を指定すると 、 PR I NT 命令を実行するたびに指定時間だけブ 
□ヴラムか停止し、その時間か経 S するとフ□フラムは自動的に再開し家す。 

•式の値は0〜65535の範囲で指定できます。 

なお、式の®1は約1/64杪に相当し*す。 

•時間を無限にしたいときは、霱式 （2) の形で時間指定を解除して<ださい。この場合、フ□グラム 
を再開するには0キーを押す必要があります。 

•本機の電源を入れた時点、孝たは RUN 命令を実行したときは WA 丨 T 0 (停止時間 0) に股定さ 
れ家す。 

注）一般のバソコンでは WA 丨 T 指定はでき浅せん。バソコンでは通常次のよラに FOR 〜 NEXT を 
用いて、時間の调整を行い浅す。 

〈例〉 50 FOR J =1 TO 500 : NEXT J 
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本機には、險单な外付インターフェイスにより入力および出力の可能な制御ボートと、 XY フ□ッタや 
アーム□ボットを制御できるミニ丨/〇硪能があつ、それぞれボート制御命令とデータ出力命令によつ 
て実現できます。 

これらの命令は本機で制御実習を行ラとき以外には使用しないで<ださい。また、外付インターフェイ 
スの製作については先生の指導に從つて行って<ださい。 


ミニ丨/〇に関する命令 


68 


I N P . イン • ポート 

省略形……なし 


ブ□フラム 
マニュアル 


播职入カボート （X i n . Din . ACK ) からの入力閲数です。 

南式’ I NP 
珍照： OUT 

脱明ポート制御命令で、丨 NP 命令は現在の入カボートの状態を統み取って、0〜7の®で返します。入力 
ボートは X i n . Din , ACK の3つからなり • それぞれ X 丨 n =4、 D 丨 n =2 、ACK = 1 の釐 
みを持ち浅す。すなわち各入カボートのそれぞれの状態を2進数の各桁と見なしたときの@を10進数に 
変換して0〜7の®を返し浅す。なお、遇号レベルは Hi =1、し〇=0とし浅す。 

〈例1> Xin = Lo . Din = Hi , ACK=Hi のとき 
0X4+1X2+1xi =3 で 
INP の値は 3 となります。 

〈例 2> 50 IF I NP AND 2 THEN50 

Din の値か Lo レベルであれば次の行に実行か移〇、 Hi レベルであれば 50 行を<り返し実行 
します。 


ミニ丨/〇に関する命令 


69 


OUT - 

. アウト•ポート 

ブ□クラム] 

L 省略形… • 

- OU . 

7ニユ アル 


典能出カボート ( Busy , Dout , Xout ) への出力命令です。 
i {式〇 UT 式 
钤照 丨 NP 

说明ボート制御命令で、〇 UT 命令は10進数 （0 〜 7) で指定した®を出カボート巳 usy 、 Dout 、 X 〇 ut に 
出力します。指定する®は、出カボートをそれぞれ巳 usy =4、 Dout =2、 Xout =1 の重みで加篛 
した値です。すなわち各出カボートのそれぞれの状態を2進数の各桁と見なしたときの値を10進数で指 
定し彥す0なお、信号レベルは H 1=1 、 L 〇=0とし孝す。 

〈例〉〇 UT6 

6=1 X 4+1 X 2+0 X 1 で 
巳 usy=Hi, Dout=Hi, Xout=Lo となります。 


271 









(注）〇 UT 命令で出力しだ内容は次の〇 UT 命令か実行されるまで、保持されます。ただし、次の操 


作をおこなった場合は出カボートの状態が変化します。 


(1) 次の命令を実行したとき 

し PR I NT PRINTS 

しし 1 ST INPUTS 

CSAVE [ shift ] + @ 

CLOAD 

( 2 ) その他、次の}*作を行つだとき 
♦電源を入れた直後 

* RUN 実行■後 

ニュアル針輿実行 
ただし、あらかじめ〇 PEN " LPRT 
出カボートの状®は 保持 さ H 浅す。 


END 

CLOSE 

RUN 


[3 と猓作しておけば 


ミニ丨/〇に関する命令 


70 


OPEN 

. オープン 

Un ^ 3U 

フニユアル 

省略形…… 

OP . 



»能出カデ/ \イスを指定し孝す0 
K 式 OPEN " し PRT : 

©照 CLOSE、LPR I NT、LL I ST 

脱明〇 PEN"LPRT :"実行後の LPR 丨 NT、LL I ST 命令は、バラレルボートに対しての出力命 
令にな〇浅す。 


ミニ丨/〇に関する命令 


板能デ/彳イス指定を解除します。 
i (式 ： CLOSE 

樣 〇 PEN、LPR I NTs LL I ST 

说明 CLOSE 命令によって〇 PEN 状想を解除し、それ以後の LPR I NT、LL I ST 命令は CE — 126 
P (苒用フリン 50 に対しての命令になります。 



PCLOSE …… ク□ーズ 

i プ a クラ zj 

B=^-gjkl 

省略形…… CL 0 S . 
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ミニ丨/〇に関する命令 


72 


LL I ST 


ライン 1 J スト 


プロクラム 
亡ユアル 


省略形 


LL. 


拽能フ□ブラム内容を/てラレルボートより送出します0 
塞式 （1) しし丨 ST 


¢2) LL I ST 


行番号 

ラペル 


(3) LL I ST 開始行一終了行 
9 m , 〇 PEN、CLOSE 

脱明 I データ出力命令で、〇 PEN " LPRT : " により、バラレルボートが指定されているときに、フロヴ 
ラムをアスキーコードで送出します。 

CLOSE されているときは、フ 1 J ンタ ( CE -126 P ) でフ□フラムを印字する命令になります。 （250 
ページ参照） 


ミニ丨/〇命令 


73 


LPR 1 NT … ラインプリント 

35213 

7ニユアル 

省略形…… LP. 



典能指定した内容を/ x ラレルボートから送出し孝す。 

式 

文字列 ' 

釤照〇 PEN、CLOSE 

悦明〇 PEN"LPRT : " によりパラレルボートか指定されているときに、指定した内容をパラレルポー 
卜から; P スキーコードで送出し浅す。 

CLOSE (クロース）されているときは、フ 1 」ンタ ( CE -126 P ) の印字命令になります。 


式 


し PR I NT 




式 

艾字列 
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第 9 章その他 




1 •通信用ケーブル CE - T 800のご案内 


CE-T8 〇〇は、本機とパソコンなどとの通信（シ 1 J アル方式）を行ラだめのケーフルです。 

この ケー フルを使用することにより、本機とバソコンとの間で TEXT モードの S 丨〇機能を使用し 
たフ□グラムの入出力、機械語モニタを使っての機械語の入出力などを行ラことがてき家す。 

このケーフルは、内部に本機と/ \ソコンの RS-232C 端子の信号レペルを合わせるための回路が入っ 
ています。 

シ |J アル方式によるバソコンとの通信には、パソコンの RS-232C 端子を使用しますが、本機と RS 
-232C では信号の電圧レペルが異なり、 RS-232C の信号を直接本機に加えると本機が壊れます。 
しだがって、この信号レペルを合わせるだめの回路が〇 E-T800 に入つています。 

注） CE-T800 の端子に指などで触れないで<ださい。靜電気などにより内部回路が壊れることがあ 



【 CE - T 800 のコネクタ信号 < D 巳- 25( W )>】 


RXD— 1 


「RTS 

TXD— 1 




「CTS 

FG 1 




厂3。 


12 3 4 5 6 7 8 910111213 
•參參〇籲〇〇〇•〇〇 


&8SS 88868888 


信号名 


RS;232C 倨号 

本機から見た 

機能概要 


号名 

記号 

信号の方向 

1 フレーム接地 

FG 

in ■ —4 

■ ■ _ ■ ■ 丨 ~ ~ 1 

1 

2 

送信データ 

TXD(SD) 

入力 

本機に送られて < るデータ信号 

— ^ ■ ■ ■_ ■■ - ' j 

3 

受信データ 

RXD(RD)— 

出力^2> 

本機から送倍するデータ信号 

1 1 ■■ ■■■ ■ ■■■■ ■■:_■■— 一饞饞 | 

!■ ■ _■ i - 

4 

送信要求 

RTS(RS) 

入力 

テータを送«するとき、この信号が八イレぺ M / ならば送« 

を行い、 □一べ ルになつ C ときは送信を停止し家す。_ | 

5 

送信可 

CTS(CS) 

出力 H 2) 

本微か受®可能なとさはハイレペルになり、受信で®ない1 
ときは□ーレペルにな0ます。 _ 1 

7 

信号用接地 

SG 


入出力装置間の基準電位を合わせます。 

1 ■■■■■■ ■ ■ ■_ ■■圆 ■■ ■ !■ ■ ■■ 

” ■■■■画 ■ • ■ ■ ■ 11 ] 

11 — 

NC 


本機では使用していません。 

[■■■■■ ■ ■ » ■ " " " ■" ' ■ ■■" ^ ^ I 
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注 1) CE - T 800 は、パソコンの RS -232 C 端子につないで使用できるよラ、バソコンからの出 
力信号 （2 番、4番）は、本機の入力信号に、またバソコンの入力信号 （3 番、5番）へは、 
本機の出力信号が接続されています。 

注 2) これ&の出力信号は、下紀以外の状態では不定です。 

① BAS 丨 C モードで S I 〇がスーフンしているとき。 

② 機械語モニタモードで R 命令および W 命令を実行するとき。 

③ TEXT モードで S 丨〇の送受信をするとき。 

% 

【パソコンとの接続例】 

本機と MZ -2861 との間でフ□グラム転送をする場合 

I 又ソコン側は MS - DOS _を使用し 、 T E X T フ□グラム（アスキー形式）および機械語フ□ヴラ 

ム（インテル•ぺキサ方式）のファイルを転送するものとし家す。 

» MS - DOS は米田マイクロソフト社の登®商標です。 


1 . 本機から MZ -2861' の転送 

①ます、双方の転送フォーフット（通信条件）の股定を行い字す。 

本機 （ TEXT モードの S 丨〇の Format 機能を用いてください。） 

通信速度 . 1200 bos 

ワード長 . 8ビット 

ストッフビット数……1ビット 

バリティ . •なし ( none ) 

区切りコード . CR LF 

テキスト終了コード…1 A 
行番号 . YES 

MZ -2861 
>SETUPS 

( RS / CS は有効にして < ださし、。） 

② M Z -2861 を読み込み可能状態にします。 

>COPY AUX 〈ファイル名 〉/ A 0 
@本機から、フ□グラムを送信してください。 

TEXT フ□グラム…… TEXT モードの S 丨〇の Save 機能を使用 

機械語フ□グラム . 機械語モニタの W 命令を使用 

通信が完了すると、フ□グラムをディスクに登録して終了します。 

2. MZ -2861 から本機への転送 

① 双方の転送フォーフッド（通信条件）の設定を行つてください。 

② 本機を読み込み可能状態にします。 

TEXT フ□グラム…… TEXT モードの S 丨〇のし oad 機能を使用 

機械語フ□グラム . 機械語モニタの R 命令を使用 

② MZ -2861 から、フ□ヴラムを送信して<ださい。 

> COPY/B 〈ファイル名〉 AUX 0 
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2. 電池の交換について 


電池が消耗して、規定電圧以下になると画面右上にシンボルが点灯します。 

このシンボルが点灯したときは、一度 gg キーで電源を切り、 @ R ) キーて電源を入れて<ださい。そ 
れでもなおこのシンボルが消えないときは、速やかに次の手順で新しい電池と交換して<ださい。こ 
のシンボルが点灯した状態で使用し、さらに琯池が消耗しますと、本機の電源が切れて何も動作しな 
<なります。 

注）機械語実行中は、電池が消耗しても < lESli シンホルが点 in しませんので、実行させたまま長期 
間放®しないでください。機械語を実行したま家長期間放®しますと、電圧が低下し、正常な動 
作をしな<なる恐れがあります。 

なお、機械語実行中に誤動作等が発生した場合は電池の消耗が考えられますので、 U セツトスイ 
ツチ❺で実行を止め、<1011シンボルの点!0または缙源が切れる場合は速やかに電池を交換し 
て < ださい。 


電池を交換する前に 

本機内にあなたの大事なフ□ブラムやデータが入つている場合、そのまま電池の交換を行ラと、 
その内容が消えてしまいます。 

したがつて、電池を交換する前にテーフに記録しておいて<ださい。 

本機は巳 AS IC フ□グラムの他に、機械語フ□ブラム、 TEXT フ□グラムをそれぞれ独立し 


て記憶できるようになつています。なお、巳 AS 丨 C フ□グラムと TEXT フ□グラムは、常に 
ファイルエ 1 J アに登録してお<よラな使いかたをしておけば、この2つについてはファイルエ 1 J 
アを一括して記録することによつて、手間をはぶ<ことができます。これらは、次の命令または 


機能でテーフに紀録することができます。 

巳 AS 丨 C ブ□クラム CSAVE 命令(統み込みは CLOAD) 
データ （変数の内容） PR I NTS 命令(統み込みは INPUT#) 


TE X T ブ□クラム TE X T モードの CMT の Save 機能(統み込みは Load 機能) 

機械語フ□クラム 〇 SAVE M 命令(統み込みは CLOAD M) 


ファイルエリアの 
フ□グラムファイル 


TEXT モードの CMT の Save 機能でファイル名の指定を*.* 
として記録（ファイルエリアの内容が一括して記録されます。） 


(銃み込みは Load 機能でファイル名を*. * に) 
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電池の交換 

① 本機裏面の電池ぶたを止めているネジをコインやネジ回しなどでゆるめ、電池ふ•たを取りはす 
します。 

② 乾電池を新しいものと交換します。（乾電池は4本とも交換して<ださい。） 

乾電池の ㊉ • ㊀ をまちかえないように、 ㊀ (マイナス）側から入れます。 

③ 绾池ぶたを取りつけ、ゆるまないようにネジをしめます。 




④12ページの「お買い上げ直後の操作」の (2) 〜 (3) の項目を実行し孝す。 
⑮テーフに記録しておいた内容を統み込みます。 


■乾電池は次のタイフをお使い<ださい。 
単3タイフ乾窀池4本 


〈乾電池使用上のお願い〉 

艰池は誤つた使いかたをしますと、液もれや、破裂することがありますので、次の点について特 
に注蔥して < ださい。 

1 • 電池のフラス ㊉ と▽イナス ㊀ の向きを本機の表示通り正し<入れてください。 

2. 新しい電池と一度使用した霉池を混ぜて使用しないで<ださい。 

3. 楹類のちがラ锴池を混ぜて使用しないで<ださい。同じ形状でも霉圧の異なるものがありま 
す。 （1.5 V の電池をご使用<ださい。） 

4. 電池は使えな<なつたり、長時間使わないときは本機から取りはすして<ださい。 

5. 電池には充琯式と充電式でないものかあり孝す。窀池の注意表示をよ<見てご使用<ださい。 

注）•消耗した電池をそのままにしておきますと、電池の液かもれて gt 韓機をいためることがあ 
ります。 

_電池を火中に投入しないで<ださい。火中に投入すると破裂する恐れがあります。 
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3. 主なキーの主な機能 


次に主なキーの主な機能を説明します。 


r $ I 

機 能 

画 

春電源を入れるときに押します。 

籲ブ□グラム実行中、フ□クラムを一時停止状態 （ BREAK : フレーク）にします。 

參 CSAVE や LOAD などの命令実行中は、その実行を中止します。 

隹統針針算では、機能の選択画面に戻すときにも使用します。 

籲 TEXT モード、 CASL モードでは、メーュー画面、メインメニュー画面 

に戻すときにも使用します。 

m 

♦電源を切0ます 0 

:画 

春 RUN モードと PR 〇モードを切 4 〇替えます 0 

♦他のモードから RUN モードにします 0 

© 

• TEXT モードにします。 

春 TEXT のメインメーュー画面にします 0 

fSMiFT] -f- [cial 

春 C AS L モードにします。 

隹 CASL のメニュー画面にします 0 

(SHIFT) 

♦各キーの薄茶色で塞かれている機能を使ラとき、このキーを押さえたまま、 
それぞれのキーを押します。（©キー參照） | 

' m 

♦アルファべットの大文字と小文字の入カモードを切り替えます。（画面左上 
の“ CAPS ” シンボルの点灯、消灯を行います。） _ 」 


籲カナの入カモードのとき、小さいカナ文字（ァィゥェォゃュョッ）を入力した 1 

いときに押します。し小”シンボルの点灯、消灯を行います。） 

j @ 

♦カナ入カモードの股定、解除を行います。 r カナ"シンボルの点灯、消灯を行 
います。） _ 

llMj 

• カーソルを決められた桁数だけ移動させます。 

RUN 、 PR 〇モードでは7桁すつ移動します。 

TEXT モードのエディタでは、最初8桁、2回目は6桁、3回目以降は7 
桁すつ移動させます。 丨 

Q 

• カーソルを右に移動させます。 

• ブレィ/ X ックを行います 0 

• フ□ブラムが表示されているとき、カーソルが表示されていない場合にカー 

ソルを呼び出します。 

♦マニュアル St 算などでのエラーを解除します。 

Pq 

春カーソルを左に移動させます 0 

籲その他、0と同じ 0 


• ラストアンサーを呼び出します。 

1- — - - -- - - — - ■一 ■ ■■■■■■ ■ — ■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■ 

m 

* 定数計算の定数と計算命令を設定します。 rc 〇 NST " シンボル点灯） 

(S?l _ (ほ_ + |5^ ) と押すと、設定されている定数を表不します。 

春現在のカーソ j レ位匾に、 1 文字分のスペースを揷入します。 

ishiftI + fbal 

參現在のカーソ ) レ位匾の文字を削除します。 _ 」 
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キー 

機能， 1 

_ 

籲カーソノレ位置の1字前の文字を削除します。 


• 各キーの薄茶色で害かれている機能を使ラとき、各キーを押す前にこのキー 
を押します。 （|SHIFT) キー参照） | 

@S) 

♦入力中の内容や、表示をク 1 J ア（消去）するときに押します。 

_エラーを解除します。 

卜 ■ 1 ■ ■ ■ ■ ■ ■■ — :. -- 一 — 

(SHIFT) + [CA] 

1 ■■国 ■ ■ ^― ■ ■ ■■■国 ■ i 

•計算機の状態を解除します。（クリアオール） 

• フ□クラムの実行が一時停止状態にあるとき、実行を中止させます。 

• 表示内容などを消去します。 

•表示フォーフット指定 （US 1 NG 指定）を解除します。 

• トレースモードを解除 （ TROFF 状態に）します。 

• エラーを解除します。 

その他 


♦ フ□クラムの行の終了を指定します。 1 

• フ□クラムを St 算機に S き込みます。 

♦マーユアル St 箅の実行、あるいは巳 AS 丨 C 命令などのマーユアル操作によ 

る実行を行います。 

•PR 1 NT 命令や1 NPUT 命令で一時停止しているフ□クラムの再スター 

卜など、フ□クラムの再開に使用します。 

1 SHIFT 1 + (Mfl 

♦フ 1 J ンタが接娇され、琯源か入つているとき、フ 1 J ントモードの股定、解除 

を行います 。 (-PR 1 NT " シンボルの点! tj 、 消灯を行います。） 


CD 〔 D キーについては、モードの指定および gt 铃俄の状態によって変わります。巳 as I C モ 
ード （ RUN 、 PRO ) では次のようになり莩す。 


!モード 

状 態 

CD 

CD ! 

RUN 

フ□クラム実行中 

無効 

無効 


フ□クラムの一時停止中 

WA 1 T か無限の PR 丨 N 

T、IN PUT 命令実行中 
のフレーク状態 1 

次の行を実行 

(1 行すつ実行して停止し 

ます） 

押している間、実行してい 

る行あるいは実行した行を 

表示 


フ□クラム実行時のエラー 

状態 

無効 

押している間、エラーが発1 

生した行を表示 


トレースモードオン状態 

トレースを実行 

押している間、実行してい 

る行あるいは実行した行を 

表示 

PRO 

(RUN モードから PRO モードに切り替え、フ□クラムが表示されていないとき）！ 
フ□クラムの一時停止中 停止している行を表示 同左 

^ M 


エラー発生後 _ 

エラーが発生した行を表示 

同左 


その他 j 

先頭行を表示 

s 終行を表示 

PRO 

(ブ□クラム行が表示されているとき） 
_ 1 次のブロクラム行を表示 I 

■ ■ — ■ —4 

1 行前の行を表示_ 1 
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4. 計算範囲 


加減乗除算 

被演費数、演爲数、結果 
± 1 xlO- w 〜i 9.999999999 xlO w および 0 


関数計箅 


関数 
S I N ^ 
COS ^ 
TAN ^ 


DEG 

RAD 


GRAD : 


針辑範囲 

•| く lx 10… 


備 




180 

10 


10 


10 ' 


ただし tan i において次の壤合は除 < 


DEG 

RAD 

GRAD 


90(2/i 1) 

J (2"1) 

100(2/i1) 

(/ i は整数） 


ASN 

ACS 

ATN 

HSN 

HCS 

HTN 

AHS 

AHC 

AHT 

し Ni 

LOG 

EXP 

TEN 

RCP 

S 〇 U 
CUB 
SQR 
CUR 

// バ " 


x\ < 


10 ' 


227. 9559242 - 


230• 2585092 




10 


10 


10 U，J < X 

|X10 MH, < 

I •10 ,OM 

I < 1 x 100 


x 10 ,o ° 

230. 2585092 
100 


sin 

cos 'j 
tan'a 
sinhx 
cosh j 
tanha 
sinh j 
cosh 
tanh 

In jc ■■ 


e x 

10 

1 


log . 
e •• 2 


Ixl •1■ 10… 

\x\ < 2.154434690x10 :< 
0 ^ x < 1x10'°° 

| x | < lx 10…" 

• // > 0 のとき 

1x1(T(》< x log y 

• // = 0 のとき 


J JT 

: Vx 


// 


10 


100 


y < 0 のとき 

• r は整数または 1 か奇数 


ただし 1 x 10 ; 


log y \ < 100 


考 


718281828 
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関数 
&Hx 

POL ( x ,//) 

U ,"— /•，の 

REC (，•，の 
O ,0— x ， y ) 

NPR (/ i , r ) 

NCR (", r ) 


計算範囲 

0 jt ^ 2540 巳 E3FF または 
FDA 巳 F41C01 < x - FFFFFFFFFF 

(x 2 +i/ 2 ) < 1xl0*«> 


y 


<10 

10 M 


o の範囲は sin ム cos i の 
• r と同じ 


備 考 

x は 16 進数での整数 

，•=ン n /T 
〇 = tan 1 u 

x ^ r COS 〇 

u r sin o 


("/•) 


10 " 


9999999999 


FACT 
DEG ^ 
DMS ^ 


(/i-r)!r! 
n r < r のとき 
n r / •のとき 
0 -r ■ 69 

•rl 1■10 い m 
r I 1• 10…" 


10 


yi は整数 
は整数 

r S 69 
r ^ 69 


9999999999 


,Pr 


nCr 


DMS -DEG 
DEG -DMS 


統 St 8 十薄 


_ St 锊 範囲 

III く 1x10’" 1 ^ n < IxlO 1 " 0 \ y \ < 

次の 8 t 鞾において、針算結果および途中結果の絶対値が 15 l 0 ⑽未満である 
分®(除数）が〇でないこと。、/で St 舞する値ガ負数でないこと。 


こと. 




2// 


l：/r 



// = 

1：// 



n 

/? 


S.r 

W nx 1 

S // 

/2i/ 2 


V // 1 

V /i 

1 

(7 X 

nx 2 

\ /i 

び // 

V 

二，，/パ 
n 

a = 

// - b ^ 

b 

Sr// 

Sr.r 


t • 

S-ru 

S.r.r 


Q>) 2 | 


v S - r ^ r - S //// 

n 

x' 

// a 

b 

S//// 

S /バ 

a：//) 2 

n 

//• 

a ♦ b*r 

S*r// 

2^// 

n 


S 十 S 5 の誤差は原則として、10桁目に.1の誤差とな 1 0ます。（指数表示の場合は仮数部表示の瑕下位桁 
に土1となります〇) 

ただし、関数の特異点および変曲点の近傍では誤差か累襖されて大き<なります。また、連続 gf 愆を 
行つた場合はそれぞれの誤差が累樓されて大き<なり浅す。（べき梁 （// r ) のよラに、計箄機内で連 
続計算を行つている場合も同様です。） 
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5 -アフターサービスについて 


修理を依頼されるときは 

修理は、お買いあげの販売店に、本機の品名（計算機)、形名 （ PC - G 801) および故障状態を< 
わし<ご説明いだだいて、お申しつけ<ださい。 

ご転居.ご贈答品などでお買いあげの販売店に修理を依頼することかできない場合はもよりのシ 
ャーフお客様ご相談怒□にお問い合わせ<ださい。 

製品の保証について 

① この計算機は取扱説明塞の巻末に保証*がついてい家す。保証塞は販売店にて所定事項を紀入 
いだしますので、内容をよ<お統みのラえ大切に保存して<ださい。 

② 保証期間はお買いあげの日から3年間です。 

保証塞の紀載内容によりお贾いあげの販売店または当社サービス会社か修理いたします。修理 
のときは、販売店へ持ち込みをお願いいたします。<わし<は保紐塞をご踅<ださい。 

③ 保*2期間中の修理などアフターサービスについておわかりにならない壤合は、お S いあげの販 
売店、またはもよりのシャーフお客様ご相锬怒□にお問い合わせ<ださい0 

④ ボケットコンピュータに、制御用の外付回路を接続して使用した場合に、誤配線、誤操作、強 
度の外来ノイス、あるいは許容範囲外の霉圧を加えたなどによつてボケットコンビュータ本体 
か故®.損儒した場合は、保証塞に紀敝されている無料修理規定が適用されません（有料修理 
となります）ので、あらかじめご了承<ださい。 

® 保82期_経過後の修理については販売店にご相賧<ださい。修理によつて機能が維持できる埸 
合はお客様のご要望により有料修理いたし彥す。 

お問い合わせは 

この製品についてのご癥見、ご質問はちよりのお客様ご相談怒 □ (技術センター）へお申しつけ 
<ださい。 

付厲の「シャーフサービス • お客様ご相談怒□一挺表 j のとお 1 0、全国にお客様ご相談怒□(技 
術センター）を設けており孝す。 
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6. 仕様 

■■■一 ■■■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 丨 ■ 

形 名 PC - G 801 

CPU CMOS 8ビット CPU ( Z 80 A 相当品) 


メモ 1 J 容 ffi システムエリア . 約 2.1 K バイト 

データ爯用エリア . 208バイト 

フ□ブラム • データエリア . 5859バイト 

スタック サフルーチン用 10段 フアンクシヨン用 16段 

FOR 〜 NEXT 用 5段 データ用 8段 

基本計算機能 基本針® :加減渠除篝 


関数 St © :三角関数、逆三角関数、対数、指数、角度変換、べき乗、開平針餞、 

整数化、絶対値、符号関数、円周率、座櫟変換関数、その他 
g 十爵桁数 10桁（仮数部）+2桁（指数部） 

S 十鞟方法 数式通り（優先順位判別機能つき） 

編集機能 カーソル左右シフト（0、 （3) 

挿入 （ Q ® ) 削除 （® 、 ID ) 

u ストアッフ • y ウン （〔 D 、 QD ) 

テキストエティタ、 Z 80 機械語モニタ 
周辺機器接続端子 （11 ビンコネクタ） 

CE -126 P 、 CE - T 800 接続 

メモ 1 J 保泷 バッテ 1 J ーバックアッフ（フ□ブラム、データなど電源オフ時内容保猓） 

表 示 液晶 表示 5 x 7 ドット ▽卜 1 J ックス表示 （24 桁 X 4 行） 

使用温度 CTC 〜 4 (TC 

® 源 6 V … （ DC ) :串3タイフ乾墘池4本 

電池使用時間 実使用状態て連続使用約80時間（单3タイフ乾電池 SUM -3 の塀合） 

使用溫度 20° C で1時間当り演爲またはフ□グラム実行を10分間、表示状態を 
; 50分間行った場合 

注）別売の通信用ケーフル CE - T 800 を使用して通信を行っているときの電池 
使用時間は約66時間になり*す。 

f 使用渥度 20° C で、通信を2分間、演玲またはフ□グラム実行を8分間、 

!表示状態を50分間行った場合 

春電池の墦類や使用方法などにより多少の変動かあります。 

消赀電力 0.37 W 

外形寸法 幅 215HWX 奥行 lOOmmX 厚さ 18 咖 

® S 2758 (乾電池を含む） 

付属品 ハードカバー、単3乾電池4本、ネームラペル、取扱説明霱、シャーフサー 

ビス • お客様ご相談怒□一赀表 
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“故障”かな 7 と思つだら 


本機が正しく動作しないときは、次の場合が考え&れますのて確認して<ださい。 

(1) 電源が入らない 

電池の寿命切れの場合があり字す。新しい電池と交換して<ださい。 （278 ページ参照) 


(2) 表示が薄い、まだは濃すぎる 

本機の右側横に付いている表示灌淡調整つ家み❿を回して調整して<ださい。 


(3) 巳 AS 丨 C プ□クラムの内容が表示できない 

① PASS 命令でフ□グラムの表示を禁止していることか考えられます。バスワードを解除して 
<ださい 0 

② フ□ブラムか何かの原因で破壊さ n ていることか考えら n 孝す。この場合は最初からフ□ヴラ 
乙を入れ直して < ださい。 

⑷本機が正し<動作しないとき 

(ON) キーを含めたすべてのキーの機能か嫩かない、あるいは正し<動作しないなどの異常が発生 
した場合は、本機の電源を入れた莩彥で周辺機器の接続や取りはすしを行ったか、家たはフログ 
ラムのミス、あるいは強度の外来ノイスなどによる異常発生などの原因か考えられます。 

また、塑池交換を行った後、リセットスイッチ 0 を押さなかつた場合が考えられます。 

この場合は、次の方法で Ut ットして<ださい。 

U セットのしかだ 

① U セットスイッチの操作 

ボールペンなどで、本機左端のキーの横にある 1 J セツト （ RESET ) スイッチ❺を押して 
<ださい。 



リセットスイッチ©を操作するときはボールペン 
などで押して<ださい。芯先の出たシャーフペン 
シルや先の折れやすいもの、また、針など先のと 
がつたちのは使用しないで<ださい。 
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U セツトスイツチ❺を離すと次の画面になります。もし、違ラ画面になったときはもラー度 I 」 
セツトスイツチ❺を押してください。（画面は“メモ IJ の内容（記憶内容）を消去してもよいか9” 
ときいています。） 


MEMORY CLEAR O . K . ? (丫 / N ) 


② フ□ブラムや データを 保持したいときは、 

® キー （® 以外のキー）を押して<ださい。 RUN モードの最初の画面になります。 

* この後、フ□グラム実行などで再び巽常が発生する場合は、③の方法を行って<ださい。 

③ フ□ブラ“やデータなどをすべて消去するときは、 

上記の表示中に®キーを押して<ださい。紀憶内容をすべて消去して、次の画面（点滅）にな 
ります。（初期設定し、 K 憶内容をすべて消去したことを示してい彥す。） 


■ ALL RESET ■ 


この画面は、どれかキーを}甲せば RUN モードの最初の画面になります。 

⑸その他 

(1) 〜 (4) でもなく、字た処理できない場合には、本俄の故隖か考えら; n ます。このときには、「シャ 
ー フサービス • お客様ご相賧怒□一览表 j に記載のちよりのサービス会社へお問い合わせ<ださ 
し、。 
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システムバス端子信号表 

表面（キー側） 


39 1 



40(裏側） 2 (裏側) 


裏面 


表面 

m 面 

信号名 

端子番号 

_ ■ _ - 一 ^― ■ ■ 

确子番号 

倍号名 

Vcc 

1 

2 

Vcc 

Ml 

3 

► — -— ^ 

4 

MREQ 

r 1 ORQ 」 

5 

6 

1 〇 RESET 

1 WAIT 

7 

8 

1 NT 1 

WR 

9 

10 1 

RD 

BNK 1 

11 

12 

BNKO 

CEROM 2 

13 

14 

CERAM 2 

— ■一 ■ | 

D 7 

15 

16 

D 6 

D 5 

17 

18 

D 4 

D 3 

19 

20 

D 2 

P D 1 

21 

22 

-1 

DO 

A 15 

23 

24 

A 14 

A 13 

25 

26 

A 12 

All 

27 

28 

A 10 

A 9 

29 

30 

A 8 

A 7 

31 

32 

A 6 

[ A 5 

33 

34 

A 4 

L A 3 ZJ 

35 

36 

A 2 | 

r ^ ai 

37 

38 

AO 

L GND ] 

39 

40 

_ GND 1 


GND : 0 V VCC : 5 V ±1096 


注）本機内部は、 C - MOS 部品により構成されているため、端子に本機の許容範囲 （0 V 〜+5 
V +1096) を超える電圧が加えられると、本機内部が壊れることがありますので注意して< 
ださい。 
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□ーマ字—カナ変換表 



A 

1 

U 

E 

〇 


A : 

J > 

1 

イ 

U 

O 

E I 

エ 

〇 ! 

才 

ア行 







YE 

イェ 




KA 

力 

K 1 

キ 

KU 

ク 

KE 

ケ 

KO 

コ 


CA 

力 



CU 

ク 



CO 

□ 

力行 

〇 A 

クァ 

Q 1 

クィ 

〇 U 

ク 

QE 

クェ 

QO 

クオ 


KYA 

キヤ 

KYI 

キィ 

KYU 

キユ 

KYE 

キェ 

KY 〇： 

キョ 


SA 

サ 

SI 

シ 

SU 

ス 

SE 

セ 

SO 

ソ 

サ行 

SHA 

シヤ 

SHI 

シ 

SHU 

シユ 

SHE 

シェ 

SHO ； 

ショ 


SYA 

シヤ 

SY 1 

シィ 

SYU 

シユ 

SYE 

シェ 

SYO : 

ショ 


TA 

夕 

T 1 

チ 

TU 

ヅ 

TE 


TO 

K 


TSA 

ヅア 

TS 1 

ツィ 

TSU 

ヅ 

TSE 

ヅェ 

TS 〇 

ヅオ 

夕行 

CHA 

チヤ 

CHI 

チ 

CHU 

チユ 

CHE 

チェ 

CHO 

チョ 


TYA 

チヤ 

TY 1 

チィ 

TYU 

チユ 

TYE 

チェ 

TY 〇 

チ3 


CYA 

チヤ 

CY 1 

チィ 

CYU 

チユ 

CYE 

チェ 

CY 〇 

チョ 


NA 

ナ 

N 1 


NU 

ヌ 

NE 

ネ 

NO 

ノ 

ナ行 

NYA 

ニヤ 

NY 1 

ニィ 

NYU 

ニユ 

NYE 

ニェ 

NYO 

ニョ 


HA 

ハ 

HI 

ヒ 

HU 

フ 

HE 

ペ 

HO 

ホ 

ハ行 

FA 

つ : P 

FI 

フィ 

FU 

フ 

FE 

フェ 

FO 

フオ 


HYA 

ヒヤ 

HY 1 

ヒィ 

HYU 

ヒユ 

HYE 

ヒェ 

HYO 

ヒ3 


MA 

フ 

Ml 


MU 

し 

ME 

メ 

MO 

モ 

マ行 

MYA 

ミヤ 

MY 1 

S-f 

MYU 

S ユ 

MYE 

ミェ 

MY 〇 

S 3 

ヤ行 

YA 

V 

- — 

Y 1 

イ 

YU 

ZL 


YO 

3 


RA 

ラ 

R 1 

リ 

RU 

ル 

RE 

レ 

RO 

□ 


し A 

ラ 

し 1 

リ 

し U 

ル 

し E 

レ 

し〇 

□ 

ラ行 

RYA 

• J ヤ 

RY 1 

u < 

RYU 

リユ 

RYE 

リエ 

RYO i 

U 3 


し YA 

U ヤ 

し Y 1 

• J ィ 

し YU 

リユ 

し YE 

• J エ 

LYO ： 

U 3 

ワ行 

WA 

ヮ 

• 



WO 

ヲ 




一, 








ン 

N 

N (SHIFTI + [ば！ 


M 
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A 

1 

U 


E 

■—^" ■■ ■ 4 

〇 

■ ■ — ■ 11 . " \ 

ァ行 ' 

VA 

ヴァ 

VI 

ヴィ 

VU j 

ヴ 

VE 

ヴェ 

— 1 

V 〇 

■ ■ 

ヴォ 

fm ■ ■ m 

ガ行 

GA 

ガ 

G 1 

ギ 

GU 

o 

GE 

ゲ 

GO 

ゴ 

GYA : 

ギャ 

GY 1 

丨ギィ 

GYU ： 

ギュ 

GYE ! 

ギェ 

GYO : 

ギョ 


ZA 

サ 

Z 1 

ジ 

zu 

- — 

ス 

ZE 

ゼ 

ZO 

ソ 

サ行 

J A 

ジャ 

J 1 

i ジ 

JU 

ジュ 

JE ； 

ジェ 

JO 

ジョ 

JYA 

ジャ 

JY 1 

:ジィ 

JYU 

ジュ 

JYE ： 

ジェ 

JYO ： 

ジ3 


ZYA 

ジャ 

ZY 1 

ジィ 

ZYU : 

ジュ 

ZYE ': 

ジェ 

ZYO i 

■ ■ ■ ■■ ■ ■一 f ■ 

ジ3 


DA 

夕 

D 1 

:ヂ 

▼ 

DU 

-- 

、y 

DE 

デ 

DO 

K 

夕行 

DHA 

デヤ 

DH 1 

:ディ 

DHU ■: 

デュ 

DHE j 

デェ 

DHO 

テョ 


DYA 

ヂヤ 

DY 1 

i チィ 

DYU 

チュ 

一 會 

DYE : 

チェ 

DYO 

I ■ - ■ ■ ■ ■ ■■‘ < 

チョ 

— ^―^― ■ 1 

§■ —— 

バ行 

巳 A 

バ 

巳 1 

:ビ 

巳 U 

—— 

フ 

BE 

ベ 

BO 

ボ 

BYA 

ビャ 

BY 1 

: tr ィ 

巳 YU 

ビュ 

BYE : 

ビェ 

BYO 

ビョ 

■ _丨 ■ • イ 

バ行 

W' 一 - 一 

PA 

n 

PI 

:ビ 

PU 

-- - ^K 

フ 

PE 

ぺ 

PO | 

ポ 

PYA 

1 • 

ピャ 

PY 1 

i ヒ v 

PYU 

ビュ 

PYE 

ビェ 

PYO : 

ヒョ」 


① 「ン J の入力 

「ン J は普通 「 Nj と入力します。 

ただし、 「 Nj の次に®音 （ A 、 I 、 U 、 E 、 〇）および「丫」か<るとき、または後に文字がこないと 

きは+ S ) j と押します0 

なお、 「 N 」 の代わりに 「 M 」 を用いることもできます。 

(例）シンユウ —S 丨 NfSHiFTl-MU) YUU 

シンニユウ -SINNYUU 

シンフン - »S I MBUN fswiFTl + (UJ 

② 「ッ j の入力 

「ッ J は子音を重ねて入力します。ただし、 「 Nj や 「 Mj を霪ねて入力したときは「ン J か入り*す。 
(例）キップ * K 丨 PPU セツト * SETT 〇 


③小さい文字の单独入力 

小さい文字（ァ、ィ、ゥ、エ、ス、ツ、や、ユ、ヨ）を入力するときは®キーを押してからそれぞ 
れの文字を入れます。 

(例） ティー カツフ ーー^ TE (^) I — KAPPU 
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キヤラクタ • コード表 


桁 


上位桁 

O 

16 

32 

48 

64 

80 

96 

112 

128 

144 

160 

176 

192 

208 

224 

240 

16 進数 

〇 

^ k k ^ £。基巍 

1 

2 

mr 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

A 

巳 

c 

—■ l 

D 

E 

F 

〇 

1 T ™ 

ヌル 

_ ■一 '\ 

スぺ 

ース 

»— ■■ ■ i 

0 

免 

■ ■ ■ f - 

p 

~r1 

— ^― h 

_^J 


1 一 | 
丄 


_ _ _ ■ i 

夕 

—_ 

—— J 

_ ■ | 

X 

_■ —■ ■ — - j 


2 

3 


4 


5 

6 


7 


8 

9 


10 


11 


12 

13 


14 


15 


2 


3 


4 


5 

6 


7 


8 

9 

A 


巳 


C 


A Q 


2 巳 


3 C 


$ 4 


96 5 E 


& 6 F 


7 G 

8 H 


9 


本 


K 


< 


E 


F 


一 = M 
. I > N 

? 〇 


a 

b 


Q — 


S 


c 

d 


U e 


u 


V 


W 


X 


g 

h 


Z 


y 

z 


¥ 


m 


A 


o 


i ヲ 


p 


アチム 


円 


ツメ本年 


ウテモ 


ェ 


7T 

力 


P 


n 


3 


月 

B 

時 

分 


キヌラ 


秒 


クネ 1 J 


ウケ 


ル 


ェ 

コ 

/\ レ 

♦ 

才 

サ 

▼ — i 

ヒ O 

+ 

V 

シ 

フ つ 

• 

— 1 

a 

ス 

- — - - ■ 

ぺン 

— 

〇 

—飞 

3 

セ 

- — — — — — ， 

ホ、、 

/ 

ッ 

ソ： 

W i 

フ。 

\ 


キヤラクタコードは次のよラに表わし字す。 

〈例〉 ••*•• のコード 
16進数 & H 2 A 
10進数42 (32+10) 

〈ご注恚〉 

☆ CHR $ 命令により、本機でキャラクタを表示させる場合 

♦表中のコード0 (& H 00) のキャラクタはヌル （Null :何もない状態）です。 

したがつて何も表示されません。 

春キャラクタが記載されていない部分はスペース（空）になり孝す。 

☆ CHR $ 命令により、 CE -126 P でキャラクタをフリントさせる場合 
籲キャラクタが記載されていない部分はスペース（空）になります。 

♦次のコードはスペースになります。 

129(&H81)~159(&H9FX 224(& HE0) 〜 231(& HE7) 、 236(&HEC) 〜 240(&HF0 )、 
245(&HF5) 〜 247(&HF7) 
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エラーコード表 


エラーコード 

内 容 

10 • 

文法的に実行できない湯合のエラー。 

1 ■■■■■■亀饞垂 ■糧麄雪曹曾雪雷看曹嘗雷着 f 看曹曹曹曹曹 f ▼嘗着 ▼▼▼ 争春髒參争舞癱争勢奉争奉泰泰鲁隹 •癱籲籲籲參奉 離 籲拳曠擊修擊 费擊擊 鑄 _ ♦像 擊赛癱 雜争讎籲籲攀 

12 

^ ^ ^ ^ ^ _ ^ ^ ^ ^ ，▼— _ _ — ^ _ _ _ — 

ブ□ブラムの中だけで実行できる命令をマーユアル操作で実行しようとした。また 

は、逆にマ—ユアル操作だけで実行できる命令をプロブフムで実行しよラとした。 

PR 〇モードでしか使えない命令 （L 1 ST 、 RENUM など）を RUN モードで使 

おうとした。または、逆に RUN モードでしか使えない命令を PR 〇モードで使お 

ラとした。 

13 

CONT 命令でプ□クラムの再実行ができない。 

k 麄霞龜戴_ •魏_龜霍亀龜鼸餐靈镛 f 曹雷省垂雪霍曹曹曹謇零■曾曾■，脅,,，參鲁擎专脅•♦，♦辱♦•籲•參镄鱗籲籲籲參擊籲| 

14 

署 冒 w ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ —— ^ ^ ~ 

巳 AS 1 C フ□クラムがないときに、バスワードを股定しよラとした。 

參籲春籲參籲馨籲擊籲籲參籲離隹籲籲籲參籲籲曹籲籲籲籲籲•籲籲••垂•籲•鲁參••籲籲••籲籲籲參籲•籲•籲秦•籲鲁籲籲籲籲•籲•參籲籲籲籲••镛费籲鳙擊着籲籲着#籲鲁籲譬零#镛曠會髒攀擊擊參鲁參籲攀籲籲聲籲擊參 攀鳒修參馨搴學會書 | 

15 

CSAVE M 命令で、アドレスの指定が逆。（開始アドレスよりも、終了アドレス 

のほラが小さ < なっている。） . 

20 

8十算結果が1 xi ( T 以上になった。 1 

21 

除数が0の除算を実行した。 

22 

不合理な演算を行った。（例 LOG — 3) 1 

または、計算範囲外の■の関数 8 t 算を行った。（例 ASN 2) 

30 

すでに宣言されている配列変数名を再度宣 s している。 

31 

D 1 M 命令で宣言していない配列変数を使用している。 

32 

配列変数の添字が D 1 M 命令で宣言した大きさを超えている。 1 

33 

指定している数値が規定の範囲から外れている。 

_— — -一 — —— --- ^mmm^m - ■ ■ -~m ■ I «- —- — —— _ _ — — — 

40 

GOTO 、 LIST 、 RENUM などの命令で指定した行番号やラベルが存在しな 1 
ぃ。 1 

41 

行番号（ラインナンバー）が1〜65279の範囲外になっている。 

1 • 參♦籲癱籲籲癱暴镰籲癱秦♦•癱•癱籲參參癱參籲癱癱籲參备籲籲身譬籲癱•餐籲籲馨癱癱•癱參籲籲癱籲•秦••參雛••參••••拳•參••參鲁#參參參參•參•••••••参# ••參••蠢•參•籲籲麄••雜••癱•籲•籲•癱癱•籲秦籲1 

43 

REN UM 命令の指定に不都合がある。 , 

(指定した開始行以降の行番号の付け替えを行ラと、開始行よりも小さい番号の行 i 

(行番号の付け替えをしない行）と混ざってしまラよラな指定になっている。） 

44 

1 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • ■ 

LL 1 ST 、 DELETE 命令で指定した開始行と終了行の大きさが逆になってい 

る。（終了行よりち開始行が大き <なっている。） 

50 

GOSU 巳 （10 段）、 FOR 〜 NEXT (5 段）での段数オーバー。 

51 

RETURN 文に対する GOSU 巳文がない。 

52 

NEXT 文に対する FOR 文がない。 

53 

READ 文に対する DATA 文がない。 

54 

データバッファ （8 段）まだは、フアンクシヨンバッファ （16 段）の段数オーバー。 

55 

文字紀慊エ_」ア(255文字）の容量を超えた。 

1行の長さが255バイトを超えた。 

60 

フ□ブラムおよび変数が大きすぎて、フ□クラム • データエ LI アの容置を超えた。 

70 

PR 1 NT 、 LPR 丨 NT 命令で数値データを表示または印字するとき 、 US 1 NG 

命令で指定されたフォーマットで表示または印字できない。 

71 

US 1 NG 命令の指定か正し<ない。 （" "で囲んで指定した内容が正しくない。） 
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エラーコード; 

内 容 

80 

カセツトテープに対するチェックサムエラー、 S 丨〇に対する 1 J — ドイン（統み込 
み）エラー 丨 

81 

カセツトテープ 、 S 1〇、ミニ丨/〇などのタイムアウトエラー（フ□クラムやデ 
一夕の入出力で、規定の待ち時間を超えだ。） 1 

82 

カセツトテーブ等の内容の照合で、内容の不一致がある。 

83 

1 NPUT # 命令で指定している変数の型が、妩み込もラとしているデータの型と 

—致していない。 

84 

ブ 1 J ンタ関連のエラー。 

85 

PR 丨 NTs 、 丨 NPUT ：： 命令でデータの入出力を行ラとき、相手の装置（デバ 
イス）がオーフンしていない。 

會雷曹雷 ▲•金應稽, 聲，••，•••••春•••••••••雄•參•參••••春••參 • ••籲•籲# •籲籲參•籲•着■春 ••• ••籲••籲 •••••春 參•籲 ♦••春••••••春 ••••拳•籲 癱修 •參••籲 籲春 ••春•••拳 馨 | 

86 

1つの装匾（デバイス）が 7 T —フンしているときに、ほかの装置をオーブンしよラ 

とした。 

87 

ファイルのデータを最後まで妩み込んだ後、さらにデータを辆み込もラとした。 

90 

数値変数に文字、文字変数に数値を代入しようとした。また 、 S 1 N A $ のよう 
に数値を扱ラ関数に文字変数を指定したなど、変数名の不適合。 

91 

固定変败において、败値か入つている変敗を文字変敗として使用した〇、文字が入 

つている変数を数値変数として使用した。 

92 

バスワードが一致していない。 1 

93 

バスワードガ股定されているときに、フニユアルで MON 、 PEEK 、 POKE な 

どの命令を実行しよラとした。 

94 

指定されたファイルが存在しない。 

95 

ファイル名の指定が正し<ない。 

96 

| BAS 1 C モードで TEXT ファイルを統み込もうとした。また逆に TEXT モー 
ドで巳 AS 丨 C ファイルを妩み込もうとした。 

1 • 參癱•參•參 •籲••參馨籲 癱鲁隹 籲籲參壽籲籲•籲髒事參籲•♦••参♦••••••••♦••••♦拳••秦••參••參•參•••••書••••••拳 ••• ••⑩••參••參 镛 _•_ ••參 •••••暴 •籲籲籲•籲籲■•籲 •鲁 •••l 

97 

ファイルの数が255を超えた。 | 


293 










メモリマップ•丨/〇マツブ 


メモ 1 J マツブ 

0000 H ^ 
0100 H - 


I / O マップ 


8000 H • 


C 000 H 


FFFFH 


U ザーフエ 1 リア 

1 


使用不司 

機械語エリア 

1 ■, ■ i 


システムボート 

[ 1 

フ□ブラムファイルエリア 


空きボート 

テキストエリア 


空きボート 

巳 AS 丨 C フ□ヴフムエリア 


テイスフレイ用 

_ 



テイスフレイ用 




変数エ ij ア 



固定変数エリア 



フークエ 1 J ア 


使用不可 

スタックエリア 

1 ^ < 

り 





ROM BANKO 

i ■ —^— i ■■ ■ 


ROM BANK1 

1 _ 

ROM 

巳 ANK2 

ROM 

BANK3 


00 H 


10 H 


30 H 


40 H 


50 H 


I 60 H 


FFH 
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保証書(保証規定) 


本*は、本塞記載内容て無料修理をさせて]頁<ことをお約束するものです。 

保証期間中に故障が発生した場合は、製品と本塞をご持参、ご提示の上、お買上げの販売店にご依頼 
<ださい。 

お質上げ年月日、販売店名など記入もれがありますと無効となり浅す。必すご確認いただき、紀入の 
ない場合はお買上げの販売店にお申し出<ださい。 

ご転居 • ご贈答品などでお買上げ販売店に修理をご依顆できない場合は、製品に同梱しております、 
「シャーフサービス • お客様ご相談怒□一颳表」をご览の上、もよりのサービス会社へご持参<ださ 
い0 

本塞は再発行いたしません。たいせつに保管してください。 

〈無料修理規定〉 

1 . 取扱説明» • 本体注窻ラベルなどの注魚*にしたがった正常な使用状態で、保証期間内に故 
隖した壩合には、お S 上げ販売店、または当社サービス会社が無料修理いたします。 

2. 保証期間内ても次の埸合には有料修理となります。 

(ィ）本塞のご提示がない場合。 

(口）本*にお買上げ年月日 • お客様名 • 販売店名の紀入がない場合、ま75は字句を*き換えら 
れた楊合。 

(ハ）使用上の膜り、浅たは不当な修理や改造による故!® • mmo 
(二）お買上げ後に落とされた場合などによる故® • 損傷。 

(ホ）火災 • 公害および地® • 風水害その他天災地変など、外部に要因がある故®.損傷5。 

(へ)霭池の液もれによる故隖 • 偵傷。 

(卜）消耗品（乾電池）か損耗し取り替えを要する場合。 

3. 本*は日本国内においてのみ有効です。 

(THIS WARRANTY CARD IS ONLY VALID FOR SERVICE IN JAPAN .) 

★この保祉窗は本塞に明示した期間 • 条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。した 
かいましてこの保 M * によってお客様の法律上の楢利を制限するちのではありませんので、保 
証期間経週後の修理などにつきましておわかりにならない場合はお質上げの販売店、またはシ 
ヤーフお客様ご相談怒□にお問い合せ<ださい。 


修理メモ 




シャープポケットコンビユータ保証書持込修理 

(WARRANTY CARD) 


品 名 ボケットコンビュータ 

形 名 PC-G801 

保証期間 お興上げ日より本体 3 年間 

(VALIDITY) (FU しし 3 YEARS AFTER PURCHASE) 

お興上げ日 昭和 年月日 


ご芳名 

様 

ご住所 


電話番号 

( ) 


取圾販売店名 • 住所 • 電話番号 


印 


が，■：%株式会 : H 

〒545大阪市阿倍野区長池町22番22号 

電話 (06) 621—1221番 





逆 Ir-f% 株式会 : H 

本 n 〒545大阪币闷«»区 R 池®22 -22 

m & (06) 621-1221( 大代*) 

情板システム〒639-11奈良頫大和®山币®凟/151492 
寧業本部 ®tt(07435)3«5521( 大代表） 


修»などアフターサービスについてのお問い合わせは下！6へ••… 

シャープお客様ご相談窓口 (技術センター) 


礼 《 技術 センター學〈063) 西区::十四 州 条7了目3»17§ 

仙台技術 t? ンター 舉 (983) 仙 S 币脚®3了目 1*27 号 

* 手 技術 センター 靨 〈028- 36) 芭手翔货茇«矢希ン9一 

阳了目1扪号 

宇 ffi S 技術センター»(320)宇聰币不 IWW 了目2»41号 
新«校術 tr ンター暴 (950) 断«币上所中1了目7»21号 
松本技術 tr ンター暴 (399-65) 松本币污好 8*14 号 
聚京第1技術センター©(130)央尕№5田区石©2了目12*3§ 
聚京第2技術センター馨(154) ®»®P» 区用¢53了© 45»13S 
橐京第3校術センター馨(143) »»«大田区«馬込1了目 5»15S 
大 S 技術 tz ンター»(330)大飾 SIWI2 了目107»29 
千*！技術センター»(280) +爾币明田II了目5«209 
權浜技術せンター«(235)喵 Arfj 请子区 cp 原1了目2潘23§ 

名古騮 技術 センター VC454) 名3靨布中川区山王3了 S5«59 
K 睾 技術 センター ^(500) KS 币六条明3了目12»98 
金 沢 技術 tz ンター 畢 (921)石川鑽 5iil«W^WI?»lirai096 の1 
大阪第 1 技術 センター¢(556)大阪币投逢区 《X ぬ西1了 @2*9 号 
大阪第 ンター 譬 (547) 大阪币乐好区加*用4了目3脱1§ 
神戶技 fftz ンター學 (658) 了96*圯号 

京 ffi 技術 センター 罄 (601)京 ©T) 用区上 瑪 明 
高 松 技術 t? ンター 畢 (760) ft 松币不太®1861»3号 
W 山 技術 センター 罄 (700) ® 山币米來ノ町66の2 

広 島技術 せンター 731-01) 広島币安任*912西明2了目 13*4 号 
山 □ 技術 tz ンター w :• »山市新 JS1* 地 
梅岡技術 センター 暴 (816) 磾觉无 W 多区？ si9®2 了目1?昂1号 

北九州技術センター警 (803) 此⑽币/』、卽呕大手®6«12号 
ft 兒島技術せンター警 (890) 晚兒泉甬蠘《於印12根^号 


财 (011)641 _0751 
?RSS(022)288-S161 

*^(0196)38- 6085 
脱 (0286)34 -0256 
««(025)284-6023 
««(0263)27-1636 
脱 (03)624-7475 
(03)382 - 9161 
(03)777-8851 
财讎 )66-7220 
««(0472)65 - 6110 
職 045)753 - 9583 
脱 (052)33 卜2671 
*«(0582)74 -7996 
«^(0762)49-9333 
财 (06)644-1191 
(06)794-2510 
««(078)452-1762 
««(075)681-^51 
取 6(0878)35 舞5525 
*«(0862)43- 5660 
脱 (082)874 -6100 
«tt(0834)32 - 3839 
«ii(092)572-2617 
*^(093)592 - 6510 
咖 (0992)59 養0628 



级 V -% 株式会社 

本 社 -545大阪市阿倍野区長池町22番22号 

電話 (06)621 —1221(大代表） 

情報システム事業本部 ”639-11 奈良県大和郡山市美濺庄町492番地 

電話 (07435)3 —5521(大代表） 
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